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　探たん偵ていクレーヴェルこと暮くれ居い海かい世せいは、その日、朝から体調の悪化に苦しんでいた。

　四し肢しがやたらと重い。

　高熱による頭痛と目め眩まいによって、見上げた天てん井じようが歪ゆがんでいる。

　吐はき気けこそないものの喉のどは腫はれ、水を飲のみ込こむだけで激痛が走る。

　早い話が、重度の夏なつ風か邪ぜである。六月の梅つ雨ゆ寒ざむで見事にやられた。

　原因も概おおむね理解している。数日前に会ったクライアントが同じような症しよう状じようで、病身のまま無理矢理に働いていた。

　彼かれの部署では現在、夏なつ風か邪ぜの連れん鎖さ感かん染せんによって業務が崩ほう壊かいし、ほぼ開店休業の状態らしい。

「風か邪ぜくらいで休むな」という時代錯さく誤ごの指針は、時に組織を瓦が解かいさせる。運良く感かん染せん力りよくの弱いウィルスであればそれも通用するだろうが、そうでなかった場合、まさしくバイオテロと呼ぶにふさわしい惨さん状じようへと陥おちいってしまう。

（この手の打ち合わせは……やはりＶＲ空間で済ませるべきだな）

《クローバーズ・ネットワークセキュリティ・コーポレーション》の社長、暮くれ居い海かい世せいは、改めてそう自じ戒かいした。少なくともＶＲ空間であれば風か邪ぜなどうつりようがない。

　ただ今回は、これからＶＲオフィスを導入しようというクライアントからの相談だったため、最初の説明は相手側へ出向く必要があった。

　回復までにはどう見積もっても数日以上かかるが、しかし彼かれにも他の仕事がある。

（現実での仕事は無理だが、ゲーム内のガイドくらいなら……いや、しかし──）

　寝ねたきりの病人でもプレイ可能なのがＶＲＭＭＯの強みだが、かといってプレイ中に本人の熱が下がるわけでもない。

（明日、入っている仕事は──〝橡とち守もりさん〟のガイドか……）

　──重要な、極きわめて重要な顧こ客きやくだった。

　クレーヴェル本人が行くべきなのは間ま違ちがいないが、熱に浮うかされうわごとでも漏もらそうものなら、キャンセルするよりも酷ひどい事態に陥おちいりかねない。

　今の時点でも、自身の思考が酷ひどく鈍にぶっていると痛感している。

　しばらく思案した末、彼かれはベッドに横たわったまま、うつろな指使いでどうにかメールを打ち始めた。

　彼かれの会社は何も彼かれ一人の個人事業ではない。頼たよりになる他の社しや員いん達たちがいる。

　ガイド業務の代役などは頼たのみにくいが、この際、他に選せん択たく肢しはなかった。

　視界がぐるぐると回って液えき晶しよう画面がまともに見えず、いつもより数十倍の時間をかけて、彼かれはどうにか一通のメールを書き上げた。

　文面をチェックする余よ裕ゆうもないまま送信し、そのまま高熱の不快感に身を委ゆだねる。

　あまり間をおかずに電話が鳴った。

「……もしもし……？」

　声は酷ひどくかすれた。スピーカーからは動どう揺ようした声が返ってくる。

『か、海かい世せいくん、大だい丈じよう夫ぶ!?　風か邪ぜで動けないって……！』

「……すまないが、声が出ない……用件はメールで頼たのむ……」

　聞くに堪たえない声でどうにかそれだけを伝えて、すぐに通話を切る。この喉のどで長話は無理だった。

　しばらくしてからメールが届く。




《橡とち守もりさんのガイドは私が担当するので、心配しないでください。先方にも伝えておきます。何も気にせず、今はゆっくり休んでね。くれぐれも無理だけはしないように──》




　応おう諾だくのメールを読み終えた後──

　クレーヴェルは糸が切れたように、そのままぷっつりと気を失った。
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　ここ最近、三みツ葉ば探たん偵てい社しやには客が増えた。

　頻ひん繁ぱんに居い座すわっているナユタは、その増加を他ひ人と事ごととして実感している。

　ゲーム内の観光ガイドなどというまるで冗じよう談だんのような仕事ながら、なにせ競合相手がいない。ニッチな需じゆ要ようと上う手まく合がつ致ちしたのか、特に企き業ぎよう関係者からの依い頼らいが続いている。

　その目的は「観光」などではなく「視察」であり、会話の内容も「ＶＲ空間におけるマネタイズの手段」や「過去の成功例と失敗例」「現在のプレイヤーの消費動向」「宣伝、あるいはイメージ戦略の舞ぶ台たいとしてのＶＲＭＭＯの活用法」など、よりビジネスに沿ったものが中心となっているらしい。

　そうした依い頼らい主ぬしの多くは、《アスカ・エンパイア》運営側からの紹しよう介かいによってこの事務所を訪おとずれる。

　ＶＲＭＭＯに眠ねむる商機を運営がそのままアピールすると、その目もく論ろ見みが外れた場合に会社間の関係が悪化しかねない。第三者のクレーヴェルが忌き憚たんなく、良い部分も悪い部分もまじえて現実を伝えることは、長い目で見れば両者にとって益になる──そういった思おも惑わくがあると探たん偵ていは嘯うそぶいていた。

　無論これは、クレーヴェルと運営側における〝紹しよう介かい者しや〟との間に、強い信しん頼らい関係があればこその話である。

　以前、ナユタがヤナギと共に《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のテストプレイに参加した際に、クレーヴェルは「自分には運営側との太いパイプがある」と言っていた。

　春先から今に至るまで、ナユタはこのパイプ役を、エラー検証室の室長、虎とら尾おのことだとばかり思おもい込こんでいたが──

　今、彼かの女じよの前には、その虎とら尾おの上司にあたる「クレーヴェルの本当の後うしろ盾だて」が、やけに可か愛わいらしい姿を見せていた。

「やあ、どうもどうも。はじめまして、お嬢じようさん方がた。君らのことは虎とら尾お君くんから聞いているよ。幽ゆう霊れい囃ばや子しの件ではずいぶんとお世話になったらしいね。その節はありがとう」

「……はあ」

　主あるじ不在の三みツ葉ば探たん偵てい社しや──

　今日も今日とて勝手に入はいり込こみくつろいでいたナユタとコヨミは、この奇き妙みような来客に戸と惑まどうしかなかった。

　彼かの女じよ達たちの眼下に悠ゆう然ぜんと立っているのは、一匹ぴきの猫ねこである。

　真っ白なふさふさとした毛に覆おおわれた、顔の平べったいペルシャ猫ねこ──シルクハットに燕えん尾び服ふく、鼻眼鏡に懐かい中ちゆう時ど計けい、黒くろ塗ぬりの杖つえと革かわ靴ぐつ等、衣い装しようは近代の英国紳しん士しを思わせるが、しかしどこからどう見ても完全に猫ねこである。

　メニューウィンドウには《トチモリ》というプレイヤーネームが表示されていた。

「…………どうも。はじめまして」

　反応に困って、ナユタはとりあえずしゃがみ込こみ、相手と視線の高さを近づけ握あく手しゆに応じた。

　猫ねこの後ろに付つき添そった神かん主ぬし姿の虎とら尾おが、がりがりと頭を搔かく。

「あー……うん。こちら、私の上司で、うちのＣＴＯ──最高技術責任者の橡とち守もりさんだ。執しつ行こう役やく員いんの一人で技術部門の統とう括かつ、早い話がとても偉えらい人なんだが、中身は五十代の妻子ある男性だから、くれぐれも喉のどの下を撫なでたり猫ねこじゃらしをちらつかせたりしないように──うん。君。そこの君だ」

　猫ねこの喉のどを撫なでながら無言で猫ねこじゃらしを振ふり続けるコヨミに、虎とら尾おが苦言を呈した。

　とうの橡とち守もりは満足げに眼めを細めつつ、ごろごろと喉のどを鳴らしている。

「うむ。苦しゅうない──まあ、ＣＴＯといってもだね。ただの古参の技術者というだけで、そんなご大層な立場でもない。君らはうちの社員というわけでもないんだし、そこらの猫ねこと同じように扱あつかってくれて構わんよ」

　この世よ迷まい言ごとに、虎とら尾おが頰ほおをひきつらせた。

「……橡とち守もりさん……大人の威い厳げんを捨ててまで若わかい子こ達たちにちやほやされたいんですか……」

　燕えん尾び服ふくのペルシャ猫ねこが軽く鼻を鳴らす。

「相変わらず失敬だな、君は。暮くれ居い君くんを見習いなさい。こんな美び人じんさん達たちを代わりのガイドとして寄よ越こすなんて、なんとも気が利きいているじゃないか」

「……ガイド、ですか？」

　ナユタは首を傾かしげた。

　探たん偵ていクレーヴェルから、特にそうした話は聞いていない。

　虎とら尾おが慌あわてたように猫ねこへ耳打ちする。

「違ちがいますよ、橡とち守もりさん。彼かの女じよ達たちは偶ぐう然ぜん、ここで暇ひま潰つぶしをしていただけです。ガイドは暮くれ居い君くんのところの広報部長が担当してくれます」

「……ん？　この子こ達たちじゃないの？　なんだ、暮くれ居い君くんも気が利きかない──」

　あっさりと前言を翻ひるがえし、橡とち守もりが残念そうに目め許もとを歪ゆがめた。見た目が猫ねこだけにふてくされた顔も可か愛わいらしいが、中身がいい大人と考えると微び妙みようなところではある。

　コヨミが橡とち守もりの背後からその頰ほおをむにむにと左右に引っ張り、呆ほうけたように呟つぶやいた。

「猫ねこが……猫ねこが、しゃべった……？」

「……いえ、そこは今いま更さら、驚おどろく部分ではないです」

　周囲の会話が聞こえているのかいないのか、コヨミは淡たん々たんと橡とち守もりをモフりはじめる。

　確かにこの《アスカ・エンパイア》においても、喋しやべる猫ねことなると実は珍めずらしい。

　化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やでもその他の店でも、妖よう怪かい達たちの多くはＡＩとしての未熟さをごまかす目的で無言に設定されている。いつぞや訪おとずれた招まね鬼き屋や温泉リゾートホテルでも、従業員の黒くろ猫ねこ達たちは手て振ぶりと簡単な文字で意思を表明しつつ、喋しやべることはなかった。

　クエスト内でヒントを出したりストーリーを語るＮＰＣはまた別だが、彼かれらも会話は成立するものの、やはり人間と比べてしまうとまだ違い和わ感かんがある。

　コスプレ的な感覚でプレイヤーが妖よう怪かいに扮ふんしている例は多々あるが、それらのレパートリーに〝猫ねこ〟はない。

　これはＡＩやＮＰＣのふりをして覗のぞきや痴ち漢かんを働く不心得者を警けい戒かいしての措そ置ちらしく、《アスカ・エンパイア》内では、基本的に「本人より小さなもの」には変装できない仕様となっている。

　クエスト内のイベントや演出の一いつ環かんで、強制的に姿を変えられる例はあるが、その場合にはクエストから出た時点で元の姿に戻もどされる。

　目の前にいる橡とち守もりは、よくありそうに見えて実は特異な例といえた。

（運営専用の特とく殊しゆなアバター……ってことなのかな？）

　疑問は多いが、その前にまずは気にするべきことがあった。

「あの、代わりのガイドって──探たん偵ていさんに何かあったんですか？」

　虎とら尾おが大おお仰ぎように肩かたをすくめる。

「夏なつ風か邪ぜでダウンしたそうだ。こちらに届いたメールにも誤字があって、まったく彼かれらしくなかった。で、今日のガイドには彼かれの助手が来てくれることになっているんだけど……」

「助手？」

　ナユタはまだ会ったことがない。ヤナギからの依い頼らい時じにも、探たん偵ていは「普ふ段だんは戦せん闘とう面めんを担当する助手がいる」とは明言していたが、あまりに遭そう遇ぐうしないので存在すら疑っていた。

　どうやら、いることはいるらしい。

　猫ねこの橡とち守もりが優ゆう雅がにソファへ腰こし掛かけた。

「我々が待ち合わせの時刻より早く来てしまったからね。ゆっくり待たせていただこう」

　一方の虎とら尾おは早々に踵きびすを返かえす。

「じゃ、私はお先に失礼して、仕事に戻もどらせていただきます。少し立たて込こんでいまして──」

「ん。頑がん張ばってくれたまえ」

　橡とち守もりが肉球を振ふるのにあわせて、虎とら尾おが部屋から出て行こうとした。

　ナユタは慌あわてて彼かれを呼び止める。

「待ってください、虎とら尾おさん！　色々とうかがいたいことが……あの、探たん偵ていさんの《助手》って？」

　振ふり返かえった虎とら尾おが、眉まゆをひそめた微び妙みような笑え顔がおを見せた。

「え？　暮くれ居い君くんから何も聞いてないのかい？　うーん……」

　上司をおいて立ち去ろうとするあたり、忙いそがしいのは本当らしい。説明に時間がかかると察したのか、橡とち守もりがコヨミに喉のどを撫なでられながら厳おごそかに告げる。

「いいよ、虎とら尾お君くん。待っている間に私からお嬢じようさん方がたに説明しておこう。君は部署に戻もどりなさい。道案内、ご苦労さま」

「あー……すみません。じゃ、後はよろしくお願いします」

　虎とら尾おはゆらゆらと暢気のんきな足取りで探たん偵てい事じ務む所しよを出て行った。

　ナユタは仕方なく橡とち守もりの向かいに座すわる。

（探たん偵ていさん、夏なつ風か邪ぜだなんて……私にも知らせておいてくれればいいのに）

　大方、見み舞まいに来られてうつしたら困るとでも考えたのだろう。ナユタもそろそろ期末テストが近い。

　猫ねこの橡とち守もりは鼻眼鏡の向こうの眼めを細め、眠ねむたげに欠伸あくびをした。

「やれやれ……虎とら尾お君くんもなかなか忙いそがしい。来週配信予定の新規クエストにエラーが発覚したらしくてね。そんな時に私用で道案内などさせて、申し訳なかった。この事務所が《キヨミハラ》にあった頃ころには何度かお邪じや魔ましたんだが、《百八の怪かい異い》実装にあわせてこちらに移転してからというもの、とんとご無ぶ沙さ汰たで。場所がよくわからなかったんだ」

「はぁ……」

　橡とち守もりは今、「私用で道案内をさせた」と言った。

《アスカ・エンパイア》運営会社のＣＴＯなどという重役が、わざわざ「私用」でゲーム内の観光ガイドを外部のクレーヴェルに依い頼らいするなど、よくわからない状じよう況きようではある。

　ナユタの疑念を察したのか、橡とち守もりは猫ねこの顔でにやりと笑った。

「疑問だらけ、というご様子だが、さて、お嬢じようさんは何から聞きたいのかな。暮くれ居い君くんの助手についてでいいのかね？」

「それもですが……その前に、探たん偵ていさんの風か邪ぜは大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？　あの生き真ま面じ目めな探たん偵ていさんが、ＶＲ空間でのガイドの仕事まで休むなんて、よほど酷ひどいんじゃないかと──」

　自分の声がわずかに震ふるえていることに、ナユタは気づかなかった。

　病人であろうと怪け我が人にんであろうと、ＶＲ空間では身体からだの負担が大おお幅はばに軽減される。もし症しよう状じようが軽ければ、彼かれはアミュスフィアをつけてこの空間で普ふ通つうに仕事をしているはずだった。

　にも拘かかわらずログインすらできないということは、それこそ意識が混こん濁だくする程ほどの熱が出ているのかもしれない。

　橡とち守もりが眼めを閉じた。

「えーとね。病状までは私にもわからないから、本人に聞いてもらうしかないんだが……まあ、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな？　以前、暮くれ居い君くんが風か邪ぜをおして仕事をしていた時に、少しきつく[image: ]しかったことがある。私の前に風か邪ぜをひいた状態でのこのこ現れたら、また[image: ]しかられると身に染しみているはずだ」

　安あん堵どにまではとても至らないが、ナユタも一応は納なつ得とくした。

　ソファの隣となりから橡とち守もりの喉のどを撫なでつつ、コヨミもうんうんと頷うなずく。

「そうそう。風か邪ぜの時はおとなしく寝ねてないと他人にうつしちゃうもんねー。うちの会社もお爺じいちゃんばっかだから、そういうところは特に厳しくて。まあ、私はここ十年くらい風か邪ぜとか引いてないけど」

　ほんの少しの沈ちん黙もくを経て、コヨミが上うわ目め遣づかいにナユタを見つめた。

「……あ。馬ば鹿かは風か邪ぜひかないとか、そっち系の話じゃなくてね？」

「何も言ってませんし、そんなことも思っていません。コヨミさんの場合、あまりストレスを抱かかえ込こまず、よく笑っているから免めん疫えき系けいが強いんだと思います。一人暮らしで風か邪ぜは本当につらいので……健康がなによりですよ」

　常に化ばけ狐ぎつね疑ぎ惑わくがつきまとう探たん偵てい氏も、やはり人間だったらしい。

　橡とち守もりが神しん妙みように頷うなずく。

「で、暮くれ居い君くんがそんなだから、今日は別の子がガイドをしてくれることになった。君らかと思ったら違ちがうのか……虎とら尾お君くんに連れん絡らくを任せていたものだから、私も詳しよう細さいは把は握あくしていないんだが、助手ということは……〝彼かの女じよ〟かな」

「……彼かの女じよ？」

　その単語がただの三さん人にん称しようの代名詞なのか、あるいは恋こい人びとを示すものなのか──確かく認にんする前に、探たん偵てい事じ務む所しよの奥おくへつながる戸が開いた。

「こんにちはぁ。お待たせしてしまって申し訳ありません、橡とち守もりさん。《クロネコ》のリリカ・ログリエですー」

　やや間延びした甘あまったるい声と共にこの場へ現れたのは、妙みように愛あい想そのいい弓使いだった。

　着物をアレンジしたハーフトップの上に弓きゆう道どう用ようの胸当てを装備し、下は括くくり袴ばかまと脚きや絆はんで固めている。

　白い肩かたや引ひき締しまった腹部を晒さらしたその姿には、いかにも人目を引きそうな色いろ香かが漂ただよっていたが、ナユタはまず彼かの女じよが背負った弓の物々しさに驚おどろいた。

　鳥とり打うちは黒く骨太で、末うら弭はずには鬼おにを連想させる二本の角が装そう飾しよくとして突つき出でている。弓にしては特とく徴ちよう的てきなその外観は、ベテランプレイヤーなら見み紛まがうはずもない。

（あれって……《黒くろ鬼ほお灯ずき》？）

　同時に三発の矢を放てるこのレア弓は、弓を扱あつかう全てのプレイヤーにとって憧あこがれの装備だった。

　戦いくさ巫み女このナユタや忍しのびのコヨミではその真価を引き出せないが、仮に入手した場合、それを理由に転職を検討するほどの価値がある。

　そんなレア装備を持っている時点で、《リリカ・ログリエ》と名乗ったプレイヤーはかなりの強つわ者ものと見ていい。

　ペルシャ猫ねこが満足げに頷うなずいた。

「これはこれは、久しぶりだねぇ、リリカちゃん。虎とら尾お君くんが、広報部長がどうのと言っていたが……去年までは平社員じゃなかったかね？」

　弓使いがころころと愛あい想そ良く笑った。

「おかげさまで昇しよう進しんしました♪　お給料も２％くらい増えましてー」

「……額を知らんからなんともいえないが、君、役職がついてその増え方は暮くれ居い君くんに騙だまされていないか……？」

　橡とち守もりの指し摘てきを受けたリリカは、細い指先を口元に添そえわざとらしく微ほほ笑えんだ。

「んー……そこは私と海かい世せいくんの仲ですから──えっと、貴方あなた達たちがナユタちゃんとコヨミちゃんかな？」

　橡とち守もりから視線を転じ、彼かの女じよはナユタ達たちにも眩まぶしい笑え顔がおをふりまく。

「はじめまして♪　《クロネコ》の社員で海かい世せいくんの部下の、リリカ・ログリエです。あ、これプレイヤーネームっぽいけど本名だよ？　貴方あなた達たちのことは、海かい世せいくんから聞いて……」

　水商売を連想させる程ほどの甘あまえた声に、コヨミが頰ほおをひきつらせた。

「……待って待って。ちょっと待って。いろいろ理解が追いつかない──喋しやべる猫ねこさんはさておき……え？　くろねこ？　社員？　海かい世せい〝くん〟？」

　突つっ込こみ所どころが多すぎて、ナユタも圧あつ倒とうされてしまう。

　リリカが不思議そうに首を傾かしげた。

「そうだよ、クロネコ。《クローバーズ・ネットワークセキュリティ・コーポレーション》──略してクロネコね？　社長は海かい世せいくんだけど、会社の名付け親は私なの。かわいいネーミングでしょー？」

　人ひと懐なつっこく笑うリリカは、おそらくはコヨミよりも年上だが、わざとらしい程ほどに声と喋しやべり方かたが可か愛わいらしい。同性には嫌きらわれそうだが男性受けは良さそうに見える。

　現に橡とち守もりもすっかり相そう好ごうを崩くずし、ごろごろと喉のどを鳴らしていた。

　──自社の社長を「くん」づけで呼ぶ妙みよう齢れいの社員など、通常の関係では有り得ない。クレーヴェルの古くからの友人なのか、あるいはそれこそ恋こい人びとのような存在なのか──いずれにせよ、親しい関係にあることは間ま違ちがいなかった。

（本名がリリカ・ログリエってことは……外国の人？　探たん偵ていさんが英会話が得意なのって、もしかして──）

　ナユタの連想を遮さえぎるように、コヨミがリリカへ確かく認にんを求めた。

「ええー……つまり……リリカさんは探たん偵ていさんの会社の社員さんで、ガイドの代役……？」

「うんっ！　海かい世せいくんが風か邪ぜで動けないみたいだから、代わりに来たの。橡とち守もりさんはうちの株主の一人で、海かい世せいくんも今日の仕事のためにいろいろと準備していたんだけど……こういう大事なタイミングで風か邪ぜひいちゃうあたり、現実では微び妙みように運が悪いのよねー……」

　溜ため息いきまじりにこぼすと、リリカは膝ひざに手をあて、猫ねこの橡とち守もりへ深々と一礼した。

「ほんとにごめんなさいねぇ、橡とち守もりさん……海かい世せいくんも今日のお仕事、楽しみにしていたんだけれど──今日は私がご案内させていただきますから、どうかよろしくお願いいたします♪」

　胸を寄せて強調するようなあざとい姿勢の割に、容姿と態度が一いつ致ちしているせいか、妙みように自然体で嫌いやみがない。客を接待するホステスにも通じるプロ意識すら感じてしまう。

「いやいや、こちらこそ。一つよろしく」

　接待される立場のペルシャ猫ねこが機き嫌げん良よく頷うなずき、次いでナユタ達たちに視線を向けた。

「もし特に予定がなければ、君きみ達たちも一いつ緒しよにどうかね？　戦せん闘とうなどはないが、ちょっと面おも白しろいものが見られると思うよ」

　この申し出に、ナユタは思わずコヨミと顔を見合わせた。

　コヨミが猫ねこの顎あごを無ぶ遠えん慮りよに撫なで回まわす。

「面おも白しろいものって何？　普ふ通つうにゲーム内の観光するだけじゃないの？」

　橡とち守もりの代わりに、リリカが片目を瞑つぶった。

「えっとね。今日は《アスカ・エンパイア》のガイドじゃなくて、橡とち守もりさんがうちのオフィスを視察されるの。《クロネコ》のメインオフィスって仮想空間にあるんだけれど、ＶＲでのオフィス構築を考えている中小企き業ぎよう向けのモデルルームも兼かねていて──」

　守秘義務の関係か、説明の言葉に迷ったリリカの後を橡とち守もりが引き取る。

「実は《百八の怪かい異い》へのコラボ参加を検討している企き業ぎようの中にも、ＶＲオフィスの新規導入に興味を持っているところがいくつかあってね。うちはそういう事業はやっていないんで、暮くれ居い君くんのほうに話を回しているんだが──考えてみたら私も、暮くれ居い君くんの会社の様子を詳くわしく知らなかった。他人に紹しよう介かいする上でこれはまずいと思って、今回、ガイドをお願いした次し第だいなんだ」

　コヨミがぽかんとした。

「ほえ？　探たん偵ていさんのオフィスって、ここじゃないの？　あの人、いっつもここで仕事してるよ？　レトロなパソコン持もち込こんで、カタカタカタカタ……」

　リリカが自分の頰ほおに手を添そえ、困ったように目を伏ふせた。

「確かに海かい世せいくんにとっては、ここが作業スペースになっちゃっているんだけど……会社はちゃんと、《アスカ・エンパイア》のシステムに依い存ぞんしない別のサーバーにあるの。そっちに社長室もあるんだけど、最近はガイドのお仕事が多いから、こっちにいたほうが都合がいいみたい」

　橡とち守もりが優ゆう雅がに髭ひげを撫なでつつ、改めてナユタを見つめた。

「というわけで、ご一いつ緒しよにどうかね？　敵も出てこないしレアアイテムも手に入らないが、暇ひまつぶし程度にはなるはずだよ」
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　正直に言えば興味はある。ただの仕事場見学がおもしろいかどうかはさておき、ＶＲ技術の活用例としては一見の価値がありそうだった。

　何より──《リリカ》という社員のことも、ほんの少し気にはなっている。

「私は行ってみたいですが……コヨミさんはどうですか？」

　コヨミが橡とち守もりの両手を左右から摑つかんで適当に踊おどらせながら、ナユタと視線をあわせた。

「んー。私もフツーに興味あるし、行ってみよっか？　探たん偵ていさんのことだから、外面の良さそうな物もの凄すごい高層ビルの近代的なオフィスとか、逆に明治時代っぽい煉れん瓦が造づくりのお屋や敷しきとか、そんな感じなのかなあ」

　リリカがくすりと微ほほ笑えんだ。

「海かい世せいくんの趣しゆ味みはここの探たん偵てい事じ務む所しよが一番わかりやすいかなぁ。オフィスのほうは、海かい世せいくんより社員それぞれの趣しゆ味みが出ちゃってるから……それじゃ、みんなで行きましょうか。奥おくにある隠かくし通つう路ろが、オフィスとつながる転送ゲートになってるの」

　颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、彼かの女じよは探たん偵てい事じ務む所しよの奥おくへと続く引き戸の前へ立つ。

　その先には細い廊ろう下かと、簡易キッチンを備えた給湯室、ホームシアターつきのコタツ部屋兼けん仮か眠みん室しつがある。

　季節が初夏だけにコタツ部屋はあまり使っていないが、冬になればコヨミと一いつ緒しよに入いり浸びたりそうな予感はあった。

　コヨミがさも当然のようにペルシャ猫ねこを抱かかえ上あげ、リリカの後に続く。その姿を見て、ナユタはつい念を押おしてしまった。

「……あの、コヨミさん。虎とら尾おさんも言ってましたが、その人、中身はちゃんとした大人の人なので……」

「え？　でも…………猫ねこじゃん？」

「よきにはからえー」

　橡とち守もりも対応をおもしろがっているのか、止めようとしない。立場が立場だけにまさか助すけ平べい心ごころではないと思いたいが、そもそも猫ねこの姿をしている必然性がよくわからなかった。

「……つかぬことを伺うかがいますが、どうしてアバターが猫ねこなんですか？　プレイヤー側にはない外見設定ですよね」

　橡とち守もりが猫ねこのように頰ほおをこする。

「ふむ。これはコラボ企き業ぎようの方々が視察時に使えるように設定した、ステータスが存在しないキャラクターでね。攻こう撃げき能のう力りよくは皆かい無むで、敵からも無視される特とく殊しゆな仕様になっている。矛む盾じゆんしているようだが、《中に人間が入ったＮＰＣ》とでも思ってくれればいい。デバッグ作業でもたまに使われるが……君きみ達たち、《猫ねこの視察団》の噂うわさを聞いたことは？」

「あ、知ってる。追いかけると消えちゃうレアキャラの団体さんでしょ？」

　ナユタは初耳だったが、コヨミは知っていたらしい。

　橡とち守もりが満足げに頷うなずく。

「あれの中身が、要するに他企き業ぎようのコラボ担当者やうちの案内係、あるいはデバッグチームなんだ。明確なエラーはもちろん配信前に潰つぶすけれど、クエスト内で現実のプレイヤーがどう反応するかを確かく認にんしたい場合などに、実地調査のためこの姿でプレイフィールドに入はいり込こむこともある」

　ナユタはわずかに眉まゆをひそめた。

「ええと……それって、普ふ通つうのプレイヤーのふりをして普ふ通つうに入るわけにはいかないんですか？」

「通常クエストならそれでいいんだが、《肝きも試だめし》系のソロクエストだと、原則として他のプレイヤーは同一空間に入れないからねぇ……あとさっきも言った通り、敵から無視される仕様だから、そんなのが他のプレイヤーと見分けがつかない人間の姿をしていたら、かえって紛まぎらわしい。不正行こう為いのチートキャラと勘かん違ちがいされても困るし、猫ねこの姿なら妖よう怪かいの一種と判断してもらえる」

　理由に納なつ得とくはしたが、何な故ぜか釈しやく然ぜんとしない。

「ついでに、視察団が猫ねこ同士だと場が和なごむ。商談もまとまりやすい」

　これが一番の理由らしい。

　狭せまい廊ろう下かを抜ぬけてコタツ部屋の脇わきを通り過ぎ、一行は奥おくの壁かべに突つき当あたる。

　土つち壁かべと柱の隙すき間まにリリカがカードキーを差さし込こむと、壁かべにぼんやりと木製の引き戸が浮うかび上あがった。

　リリカが向き直り、芝しば居いがかった態度で改めて一礼する。

「皆みな様さま、クローバーズ・ネットワークセキュリティへようこそ。外見設定は今の姿をそのままコピーして引ひき継つぎますが、この先、《アスカ・エンパイア》のシステムからは外れます。アイテムやステータス等は一いつ切さい反映されませんので、メニューウィンドウの仕様が変わっても驚おどろかないでくださいね」

　リリカの説明と共に、するりと軽い摩ま擦さつ音おんを立てながら戸が横方向へ開く。

　その向こう側には、年代物のグランドピアノが一台──

　広いドーム状のエントランスに、ぽつんと物もの寂さびしく置かれていた。
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《クローバーズ・ネットワークセキュリティ・コーポレーション》、そのＶＲオフィスのエントランスは、周囲を多数の扉とびらに囲まれた円形の広間だった。

　天てん井じようは半球形のガラス張りで、透すき通とおるような青空に白い雲が浮ういている。

　その直下に置かれたグランドピアノを見つめ、コヨミに抱かかえられた橡とち守もりが猫ねこの顔で微ほほ笑えんだ。

「ああ、暮くれ居い君くんらしい趣しゆ味みだねぇ。そういえば彼かれ、ピアノが弾ひけるんだったか」

　日の当たる場所にピアノを置くなど現実では避さけるべきだが、この空間に紫し外がい線せんの影えい響きようはない。

「へえ……探たん偵ていさんがピアノを弾ひけるなんて、初めて知りました」

　表情に出さず驚おどろくナユタの耳元で、リリカがそっと囁ささやく。

「でもゲームミュージック専門なの。クラシックとかはほとんど弾ひけないから、リクエストはしないであげて」

　さもありなんと納なつ得とくしつつ、ナユタは改めて周囲を見回した。

　エントランスの外周部にずらりと並ぶ扉とびらの数は、実に二十を超こえており、それぞれデザインが異なっていた。

　古い洋館にありそうな木製のドア、倉庫の入り口にありそうな鋼鉄製のドア、古民家の玄げん関かんを思わせる木戸や、曇くもり硝子ガラスの引き戸──

　他にも映画館やコンサートホールのような観音開きの重じゆう厚こうな扉とびらや、最新のセキュリティを連想させる網もう膜まく認にん証しようつきの防犯ドアまである。

　まるで統一感がないのは、それぞれの行き先にあわせたデザインだからなのだろうと想像がついた。

　各扉とびらの上部には、行き先を記したプレートも掛かかっている。

（社長室、システム開発部、会議室、応接室、共有作業スペース、八はち鳥どり、ログリエ、大おお柿がき、千せん手じゆ屋や──あ、こっちは社員さん達たちの名前かな）

　人名を記したプレートは他にもあった。おそらくは、社しや員いん達たちそれぞれの作業用の個室である。

　そしてナユタ達たちが通ってきた木製の引き戸の上には《三みツ葉ば探たん偵てい社しや》と記されたプレートが掛かかっていた。

　リリカが一行を引き連れて、外周部を巡めぐり始はじめる。

「ご覧のように、このエントランス──というより《ターミナル》から、各部屋へ移動できるようになっています。個人用の作業スペースは、家主が不在の時には基本的にロックが掛かかる仕様で──今は社長室と八はち鳥どりさんのところに鍵かぎが掛かかっていますね。あ、八はち鳥どりさんは副社長です。出資額も一番多いので、海かい世せいくんより偉えらい裏番とか言われています」

　社員に関する追加の説明はナユタ達たちに向けたものである。

「はちどりさん……なんか花の蜜みつを吸ってる鳥さんみたいな名前だけど、その人も本名？」

「もちろん。社員はみんな本名だよ？　海かい世せいくんより遭そう遇ぐう率りつの低いレアキャラなんだけど、プログラミングの腕うでは神かみ懸がかっていて、実質、うちの会社は八はち鳥どりさんのおかげで成立している感じはあるかなー。働かなくても食べていけちゃうお金持ちで、この会社にも趣しゆ味みと世せ間けん体ていのために参加してくれたの。今日は会えないけど……橡とち守もりさんは会ったこと、ありましたっけ？」

　コヨミに抱かかえられたまま、橡とち守もりが首を横に振ふった。

「いや、私もないねぇ。噂うわさは暮くれ居い君くんから聞いているんだが、確か暮くれ居い君くんより年上だろう？」

「そうですねぇ。うちでは最年長です。といっても、まだ四十前ですが……物もの凄すごく優ゆう秀しゆうな人なんですが、優ゆう秀しゆうすぎてたまにわけのわからない奇き行こうに走るんです。海かい世せいくんとはやけに仲が良くて、たまに嫉しつ妬としちゃいます」

　冗じよう談だんまじりに彼かの女じよが漏もらした嫉しつ妬とという単語に、ナユタはついぴくりと反応した。

　──たとえリリカという娘むすめがクレーヴェルの〝恋こい人びと〟だったとしても、ナユタは嫉しつ妬となどはしない。それほど親しいわけでもないし、ナユタから見た探たん偵ていは、あくまで〝亡なき兄の友人〟でしかない。

　──そう弁わきまえているつもりだが、何な故ぜか心がざわつく。

　ナユタの変化には気づかぬ様子で、リリカはそつなくガイドを続けていった。

「こうしたＶＲオフィスの特とく徴ちようとして、各部屋の増設や消去、模も様よう替がえ等が極きわめて容易な点が挙げられます。社員一人一人に個室を用意することも可能ですし、逆に全員が揃そろって仕事できるほどの広い空間も、家賃を考えずにいくらでも制作可能です。効率的なオフィス作りは社風や業態によっても変わりますが、それらの模も索さくを、ローコストで即そく座ざに切きり替かえて試ためせる即そく応おう性せいも魅み力りよくですね」

　妙みようにすらすらと言葉が出てきたかと思えば、リリカの傍そばにはガイド用の資料がパネルで表示されていた。

「……といってもこんな話、橡とち守もりさんには釈しや迦かに説法ですよね。ＶＲオフィスの最さい先せん端たんは各ゲームメーカーや研究機関だと伺うかがっています」

　橡とち守もりが苦笑いを見せた。

「いやいや。我々はその場その場の試し行こう錯さく誤ごでやってきたから、根元の部分が意外に洗練されていないんだ。一いつ軒けん家やに無理矢理、増改築を繰くり返かえしてきたようなものでね。君きみ達たちがやろうとしていることは、いわばＶＲオフィスの注文住宅だ。自社のためのＶＲオフィスでなく、他社のためのＶＲオフィスをデザインして効率よく提示するというのは、なかなか悪くない眼めの付け所だと思う。特に中小企き業ぎようの場合、興味があってもＶＲに詳くわしい人材がいないことが多いからね」

「橡とち守もりさんにそう言っていただければ、海かい世せいくんも喜ぶと思います♪」

　大人二人の会話を聞きながら、ナユタは他の扉とびらについたプレートも確かく認にんしていった。

（……猫ねこ＆虎とらカフェ・たいぎぃたいがぁ、深海メイドカフェ・るる家いえ、ビーチカフェ・さめぢごく、プラネタリウムカフェ・暗黒星雲、喫きつ茶さ室しつ・狐きつね火び、天空要よう塞さい・トータスシェル、化ばけ猫ねこ寺でら・鰹かつ節ぶし堂どう──）

「……カフェ多くね？」

　コヨミが至し極ごく当然の疑問を口にしたが、他にも何やらおかしなものが混ざっている。

「多いよねー。でもまぁ、理由があって──」

　リリカが深海メイドカフェの扉とびらに指をかけた。扉とびらは錆さびた鋼鉄製で、ドアノブはフジツボの形をしている。

「……えー。こちらは全てモデルルームも兼かねております。オフィスって効率を追求するとだいたい似たようなものになりがちなので、併へい設せつするカフェに会社の個性を出そう、ということで……猫ねこと虎とらのカフェはだいたいご想像通りかと思いますので、今日はまずこちらの深海メイドカフェをご案内しますね」

　ナユタはふと嫌いやな予感を覚え、コヨミの前へと歩み出た。何な故ぜか、彼かの女じよを先行させてはいけない気がする。

「なに？　なゆさん、どしたの？」

「いえ……橡とち守もりさんを落とさないように、気をつけてください」

　ゲームの中ではないため、敵は出てこない。警けい戒かいする必要などは何もないはずだったが、そうは言っても扉とびらの様子があまりに怪あやしい。

　そして、ナユタの悪い予感は的中した。

　名めい状じようし難がたき擬ぎ音おんと共に扉とびらの真正面に現れたのは、口から触しよく手しゆを生やしたタコのような頭の怪かい物ぶつである。

「ぴっ……！」

　コヨミが悲鳴をあげ損そこねて硬こう直ちよくした。もし先行していればすかさず抜ばつ刀とうし切りかかっていただろうが、今はナユタが前を塞ふさいでいる。

　目の前に現れた怪かい物ぶつは歯車が錆さびたようなぎこちない動きで会え釈しやくし、店内への道をあけた。

　よくよく見れば可か愛わいらしいメイド服を着ているが、あまりの異形ぶりに衣い装しようが役目を果たしていない。

　客を中へ導こうとしているようだが、くぐもった声はうまく聞き取れず、かろうじて「いあいあ」と小声で呟つぶやいているのがわかった。

（……〝いらっしゃいませ〟って言ってるのかな……？）

　内部は暗い。湿しめった生なま温ぬるい空気が流れてきたが、匂においは特にない。

　ざわざわと聞こえる奇き妙みような息いき遣づかいは明らかに人のものではなく、滴したたった水を引きずる粘ねん着ちやく質しつな音と混ざりあって、否いや応おうなく不ふ吉きつな予兆を感じさせた。

　不意にぞわりと、背筋が粟あわ立だつ。

　──何か。

　何か極きよく端たんに大きなものが、店の奥おくに鎮ちん座ざしている──

「やめよう！　ここはやめよう！」

　橡とち守もりを抱かかえ込こんだままで、コヨミが二歩三歩と後ずさった。

　リリカが張り付いたような笑えみを浮うかべて振ふり返かえる。目の瞳どう孔こうからは光が消えていた。

「えー？　楽しいのに……ここ、評判もいいんだよ？　ハオリムシのストローで飲む硫い黄おう風味のカクテルとか、ダイオウグソクムシの殻からで焼いたデメニギスのグラタンとか、他では食べられないオリジナルメニューも……」

　コヨミがぶんぶんと首を横に振ふった。勢いで橡とち守もりの体も左右にぶらぶらと揺ゆられる。

「やだっ！　ここはだめっ！　私の警けい戒かい本能が割とマックス気味にアウトって言ってる！　メイド喫きつ茶さはメイド喫きつ茶さでもあの世につながってるほうの冥めい途ど喫きつ茶さだこれ！」

　リリカが可か愛わいらしく口元に指を添そえた。

「んー。深海好きにはたまらないコンセプトなんだけど……この子も可か愛わいいでしょ？　ほら、黒目がちな目つきもキュートだし、触しよく手しゆだってこんなに潤うるおい肌はだで──」

「どう見ても捕ほ食しよく者しやの目つきでしょソレ！　あと潤うるおい肌はだってそういうヌメヌメヌルヌルに使う表現じゃないから！　いやあんたも照れんな！　鉤かぎ爪つめでぶりっこすんな！　くそう不気味なのにちょっと可か愛わいいな！」

　化け物のメイドへ怒ど濤とうのツッコミを見み舞まいつつ、コヨミは頑がんとしてその場に立ち止まっていた。

　腕うでに抱だかれた橡とち守もりがそっと肉球を掲かかげる。

「あー。リリカちゃん、私も今日は、そういう物ぶつ騒そうなのはいいかなぁ。お嬢じようさんも怖こわがってるし、確かに何やら宇宙的な狂きよう気きと恐きよう怖ふを感じる──というか、明らかに暮くれ居い君くんの趣しゆ味みじゃなさそうだが、八はち鳥どりさんという人の仕事かね？」

　メイド姿の異形が一礼する前で扉とびらを閉め、リリカが首を傾かしげた。

「それが……このカフェに関しては、誰だれが作ったものなのか、社内でもはっきりしていないんです。たぶん誰だれかがおもしろがって隠かくしているだけだとは思うんですが、みんな〝自分は作っていない〟って言っていて──それで、ここ数日のうちに海かい世せいくんが削さく除じよ作業をするはずだったんですが、その矢先に急な夏なつ風か邪ぜで倒たおれてしまって──」

「呪のろいじゃん！　それもう探たん偵ていさん呪のろわれてんじゃん！　軽々しく触さわっちゃダメな案件だってコレ！」

　コヨミがドン引きする一方で、ナユタの思考は静かに冴さえていた。

（リリカさんの話は、ただの悪い冗じよう談だんとして──探たん偵ていさんの会社って、思ったより手広くやってるんだ……）

　ゲーム内の観光業などまともな収益になるはずがない──その認にん識しきは今も変わらないが、クレーヴェルはこの収益になりそうもない事業を呼び水にして《アスカ・エンパイア》運営側との信しん頼らい関係を構築し、その先の仕事につなげていた。

　彼かれがどの程度の費用で他社のＶＲオフィス構築を請うけ負おっているのかはわからないが、時勢を考えるとそれなりにニーズのある業務だと思える。

　この異常な雰ふん囲い気きの深海メイドカフェも、「こうしたものですら実現できる」という技術アピールとしては悪くない。結局、内部には踏ふみ込こまなかったが、尋じん常じようならざる気配は確かに感じた。

「残念ねえ……トラウマ間ま違ちがいなしの完成度なのに」

　リリカが不服そうに隣となりの扉とびらへ移動する。

　こちらは廃はい材ざいを組み合わせたような手作り感溢あふれる木製の扉とびらで、中央にはディフォルメした鮫さめをあしらった可か愛わいらしいレリーフがはめ込こまれていた。

「ビーチカフェ・さめぢごく……ねぇ、こっちもすっごいヤな予感しかしないんだけど、コンセプトを先に聞いてもいい？」

　警けい戒かい心しん丸出しのコヨミが、橡とち守もりを抱かかえ直なおしながら問いかけた。

　リリカはにっこりと──まるで獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのように、にっこりと微ほほ笑えむ。

「こちらでは、Ｂ級映画に登場しそうな様々な種類のサメさん達たちが日夜、命いのち懸がけの生存競争を繰くり広ひろげております。双そう頭とうの鮫さめ、三つ首の鮫さめ、知能が進化した鮫さめ、巨きよ大だいな鮫さめ、触しよく手しゆの生えた鮫さめ、機械仕じ掛かけの鮫さめ、空を飛ぶ鮫さめ、砂に潜もぐる鮫さめ、ゾンビ化した鮫さめ、幽ゆう霊れいの鮫さめ、竜たつ巻まきに乗った鮫さめ、古代の鮫さめ、手足が生えた鮫さめ等々──彼かれらが織りなす血ち湧わき肉にく躍おどるスペクタクルを堪たん能のうしつつ、ビーチのカフェで優ゆう雅がなティータイムを過ごせる仕様ですー」

　すかさずコヨミがナユタの背後に隠かくれた。

「邪じや悪あく！　リリカさんの笑え顔がおがものすごく邪じや悪あく！　これ絶対、サメ同士が団結して見物客のほうに襲おそいかかってくるパターンだ！　猫ねことか容よう赦しやなく丸飲みにされちゃうヤツ！」

「………………そんなことは……ないこともないけどぉ…………」

　看破されたリリカがそっと眼めを逸そらし、次の扉とびらの前へ移動した。

　ナユタはつい目元を押おさえる。

「あの……これ、ＶＲオフィスの案内なんですよね？　橡とち守もりさんも、ホラー風味の怪あやしいカフェスペースより実際の作業スペースを見たいんじゃないかと思うんですが……」

　リリカが唇くちびるを尖とがらせた。

「えー。ナユタちゃん、海かい世せいくんみたいなこと言うー。とりあえず〝摑つかみ〟って必要じゃない？」

「必要かもしれませんが、過ぎたるはなお及およばざるが如ごとしとも言います。何より他のカフェスペースも嫌いやな予感しかしません」

　残るはプラネタリウムカフェ・暗黒星雲と喫きつ茶さ室しつ・狐きつね火びだが、いかにもネーミングが怪あやしい。

　その先の扉とびらに至っては、もはやカフェですらなく要よう塞さいと寺である。

　リリカが悩なやましげに嘆たん息そくした。

「んー……ま、いっか。一応ですね？　他にもモデルルームはいくつかあって、今日は橡とち守もりさんにあわせてこのラインナップに設定しておいたんですけれど──」

「……うん。なかなか愉ゆ快かいそうだとは思ったけれど、また今度でいいかなぁ。とりあえずナユタさんの言う通り、仕事場のほうを見せてもらおう」

　橡とち守もりは悠ゆう々ゆうと告げたが、コヨミが強く抱かかえ込こんでいるせいで少しばかり苦しげだった。

「そうですか？　じゃあ……共有のワークスペースにご案内しますね。チームで作業する時に使う部屋で、使い勝手を重視した当社自じ慢まんのオフィスです」

　リリカが案内した先には、白いスチール枠わくに曇くもり硝子ガラスをはめ込こんだ扉とびらがあった。オフィスでよく見かけるタイプのドアだが、硝子ガラス部分に三みツ葉ばの模様が彫ほり込こまれているあたりは芸が細かい。

「あ。ここはフツーのオフィスっぽ……くない」

　リリカが扉とびらを開けるのとほぼ同時に、コヨミが見解を改めた。

　扉とびらこそいかにも普ふ通つうのオフィス風だったが、室内の様子が少々おかしい。

　そこにはシートと机、立体ディスプレイを内包した、コックピットのような球状の塊かたまりが六つ──

　白い光こう沢たくを放ちながら、部屋の中心を向いて円形に配置されていた。

「……なんだか、遊園地のアトラクションみたいですね」

「あー。すっごいわかる」

　ナユタの第一印象にコヨミが同意を重ねた。

　それぞれの球体は固定されておらず、わずかに宙に浮ういていた。

　リリカがガイド用の澄すんだ声を発する。

「こちらは集中して連れん携けい作業を行うためのワークモジュールになります。一人ずつお座すわりください。モジュールのサイズは個々の体格にあわせて変化しますので、橡とち守もりさんもそのままでぜひ」

「だ、そうだ。一いつ旦たん、失礼しよう」

　コヨミの腕うでから飛び降りた橡とち守もりが、モジュールの一つにのそのそと潜もぐり込こんだ。

　球体は風船が萎しぼむような滑なめらかさで、猫ねこ用のサイズにまでたちまち縮んでいく。

　ナユタとコヨミもそれぞれ別のモジュールへと座すわった。

　即そく座ざに頭や腕うでの重みがすっと抜ぬけ、妙みような浮ふ遊ゆう感かんに包まれる。

（……あれ……？　体が……軽い？）

　頭まで支える柔やわらかな背もたれには体が沈しずみ込こまず、無重力の空間かと錯さつ覚かくしそうになった。

「お？　あれ？　うわ、なんかこれ、ふわふわする！」

　コヨミの歓かん声せいが響ひびく中、ナユタの眼前の立体ディスプレイには、別のモジュールに座すわったリリカの姿が映し出された。

　画面の端はしにははしゃぐコヨミやくつろぐ橡とち守もりの姿もある。

　営業用と思おぼしき微び笑しようを浮うかべ、リリカが淡たん々たんと説明を開始した。

『こちらのワークモジュールでは、システム系の職にありがちないわゆる〝デスマーチ〟の負担を少しでも軽減できるよう、様々な工く夫ふうを凝こらしております。もちろんそんな状じよう況きように陥おちいらないことが大切ですが、どうしても急ぎの案件が発生しやすいのがセキュリティ関連企き業ぎようの宿命です』

　正面の画面に、次々と機能説明のテキストが表示されはじめる。ナユタがそれを流し読みする間にも、リリカの解説は淀よどみなく続いた。

『そもそも現実世界の本体はベッドに寝ねているわけですが、作業中に頭や腕うでの重さを意識しないで済むよう、このモジュール内では重力の感覚を九十％ほどカットしています。あまり多用しすぎると、現実世界に戻もどった時に体を重く感じてしまうという欠点もありますが……あくまで感覚だけの話で、我々の実体は今も重力下にありますから、実際の宇宙滞たい在ざいなどとは違ちがい身体的な影えい響きようはほとんどありません』

　多くのＶＲＭＭＯの中では、そもそもある程度まで体が軽くなる。でなければナユタもゲーム内で戦えないし、アルヴヘイム・オンラインのように「空を飛ぶ」という体験を売りにしているゲームさえある。

　だが、アクション主体のゲーム内ならいざ知らず、ＶＲオフィスの作業スペースでわざわざ自重をカットするという例はナユタもあまり聞いたことがない。

『球体内のテーブルやソファ部分は、粘ねん土どのように自在に変形させられます。〝動かしたい〟と意識した時だけ変形し、それ以外の時は自動的に固定されます。肘ひじ掛かけなどもフレキシブルに、動きに追従しつつ支えてくれる仕様ですが……腕うでの重みがないので、肘ひじ掛かけというより、体を動かす際の手すりのような使い方が主になりますね』

　ディスプレイの隅すみでは、コヨミが子犬のように周囲をいじり回していた。

『おー、何これ！　たのしー！　え、ホントに動かしたい時だけ柔やわらかくなる！　質感とか触さわり心ごこ地ちまで思い通りなんだけど！　どーなってんのコレ!?』

　ナユタも初めての感覚に戸と惑まどいつつ、作業スペースを姿勢にあわせ調整していった。

　体が包まれる感覚はビーズクッションに近いが、自身の体重が異常に軽く、弾だん力りよくが思い通りに変化し、また形状も任意に固定できるために、現実では有り得ない座すわり心ごこ地ちとなっている。

『各種操作パネルは使いやすいようにカスタマイズ可能で、旧来のキーボードやマウスも使用できます。フットペダルもありまして……現在は思考順応仕様になっています。例えば〝シフトキーを押おしたい〟と思った時には、そのフットペダルがシフトキーに変化します。コピーやペースト、メールの送信、検けん索さくエンジンの呼び出し等、パソコン上にある機能ならほぼ反映できる仕様です」

　ナユタの作業スペースに、コヨミからメールが届いた。

『なゆさん、これ送れてる？』

『届いています。これは楽ですね』

　フットペダルが思い通りの機能に変化するというのは、地味だが使いやすい。電でん卓たくの立ち上げ、天気図の確かく認にんなども、わざわざアプリを選ぶまでもなく即そく座ざに反映された。

　画が面めん端はしの橡とち守もりが、肉球で顎あごを撫なで回まわした。

『寝ね転ころがって、作業用ディスプレイを天てん井じよう側がわに据すえることもできるのか……なるほど、これはいい。確かに不思議な感覚もあるが、それもあくまで〝我々の世代では〟という話だろうね。生まれた時からこうしたＶＲ空間に触ふれて育つような世代が出てくれば、きっとこうした機能を当たり前のものとして、自然に対応していくんだろう。それこそ手足による入力決定など必要とせず、思考だけで全ての作業をこなすような……傍はた目めには超ちよう能のう力りよくに近いそんな作業風景も、そう遠い未来の話ではないのだろうね』

　リリカがくすりと微ほほ笑えんだ。

『今日の橡とち守もりさんの視察は、まさにそれがメインでしたよね？　では、勿もつ体たいぶらずに──試ためしてみましょう』

　ナユタの前に広がった３Ｄの立体ディスプレイに、《※　思考出力実験モード　※》という文字が浮うかび上あがった。

「思考……出力？」

　モニターの隅すみに映ったリリカが頷うなずく。

『通常、パソコンを使った作業では、指先でキーボードを叩たたいたり、あるいはペンで描かくなどの入力作業を経て、その結果がデータとして反映されます。当社の《思考出力システム》は、そうした入力作業を省き、〝考えただけ〟でデータを完成させるという画期的な技術です。用語的にはむしろ《思考による入力作業》という意味合いで、《思考入力》と言ったほうが正しいような気もするんですが──開発者の八はち鳥どりさんが、〝人の脳を一台のコンピューターとして捉とらえ、脳の中で完成したデータを外部に出力する〟という設計思想の元に開発を進めていたため、《思考出力》という名めい称しようになっています。言葉で説明するより──実際に体験していただいたほうがわかりやすいですね』

　モニターに映るリリカは、画面外の手元で何かを操作していた。

『グラフィックとテキスト、それに３Ｄモデルやプログラムの生成に関しては、この思考出力がかなり高い精度で成功しています。３Ｄとプログラムの場合は専門知識と慣れが必要なもので、今回は平面的な〝絵〟で──今から二十分間、機能をオンに切きり替かえますので、好きな絵、あるいは写真を頭の中で思おもい描えがいてください。脳内で精せい緻ちな想像ができれば、それがそのままデータに反映されます。その上で、なるべく枚数を多く、短時間に早く描かこうとすればするほど……この機能の真価を実感していただけるはずです』

　リリカのそんな指示の直後、脳の中で何かが変化した。

　閉じていた回路が不意につながったような違い和わ感かんと共に、目の前の作業用モニターがキャンバスへと変化する。

　直後にそこへ浮うかび上あがったのは、ナユタが頭の中で思おもい描えがいたままの〝絵〟だった。

（……何これ……何、これ？）

　そこには《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》で給きゆう仕じとして働く猫ねこ達たちの姿が描えがかれている。

　ナユタは混乱した。

〝こんな絵を描かこう〟と思考しただけで、筆を走らせるまでもなく思おもい描えがいた絵が表出していく。

　最初は思考がぼやけているために絵も大おお雑ざつ把ぱだが、思考が細部を詰つめていくとそのままデータに反映され、より写実的なものへと数秒ごとに近づいていく。

　間ま違ちがえたと思えば即そく座ざに修正され、試ためしてみたいと思えばその作業が為なされ、確定したいと思えば結果がそこで固定される。

　手作業により線が歪ゆがむこともなく、一度描かいた線の調整は一いつ瞬しゆんで済み、細かな色しき彩さいの濃のう淡たんや陰いん影えいの調整まで思うがままだった。

　手指で何も操作しないままに全てが〝思い通り〟に変化し、脳内で思おもい描えがいた絵が完成する──その様子はまさに、思考を直接、その場に出力しているかのようでもある。

（……次の絵を描かこうとすると自動的にキャンバスが切きり替かわって、前の絵は保存されて……そっか、これってソフトウェアの操作方法を憶おぼえる必要もないんだ──）

　レイヤーの使用、色の調整、マスク、線の修正、上書き保存、ファイル名をつけての保存、アンドゥやリドゥ──そういったあらゆるコマンドも、ソフトウェア上のアイコンや操作ボタンを押おすまでもなく、「こうしたい」と思考しただけで実行されていく。アンドゥとリドゥにいたっては、「間ま違ちがえた」と思った直後にはもう修正が済んでいる有あり様さまだった。

　動画すら思いのままに作成可能で、ナユタの描かいた化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やの猫ねこ達たちは画面内で軽快に踊おどり始はじめる。

　その作業速度は、明らかに既き存そんの技術とは別次元のものだった。

『──二十分経たちました。そろそろ《思考出力》を切りますねー』

　予告の時間を過ぎて、リリカがこの機能をオフにした途と端たん──

　ナユタは十分の一の重力の中で背もたれに身を預け、しばらく脱だつ力りよく気味に呆ほうけてしまった。

　体は軽いが、心臓の鼓こ動どうがやけに大きい。いつも以上に胸が大きく上下しているのが自分でもわかる。

　それは新しい技術に触ふれた興奮のためではなく、単純な疲ひ労ろう感かんによる変化だった。

　ナユタの描かいた絵と動画は次々に完成し、たった二十分間の作業でおよそ十枚にも達していた。

　──おそらく半日もあれば、一本の映画が作れる。

（……これって……こんなの……）

　しばらくは、衝しよう撃げきでまともに言葉が出てこない。

　モニター越ごしの橡とち守もりからも独り言じみた戸と惑まどいの声が漏もれた。

『……ふぅむ──これは……ＶＲオフィスならではの機能というか、うちの開発部もここまではやっていない。しかし──』

　リリカが苦笑いを見せた。

『はい。短時間でもお疲つかれでしょう？　時間的な作業効率はいいんですが、慣れていないと脳への疲ひ労ろうの蓄ちく積せきが凄すごいんです。また、慣れについては個人差も大きくて……日ひ頃ごろから設計とかデザインとか、クリエイティブな作業に慣れている人ほど慣れるのが早くて、そうでない人はなかなか使いこなせません。それにこれ、八はち鳥どりさんが〝自分の作業を効率化する〟ために作ったシステムなので、医学的な観点から見たらどうなのかとか、そういう検証もまだなんです』

　脱だつ力りよくしたきり、ナユタは動けない。

　本気で動こうと思えばわけはないのだが、その意欲が減じるほど、単純に疲ひ労ろう感かんが酷ひどい。

　とりあえずとばかりに感想だけは口にする。

「つまり……あれですよね。自転車に乗れるようになるまでは転んだりバランスをとったり大変だけれど、乗りこなしちゃえば歩くより速くて楽になる、っていう──」

　モニター越ごしにリリカが手を叩たたいた。

『ああ、そうそう。まさにそんな感じ。慣れちゃうとほんとに楽だから、開発者の八はち鳥どりさんなんか、ＡＩの補助も加えて二十人分くらいの仕事量を一人でこなせるようになっちゃって……逆にちょっと怖こわかったり？』

　作業用モジュールからよろけるように歩み出て、ナユタは隣となりのモジュールを覗のぞき込こんだ。

　案の定、コヨミは眼めを回している。

「……コヨミさん？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ら、らいりょーぶぅ……」

　明らかに大だい丈じよう夫ぶではない呂ろ律れつの回らない口調で呟つぶやき、コヨミがふらふらとナユタの胸に倒たおれ込こんだ。

　作業中の画面には見事な前衛絵画が描えがき出だされつつあったが、生あい憎にくとナユタは芸術に造ぞう詣けいが深くない。

　二人の足あし下もとへ、橡とち守もりがすたすたと歩み寄る。

「虎とら尾お君くんから軽く聞いてはいたんだが、確かにこれは凄すごい──今の時点では疲ひ労ろう感かんが大きすぎて万ばん人にん向けじゃないとも言っていたが、しかし数年後には当たり前の技術になっていそうだ」

「え、えー……こんなの使いこなせる気がしねぇー……」

　コヨミは頰ほおをひきつらせたが、ナユタとしては、慣れればどうにかなりそうな気もしている。

「しかし、開発者の八はち鳥どり氏しは、自分で開発しておいてこの技術に懐かい疑ぎ的てきらしいね？」

　橡とち守もりの指し摘てきは、ナユタにとっても意外なものだった。こんな技術が完成すれば、意い気き揚よう々ようと世間に向けて発信しそうなものである。

　モジュールを出て近づいてきたリリカが、困ったように首を傾かしげた。

「はぁ……〝アプローチを間ま違ちがえた〟とは言っていまして──〝体感時間をはやめたほうが、現実世界での経過時間に比して作業効率があがる〟とか何とか……正直、海かい世せいくんと八はち鳥どりさんの会話は難しくて、私にはちょっと……どうも現実での数分間を、ＶＲ空間では体感だけで数日間に延ばすような、そんなシステムを余よ所そで開発しているって噂うわさを聞いたらしいんです。そっちと併へい用ようできない技術でもなさそうなので、たぶん無む駄だにはならないと思うんですが……橡とち守もりさんなら何かご存知ですか？」

　ペルシャ猫ねこが眼めを閉じた。

「体感時間の増ぞう幅ふくか──その手の研究論文はいくつか読んだけれど、実現しているかどうかはなんともいえない。仮に実現していたとしても、今はまだ極ごく秘ひ扱あつかいだろう。研究自体は間ま違ちがいなく進んでいるはずだが、暮くれ居い君くんのところの規模でやる話じゃないし、個人的にもあまりいい印象を受けない。なんというか……それこそ、脳や精神が保たないんじゃないかとも思うんだ。正直にいえば、今の《思考出力》も充じゆう分ぶん、君きみ達たちの会社の規模を超こえた成果だと思う」

「はぁ──恐きよう縮しゆくです」

「普ふ及きゆうしていい技術なのかどうかは、確かに悩なやましいところだがね。暮くれ居い君くんが危き惧ぐしていた理由もわかった」

　橡とち守もりの言いように、ナユタはまた戸と惑まどった。手放しで賞賛するかと思えば妙みように歯切れが悪い。そしてリリカの側も、その反応を予見していたように見える。

「あの、失礼ですが……これって凄すごい技術ですよね？　使い慣れたら、現実での作業なんて太た刀ち打うちでき──」

　言いい掛かけて、ナユタは口ごもった。

《現実での作業効率が、ＶＲ空間での作業効率に太た刀ち打うちできなくなる》──

　彼かの女じよはそう言いい掛かけた。

　それはつまり、〝これ〟を使いこなせない人間は、労働力としての価値を著いちじるしく落とすという意味でもある。

　同時に、このシステムが普ふ及きゆうする分野では、これまで数十人がかりでこなしていた作業をほんの数人で回せるようになる。

　その結果として、どれだけの失業者が出るのか──ナユタには想像もつかない。

　この技術はおそらく、各種産業における人的資源の需じゆ給きゆうバランスを急速に歪ゆがめてしまう。

　人件費を減らせる経営者は喜ぶだろうし、少人数の零れい細さいベンチャーにとっても福ふく音いんとなるはずだが、その変化が急速すぎた場合には既き存そんの労働層に多くの不幸を招きかねない。

　悩なやましいことに──

　クレーヴェル達たちがこの技術を秘ひ匿とくしたとしても、少し遅おくれて他の企き業ぎようがこうした技術を創り出すことはほぼ確実で、この流れは止めようがない。

　口を噤つぐんだナユタを見て、橡とち守もりが優ゆう雅がに微ほほ笑えんだ。

「これはね、ナユタさん。凄すごい技術だよ。まさに技術者の希望そのものだ。しかし、希望は時に、人を盲もう目もくにして熱ねつ狂きようさせてしまうことがある。扱あつかい方かたが難しい。かといって、希望なくして未来は望めない──我々人類は、常にそういう葛かつ藤とうと折り合いながらそれぞれの時代を歩んできた。次の世代は、さて──どうなっていくんだろうね」

　橡とち守もりの言葉は猫ねこのように達観していた。

「しかし、いい体験ができたことは間ま違ちがいない。まだ荒あら削けずりだが、おもしろい可能性を秘めた技術だと思う。総務省の菊きく岡おか君くんあたりが喜びそうだ」

　リリカが曖あい昧まいに微ほほ笑えんだ。

「ああ、菊きく岡おかさんならもういらしています。さっきの深海メイドカフェも絶賛していただきました。ただ……海かい世せいくんはあの人のこと、苦手みたいで。〝自分より胡う散さん臭くさい人はさすがに信用できない〟って──ずいぶん失礼なことを言いますよね」

　橡とち守もりが撫なで肩がたを揺ゆらして嗤わらいだした。

「なるほど、雰ふん囲い気きでいえばどっちもどっちか。だけど、ＳＡＯ事件の後にＶＲＭＭＯが命脈を保てたのは、彼かれのような規制反対派の官かん僚りようや議ぎ員いん達たちのおかげだよ。まぁ……相当な裏があるだろうとは私も思うが、優ゆう秀しゆうな人材には違ちがいない。暮くれ居い君くんならわかっていると思うが、敵には回さないようにね」

　彼かれらの共通の知人の名は、当たり前だがナユタやコヨミの知らないものだった。

　脳のう疲ひ労ろうの余波でげんなりとしたコヨミが、ナユタにもたれかかって愚ぐ痴ちをこぼす。

「……うー……なんかすげーつかれたぁー……甘あまいものたべたい……具体的には芋いも羊よう羹かんとか芋いもきんつばとかそっち系で……」

　リリカが軽く手を叩たたいた。

「それなら《喫きつ茶さ室しつ・狐きつね火び》でどう？　ここはホラー要素とかない和風の喫きつ茶さスペースだから安心よ。京都の鴨かも川がわ沿いをイメージした屋外テラスつきの甘かん味み処どころで、ＮＰＣの店員さんとかはいないけど、セルフサービスで食べ放題＆飲み放題♪　部外者は入れない社内設備だからもちろん無料ね」

　コヨミの眼めが子供のように輝かがやいた。

「ほんとに!?　罠わなとかない？　ここで私の夢とか希望を裏切ったら、労基署に〝違い法ほう残業の疑い有り〟って匿とく名めいでタレコミいれるよ？」

「…………地味に嫌いやなとこついてくるよねぇ。だいじょーぶだいじょーぶ、海かい世せいくんが他社の人との打ち合わせ用に作った快適性重視のスペースだから。猫ねこさんも交えて休きゆう憩けいがてら、ちょっとお茶会しない？　いろいろ……最近の海かい世せいくんについてとか、聞きたいこともあるし」

　あくまでにっこりと微ほほ笑えむリリカの視線は、ナユタを真正面から捉とらえていた。

　──ちょうどナユタの側からも、聞きたいことがある。

　彼かの女じよとクレーヴェルとの関係。

　これまでの口くち振ぶりからして、少なくともただの雇こ用よう関係とは思えない。

「……はい。それじゃ、移動しましょうか」

　リリカの微び笑しようが、たちまち満面の笑えみへと変わった。

「わーい♪　こんな若わかい子こ達たちとゆっくりお話できる機会なんて久しぶりー♪　ビジネスのお話も大事だけど、実はもうさっきから色々話したくてうずうずしてて……橡とち守もりさん、私情を挟はさんでしまってすみません。でも、橡とち守もりさんも気になってますよね？　どっちが本命かはさておき、あの女性恐きよう怖ふ症しようギリギリの海かい世せいくんが、こんなに可か愛わいい女おんなの子こ達たちを、仮想空間でとはいえ温泉にまで連れて行ったんですよ？　これはもうそういうことなんじゃないかって、うちの亭てい主しゆともずっと噂うわさしあっていて──」
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「…………………………〝亭てい主しゆ〟？」

　明るい声の中に漏もれ聞きこえたその単語に、ナユタはぴくりと反応した。

　リリカは頰ほおに手を添そえてころころと笑う。

「うん。うちの亭てい主しゆはね。〝海かい世せいくんは安全第一だから、女子高生にはさすがに手を出さない〟って言うんだけど、私としてはむしろ、男の人っていつまでも若い子が好きみたいだから、化ばけ狐ぎつねな弟くんにもそんな人間らしい部分が少しはあるんじゃないかなー、って期待していて──ん？　……呆ぼう然ぜんとしてどーしたの？　ナユタちゃーん？」

　思考停止したナユタに代わり、コヨミがじっとりと眼めを細めた。

「………………弟、くん？」

　橡とち守もりが鷹おう揚ように頷うなずく。

「彼かの女じよは暮くれ居い君くんの姉君だ。今は結けつ婚こんしてアメリカに住んでいるから名字も変わったが、夫のイーサン・ログリエ氏は優ゆう秀しゆうな弁護士で、暮くれ居い君くんの会社の相談役も務めている。ちなみにこのイーサン氏は、私の古い友人の息むす子こさんでね。彼かれが赤あかん坊ぼうの頃ころからよく知っていて、その縁えんで私も、リリカちゃんを経由して暮くれ居い君くんと知り合ったわけだ」

　橡とち守もりのそんな説明は、ナユタの耳に届いていなかった。

（お姉さん……探たん偵ていさんの……お姉さん……？）

　似ていない。

　リリカは愛あい想そのいい、どこかふわふわとした印象の明るい美び人じんではある。だが狐きつねっぽさなどは微み塵じんもないし、当然、胡う散さん臭くさくもない。

　コヨミが改めて頰ほおをひきつらせた。

「噓うそーん……探たん偵ていさんの血けつ縁えん者しやなら、もっと、こう……ほら。あるでしょ。油あぶら揚あげに異常な執しゆう着ちやくを示したり、雪の下で蠢うごめくネズミの足音を聞き分けて飛びかかったり、尻しつ尾ぽが九本に分かれていて石に化けて毒ガスを吹ふき出だしたり……そういうの、ないの……？」

　リリカが困ったように首を傾かしげた。

「えー。うちで狐きつねっぽいの、海かい世せいくんだけだし──あ、でも亡なくなったお爺じいちゃんが狐きつね顔がおだったから、隔かく世せい遺い伝でんかも？」

　雑談と共に歩き出したリリカの背を、ナユタは無言のままふらふらと追った。

　──思考出力の体験もあいまって、なにやらどっと疲つかれた。

　足あし下もとを歩く橡とち守もりがぽつりと一言を漏もらす。

「……もしかして、彼かの女じよが暮くれ居い君くんの恋こい人びとか何かだと勘かん違ちがいしたかな？」

「…………いえ。そういうのじゃないです」

　噓うそをついて誤ご魔ま化かしたが、橡とち守もりは肉球でぽんぽんとナユタの膝ひざを叩たたいた。

「暮くれ居い君くんにはいろいろと期待しているんだ。だが、どうも彼かれはプライベートで他人に頼たよるのが下手なところがあるから……どこかで崩くずれてしまわないかと心配している。お嬢じようさん、お手数だけれど、気が向いたら面めん倒どうを見てあげて欲ほしい。彼かれは君より大人だが、私から見ればまだまだ子供だ」

　見た目は紳しん士し然ぜんとした猫ねこだが、やはり中身は老成した社会人らしい。

　ナユタは無言で頷うなずく。

　クレーヴェルに自分のような小こ娘むすめの助力が必要だとは思えないが、お互たがいに独り暮らしで近所に親類もいない。

　風か邪ぜくらいならばともかく、これがもっと重い病気だったらと思うと背筋が寒くなる。

　そんな心配のせいか──今日はどうも調子が出ない。

　ログアウトしたら見み舞まいに行くことを心に決めて、ナユタはひとまず、リリカとの茶会でボロを出さぬよう意識を切きり替かえた。
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　探たん偵ていクレーヴェルは夢に現うつつに朦もう朧ろうと、ベッドの中でうわごとを漏もらしていた。

　何を言っているのかは自分でもよくわからない。そもそも今の自分がどんな状態にあるのか、それすらよくわかっていない。

　額にひんやりとした布をあてられ、その心ここ地ちよさに薄うす目めを開ける。

　艶つややかな黒くろ髪かみの娘むすめが、心配げにクレーヴェルを見つめていた。

[image: ]

「……ナユタ……か？　どうしてここに……鍵かぎは……？」

　ナユタが眉まゆをひそめる。

「さっき探たん偵ていさんが開けてくれたじゃないですか。そのまま倒たおれ込こんじゃって、ここまで連れてくるのが大変でしたけれど……少しは熱が下がりましたか？」

　──言われてみれば、そんな夢を見たような気がしないでもない。

　玄げん関かんを開けると彼かの女じよがいて、そのままうっかり倒たおれ込こみ──

　夢の中では確か、やけに柔やわらかな感かん触しよくに包まれたような気がしている。

　常なら青ざめるところだが、生あい憎にくと今のクレーヴェルはまともに思考できる状態ではない。

「……私は……私は、何か失礼なことをしなかったか……？」

　かすれる声でかろうじて問うと、ナユタが溜ため息いきを返した。

「病人はそんなつまらないことを気にしなくていいんです。熱も少しは下がったみたいですね。レトルトのお粥かゆは買ってきましたけれど、食べられそうですか？」

「……いや……まだ無理だ……」

「わかりました。枕まくら元もとにビタミン補給用のゼリー飲料をおいておきます。冷蔵庫にも何本かいれておきましたから、何か食べられるようになったら口にしてください。水くらいは普ふ通つうに飲めますよね？」

　しなやかな指で、ストローのついたコップを口元に差し出される。

　まともに起きあがれないまま、クレーヴェルはその先せん端たんをくわえた。

　ぬるい水がやけに甘あまく感じられるのは、体が弱り切っている証しよう拠こである。

「……ありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶだ……」

　ナユタが珍めずらしく、怒おこったように険しい声へと転じる。

「全然、大だい丈じよう夫ぶではないです。どうしてこんな状態なのに私に連れん絡らくしなかったんですか？　……いえ、うつすと思って躊ちゆう躇ちよしたのはわかりますが──とりあえずお説教は治ってからにしますから、今はしっかり休んでください。洗せん濯たく物ものの乾かん燥そうが終わったようなので、ちょっと片づけてきます」

　どうやら溜たまっていた洗せん濯たく物ものまで処理してくれたらしい。

　心なしか、室内の空気も快適性が増している。クレーヴェルが寝ねている間に空気を入いれ替かえ、温度と湿しつ度ども調節し直した様子だった。

「……何から何まで、すまない……」

　寝しん室しつを出ようとしていたナユタが苦く笑しようと共に振ふり返かえる。

「あれですね。時代劇なら、〝おとっつぁん、それは言わない約束でしょ〟とか返すんでしょうけれど……私はそんなに優やさしくないので、ちゃんと後で借りは返してもらいます。早く風か邪ぜを治さないとどんどん利子が増えていきますから、覚かく悟ごしておいてください」

　返す言葉もなく、クレーヴェルは目を閉じる。

　今が何時なのか、彼かの女じよがどうしてここにいるのか、あらゆることがよくわからないままだったが、それを問とい質ただす余力すらない。

　また眠ねむり、幾いく許ばくかの時間が過ぎてから──

　ノックの音が響ひびいた。

　扉とびらの向こうで、ナユタが呟つぶやく。

「……探たん偵ていさん？　寝ねてますよね？　……私、今日はそろそろ帰ります。また明日来ますが──はやく良くなってくださいね」

　そのまま立ち去るかとも思ったが、足音が続かない。

　──これもまた、夢かもしれない。

　動けないクレーヴェルがそう感じ始めた頃ころ、囁ささやくような声が聞こえた。

「……実は、今日──探たん偵ていさんのお姉さんと、ＶＲ空間で会いました。私、最初はお姉さんのことを、探たん偵ていさんの遠えん距きよ離り恋れん愛あいの恋こい人びとか何かかと勝手に勘かん違ちがいしていて……それ自体は、別にどうでもいいんですけれど……」

　言葉に迷ったのか、ナユタが間をおいた。クレーヴェルに話すというより、眠ねむっていると承知で独り言を呟つぶやいているようにも聞こえる。

「……それが勘かん違ちがいだったってわかった時──自分でもびっくりするくらい、ほっとしてしまって……こんなの性格悪いですよね。でも、もし彼かの女じよさんがいるんだったら、ここに来るのも控ひかえなきゃいけないかなぁと思っていたので……なんていうか……すみません。なんでもないです。また明日来ます──あ、今日だけ、鍵かぎをお預かりしておきますね。出る時に鍵かぎを閉めないといけないので」

　結局、言いたいことがまとまらなかったのか、ナユタは言葉を濁にごして扉とびらの前から歩み去った。しばらくして玄げん関かんを開閉する音が続く。

　クレーヴェルは熱に浮うかされ思案する。

　──もう間ま違ちがいない。これは夢だった。

　本当の自分はほぼ意識不明で、今も熱が下がらずうなされているはずである。

　枕まくら元もとでメールの着信音が鳴った。

　差出人は、アメリカに住んでいる姉の理り梨り香か──

　嫌いやな予感を覚えつつ、力の入らない手でどうにか端たん末まつを持ち上げる。




『海かい世せいくん、風か邪ぜは大だい丈じよう夫ぶ？　今日の橡とち守もりさんのガイドはうまくいきました。凄すごく喜んでもらえて、私も楽しかったです。あ！　あとナユタちゃん達たちにも偶ぐう然ぜん会いました！　かわいい！　かわいい！　もうすっごいかわいかった！　なにあのチートクラスの天然記念物級美少女！　前に会ったマヒロちゃんも可か愛わいかったけど、ナユタちゃんの可か愛わいさはもう犯罪的だと思います。コヨミちゃんも楽しい子で、おねーさん今日はご機き嫌げんです。フレンド登録もしてもらっちゃった♪　特にナユタちゃん！　あんないい子は滅めつ多たにいないから、大事にしなきゃダメだよ？　お姉ちゃんも全力で応おう援えんしちゃいます。だいじょーぶ、きっと脈有りだって！　でも逮たい捕ほにだけは気をつけて！　それじゃ、まったねー♪』




「………………………………終わった……」

　風か邪ぜの頭痛とはまた別の、比ひ喩ゆ的てきな意味での猛もう烈れつな頭痛が、病びよう床しようのクレーヴェルを容よう赦しやなく襲おそう。

　無む駄だにテンションの高い文面を読み返す気には到とう底ていなれず、彼かれはこれが悪夢であることを願いながらぐったりと伏ふした。

　──いかに切せつ羽ぱ詰つまっていたとはいえ、あの姉を頼たよってしまったことが今いま更さらのように悔くやまれてならない。

　橡とち守もりならばきっと、「風か邪ぜを引いた」と正直に言えば、笑って日程を延ばしてくれたはずだと思う。

　判断力の低下は時に致ち命めい的てきなミスを引き起こす──そんな残ざん酷こくな現実を痛感しながら、クレーヴェルは枕まくら元もとに置かれたゼリー飲料を手に取った。

　その指先に、一枚のメモ用紙が触ふれる。




『くれぐれも安静に。胃に優やさしいものを見み繕つくろって冷蔵庫にいれておいたので、食べられるようなら食べてください。明日も来るので、鍵かぎはお借りしておきます。』




　いつの間に置かれたのかはわからないが、几き帳ちよう面めんな整った文字はいかにもナユタらしい。風か邪ぜで弱っている時にこの優やさしさは身に染しみた。

（……まぁ、確かに……滅めつ多たにいない、いい子だとは思うが……）

　いかんせん、年ねん齢れいに問題がある。

　常温のゼリー飲料をどうにか胃に流ながし込こみ、クレーヴェルは快復に向けて、再び安らかとは言いい難がたい眠ねむりについた。
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[image: 二章　病み上がりの狐と梅雨上がりの少女]







「…………ふにおちない」

　平日深夜の三みツ葉ば探たん偵てい社しや。

　忍しのびのコヨミが漏もらした唐とう突とつな一言に、戦いくさ巫み女こナユタと探たん偵ていクレーヴェルは揃そろって首を傾かしげた。

「どうしたんですか、藪やぶから棒ぼうに」

　ソファに座すわったナユタは、膝ひざの上でむくれるコヨミを見下ろしつつ、文庫本型の電でん子し書しよ籍せきを閉じる。

　一方のクレーヴェルは相手をする気もないのか、窓まど際ぎわの執しつ務む机づくえから動かぬまま、パソコンの画面へ視線を戻もどした。

　ナユタの膝ひざ枕まくらを堪たん能のうしているにも拘かかわらず、コヨミはやけに不満げである。

「いやね。私も別に、こーいうまったりした空気は嫌きらいじゃないんだけどさぁ……なんかこう、この間までとビミョーに空気が違ちがうってゆーか……ぶっちゃけ、なゆさんと探たん偵ていさんがなんか怪あやしい。自然体すぎる。コヨミさんの知らないところで、何か好感度あがる系のイベントが起きていた可能性を疑わざるを得ない──」

　──相変わらずのエスパーぶりに、ナユタは内心で舌を巻く。

　彼かの女じよが反応する前に、執しつ務む机づくえの探たん偵ていが深く重い溜ため息いきを寄よ越こした。

「君らがここに居い座すわるようになって、はや四ヶ月──さすがにお互たがい慣れる頃ころだろう。いや、君らの場合は最初から慣れた様子だったが……私も最近になってようやく、この状じよう況きように違い和わ感かんがなくなってきた。空気の変化というのは、そういう話じゃないのか？」

　コヨミが子犬のように唸うなった。

「……むぅ……そーかもしんないけど……確かにそーかもしんないけど、なんか釈しやく然ぜんとしない……私の嫉しつ妬とセンサーが、この話題をスルーしちゃいけないっていってる……」

「壊こわれてると思いますよ、そのセンサー」

　ナユタが諭さとしても、コヨミは唇くちびるを尖とがらせたままだった。

「……なゆさんはなー……そう言うよなー……ここは探たん偵ていさんに聞こう。探たん偵ていさん探たん偵ていさん。なゆさんのこと、どー思ってる？」

「今時珍めずらしいしっかりしたお嬢じようさんだと思っている。それ以上は何を言っても邪じや推すいされそうだからノーコメントだが、不ふ埒らちな感情は一いつ切さいない」

　クレーヴェルは淀よどみなく答えた。まるでこの質問を想定していたかのような即そく答とうぶりだったが、あるいは姉のリリカにしつこく聞かれた後なのかもしれない。

　数日前、橡とち守もりと一いつ緒しよにＶＲオフィス訪問をした時に、ナユタもクレーヴェルへの印象について、リリカから根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれた。

　コヨミも同席していたため、現実での交流については一いつ切さい口外しなかったが、どうもリリカには気づかれている節がある。

　コヨミが舌打ちを漏もらした。

「いつもながら、のらりくらりと当あたり障さわりのない……もっと露ろ骨こつにこう、〝なゆさんにバニーガールの衣い装しよう着せたい〟とか〝メイド姿でご奉ほう仕しされたい〟とか〝風か邪ぜひいた時につきっきりで看病されたい〟みたいな、そういう歪ゆがんだリビドーを正直に認める勇気はないわけ？　なゆさんだよ？　この可か愛わいさだよ？　もし私が男だったら普ふ通つうに襲おそってるよ？」

　コヨミの妄もう言げんはいつものことだが、少々、気になる箇か所しよがあった。

「待ってください、コヨミさん。バニーガールやメイドみたいなコスプレはともかく、風か邪ぜの看病とかはそれらと同列に並べる話じゃないと思うんですが……」

　たちまちコヨミが膝ひざ枕まくらから跳はね起おきた。

「なに言ってんの、なゆさん！　どれも〝男心をくすぐる〟って意味での凶きよう悪あくな飛び道具だからね？　特に風か邪ぜの看病なんて嫁よめ力ぢからアピール以外の何物でもないんだから、コスプレみたいなあざとくてわかりやすいエロ要素より遥はるかにヤバいって！　〝風か邪ぜがうつるかも〟なんて危険を冒おかしてまで自分のために尽つくしてくれる献けん身しんぶり、弱っている状態で向けられる無む償しようの優やさしさ、からっぽの胃に染しみ渡わたる手作りのお粥かゆ、信しん頼らいできる誰だれかが傍そばにいてくれる安心感──！　緊きん急きゆう時じに甲か斐い甲が斐いしく身の回りの世話を焼いてくれる異性ってのは、男女問わず思わず結けつ婚こんを意識させられる最強のクリティカルヒットなわけよ！　うちのお婆ばあちゃんも言ってたもん！　〝風か邪ぜひいた時にちゃんと優やさしくしてくれる人と結けつ婚こんするんだよ〟って。そういう弱った時にこそ人間の本ほん性しようが出るから、って！」

　反論の余地がないほどの猛もう烈れつな勢いでまくし立てられ、ナユタは思わず身を引かせた。

「そ、そうなんですか……？　いえ、でもやっぱり何か違ちがうような……バニーガールとかメイドとなると恥はずかしいですが、風か邪ぜの看病には別に恥はずかしい要素はないですし……？」

　コヨミが大おお仰ぎように肩かたをすくめ、わざとらしい溜ため息いきを吐ついた。

「……はぁ……なゆさん、わかってない……あのね、なゆさんが恥はずかしいかどうかは関係ないの。男の性さがとして、そういうシチュエーションを夢見たりしないのか、って探たん偵ていさんに聞いてるの。実際、なゆさんに看病されてオチない男とかいないからね？　むしろ女の子相手でもオトせるレベルだからね？　私とか確実にオチるからね？　なゆさんはそーいうとこ無自覚っぽいから、その気もないのに優やさしくして勘かん違ちがいさせたりしないように、ちゃんと気をつけなきゃダメだよ？」

　コヨミの大演説に気け圧おされつつ、ナユタはかろうじて小さく頷うなずいた。

「……はぁ。気をつけま……す？」

　わずかに語ご尾びが怪あやしくなったのは、視界の隅すみで頭を抱かかえるクレーヴェルに気づいたためだった。

　──つい先日まで、彼かれは風か邪ぜをひいて寝ね込こんでいた。

　今もまだ本調子ではなさそうだが、少なくとも熱はすっかり下がり、ＶＲ空間では仕事に復帰している。

　治るまでの数日間、ナユタは放課後にほぼ通かよい詰づめだったが、幸いにも彼かの女じよにはうつっていない。

　コヨミがクレーヴェルを振ふり返かえった。

「何。頭抱かかえちゃってどーしたの、探たん偵ていさん」

「いや……帳ちよう簿ぼの数字が細かい部分であわなくてね。何ど処こで間ま違ちがえたのか、これから探す手間を考えたら、つい気が遠くなって──すまない。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「あー。探たん偵ていさん、一人で会社の経理担当してるんだっけ？　大変そーだねー。なゆさんの膝ひざ枕まくら、ちょー癒いやされるよー？　かわってあげないけど」

　再び膝ひざにダイブしながら、コヨミがパタパタと尻しつ尾ぽを振ふった。以前から似たような幻げん覚かくは時折見えていたが、今日は本当に尻しつ尾ぽが生えている。

「……コヨミさん。いま気づいたんですが、その尻しつ尾ぽ、なんですか？」

「あ、これね。素す早ばやさのステータスがほんのちょっとだけ上がるアクセサリー。装備している人の感情に反応して勝手に動くの。収納時は、こんなふうに──」

　犬のようなふさふさの尻しつ尾ぽが、しゅるりと丸まって腰こしの脇わきにぶら下がった。こうなると、見た目はフェイクファー系の携けい帯たいストラップに近い。

「また妙みようなアイテムが実装されましたね……お店で売ってるんですか？」

「うん。猫ねこ耳みみとか犬耳が飛び出すヘアバンドも売ってたんだけど、私のハチマキのリボンがそんな感じに見えてるし、そっちは別にいーかなー、って」

　コヨミの上でパタパタと揺ゆれる尻しつ尾ぽには、まるで違い和わ感かんがない。

　──ともあれ、上う手まい具合に話を逸そらすことができた。

　改めて戻もどされないように、ナユタは別の話題を振ふる。

「そういえば最近、あやかし横丁の新商品をチェックしていませんでした。何かおもしろそうなものとかありました？」

　ナユタの膝ひざ上うえでコヨミが首を傾かしげる。

「んー。この尻しつ尾ぽとヘアバンドくらいかなぁ。夏休みにあわせて新商品を大量追加するらしいんだけど、今はちょうどその直前だから、リリースが控ひかえめな感じ。あ！　でも海水浴イベントにあわせて水着のオーダーメイドがはじまってた！　形状とか柄がらとか好きに選べて、お届けはイベント開始日に、ってヤツ。なゆさんも新調しない？　この間の温泉の時の白ビキニはスゴかったけど、あれじゃ人前に出られないでしょ？」

「すみません。私、そのイベントはパスで」

　ここはきっちりと拒きよ否ひしておく必要がある。人前で水着になるなど、たとえＶＲ空間でも避さけたい。

　たちまちコヨミがぶんむくれた。

「ええー。温泉でもまた使えるし、あったほうがいいって、絶対。なんなら私がプレゼントするから一いつ緒しよに選ぼ？　着物をアレンジしたみたいな露ろ出しゆつ度ど控ひかえめのもあるし……ほら、この間、リリカさんが着てたみたいなヤツ。あれは水着じゃないけど」

　その名前がコヨミの口から出ると、執しつ務む机づくえの探たん偵ていが苦々しげに目め許もとを歪ゆがめた。

　見なかったふりをして、ナユタはコヨミとの雑談を続ける。

「そうですね。そういうのなら、一着くらいはあっても良さそうですが──」

　コヨミが満面の笑えみを浮うかべた。

「だよね！　どんなのがいーかなー。なゆさんはクール系だから青とか白ってイメージだけど、思い切って赤とかオレンジでもいけそう！　あ！　カタログに載のってた巫み女こさん風の白い着物ブラと赤いパレオのやつ可か愛わいかったなー。あれは鉄板として、もう一着は──」

「いえ、二着は要いらないです」

　油断していると着きせ替かえ人形にされかねない。

「とりあえず、あたりさわりのない普ふ通つうの水着と……あとは上に羽織るパーカーと、下に穿はくジャージも欲ほしいですね」

　コヨミがじっとりと目を据すわらせた。

「……理解した。なゆさん、本気で水着嫌いやなんだね……そんな立派なスタイルなのにどーして……あー、まぁ、目立ちすぎるってのはあるだろーけどさぁ。現実ならともかく、ＶＲ空間ならそんなに危険もないんだし、ウザいナンパが来たらログアウトしちゃえばいいんだし、もーちょい気楽に女子高生的な青春を楽しんでもいーと思うよ……？」

　コヨミの苦言に、ナユタは真顔で応じる。

「すみません。でも正直に言って、海で騒さわぐよりもコヨミさんとこうしてのんびりしているほうが楽しいので──」

　たちまちコヨミが相そう好ごうを崩くずした。

「やーん♪　なゆさんかーわーいーいー♪　そんなかわいいこと言われちゃったら、コヨミさんもー何も言えなーい！　わふんわふん！」

　尻しつ尾ぽをぶんぶんと振ふり回まわしながら、コヨミはナユタの太ふと股ももにしがみつき、飼い主に甘あまえる犬そのものの仕草で頰ほおをすり寄せた。

　年上の振ふる舞まいとしてこれはどうなのかと冷静に思う一方で、ナユタとしてはコヨミのこうした反応に救われている部分もある。

　真ま似ねをしようとは決して思わないが、彼かの女じよはあまり物事を真しん剣けんに考えすぎず、適度に力を抜ぬいて、自分の〝楽しいこと〟に対して真しん摯しな向き合い方を貫つらぬいている。

　生き真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうのナユタからすると、その姿からは学ぶべきことが多い。

（男女問わず、愛あい嬌きようって大事なんだろうなぁ……）

　最近はそんなことも考えるようになった。

　隙すきがないように見えて隙すきだらけのクレーヴェルも、近ちか頃ごろはどこか可か愛わいらしく見えてしまう。

　膝ひざ上うえのコヨミを適当に撫なでてあやしていると、執しつ務む机づくえの探たん偵ていと目があった。

「……飼い主さん。そろそろ事務所を閉めたいんだが、先にログアウトしていいかな？」

「あ、はい。私わたし達たちもそろそろ帰りましょうか、コヨミさん？」

「わふーん。そだねー……あ！　もうこんな時間!?　やべぇ、お風ふ呂ろ沸わいてるっ！　じゃ、なゆさんまた明日ねー！」

「はい。また明日」

　飛び起きてさっさとログアウトしていくコヨミを見送り、ナユタもメニューウィンドウを広げた。

　──立ち去る前に一言、クレーヴェルに言い訳をしておく。

「あの……探たん偵ていさん。さっきコヨミさんが言っていた〝風か邪ぜの看病〟って、アピールとかそういう意図ではないですから。そこは信じてくださいね」

　クレーヴェルが神しん妙みように頷うなずいた。

「わかっている──君も、コヨミ嬢じようの発言をあまり真に受けないように。バニーガールやメイドも偏かたよった趣しゆ味みの話だし、風か邪ぜの看病に至っては……まぁ、正直に言って助かったのは間ま違ちがいないし、感謝もしているが、君自身にコヨミの言うような打算がないことはちゃんと理解している」

　探たん偵ていの反応は予想通りのものだったが、一応は必要な言げん質ちというものがある。

「後学のためにうかがいたいんですが……世間一いつ般ぱんでは、やっぱり女の子から風か邪ぜの看病をされるのって、男性的にぐっとくるものなんでしょうか……？　正直、熱があるのにお互たがいそれどころじゃないと思うんですが」

　クレーヴェルが真面目くさって眉まゆをひそめた。

「なんと答えたものか──あくまで一いつ般ぱん論ろんとしての話をしよう。まず看病されている間に関しては、下心なく単純にありがたい。これはもう異性同性関係なく、弱っている時に助けてくれる誰だれかの存在がどれほど貴重なものか、独身者なら痛切に身に染しみている。そして熱が下がってまともに思考ができるようになると、その対応を改めて思い返すことになる。その時、〝こんな優やさしい相手に側そばにいて欲ほしい〟と感じることはごく自然な反応だろうし、逆に冷たくされていたら、〝彼かれ、あるいは彼かの女じよにとって、自分はその程度の存在なのか〟と痛感することになる。また相手側にしても〝風か邪ぜをひいたくらいで情けない〟と幻げん滅めつするケースもあるかもしれない。つまり──私見をいえば、コヨミ嬢じようの見解は残念ながら概おおむね正しい」

　探たん偵ていはゆっくりと椅い子すの背もたれを傾かたむけ、思案げに天てん井じようを見つめた。

「風か邪ぜの看病というのは、〝自分にとって相手がどんな存在か〟を、相そう互ごに、かつ強制的に再さい確かく認にんさせられる場だ。看病する側にとっては、〝早く治って欲ほしい〟と心から願える大切な相手なのか、はたまた〝面めん倒どうくさい〟〝鬱うつ陶とうしい〟と感じてしまう程度のどうでもいい相手なのか──また看病される側にとっても、〝相手にとっての自分の存在価値〟が露ろ骨こつに見えてしまう。このあたりの機き微びさえ理解していれば、自己アピールの場として活用することも難しくはない。そして同時に、単なる親切心をアピールと勘かん違ちがいされてしまう危険性も往々にしてある」

　ナユタは共感を込こめて頷うなずいた。

　自分が弱っている時にこそ、相手の本ほん性しようが見える──コヨミの祖母はそう言ったらしい。見方によっては、それはお互たがいの価値観と認にん識しきをすり合わせる確かく認にん作業とも言える。

　相手が自分にとって、いかに重要か。

　あるいは、相手にとって自分はどの程度の存在なのか。

　病人側も看護側も、病やまいという事象を通じて否いや応おうなくこれを相そう互ごに再さい確かく認にんさせられる。

　探たん偵ていが苦々しげに嘆たん息そくした。

「……が、君の言った通り、卑ひ猥わいなコスプレと同列に語る話でもない。あの論理の飛ひ躍やくは酷ひどい」

「ですよね。私もあれはおかしいと思いました」

　共通の見解が得られたところで、ナユタもログアウトの操作に移る。

　メニューウィンドウの選せん択たく肢しを選ぶ直前に、彼かの女じよはクレーヴェルへちらりと視線を送った。

「……以上の認にん識しきに立った上で、一つ言っておきますが。アピールのつもりはありませんでしたが、私も単なる親切心ではあそこまでしません。その点も勘かん違ちがいしないでください」

「…………ん？　いや、ちょっと、君──」

「お先に失礼しますね。おやすみなさい」

　困こん惑わくした様子の探たん偵ていを横目に、ナユタは速すみやかにＶＲ空間から離り脱だつした。

　意識が現実へと戻もどされる。

　去り際にクレーヴェルは、「わけがわからない」とでも言いたげな顔をしていた。

　そうなることを承知で発した言葉ではあるが、人のことを油断しすぎだなんだと言う割に、クレーヴェル自身が一番油断しているのはどうかとも思う。

　自室に戻もどったナユタが入浴の準備をしていると、一通のメッセージが届いた。

（あ。リリカさんだ）

　クレーヴェルの姉、リリカ・ログリエとは、つい先日フレンドになったばかりだった。

　アメリカ住まいの彼かの女じよとは、時差のせいでゲーム内ではあまり顔をあわせる機会がないものの、どうやら気に入られてしまったらしく、ちょくちょく他愛もないメッセージのやりとりがある。




【　はろはろー、ナユタちゃん、こまんたれぶー。あ、そっちは今から寝ねるとこ？　夜よる遅おそくにごめんねー。今、海かい世せいくんからメールが来て、「ナユタちゃんに余計なことを吹ふき込こむな」って怒おこられちゃったんだけど、もしかして何かした？　誰だれにも言わないからおねーさんにちょこっと教えて？　】




　──先さき程ほどのナユタの去り際の一言を、クレーヴェルは「姉からの入いれ知ぢ恵えによる悪いた戯ずら」と判断したらしい。

　探たん偵ていが聞いて呆あきれる的外れな推理だが、むしろ「そうであって欲ほしい」という願望の発はつ露ろと見るべきかもしれない。

　ナユタは淡たん々たんととぼけた返信を綴つづる。




【　今からお風ふ呂ろです。すみません、探たん偵ていさんの件は特に心当たりがありません。何か勘かん違ちがいをされているんだろうと思います。　】




【　そっかー。いよいよ何か進展があったかと思ったんだけど……ところで、これもちょっと前に海かい世せいくんから聞いたんだけど、この間、風か邪ぜひいて倒たおれてた時にわざわざ看病しに行ってくれたんだって？　不ふ肖しようの弟くんが迷めい惑わくかけてごめんねー。　】




　コヨミ相手にはまだ隠かくし通とおしているが、姉には話してしまったらしい。クレーヴェルも存外に口が軽い。




【　いえ、私が勝手にしたことですから。いつもお世話になっていますし、ああいう時はお互たがい様さまです。　】




　手早くそう返信して、ナユタは入浴のために端たん末まつを置いた。

　ゆっくりと湯に浸つかり、一日の疲つかれを溶とかした後──

　風ふ呂ろ上あがりにまた端たん末まつを確かく認にんすると、三十分以上も前にリリカからの返信が来ていた。




【　看病の件は、実は海かい世せいくんからは何も聞いていません。ナユタちゃん、《誘ゆう導どう尋じん問もん》って知ってる？　】




　──ドヤ顔の顔文字つきの返信を見なかったことにして、ナユタはベッドに寝ねころがった。

　脇わきの甘あまさを自覚しつつ、さてどうしたものかと思案する。どうもリリカはクレーヴェル以上の難物らしい。

　特に妙みよう案あんが思おもい浮うかばないまま、ナユタは端たん末まつを充じゆう電でんスタンドに預け、とりあえず毛布を頭からひっかぶった。
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　猫ねこは所しよ詮せん、ただの獣けものである。

　間ま違ちがっても神などではない。

　信しん仰こうはあくまで自由だが、自由であるがゆえに「信しん仰こうしない自由」もまた存在する。

　では、真なる〝神〟とは何か。




　カピバラである。




「……という具合に、運営側の意図しないカピバラ信しん仰こうの宗教団体ができてしまってだね。何やら怪あやしげな広がりを見せつつある──」

「……えぇ……」

　理解に苦しむ展開に、クレーヴェルはつい眉まゆをひそめた。

　目の前で茶をすする虎とら尾おは、猫ねこ背ぜのまま薄うす笑わらいを浮うかべる。

「ほら、例の《元げん禄ろく化か秘ぴ祓ばら絵え巻まき》──なかなかのインパクトだっただろう？　ゲーム性はともかく、インパクトだけはあったから……あのフィールドを聖地にして、カピバラ様を崇あがめ奉たてまつる一派がね。《カピバラ会》というギルドを立ち上げて、それが内部分ぶん裂れつして《カピバラ会・求道派》とか《カピバラ会・原理派》とか、あと給きゆう餌じ派とか昼ひる寝ね派とか、まあいろいろ……」

「ギルド間の抗こう争そうでも起きているんですか？」

「いや。無む駄だに分派が増えているだけで、平和そのものだ」

　開発者がおかしいと、プレイヤー側も多少は影えい響きようされるらしい。

　虎とら尾おがわざとらしく眉まゆをしかめる。

「だが、仮にも猫ねこ神がみ信しん仰こうの司祭としては黙だまって見過ごすわけにもいかん」

「いえ、宗教対立を避さける意味でも、むしろ率そつ先せんして見過ごすべきだと思いますが。何か不都合でも？」

　虎とら尾おが唸うなった。

「うーん……猫ねこが鼠ねずみに舐なめられるというのは、どうもプライド的に……ほら、わかるだろう？」

「すみません。わからないです」

　重要な取引先に対する否定的な発言は極力控ひかえるべきだが、さすがに同意はしにくかった。

　虎とら尾おがからからと嗤わらう。

「真面目な話をするとだね。夏休みに入ると、特とく殊しゆイベントの《猫ねこ大だい仏ぶつ巡じゆん礼れいの旅》が始まるだろう。その前に、カピバラ様より猫ねこ神がみ様の存在感をアピールしておきたいという事情もある」

「ああ、そういう理由でしたか。しかしそれなら、別にカピバラ会とやらを敵視しなくても、普ふ通つうに猫ねこ大だい仏ぶつをアピールしておけば──」

「で、とりあえずカピバラ会の聖地に、全高二百二十二メートルの巨きよ大だいな猫ねこ大だい仏ぶつを勝手に建てることにした」

「もしも御おん社しやが弊へい社しやの大切な取引先でなかったら、極きわめて不適切な感想を漏もらすところでした」

　これは呆あきれても許される。

　にやにやと嗤わらう虎とら尾おには、いい年をして悪いた戯ずら小こ僧ぞうのようなところがあった。

　クレーヴェルは、手元のノートパソコンから近い大きさの建造物を検けん索さくする。

「東京タワーが三百三十五メートルですね。大展望台が地上百二十メートル、その上の特別展望台が二百二十三メートル……話に出た猫ねこ大だい仏ぶつは特別展望台とほぼ同じ高さです。いくらなんでも大きすぎませんか」

「内部をちょっとしたダンジョンにしてあるから、あまり小さいと不自然なんだ。最上階の《猫ねこの額》まで到とう達たつすると、換かん金きん用のボーナスアイテム、《猫ねこの小判》が手に入る。ダンジョン内には他にも孫の手を模した《猫ねこの手》、幸運を呼ぶ《猫ねこ目め石いし》、寒冷地用の防寒具《猫ねこかぶり》、足音を消す靴くつの《猫ねこ足あし》等、新規アイテムも山盛りだ」

「……開発部、ヤケになっていませんか」

　クレーヴェルの率そつ直ちよくな感想に、虎とら尾おが苦笑いを返した。

「否定はしない。お盆ぼんも休めない連中が大半だからね。君のところは、お盆ぼん休やすみはどうなんだい？」

「うちもいつも通りです。まとまった休みが欲ほしい社員は休ませる予定ですが、その分の穴は私が埋うめないといけないので、個人的にはいつもより忙いそがしくなるかもしれません」

　不満げに眉まゆをひそめ、虎とら尾おが低く唸うなった。

「それもなんだかなあ……若いんだから、もっと夏らしくて楽しい予定でもいれなさいよ。たとえば……ほら、女子高生と海に行くとか」

　虎とら尾おからこうしてからかわれる現状にも、すっかり慣れてしまった。

「冤えん罪ざい案件を煽あおらないでください。彼かの女じよは、私の亡なき友人の妹さんです」

　眉まゆをひそめたまま、虎とら尾おが首を横に振ふる。

「勘かん違ちがいをしちゃいかん。君のつまらん倫りん理り観かんなんぞどうでもいいから、あのお嬢じようさんに楽しい思い出でも作ってやりなさいと言っているんだ。まだ高校生だぞ？　遊びたい盛さかりだろうが、一人暮らしじゃ時間的にも金銭的にもそう余よ裕ゆうはないはずだ。大事な友人の妹さんだというならなおのこと、大人の君が積極的に気を使ってやりなさい」

　いかにも年長者らしい物言いだったが、クレーヴェルはこれを額面通りには受け取れない。

「そういう建て前はいいので、正直なご意見をお願いします」

「いつも涼すずしい顔をしている君が女子高生一人に振ふり回まわされている姿は、正直に言ってとてもおもしろい」

　概おおむね予想通りの返答だった。

　クレーヴェルは視線を窓の外の暗くら闇やみへ向ける。

「虎とら尾おさんはおもしろいかもしれませんが、一歩間ま違ちがえれば警察沙ざ汰たです……むしろ間ま違ちがえなくても警察沙ざ汰たになりかねません」

　元警察官という立場もある。昔の仲間に逮たい捕ほされるような事態は絶対に避さけたい。

　心底呆あきれかえった様子で、虎とら尾おが嘆たん息そくした。

「そうやって君が必要以上に怯おびえすぎなのも悪い。私の本音はともかく、遊びに連れて行くくらいの甲か斐い性しようは見せてもいいと思うがね。だいたい、あの子に君を貶おとしめようなんて意図がないことは、君自身が一番よくわかっているはずだ」

　痛いところを突つかれた。

　腫はれ物もの扱あつかいをやめて、そろそろ信しん頼らいして欲ほしい──ナユタからもそう言われてはいる。

　ただし虎とら尾おの提案には、一つ致ち命めい的てきな誤解もあった。

「検討はしますが……残念ながら、彼かの女じよはかなりのインドア派です。人の視線が気になるからと、海やプールの類たぐいは友人に誘さそわれても頑がんとして断っているようですよ。仮に何ど処こかへ誘さそうにしても、人の多いところは嫌いやがるでしょうね」

　虎とら尾おの視線が天てん井じように向いた。

「あー……言われてみれば、そんな雰ふん囲い気きはあるねぇ。物静かというか、大おお騒さわぎを楽しむタイプではなさそうだ。だが、そこは君も同じだろう。むしろ気があうんじゃないか？　映画くらいは連れて行ってもバチは当たらんよ」

　クレーヴェルは反応に困った。

　虎とら尾おには言えないが、似たような気き遣づかいから彼かの女じよを映画に誘さそったことがある。

　ナユタにはあっさりと断られた。

　そして何な故ぜか、後日、クレーヴェルの自宅でネット配信の映画を鑑かん賞しようする流れになった。

　翌日、同どう僚りよう社員との雑談中に「それは世に言う〝おうちデート〟とどう違ちがうのか」と指し摘てきされ、クレーヴェルは途と方ほうに暮れたものである。

　──言われてみれば、今まで気づかなかったことがそもそもおかしい。

　どうしてそんな状じよう況きように至ったのか、何度思い返しても、クレーヴェルには自身の落ち度がよくわからない。あえて分ぶん析せきするならば、ナユタの交こう渉しよう能力、あるいは議論を優位に進める話術が、クレーヴェルの想定を遥はるかに上回っていたという結論になる。

（……確かに最近、一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲む機会が増えてはいるが……）

　もちろん付き合っているわけではない。

　考かんがえ込こむクレーヴェルを見かねたか、虎とら尾おがえぐりこむように話題を変えた。

「そういえば、未成年が相手でも、結けつ婚こんを前提にした真しん剣けんな交際をする分には問題ないんじゃなかったっけ？　確か保護者の同意も必要だったかと思うが……」

　今のクレーヴェルにとって、この指し摘てきは犯はん罪ざい教きよう唆さに等しかった。

「刑けい法ほう的てきにはともかく、世間の目という大問題は残ります」

　虎とら尾おが皮肉な笑えみを見せる。

「暮くれ居い君くんね。これは年長者からの、埒らちもない助言なんだが……世間の目なんてものは、人気を売り物にする特とく殊しゆな商売でもない限り、人生においてほとんど何の役にも立たんよ。大切なのは自分の目だ。君自身の目から見て、あのお嬢じようさんはどういう存在なのか。ゆっくりとでいいから、きちんと向き合いなさい。少なくとも、世間の目なんていうクソどうでもいい基準を、思考を放ほう棄きするための口実にしちゃいかん。そういうごまかしは君らしくない」

　──口調こそいつもの飄ひよう々ひようとした虎とら尾おのままだが、看過できない正論だった。

　理の通った指し摘てきには、クレーヴェルも真しん摯しに向き合う。

「……仰おつしやる通りです。確かに私は、未成年だからという一点で、彼かの女じよに余計なフィルターをかけてしまっています。実は本人からも指し摘てきされました」

「まあ、それはそれで大人の対応ではあるんだがね。女子高生に言い寄る大人なんてのは大たい抵ていろくなもんじゃないし、矛む盾じゆんするようだが、もしも君が迷いもせず未成年を口説きにかかるような危険人物だったら、私も遠えん慮りよなく通報している」

　けらけらと笑い飛ばして、虎とら尾おが眠ねむたげな目を伏ふせた。

「……しかしまあ、この分なら断っておいて良かったよ」

「断った？　何の話ですか」

「うん。取引先の偉えらい人がね。知り合いのお嬢じようさんの見合い相手を探しているとかで、君を紹しよう介かいして欲ほしいと頼たのまれそうになったんだ。〝そこまで親しくない〟ってことで逃にげたんだが、どうせ君、そんなつもりはないだろう？」

　クレーヴェルはつい苦笑いを漏もらした。

「はあ……それは断っていただいて助かりました。お手数をおかけしてすみません。ちなみに、その取引先の偉えらい人というのは誰だれでしょうか？」

「《七不思議》でもお世話になっている大手ＩＴ企き業ぎよう、シャンカラ日本法人の菱ひし川かわ部長だ」

　──素す性じようを聞くなり、クレーヴェルは狐きつねの顔で嗤わらった。

「なるほど。そうきましたか──」

「……心当たりがあるんだねえ、やっぱり」

　誰だれも盗ぬすみ聞ぎきなどはしていないはずだが、探たん偵ていは声をひそめる。

「うちの《八はち鳥どりさん》を引ひき抜ぬこうとして、声をかけてきた会社です。八はち鳥どりさんは相手にもしませんでしたが──」

　虎とら尾おも殊こと更さらに声を小さくした。

「あー……《思考出力》の件を、どこかで聞きつけたのかな？　で、八はち鳥どり氏しがダメなら、社長の君を籠ろう絡らくして情報を得ようと──」

「考え過ぎかもしれませんが、名指しで私を紹しよう介かいして欲ほしいと言ってきたなら、偶ぐう然ぜんではないでしょう。実は余よ所そからも提てい携けいを打だ診しんされています。どこも目当ては思考出力システムです。まだ開発中ということで断っていますが、耳みみ聡ざといというかなんというか──いえ、どこから漏もれたのかは、はっきりしているんですけれどね。ベータ版の段階で、八はち鳥どりさんが知り合いに片かたっ端ぱしから自じ慢まんしたものですから」

　クレーヴェルはつい嘆たん息そくしてしまう。止める機会はあったはずだが、子供のようにはしゃぐ八はち鳥どりを止めるのはなかなか骨の折れる作業であり、つい放置している間に話が広まってしまった。

「しかし、それで見合いを持ちかけてくるとは……時代錯さく誤ごとまでは言いませんが、身近では初めて聞くケースですよ」

　虎とら尾おが目を細めた。

「あまり表に出ないだけであるにはあるんだよ、そういう話。最近は見合いじゃなく〝知人の紹しよう介かい〟なんて曖あい昧まいな言い方をすることも多いが、要するに向こうは君を味方に引き入れたいんだろう。優ゆう秀しゆうな人材と縁えんをつなげて確保する上では、戦国時代より更さらに前から使われてきた由ゆい緒しよ正しい手法だ。効果が実証されている以上、時代の流れで廃すたれることはあっても、そう易やす々やすとはなくならないよ」

　納なつ得とくはできるが、クレーヴェルは改めて考かんがえ込こんでしまう。

「八はち鳥どりさんを口説き落とすならわかりますが……私みたいな青二才の若造相手にずいぶんな話です。立身出世の餌えさだけちらつかせて、鳶とびのように油あぶら揚あげをかっさらうつもりでしょうか」

　虎とら尾おの眼まな差ざしが不意に歪ゆがんだ。

「……君ねぇ。あまり自覚していないようだが、君自身も端はたから見たらかなりの高スペック物件だぞ。もちろん先方は、君を口説き落とせば八はち鳥どりさんとやらも自動的についてくると踏ふんでいるんだろうが、君にも相応の価値がある。元警官で新進気き鋭えいの若手経営者、実務能力は確かで着眼点が鋭するどく、おまけに美形で口も上う手まい。収入面も将来性も問題なさそうだし、うちの娘むすめが適てき齢れい期きだったら引き合わせたいくらいだよ」

　思いがけない褒ほめ殺ごろしに、クレーヴェルは素で引いた。

「……すみません、虎とら尾おさんからそんな褒ほめ方かたをされると、裏がありそうでとても気持ち悪いです……」

「酷ひどい言い草だな。たまに褒ほめるとコレだ」

　言葉の内容とは裏腹にけらけらと笑い、虎とら尾おは声をひそめた。

「冗じよう談だんはさておき、例の思考出力──あれは、そういう古ふる臭くさい手段を使ってでも欲ほしくなる逸いつ品ぴんだよ。正直にいえばうちにも導入したい。使いこなすのは大変そうだけれど、慣れれば一人で、しかもたった一日で一本の映画を完成させられるようなシステムだ。もしあんな技術をライバル企き業ぎように独どく占せんでもされたら、まともな手段では太た刀ち打うちできる気がしないね」

　クレーヴェルは言下にこれを否定した。

「それは大おお袈げ裟さです。確かに作業時間は大おお幅はばに短縮されますし、結果として人件費の抑よく制せいにもつながりますが、出てくる作品のクオリティは現行の作品群とほとんど変わりません。結局は作り手次し第だいです」

　虎とら尾おが鼻で嗤わらった。

「その《作業時間の短縮》ってのが、どれだけ難しいか……うちらみたいなオンラインのゲーム屋は、エラー修正への即そく応おう性せいが常に求められる。それに最近は、残業や徹てつ夜やをなるべく避さけようって風潮だから、短時間に集中して成果を出せるシステムはまさに理想的だ」

《アスカ・エンパイア》の開発部では現在、長期イベントのために残業と徹てつ夜やが常態化している。先だって騒そう動どうを起こした真ま尋ひろの父、山やま代しろ宗むね光みつも、失しつ踪そうの前後は多た忙ぼうのために思考力と判断力が低下していた節があった。

　開発部はＶＲオフィスを構築しており、ほとんどの日は自宅から仮想空間へログインしての勤務が可能だが、開発中の特に重要なデータは外部からのハッキングを避さけるためにオフラインとなっている。

　その部分の作業に関しては実際に出社する必要があり、また作業時間が長くなりやすいため、繁はん忙ぼう期きは会社に泊とまり込こむ者すら珍めずらしくない。

　仮に思考出力システムを活用できれば、それらの作業時間を大おお幅はばに圧縮可能ではある。

「どこもそんなに忙いそがしいんですか？　アルヴヘイムの運営にいる知人は、もっと悠ゆう々ゆう自じ適てきにやっているように見えるんですが……」

　虎とら尾おが眉み間けんを歪ゆがめた。

「あそこと一いつ緒しよにするなよ……アルヴヘイムの運営は、ＳＡＯと同じカーディナル・システムのフルスペック版を持っているんだ。うちを含ふくむ大多数のタイトルは機能縮小版しか持っていない。ＡＩによるシナリオの自動生成機能だってついていないし、だからこそ、苦肉の策で〝ユーザー投とう稿こうのシナリオコンテスト〟なんて話が持ち上がったんだ。しかもコラボ企き業ぎようを大量に呼よび込こんだから、そっちからの注文や要望にも一つ一つ対応しなきゃならん。いったい何ど処このどなただろうな、こんな厄やつ介かいな企き画かくを通したのは」

　ＣＴＯの橡とち守もりである。

「……というわけでどうだい、暮くれ居い君くん。期間限定の試用でいいから、例のシステム、うちでも使わせてくれないかね」

　重要な顧こ客きやくである虎とら尾おからの依い頼らいには、なるべく応えたい。だがクレーヴェルは、あえて首を横に振ふった。

「申し訳ありません。今のあれはまだ八はち鳥どりさん専用です。確かに普ふ通つうの人間でも、慣れればテキスト、グラフィック、３Ｄモデル、動画、プログラム等の思考出力が可能ですし、それで充じゆう分ぶん、商売になる代しろ物ものでもあるんですが……」

　言葉に迷って、探たん偵ていは一呼吸おいた。

　虎とら尾おは訝いぶかしげな顔をしている。

「ん？　表おもて沙ざ汰たにしていない秘密でもあるのかい？」

「──正直に言います。実はセキュリティ対策がガバガバなんです。八はち鳥どりさんがうちの社内で個人的に使っているうちはいいんですが、もしあれが普ふ及きゆうした先でセキュリティホールを突つかれたら、うちの会社なんて一発で吹ふき飛とびます。もちろん、訴そ訟しよう的てきな意味でですよ」

　虎とら尾おが愉ゆ快かいそうに口笛を吹ふいた。

「そいつは初耳だ。私に話してしまっていいのかな？」

　クレーヴェルは薄うす笑わらいとともに、身内の恥はじを晒さらす。

「ここからは独り言です。実に当たり前の話なんですよ。まず、任意のプレイヤーを思考出力システムのモジュールに座すわらせます。その上で正面のモニター等の表示をオフにし、本人に〝思考が出力されている〟とは気づかれないようにして、データの上書きを禁止し、思考のすべてを裏で保存するように設定すると──」

　虎とら尾おがぶるりと身み震ぶるいした。

「……後は適当な質問を向けるだけで、本人が回答せずとも、連想した〝答え〟が自動的に記録されていく……？」

「ご名答です」

　尋じん問もん用ようには極きわめて優すぐれた技術だが、人道や倫りん理りの面ではもちろんアウトだった。

「企き業ぎよう、国家の機密だろうが、歪ゆがんだ性せい癖へきや浮うわ気きの有う無むのような個人情報だろうが、重要度に関係なくもうダダ漏もれです。記き憶おくに残ってさえいれば、映像、音声、地図はもちろん、金きん融ゆう機関の暗証番号さえ聞き出せます。一度だけ、うちの千せん手じゆ屋やがおもしろがって実験に志願したんですが……壮そう観かんでしたよ。奴やつのトラウマから初はつ恋こいの記き憶おく、日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷん、その他た諸もろ々もろの秘密があっという間に赤せき裸ら々らに──あんな技術をそのまま世界に流出させたら、うちは間ま違ちがいなく戦犯扱あつかいです」

　クレーヴェルの溜ため息いきは重い。虎とら尾おも頰ほおをひきつらせた。

「うわぁ。そんなことになっていたのか……」

「仕組みを知っていれば噓うその自白をすることもできそうですが、その場合は思考の揺ゆらぎを検出して噓うそ発見器のような使い方をすることも可能らしいです。そこから先の開発は社長権限で差し止めて、今は八はち鳥どりさんに機能の制限とセキュリティ対策を進めてもらっています。が……難航しているみたいです」

　虎とら尾おが呆あきれたように肩かたを落とした。

「やー……天才ってのはつくづく紙かみ一ひと重えだねえ。そんなヤバいもの、よく作ったもんだ」

「本人はこの危険性を認にん識しきしていなかったんですよ。そもそも、自分自身の作業のためだけに作っていたシステムですから」

「それであの完成度っておかしいだろう……八はち鳥どりさんってのは、いったいどういう人なんだ？」

　この手の問いには、クレーヴェルはいつも曖あい昧まいに笑って応じることにしている。

「見た目は普ふ通つうの人です。茅かや場ば晶あき彦ひこみたいな危険思想も持っていません。ただ──若じやつ干かん、世間一いつ般ぱんの常識に疎うといところがあって、本人もそれを自覚しています。八はち鳥どりさんが私みたいな凡ぼん人じんと組んでいるのは、私の常識的な感覚に期待してのことでしょうね」

　虎とら尾おが唸うなった。

「ふうむ……君の存在が、うっかり暴走しないための歯止め役になっているわけか。一度会ってみたいんだが、ガードが堅かたいよねえ」

　クレーヴェルは頷うなずく。

「なにせ社内でもレアキャラ扱あつかいですから。虎とら尾おさんとなら気が合うかもしれません。猫ねこ派はですよ」

「俄が然ぜん、親近感が湧わいた」

　そんな冗じよう談だんを返して、虎とら尾おがソファから立ち上がった。

「さて、そろそろ戻もどるとしよう。おもしろい話をありがとう。他言はしないつもりだけど、橡とち守もりさんにだけは伝えてもいいのかな？」

「橡とち守もりさんはもうご存知です。先日のオフィス見学後に、この点を危き惧ぐするメールをいただきました」

　出口へ歩きながら、虎とら尾おがへらへらと笑った。

「相変わらず勘かんが鋭するどい……あの人も根っからの技術屋だ。現場に戻もどりたいって未いまだにぼやいてるよ。体力的に厳しいってことは本人もわかってるから、あの《思考出力》には個人的な期待もあるんだろう。あれなら短時間で劇的な成果を出せるし、隠いん居きよ後ごのオモチャにもぴったりだ」

「橡とち守もりさんが隠いん居きよする頃ころには、もっといい技術が出回っていますよ」

　ＶＲ技術もＡＲ技術も、日進月歩で進化が続いている。そのブレイクスルーをもたらした茅かや場ば晶あき彦ひこは既すでに故人だが、後に続く研究者が山ほどいる上、まだまだ商機も眠ねむっており、ゲーム関連企き業ぎようをはじめ投資も活発だった。

　いまやＶＲ空間とは、いかようにも開発可能な新大陸に等しい。

　鉱物や農産物といったリアルな資源は得られないが、データ上の資源を餌えさに電子通貨や現金を集められる。広告戦略、イメージ戦略の市場としても有用性は高く、そこにクレーヴェルのような特とく殊しゆなコンサルタントが成立する余地もあった。

　去り際に、虎とら尾おがふと立ち止まった。

「そういえば、その橡とち守もりさんがね。例のお嬢じようさん方がたのことをえらく褒ほめていたよ。コヨミ嬢じようの物もの怖おじしないフレンドリーさとか、ナユタ嬢じようの聡そう明めいさとか気き遣づかいとか──特にナユタ嬢じようは、高校生には見えない落ち着きぶりだからね。あれだけしっかりしたお嬢じようさんは珍めずらしい。うちの娘むすめにも見習って欲ほしいよ」

　クレーヴェルは反応に困る。基本的には同感だが、下手に同意すると先さき程ほどの話を蒸むし返かえされかねない。

　虎とら尾おがそんな内心を見み透すかしたようににやりと笑った。

「そう警けい戒かいしなさんな。自分じゃ気づいてなさそうだが、あのお嬢じようさん達たちがここに入いり浸びたるようになってから、君、顔つきがずいぶんと柔やわらかくなったぞ」

　想定外の一言に、クレーヴェルは戸と惑まどった。

「え……？　いえ、外見の設定には何も変へん更こうを加えていないはずですが──」

「現実での話だよ。以前は周囲に祟たたりを振ふりまきそうな剣けん吞のんさがあった。口元が笑っていても眼めが笑っていなくて──でもこの間、山やま代しろ氏の件で本社で顔をあわせた時には、それがすっかり消えていて見み違ちがえた。いい傾けい向こうだと思うよ」

　虎とら尾おは背を向けたまま片手をあげ、隣となりの《猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会》の部屋へと戻もどっていった。

　クレーヴェルはしばし考かんがえ込こむ。

（顔つきが変わった……か）

　特に自覚はない。ただ──ここ最近、悪夢を見る回数が明らかに減った。

　虎とら尾おが探たん偵てい事じ務む所しよから出てしばらくすると、また扉とびらが開いた。

「こんにちは、探たん偵ていさん。やっと期末テストが終わりました」

　戦いくさ巫み女この少女は特に疲つかれた様子もなく、楚そ々そと微ほほ笑えみ一礼を寄よ越こした。

　祟たたりすら清め祓はらいそうなその佇たたずまいが、最近は妙みように眩まぶしい。

　顔つきが変わった理由、それを指し摘てきされた矢先の本人来訪にやや動どう揺ようしつつ、クレーヴェルは表面上は何事もなかったかのような微び笑しようを返した。

「お疲つかれさま。手応えはどうだった？」

「おかげさまで、いつもより良かったと思います」

　数学と英語の出来に関しては、家庭教師の真ま似ね事ごとをしたクレーヴェルも無関係ではない。これで成績が落ちていたら教え方が悪いという話になる。

「それは何より。安心して夏休みに入れそうだね」

　ナユタがソファに腰こし掛かけながら、電でん子し書しよ籍せきを取り出した。

「夏休みといえば、探たん偵ていさんはどこか旅行とかには行かれるんですか？」

「いいや。特にそういった予定はない」

「私もです。田舎いなかの親しん戚せきから遊びに来いとは言われたんですが──大学に受かってからにしようかな、って」

　クレーヴェルは作業の手をとめ、数歩先のナユタを見つめた。

「ふむ……それはむしろ行ってきたらいいんじゃないか？　どういう関係のご親しん戚せきなんだ？」

「叔お母ばです。ほら、以前にお蕎そ麦ばと山菜を送ってくれた──うちの母の妹なんですが、今は嫁とつぎ先さきにいるので、気軽に行くにはちょっと敷しき居いが高いというか……行ったことのない場所ですし、私とは血のつながらない親しん戚せきが多い土地なので、お互たがいに気き疲づかれしそうで」

　ゆっくりくつろげる場所ではないらしい。こうなるとクレーヴェルも気軽には勧すすめにくい。

「なるほどね。そういえば、コヨミの所へ遊びに行くという話はどうなったんだ？　泊とまりがけで来て欲ほしいと誘さそわれていただろう」

「ＶＲ空間でほとんど毎日会っていますし、わざわざ新幹線を使ってまで行かなくてもいいかなぁ、と──生活費もなるべく節約したいですし」

　クレーヴェルは思わず目元を押おさえた。

　ナユタはしっかりしている。そこは美徳として認めざるを得ないが、この年でこうもストイックだと不ふ憫びんさが先に立つ。

「……なんだかな……無む駄だ遣づかいをしろとは言わないが、もう少しこう……たまにはわがままなり願望なりを口にしてもいいと思うんだ。何かないか？　よく考えたら《十三階段の地ち下か迷めい宮きゆう》攻こう略りやくの礼もまだだったし、私にできそうなことがあれば、なんでも言って欲ほしい」

　ナユタが意外そうに眼めをしばたたかせた。

「……びっくりしました」

「何にだい？」

「だって、あの探たん偵ていさんが〝自分にできそうなことならなんでも〟なんて不用意な発言をするなんて……本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　私の要求次し第だいでは事案ですよ？」

　恐おそろしいことを言い出した。

「そこは以前に[image: ]しかられた通り、君という個人を信しん頼らいすることにした。この信しん頼らいを裏切るような要求はないものと信じている」

　ナユタが小さく頷うなずいた。

「なるほど。逆に難問です。もしも変な要求をしたら、ここまで苦労して培つちかってきた私への信しん頼らい感かんが脆もろくも崩くずれ去さるんですね」

「……その通りだが、君、理り詰づめで物を考えすぎだ。もっと気軽に、流行物の服やら鞄かばんやら靴くつやらアクセサリーやら、何か気になるものくらいあるだろう」

　ナユタが不思議そうに首を傾かしげた。

「そういうお願い事をするタイプに見えますか？」

「……いや、全然。だからこそ、何かできることがないかと困っている」

　少なくとも、世間一いつ般ぱんの女子高生と同じような扱あつかいはしにくい。

「お気持ちだけで充じゆう分ぶんです。むしろ探たん偵ていさんから、そんな言葉を引き出せたことに驚おどろいています」

　遠えん慮りよというわけでもないらしく、ナユタの声はあくまで淡たん々たんとしていた。

「そもそも一いつ緒しよの晩ご飯とか勉強を見てもらったりとか、今はそれだけでありがたいので……あまり気を使わないでくださいね」

「そうは言ってもな……食事に関しては、むしろ私が助けられている側だ」

　つい先日は風か邪ぜの看病までさせてしまった。改めて考えると、どちらが年長者だかよくわからない。

　クレーヴェルが思案していると、ナユタが思い出したようにぽつりと呟つぶやいた。

「……ふと思ったんですが……お願い事って、たとえば探たん偵ていさんの家に泊とめていただくとかは有りですか？」

「なしだ」

　これは言下に突つっぱねる。

「いきなりそんな性た質ちの悪い冗じよう談だんを口にするのはどうかと思う。万が一、私が了りよう承しようしたらどうするつもりだ？」

　ナユタがわずかに嘆たん息そくした。

「万が一も何も、了りよう承しようしてもらえたら普ふ通つうにお邪じや魔まするつもりでしたが……まあ、そういう反応ですよね。ただ、冗じよう談だんや変な意味で言ったわけではないんです。実は今朝、給湯器が急に故障してしまって。修理が済むまで、何日かお風ふ呂ろもシャワーも使えないので、ちょっと困っているんです。近くに銭湯もありませんし、ネットカフェは高校生だと夜は行けませんし、しかもシャワーくらいしか使えませんし……最悪、ホテルに泊とまるという案もあるんですが、宿代が馬ば鹿かになりません。でも探たん偵ていさんのところなら、晩ご飯の後にお風ふ呂ろを借りて、そのまま泊とまらせてもらえれば楽かな、って」

　想定外ながらも断りにくいこの要求に、クレーヴェルは頭を抱かかえた。

　理り詰づめで考えると、ナユタの指し摘てきにはあまり穴がない。しかし要求については常識がない。

「……ご友人の家に泊とめてもらうわけには？」

「気き兼がねしてしまいますし、なかなか……だったらホテルのほうがましです」

　追おい詰つめられたクレーヴェルが思いついた折せつ衷ちゆう案あんは、一つだけだった。

「わかった。一、二回、風ふ呂ろを貸すくらいなら、まぁ……その後は車で自宅まで送ろう」

「湯冷めするのが嫌いやですし、お風ふ呂ろの後はそのまま布ふ団とんに入りたいです。できれば泊とめてください」

　頭を抱かかえたまま、彼かれはこの危機感の足りない女子高生に必死の啓けい蒙もうを試みた。

「こういう時くらい力になりたいとは思うが、君は私に対して、もっと警けい戒かい心しんをもつべきだ……二十代の成年男性というものは、そんなふうに盲もう信しんしていい存在じゃない」

　ナユタは素知らぬ顔で電でん子し書しよ籍せきへ視線を戻もどした。一応、諦あきらめてはくれたらしい。

「まあ、仕方ないですよね。無理は言いません。あと、当初は警けい戒かいしていたんですが、探たん偵ていさんがあまりに紳しん士し的てきなので、今では警けい戒かいよりも信しん頼らいのほうが勝まさっています。ついでに、仮に何かあっても性格的にきちんと責任をとってくれそうですし」

「……生前の大だい地ちがな。そういえば君のことを話していた。お互たがいの姉し妹まいの話になった時、〝うちの妹は変なところで度胸がありすぎて困る〟と──うちの姉ほどとち狂くるったエピソードはなさそうだったが、今ならあの言葉に納なつ得とくできる」

「顔に出にくいだけで度胸はないですよ。今だって、独り暮らしが寂さびしくて探たん偵ていさんに甘あまえてしまっています」

　それはいかにも何気ない口調だった。

　しかし、クレーヴェルの耳には聞き流してはいけない慟どう哭こくのように聞こえてしまう。

　そのことに本人も気づいたのか、ナユタは慌あわてて付け足した。

「すみません、変なことを言いました。忘れてください」

「いや──」

　──いくら大人びて見えても、彼かの女じよはまだ未成年だった。

　寮りよう生せい活かつや就職などの理由で、同どう年ねん齢れいで一人暮らしをしている者はそれなりにいるだろうが、彼かの女じよの場合は事情が異なる。〝大人の君が積極的に気を使え〟とは、虎とら尾おにも言われた。

　法的な意味での保身を考えれば突つき放はなすべきだが、それは亡なき親友への裏切りに他ならない。

　何より──クレーヴェル自身も、ナユタのことは気に入っている。彼かの女じよには幸せになってもらいたいし、もし精神的な支えが必要ならば、その瞬しゆん間かんに背を向けるつもりはない。

「……宿しゆく泊はくの件。給湯器の修理が終わるまでの間なら、まあいいだろう。たまに同どう僚りようや楢なら伏ふしが泊とまることがあるから、空気で膨ふくらませるタイプの簡易ベッドもある。着き替がえ等の荷物があるだろうから、今から車で迎むかえにいこう」

　電でん子し書しよ籍せきを開いたままで、ナユタが顔を上げた。

　その眼めは先さき程ほど以上に大きく見開かれ、驚きよう愕がくを隠かくしもしていない。

「……正気ですか？」

「君が言い出したことだろう。給湯器の故障は私にも経験がある。独り暮らしであれは確かにどうしようもない。困った時はお互たがい様さまだ」

　クレーヴェルは淡たん々たんと告げたが、ナユタはまだ「信じられないものを見た」とでも言いたげに固まっていた。

　その唇くちびるから吐と息いきのような囁ささやきが漏もれる。

「……え。あの、探たん偵ていさん…………チョロすぎません……？」

　クレーヴェルはにっこりと狐きつねの笑えみを返す。

「君、もしかして自分の立場がわかっていないんじゃないか？　この夏の盛さかりに、修理が済むまで風ふ呂ろなしで過ごせるというなら、私は一向に構わない」

「ごめんなさい。いつもコヨミさんに言われているので、たまには言ってみたかっただけです。修理が済むまで、ありがたくお世話になります」

　深々と一礼し、ナユタがメニューウィンドウを広げた。

「それじゃ早さつ速そく、荷物の準備をしてきます。車で来ていただけるんですか？」

「ああ。こちらも応接室を片づけるから、一時間後に行く。しばらく自宅で待っていてくれ」

「はい。ありがとうございます」

　ナユタが頷うなずいた。

　幸福を実感させるその柔やわらかな表情に、クレーヴェルはついどきりとさせられる。

　彼かの女じよが悠ゆう々ゆうとログアウトした後で──探たん偵ていは改めて、自らの頭を抱かかえこんだ。

　──今はただ、数十秒前の自分を床ゆかに正座させて説教したい。

「…………何をやっているんだ、私は……いくら恩義があるとはいえ、許可するか、普ふ通つう……？」

「……いやぁ。あれは仕方ないよ……飛び道具にも程ほどがある。最さい新しん鋭えいのミサイルに段ボールの盾たてで挑いどむようなもんだ」

　慰なぐさめるようなその声は、事務所の入り口付近から聞こえた。

　クレーヴェルはびくりと顔を上げる。

　ドアがわずかに開き、その隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、神官姿の虎とら尾おだった。

「……すまん。いや、盗ぬすみ聞ぎきしていたわけじゃないんだ。ちょっと仕事の話を伝え忘れていて……来月配信予定の《七不思議・ガッコウ（仮）》の最終テストプレイが、先方の都合で急きゆう遽きよ、今夜になってね。もし時間があれば、君らにも来てもらおうかと……詳しよう細さいは、後でメールで知らせたほうがいいかな……？」

「……そうしてください」

　辛かろうじて返事をし、クレーヴェルは完全に机へ突つっ伏ぷした。

　その後に訪おとずれた沈ちん黙もくの重みに耐たえかね、彼かれはかすれる声を絞しぼり出だす。

「……虎とら尾おさん。今の話、決して他言は……」

「……できるわけないだろう。人として越こえちゃいけないラインは弁わきまえているし、そこまで野や暮ぼでもない。しかし、まぁ、なんというか……」

　虎とら尾おがドアを完全に閉め、その向こう側で独り言のように呟つぶやいた。

「……見合い話のお誘さそいは、やっぱり断って正解だったねぇ。ちょっとこれは紹しよう介かいできないよ……」

　クレーヴェルは何も言い返せず、机に伏ふしたまま、しばらくは石のように硬こう直ちよくしていた。
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《百八の怪かい異い》は、ユーザーからの投とう稿こう作さくによって成り立つ《百物語》と、提てい携けい企き業ぎようとのコラボクエストである《七不思議》、イベントの最後に配信される《大おお詰づめ》の、計百八本のシナリオで構成される予定となっている。

　一月のイベント開始から半年が過ぎ、百物語も半分を過ぎたところで、先月からはいよいよ《七不思議》の実装も始まった。

　第一弾は、異界と化した広大な病院を舞ぶ台たいとしたダンジョン探たん索さく、《廃はい病びよう院いんの子こ守もり歌うた》──

　コラボした企き業ぎようは老舗しにせの駄だ菓が子しメーカーで、空間が歪ゆがみ街のように広くなった病院内において、その駄だ菓が子しメーカーの商品をメインにした売店が回復スポットとセーブポイントを兼かねていた。

　院内がおそろしく広大なため、クリアまでの最短ルートを進んでも数日かかる仕様となっており、配信から一ヶ月を経た今でもクリアに至った者はそう多くない。

　続いて七月に配信されたばかりの第二弾、《死し霊りようの城》は、時代劇のスポンサーによく名を連ねる健康食品会社とのコラボで、天守閣までの到とう達たつ時間を競きそうタイムアタックイベントとなっている。

　こちらは第一弾とはうってかわって二十分ほどでクリアが可能で、隠かくし通つう路ろや時間短縮の仕し掛かけを上う手まく利用しつつ、何度もリトライし記録を塗ぬり替かえていくアクションパズル的なクエストだった。

　現在も多くのプレイヤーが攻こう略りやくの試し行こう錯さく誤ごを続けているが、今のところ、ナユタとコヨミもそれなりに上位へ食くい込こんでいる。

　そして来月、八月には、先せん端たん技術の教育に力をいれるとある私立高校とのコラボクエスト、《七不思議》の第三弾、《ガッコウ（仮）》の配信が予定されていた。

（仮）まで含ふくめて正式なクエスト名であり、仮題ではない。

　このコラボは《アスカ・エンパイア》運営から持ちかけたものではなく、学校側からの打だ診しんによって実現した。

　かつてアスカの開発部で働いていた技術者が、今はその学校で講師をしているという縁えんもあり、とんとん拍びよう子しに話が進み、《七不思議》の中では特に開発がスムーズだったクエストでもあるらしい。

「それの関係者テストプレイが、今夜あるんですか？」

「ああ。うちの会社も去年、少しだけ制作の手伝いをしたんだ。姉さんや同どう僚りよう達たちも含ふくめて、なるべくたくさん引き連れて来て欲ほしいと頼たのまれている。で、都合があえば君らもどうかとね」

　クレーヴェルの自宅、応接室とは名ばかりの打ち合わせ用の小部屋にて、ナユタは自身のベッドを整えていた。

　開いたドアの向こうでは、クレーヴェルが夕食後のコーヒーを飲んでいる。

「私やコヨミさんやマヒロちゃんもご一いつ緒しよしていいんですか？　関係者ではないはずですが……」

「他の同行者達たちはもういい大人ばかりだから、若い世代の反応が気になるらしい。ただしアルバイト代は出ないし、獲かく得とくしたアイテムもいつも通り持ち帰れない。まあ……今回はテストプレイというより、最終チェックを兼かねたお披ひ露ろ目め会かいなんだ。気楽に参加して欲ほしい」

　空気で膨ふくらませたベッドに真新しいシーツを掛かけ、ナユタは改めて現状を認にん識しきした。

　──今夜はここで眠ねむる。

　ここはクレーヴェルの自宅であり、今までに何度も食事の支し度たくなどで訪おとずれてはきたが、さすがに泊とまったことはない。

　クレーヴェルの前では平気な顔を通したが、ナユタとて木石ではなく、年とし頃ごろの娘むすめである。

　自分の行こう為いが世間的に見て危険なことは理解しているし、場合によっては彼かれに迷めい惑わくがかかる可能性も弁わきまえてはいた。

　それでもなお、こんなわがままを言ったのは──

「そういえば、結局、給湯器の修理はいつ来てくれそうなんだい？」

　クレーヴェルが話題を切きり替かえた。

「まだはっきりとはわかりませんが──管理会社の人によると、四日くらい待って欲ほしいそうです」

　ナユタの部屋の給湯器は設置から既すでに十数年が経過しており、修理ではなく新品への交こう換かん対応となった。

　ただ、設置業者の元で運悪く在庫が切れており、土日を挟はさんでメーカーからの出しゆつ荷かを待たねばならないらしい。

「四日か……まあ、しばらく来客の予定はないから、気楽にくつろいでくれ」

「ご迷めい惑わくをおかけします。でも、本当に助かりました。給湯器って普ふ段だんは何気なく使っていますが、いざ壊こわれてみるとどうしようもないんですよね。もし探たん偵ていさんに断られたら、湯船に水をいれておいて、やかんのお湯を足して温める羽目になるところでした」

　荷物とベッド周りの整理を終え、ナユタは居間へ移動する。

　クレーヴェルが笑って彼かの女じよを出で迎むかえた。

「それは苦行すぎる。小さめの湯船でも容量は百六十リットル前後あるんだ。温水プール程度の温度にはできそうだが、それならビジネスホテルの空きでも探したほうがいい」

　即そく座ざに容量の数字まで出てきたことに、ナユタは首を傾かしげた。

「試ためしたことがありそうな口くち振ぶりですね？」

「学生時代にね。あれは本当に困った」

　要は誰だれでも通る道らしい。

「それじゃ、そろそろログインするとしよう。部屋の鍵かぎは必ず掛かけるように。私への信しん頼らいがどうこうではなく、これは最低限の礼れい儀ぎだ」

　ナユタは神しん妙みように頷うなずく。

「よくわからない礼れい儀ぎ作法ですが……理解はしています。わがままをきいてもらっている以上、ルールはちゃんと守りますから安心してください」

「うん。その点は私も君を信しん頼らいしている」

　どちらが乙おと女めだかわからない。

　とはいえ楢なら伏ふしあたりが突とつ然ぜん来ることもあるらしく、居間でナユタがアミュスフィアをつけるのはまずいらしい。

　慣れない急きゆう拵ごしらえの寝しん室しつの鍵かぎを閉め、ナユタは整えたばかりの簡易ベッドへ身を横たえた。

　寝ね心ごこ地ちは思ったほど悪くない。本音をいえば、一人暮らしの自宅よりも安心できる。

（探たん偵ていさんは……どうしてこんなに、優やさしくしてくれるんだろう）

　ナユタが未成年である以上、社会的なリスクは否定できない。それでもクレーヴェルは、怯おびえる様子を見せつつも、今のところは決してナユタを遠ざけようとはしていない。

　ナユタの境きよう遇ぐうへの同情。

　亡なき親友への責任感。

　──しかしそれだけではないと、最近になって気づいた。

　先だって風か邪ぜをひいたクレーヴェルを看病した時、彼かれはひどくうなされていた。

　高熱が原因だったのだろうが、漏もれ聞きこえた寝ね言ごとの中に、ナユタは兄や自分の名を聞いた。

　兄や家族の死という現実に対し、ナユタは感情を麻ま痺ひさせて逃にげることで心を守った。

　しかしクレーヴェルは、その理性的な性格ゆえに現実から逃にげることなどできず、復ふく讐しゆうの対象であるはずの茅かや場ば晶あき彦ひこにも死なれ、ずっと行き場のない鬱うつ屈くつした思いを抱かかえ込こんできたのだろうと想像できる。

　おそらく彼かれは、無自覚に救いを求めている。

　同時に、誰だれかを救うことで自身も救われたいと願い続けている。

　親友を死なせた上で、自身が生き残ってしまったことに対する罪悪感──一いつ般ぱんにサバイバーズ・ギルトと呼ばれるそうした感情は、一部のＳＡＯサバイバーに顕けん著ちよなものだった。

　その感情を克こく服ふくできた者もいれば、まだ抱かかえ込こんだまま溺おぼれている者もいる。

　ナユタ自身はＳＡＯの生存者ではないが、被ひ害がい者しやではある。そしてコヨミやクレーヴェル達たちのおかげで、今はようやく前を向けるようになってきた。

　しかし、クレーヴェルは──平気そうに見えて、まだ深い沼ぬまに沈しずんだままでいる。

　おそらく彼かれは、誰だれかを救うことでしか、その沼ぬまから這はい上あがれない。

　そして、そう感じたからこそ──

　ナユタは今、彼かれへと積極的に近づき続けていた。
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　学校は楽しい。

　学校は苦しい。

　学校は厳しい。

　学校は面めん倒どう臭くさい。




　人は幼子から大人へと成長する過程で、〝恐きよう怖ふ〟への対処法を学ぶ。

　他人という恐きよう怖ふ。未知という恐きよう怖ふ。危険という恐きよう怖ふ。世間という恐きよう怖ふ──

　そうした様々な恐きよう怖ふを避さける術や克こく服ふくする術は一様ではないが、概おおむね、〝慣れ〟という経験則が通用する。

　真夜中の自宅トイレに危険はないと、成長すれば自然にわかる。これが慣れである。

　同じトイレでも、初めて訪おとずれた深夜の公園のそれなどは、慣れていないためにやはり怖こわい。

　ただしそこも、使い慣れてしまえば「こんなものか」と恐きよう怖ふは薄うすれていく。

　しかしながら──

　たとえ恐きよう怖ふ感かんが減じたからといって、本質的な意味での危険性は何も変化していない。

　深夜の自宅トイレにお化けが出る確率は、慣れる前と慣れた後とで、特に変化していない。

　この場合はいずれにしてもほぼ０ということで問題ないが、深夜の公園のトイレや夜道などで、変質者や強ごう盗とうといった現実の危険人物に襲おそわれる可能性については、決して０ではない。

　その危険性は無視できない程度には存在し、被ひ害がい者しやも加害者も日夜生まれ続けている。

　多くの恐きよう怖ふは、その危険性の有う無むに拘かかわらず、〝慣れ〟という反復学習によって克こく服ふくされてしまう。

　それが実際に危険か否いなかはあまり関係ない。

　今までは安全だった、だからこれからも安全だろう──そうした錯さつ覚かくが、古来、多くの悲劇を生んできた。

　だからといって、常に恐きよう怖ふを抱いだいたまま、神経をすり減らしてびくびくと怯おびえ続つづけるようでは、日常生活すら覚おぼ束つかない。

　恐きよう怖ふに対する慣れは必要悪といっていい。

　慣れなければ日々を安らかに過ごせない。

　しかし慣れきってしまえば、どこかのタイミングでいずれ致ち命めい的てきな不意打ちを食くらう。

　多くの子供にとって、通学路も含ふくめて、初めて親から離はなれて通う《学校》は、「未知ゆえの恐きよう怖ふ」と「反復による慣れ」を、家庭外で学ぶ最初の場といっていい。




　だから学校は、怖こわい。




「……まー、でもアレだよねー。学校で何が一番怖こわいって、アレ。アレよ。熊くま。校庭にね。出たんだよね。ツキノワグマ。でっかい犬かと思って近づいたら、がおー、って……やー、アレはヤバかったわー……当時コヨミちゃん小学二年生、ガチで食われるかと思った……」

「……それは学校が怖こわい話じゃなくて、単純に熊くまが怖こわい話ですね」

　コヨミの物ぶつ騒そうな郷里の思い出話を聞きながら、ナユタは《七不思議》第三弾、《ガッコウ（仮）》の告知サイトを眺ながめていた。

　横から画面を覗のぞき込こんだマヒロが、かすかに首を傾かしげる。

「現代風の学校が舞ぶ台たいなんですね。鉄筋コンクリートで、なんだか普ふ通つうな感じで……恐きよう怖ふ度ど２～８、難易度２～８、ルートによって大きく変動……と。マルチシナリオでしょうか？」

「うん。メインのマップは、コラボした私立校の校舎をそのまま再現したみたい。でも、これは……よく許可がおりたよね」

　ナユタはマヒロに苦笑いを向ける。マヒロの側も似たような表情で、やはり感じたことは同じらしい。

　三人が閲えつ覧らん中ちゆうの告知サイトは「学校の入学案内」そのままだった。

　明るく清潔な校舎、眩まぶしい笑え顔がおの在ざい校こう生せい達たち、夢と希望を語る、きらびやかで前向きで噓うそっぽい文言の数々──

　パロディとしてはなかなか皮肉が利きいているが、今回はコラボレーションであり、モデルとなる学校が実在している。

　教育機関として、ホラー作品の舞ぶ台たいなどにされるのは抵てい抗こうがありそうにも思うが、あるいはこれはナユタの感覚のほうが古いのかもしれない。

　テストプレイの参加予定者達たちは今、運営側が用意した待合室に待機していた。

　赤い絨じゆう毯たんが敷しかれたホテルのロビーのような空間で、窓の向こうにはビル群の夜景が広がっている。

　ソファでくつろぐナユタ達たちを含ふくめて、人数はおよそ三十人──

　まだ全員が揃そろってはおらず、時間にも余よ裕ゆうがある。

　そこにいるのは人ばかりではなく、二足歩行する猫ねこも十匹ぴき以上交ざっていた。

　以前の橡とち守もりと同じく、彼かれらは運営側が用意したレンタルアカウントの特とく殊しゆなアバターらしい。

　ステータスが存在せず、攻こう撃げき能のう力りよくは皆かい無むで敵からも無視される破は壊かい不能オブジェクトのような存在である。

　中身はコラボした私立校の理事長、校長、その他教きよう員いん達たちのようで、猫ねこになった互たがいの姿にけらけらと笑い合う様子はどこか微ほほ笑えましい。

　彼かれらと面識がある探たん偵ていクレーヴェルは、先さき程ほどから膝ひざ立だちで愛あい想そ良よく挨あい拶さつ回まわりをしていた。

「あ！　もう来てた！　ナユタちゃーん、コヨミちゃーん、マヒロちゃーん！　はろはろー！」

　底そこ抜ぬけに明るい声が響ひびき、金きん髪ぱつの弓使いが背後から颯さつ爽そうと飛びついてきた。

　クレーヴェルの姉、神弓のリリカ・ログリエ──彼かの女じよはソファの背もたれ越ごしに、ナユタとマヒロの間に割って入り、双そう方ほうを両りよう腕うでで抱かかえ込こむ。

　頰ほおをすりよせながら犬か猫ねこのように撫なでくりまわされ、ナユタは閉口した。別に不快ではないが、反応に困る。

　コヨミがすかさず片手をあげた。

「あー。リリカさん、おいっすー。独ひとり占じめしないで、片っぽちょーだい」

「うーん……よし！　じゃあ正直者のコヨミちゃんにはナユタちゃんをあげよう！」

「わーい！　なゆさん、もーらいっ！」

　リリカから解放されると同時に、コヨミにしがみつかれる。彼かの女じよを片手であやしつつ、ナユタは淡たん々たんと会え釈しやくをした。

「出で会あい頭がしらに人身売買を成立させないでください。リリカさん、こんばんは。後ろの方々が呆ぼう然ぜんとされていますよ」

　リリカの後ろには二人の男がいた。

　一人は若い。ジョブはよくわからないが、括くくり袴ばかまに羽織をまとい、背中に筒つつ状じようの何かを負っている。へらへらと気の抜ぬけた顔立ちながら、その口元はひきつっていた。

　もう一人は三十そこそこの不ふ機き嫌げんそうな茶ちや人じんで、溜ため息いきまじりに眉み間けんを押おさえている。きっちりとセットされたオールバックの黒くろ髪かみは、いかにも会社務めのサラリーマンを連想させた。
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「うっわぁー……社長、あんなかわいい子に手ぇ出しちゃったかー……あー、でもあれは……まあ、しゃーないかぁ……社長も男だもんなぁ……」

　茶ちや人じんが青年の肩かたを小こ突づいた。

「……黙だまれ、千せん手じゆ屋や。取引先もいる中で、迂う闊かつなことを言うんじゃない」

「あ、すみません。大おお柿がきさん、アメ舐なめます？」

「いらん。俺おれは社長と挨あい拶さつ回まわりをしてくるから、お前はリリカさんが暴走しないよう見張ってろ」

　堅かた苦くるしいその声の主を、リリカが膨ふくれっ面つらで振ふり返かえった。

「もー、大おお柿がきさん、そういう態度よくないよー？　女の子の前ではちゃんと愛あい想そ笑わらい！　うちの社則でしょ？」

「そんな社則はありません。我々は仕事で来ていることをお忘れなく」

　茶ちや人じんは挨あい拶さつをする暇ひまもなく、さっさとクレーヴェルの元へ行ってしまった。

　彼かれらの名前には、ナユタも心当たりがある。

「えっと……探たん偵ていさんのところの社員さん、ですよね？」

　オフィス見学をした際、名札の掛かかった個室がいくつかあった。彼かれらの名字はそこで見かけている。

　羽織姿の青年がへらへらと揉もみ手てで会え釈しやくした。

「はいはい、どーもぉ。マヒロちゃんはひっさしぶりー。はじめまして、《クロネコ》の千せん手じゆ屋やっス！」

　わざとらしいウィンクまでして見せたが、三枚目の感は否いなめない。

　リリカが姿勢を正す。

「千せん手じゆ屋やくんは、うちのグラフィックとかデザインとかビジュアルとか、そういう視覚系全ぜん般ぱんを担当してくれてるの。チャラく見えるけど割と職人肌はだで、いろんなタッチで絵を描かけちゃうすごい子！　……ただ、個性がないけど」

「ねー。そこが悩なやみなんスよねー。だから独立できる気がしねーっていう」

　ぺしぺしと自身の頭を叩たたく千せん手じゆ屋やに、ナユタはぺこりと会え釈しやくを送る。どう反応したらいいのか、よくわからない。

「で、無愛想なさっきのおじさんが、営業部長の大おお柿がきさん。海かい世せいくんの業務上の補ほ佐さ役やくみたいな感じ？　海かい世せいくんより年上で、取引先との交こう渉しようとか打ち合わせとかだいたいこなしてくれて、ついこの間、海かい世せいくんが風か邪ぜひいてた時なんて獅し子し奮ふん迅じんの大だい活かつ躍やく！　愛あい想そはないけど、アレが仕様なんで気にしないでね。基本、ツンデレなだけだから」

　そんな性格で営業などできるのかと不安になったが、取引先と話している姿は至って普ふ通つうのサラリーマンだった。

　遠目に見る限りは表情もうってかわって柔やわらかで、どうやら態度の使い分けが上う手まいらしい。

　この場にはいないが、ナユタにはもう一人、気になっている社員がいる。

「八はち鳥どりさんっていう方は、今日はいらしてないんですか？」

　先日体験した、《思考出力》の開発者──

　その名を口にすると、リリカが肩かたをすくめた。

「八はち鳥どりさんはレアキャラなのよねー。社員同士ならたまに会えるんだけど、余よ所その人は……」

「あ、私はお会いできましたよ、八はち鳥どりさん」

　嬉うれしそうに言ったのはマヒロだった。

「パパの捜そう索さくについて、暮くれ居いさんの会社の人ひと達たちにお願いしに行った時です。もちろん、ＶＲ空間のアバターだったので、仮の姿ではあったんですが……」

「へー。どんな人だった？　なんか凄すごい天才さんなんでしょ？」

　コヨミが問うと、マヒロはしばし言葉に迷う様子を見せた。

「どんな人……そうですね。なんていうか……えっと、普ふ通つう？」

「うん、普ふ通つう」

「普ふ通つうっスね」

　リリカと千せん手じゆ屋やも揃そろって頷うなずいた。

　コヨミが唇くちびるを尖とがらせる。

「えー……凄すごい人なんでしょ？　なんか、こう……ないの？　変人的なエピソードとか」

　千せん手じゆ屋やが顔の前で手を打うち振ふった。

「いや、変人は変人なんスよ。性格とか。ただ、見た目は本当に、もう……」

「うん。平日の通勤電車によく乗ってそうな感じよね。ていうか、実は……」

　リリカと千せん手じゆ屋やが苦く笑しようまじりの視線をかわした。

「実は俺おれらも、八はち鳥どりさんにはＶＲ空間でしか会ったことないんスよ」

「本人と直じかに会ったことがあるのは、海かい世せいくんだけなのよね。しかも私はアメリカ住まいだし。一時期、社内の冗じよう談だんで〝八はち鳥どりさん人工知能説〟なんてのが出たくらいで……一応、実在はするらしいんだけど」

　やはり若じやつ干かん、変わった人物ではあるらしい。

　マヒロが軽かろやかな声を続けた。

「その八はち鳥どりさんが、パパの昔のこととか、投資詐さ欺ぎで逃にげてたこととかを調べてくれたみたいなんです。どうやって調べたのかはわからないんですが、あっという間でした」

　リリカが曖あい昧まいに微ほほ笑えんだ。

「そこはねー。海かい世せいくんの警官時代の人脈とか、他にもいろいろあるんだけど……まぁ、八はち鳥どりさんは、子供にすっごい甘あまいから。特にマヒロちゃんなんか見たら、そりゃもう本気出しちゃうよね。だってこーんなにかわいいんだもん！」

　満面の笑えみで頰ほおをすりよせるリリカに対し、マヒロは困ったような照れ笑いを浮うかべていた。

　一方の千せん手じゆ屋やは窓の外の夜景へ視線を転じ、冗じよう談だんじみた舌打ちを漏もらす。

「……いーなー、女性陣じんは……スキンシップが犯罪にならなくて……」

　リリカがにやにやと笑った。

「いーでしょー？　うらやましーでしょー？　でもまあ、海かい世せいくんは最近、もっといい思いしてるはずだから、妬ねたむならそっちだよね」

「社長はいいんスよ。あんだけ苦く労ろう性しようなら、そろそろ少しくらい報むくわれるべきです」

　即そく答とうだった。

　どうやら部下からの人望はあるらしい。

　報むくわれるどころかナユタのせいで胃の痛い思いをしていそうだが、少なくとも食生活は改善されているはずだった。

　視線を逸そらせた千せん手じゆ屋やの横顔が、わずかに引ひき締しまる。

「……社長は、報むくわれるべきなんです。でなきゃ……〝ヤクモ〟さんが浮うかばれねえ」

　──彼かれがごく小さく呟つぶやいたその名に、ナユタは一いつ瞬しゆん、心臓を摑つかまれたような気がした。
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[image: 三章　七不思議・《ガッコウ（仮）》]







　七不思議・《ガッコウ（仮）》。

　そのプレイフィールドに導かれたナユタ達たち一行を待っていたのは、想定外の仕様だった。

　この仕様を受けて、ホラーであるにも拘かかわらず、コヨミがきらきらと眼めを輝かがやかせている。

「な、なゆさんっ！　ブレザーの制服かわいいっ！　マヒロちゃんもかわいい！　リリカさんセーラー服！　イメクラみたい！」

「……んー。それ、褒ほめてる？」

　リリカがにこにこと微び妙みような殺気を振ふりまく。

　テストプレイの一行がエントリーした先は、真夜中の教室だった。

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうがついているために視界は明るいが、その光が逆に窓の外や廊ろう下かの暗さを際きわだたせている。

　そんな環かん境きように放ほうり込こまれたナユタ達たちは、何な故ぜか今、全員が制服姿にされていた。

　詰つめ襟えりに制せい帽ぼう姿のクレーヴェルが深々と嘆たん息そくする。

「……追加の仕し掛かけというのはこれだったか……いや、我々が助言役で企き画かく会議に出た時にも、この案は出たんだ。確か千せん手じゆ屋やが〝プレイヤーの衣い装しようを強制的に制服に切きり替かえたらどうか〟と──あの場では、笑い話として流されたはずだったんだが……」

「やー。意外にいい仕事しますよねぇ、俺おれ」

　自画自賛するブレザー姿の千せん手じゆ屋やの隣となりで、詰つめ襟えりの大おお柿がきが眼鏡を掛かけ直なおした。

「いい仕事をしたのは先方の開かい発はつ陣じんだ。適当なことを言うんじゃない」

「そりゃそうでした。つか大おお柿がきさん、普ふ通つうに詰つめ襟えり似合いますね？」

「社長ほどじゃないがな」

　年上の部下である大おお柿がきに、クレーヴェルが困こん惑わくの顔を向けた。

「勘かん弁べんしてください、大おお柿がきさん。我々もかなり厳しいですが、姉さんなんて明らかにキツいでしょう」

「……海かい世せいくーん？　自じ虐ぎやくするふりして私をディスるのはどうかと思うなー？」

　丈たけの短いセーラー服でにこにこと微ほほ笑えむリリカは、女学生らしからぬ色いろ香かをまとっていた。その抜ばつ群ぐんのスタイルは完全に成熟した女性のものであり、要するに色々と無理がある。

　コヨミも同じ意い匠しようのセーラー服だが、こちらは単なる女子中学生感が強く、違い和わ感かんがなさすぎて不安になる程ほどだった。

「これ……どういう基準で、ブレザーとセーラー服に分かれたんでしょうか」

「んー。ランダムじゃない？　猫ねこさん達たちの衣い装しようもバラバラだし、ネクタイとかリボンとか靴くつとか小物も微び妙みように違ちがうみたいだし」

　ナユタの疑問に、コヨミがスカートを短く折おり込こみながら応じた。同じブレザーでも、ナユタはネクタイでマヒロはリボンをつけている。

　視察用レンタルアカウントの猫ねこ達たちも、それぞれ詰つめ襟えりやブレザーといった制服姿だが、その細部は微び妙みように違ちがっていた。

「お、ここは三年Ｅ組の教室ですな」

「よく再現されてますねぇ。時間割や試験日程告知のプリントもそのままですよ」

「教きよう卓たくの凹へこみまで……いやこれは凄すごい」

「神は細部に宿るといいますからねぇ」

　猫ねこ達たちは妙みように真ま面じ目め腐くさった感想を言い合っていた。

　無む駄だに凝こっていることには感心しつつ、ナユタには他にも気にかかることがある。

「あの、探たん偵ていさん。武器も防具もないんですが、もしかしてこれで攻こう略りやくしないといけないんですか？」

《アスカ・エンパイア》では装備品による補正値が極きわめて大きい。それゆえに、強制的に制服に着き替がえさせられたナユタのステータスは劇的に落ちていた。

　さすがに運に全ぜん振ぶりしているクレーヴェルよりは強いが、装備品がある時は兎うさぎと虎とらほどだった戦力差が、今はおそらく鼠ねずみと猫ねこ程度にまで縮んでいる。

　クレーヴェルが片目を瞑つぶった。

「その通り。先月と今月の七不思議は、ログインしたばかりの初心者には厳しい内容だったが──来月配信のこの《ガッコウ（仮）》に関しては、初心者とベテランがほぼ同条件で遊べるものにするというのが、運営側の方針だった。戦せん闘とうも多少はあるが、工く夫ふうすれば切きり抜ぬけられるレベルに調整してある。武器や防具もクエスト内で専用のものを入手する仕様だ」

　高レベルのプレイヤーも、初心に返って何もない状態から攻こう略りやくするクエスト、というコンセプトらしい。

「なにせここは〝学校〟だからね。我々は一から学ぶ立場だ」

　妙みような理由付けに納なつ得とくしてしまったが、現実と似たような制服姿というのは少々落ち着かない。スカートでは蹴けりも放ちにくいし、跳ちよう躍やくすれば翻ひるがえってしまう。

「現実と近い服装のはずなのに、なんだか逆に落ち着きません」

「戦せん闘とう向きの格好ではないからな。私も、君とは違ちがった意味で違い和わ感かんを抱かかえてはいる」

　クレーヴェルのささやかな愚ぐ痴ちに、コヨミが深く頷うなずいた。

「わかる。探たん偵ていさんの詰つめ襟えり姿、いつも以上に胡う散さん臭くさいもん……やっぱ顔のせいかな？」

「否定はしない。逆に君のほうは、なんというか……似合いすぎだな」

「マジ？　やー、私もまだ女子高生で通じるのかなー」

　──ピカピカの中学一年生、とは誰だれも指し摘てきしなかった。

　教きよう壇だんの上についたスピーカーから、クエストの開始を知らせるくぐもった鐘かねの音と、それに続くかすれた校内放送が響ひびき始はじめる。




『げっ……げっ……下校の……じ、じごくを……すぎま……した。もう……みな、さんは…………かえれません──』




　唐とう突とつに教室内の照明が消えた。

　コヨミがびくりとしてナユタに抱だきついたが、関係者達たちからは空気感の違ちがうどよめきがあがる。

「今の声、放送部の藤ふじ井いですよ」

「雰ふん囲い気き出てましたなぁ。あの子、将来の夢はアナウンサーでしたか」

「時刻と地じ獄ごくを掛かけたんですかね？　いつもの声と違ちがってドスが利きいていました」

　怖こわがる以前に楽しんでしまっているが、コラボに協力してきた彼かれらはクエストの筋書きも事前に把は握あくしているのかもしれない。

　放送に続いて、教きよう壇だん付近にセーラー服姿の少女がぼんやりと浮うかび上あがった。

　おかっぱ頭で、顔はぼやけてよく見えない。手足は異様に細く、体は半はん透とう明めいに透すけている。

　その存在感に生気はなく、立たち居い振ふる舞まいは機械的で、おそらくは台本を読むだけの幽ゆう霊れい型ＮＰＣだった。

『……皆みな様さま、これより、先行テストプレイのご案内をさせていただきます。当クエスト《ガッコウ（仮）》では、呪のろわれたこの校内からの脱だつ出しゆつを目指していただきます。なお、配信時には私は登場いたしません。あくまで今回限りの案内役となりますので、ご了りよう承しようください』

　薄うす暗ぐらい教きよう壇だんで、少女がぺこりと頭を下げた。周囲の猫ねこ達たちは一様に彼かの女じよを見上げている。

『当クエストでは、エントリーしたプレイヤーは教室へとまず転送され、先さき程ほどの校内放送を聞きます。教室から廊ろう下かに出た時点で、先行している他のプレイヤーとも合流可能になります。今回はテストプレイですので先行プレイヤーはいませんが、配信時にはピークタイムで数千人から数万人規模の先行プレイヤーが校内を探たん索さく中ちゆうと予想できます。まずはこの教室を出て、廊ろう下かへ移動してください』

　指示に従って、ナユタ達たちはぞろぞろと廊ろう下かへ出た。

　月光の差さし込こむ青白い廊ろう下かは、どこまでもどこまでも──延々と奥おくへ続いている。

　最さい奥おうは闇やみに埋うもれて見えない。

『ご覧のように空間がループしており、プレイ中の人数に応じて全体の広さ、教室の数も変化する仕様です。仮に誰だれかが一団から離はなれてひたすら前へ進み続けた場合、その人物はいずれ皆みな様さまの後ろから合流することになります。階段も同様で、降りようが上ろうがその先は現状の階と同じです』

　つまりは空間がループするダンジョンでの、多人数参加型謎なぞ解とき脱だつ出しゆつゲームになるらしい。

『脱だつ出しゆつルートは大量に用意されており、時間の経過やアイテムの有う無む、トラップの発動といった様々な条件によって変化していきます。ルートに応じて難易度や入手アイテムも変化しますので、《天てん地ち万ばん象しよう》のクエストではありますが、プレイヤー個々の行動次し第だいで、印象が大きく変わるものになるはずです。また、エンディングはバッドエンドを含ふくめて六十種以上存在します。そのうちグッドエンド三種、バッドエンド三種以上を獲かく得とくすると、そのプレイヤーに関してはトゥルーエンドへのルートが開けます』

《百八の怪かい異い》の各クエストには、同一フィールドへ入れるプレイヤーの数に制限が設けられている。

　常に単身での攻こう略りやくを強しいられる《肝きも試だめし》。

　パーティー登録したメンバーのみで攻こう略りやくにあたる《道連れ》。

　ある程度、他のパーティーとも遭そう遇ぐうすることがある《鉢はち合あわせ》。

　そして、参加する全てのプレイヤーが同一のフィールドに転送される《天てん地ち万ばん象しよう》。

　天てん地ち万ばん象しよう系のクエストでは、実装初日は数千人から数万人が一いつ斉せいに同一空間へエントリーするため、概おおむね大混乱のお祭まつり騒さわぎになる。

　配信から一ヶ月も経たてば人数は落ち着き、いかにもホラーらしい探たん索さくができるようになるが、初日の祭り感を好むプレイヤーも多い。怖こわさは薄うすれるが、初めて出会うプレイヤーとのコミュニケーションも生まれやすい。

　一同を廊ろう下かへ導いたセーラー服の少女が、抑よく揚ようのない声で案内を続ける。

『それでは皆みな様さま、アイテムリストをご確かく認にんください。当クエストは〝学校〟が舞ぶ台たいですので、全ての私用品……つまり装備品とアイテムを持もち込こめません。荷物検査で没ぼつ収しゆうされております。ただしエントリー時に三つだけ、ランダムでイベントアイテムが付ふ与よされております。その三つに関しては、クリア後もクエスト外への持ち出しができませんので、使い切るつもりでお気軽にご使用ください。周囲の他プレイヤーと協力し、それらを効果的に活用することがクリアへの近道です』

　ナユタもアイテムリストを開いた。

　所持品は確かに三つ──レンタルアイテム用の特とく別べつ枠わくに入っており、クエスト外に持ち出せない旨むねも明記されていた。

「えっと……非常食、ペンキ、食券……」

　鬼き動どう傀儡くぐつの鬼おに姫ひめもアイテムリストから一時的に消えている。非常食は一いつ般ぱん的てきなＨＰ回復アイテムで、食券は学食あたりで使えるイベントアイテムだろうが、ペンキは使い道がよくわからない。

　隣となりのコヨミもリストを広げた。

「こっちは懐かい中ちゆう電灯、退たい魔ま札ふだ、数じゆ珠ず──割とフツーだ。えっと、マヒロちゃんは？」

「身代わり人形、五ご寸すん釘くぎ、心しん霊れいカメラですね。こっちも普ふ通つうです」

　二人の所持品は、他のクエストでも見かけたことのあるアイテムばかりだった。さして貴重な品でもない。

　ナユタは探たん偵ていの横顔を見上げた。

「探たん偵ていさんはどうですか？」

　クレーヴェルはやけに微び妙みような顔でリストを眺ながめている。

「……手しゆ榴りゆう弾だん、スナイパーライフル、電動チェーンソー……私だけ、何か毛色が違ちがうな……」

　これは高すぎる幸運値が影えい響きようしたと見ていい。

　千せん手じゆ屋やがへらへらと笑う。

「スナイパーライフルってまた曖あい昧まいっすね。ガンゲイルだったら銃じゆう器き類はＰ90とかＭ＆Ｐとかちゃんと再現するんでしょうけど、アスカじゃそこまでやらないかぁ」

「世界観が違ちがうからそこは仕方ない。銃じゆう器きメーカーとも名めい称しよう使用の契けい約やくをしていないだろうし……手しゆ榴りゆう弾だんとチェーンソーはともかく、一応、ライフルは使い方をチェックしておこう」

　クレーヴェルがリストからスナイパーライフルを取り出した。

　一見してただの銃じゆうではない。白い銃じゆう身しんとよくわからないメーター類が、妙みように近未来的な雰ふん囲い気きを放っている。

「ん？　……見たことのない型……というより、これは……」

　千せん手じゆ屋やが手を叩たたいた。

「あ、それ〝ビームスナイパーライフル〟っす。宇宙生物が出てくる《天空の深遠より》ってクエストで俺おれも使いました。クエスト外には持ち出しできないイベント専用のレンタル武器で、貫かん通つう力りよくやべーヤツっす。鉄の扉とびらとか普ふ通つうにぶち抜ぬきます。床ゆかとか壁かべとか、破は壊かい不能オブジェクト系はさすがに無理っスけど」

　世界観がどうのという次元の話ではなかったらしい。

「えええ……いや、強すぎるでしょ……まさか今回は探たん偵ていさんが主力になるワケ？」

　コヨミがひっそりと呆あきれ返かえる中、案内役の少女が再び口を開いた。

『それでは、しばらくは自由にご探たん索さくください。今回はテストプレイですので、行いき詰づまった段階で私が再びご案内にあがります』

　一礼して、彼かの女じよは幽ゆう霊れいのように搔かき消きえた。

　ナユタ達たちもそれぞれ探たん索さくを開始する。

　一部の猫ねこ達たちは背せ伸のびをして、廊ろう下かの窓を覗のぞきはじめた。

「おお、校庭もちゃんと再現されてますな」

「学食はゾンビの巣そう窟くつでしたっけ？」

「いや、それは見直しになったんですよ。食品とゾンビの組み合わせはイメージ的に避さけたいと意見が出て……」

「なにせ腐くさってますからなぁ。衛生的に、ちょっと……」

「ああ、なるほど。では、学食は？」

「休きゆう憩けい所じよになったようです。幽ゆう霊れいの給きゆう仕じさんが軽食を出してくれるとか」

　猫ねこに扮ふんした教きよう員いん達たちの微ほほ笑えましい会話をよそに、クレーヴェルがそっとナユタに耳打ちした。

「──ナユタ、何かあったのか？」

「……え？　いえ、特に何も」

　ナユタは平然と応じたが、内心ではぎくりとした。

　千せん手じゆ屋やが先さき程ほど、わずかに呟つぶやいた《ヤクモ》という名が、今も耳に残っている。

　それはＳＡＯで死んだ兄のキャラクターネームだった。

　だが、他の人間達たちが大勢いるこの場で、探たん偵ていにそれを確かく認にんする気にはなれない。

「なんとなく、浮うかない顔をしているように見えたんだが……勘かん違ちがいだったならすまない」

　ゲーム内のアバターである。そこまで些さ細さいな表情の変化が伝わるとは思えないが、クレーヴェルの眼力はやはり侮あなどれない。

　背後を歩いていたセーラー服のリリカが含ふくみ笑わらいを漏もらした。

「海かい世せいくん、やっさしー♪　いけっ。押おし倒たおせっ。いまならいけるっ」

　すかさず大おお柿がきがリリカとクレーヴェルの間に割って入った。

「……教育関係者が同行している前でいい度胸です。広報部長、この機会に先方ときっちりご挨あい拶さつをしておきましょう」

「え。ちょ、ちょっと待って。私、今日はナユタちゃん達たちと遊びた……」

「仕事が先です。給料分は働いてください」

　大おお柿がきはリリカの襟えり首くびをひっつかみ、有う無むをいわせず猫ねこ達たちの群れへと放ほうり込こんだ。

「おや、貴方あなたがリリカさんでしたか」

「メール以外でご挨あい拶さつするのは初めてですねえ」

「確かお住まいはアメリカとか？」

　たちまちそこに新たな輪ができる。

　対応と愛あい想そ笑わらいに追われるリリカを眺ながめつつ、コヨミが感心したように呟つぶやいた。

「つ、強いなー、あのおっちゃん……」

　千せん手じゆ屋やが肩かたをすくめる。

「強いっスよー。ステータス的にはそこそこですけど、性格的に最強です。ぶっちゃけ社内で八はち鳥どりさんの次に強いです。基本、常にド正論の人なんで」

　社長である暮くれ居い海かい世せいの序列がナユタの中で順調に落ちていく中、とうのクレーヴェルもこれを否定しない。

「八はち鳥どりさんと大おお柿がきさんは私より年上だし、それぞれの専門分野でのノウハウも持っている。頼たよりにさせてもらっているよ。さて──」

　クレーヴェルが学生服の襟えり元もとを緩ゆるめた。

「せっかくのテストプレイだし、我々も攻こう略りやくを進めよう。大おお柿がきさんも気を使ってくれたみたいだ」

　クレーヴェルが苦手とするリリカを引ひき離はなして顧こ客きやくにぶつけ、クレーヴェルをナユタ達たちに合流させる──彼かれの行こう為いは、つまりそういうことだった。ぶっきらぼうな物言いの割に、気き遣づかいの細やかな男らしい。

　コヨミが子こ猫ねこのように周囲を見回した。

「隠かくし通つう路ろとか探せばいいんでしょ？　つってもただの廊ろう下かだし、隠かくせそうな場所は他の教室とか、トイレとか、階段とか──」

「消火設備の蓋ふた、天てん井じよう、床ゆか、窓などもだね。それから何もない空間にも注意したほうがいい。発生条件はランダムだが、ワームホールのように前まえ触ぶれなく空間が歪ゆがむこともある。さっきの案内役は〝ご自由に探たん索さくを〟なんて言ったけれど──この第一階層は、プレイヤーを別の空間へ効率よく振ふり分わけるためのエントランスでもある。わざわざ探たん索さくするまでもなく、ぼんやりしていたら半強制的に余よ所そへ移動させられるよ」

　探たん偵ていの言葉の途と中ちゆうで、猫ねこ達たちの群れから唐とう突とつに悲鳴があがった。

「こ、校長先生と大おお柿がきさんが、廊ろう下かに食われたっ！」

「あっちゃー……見捨てると後で恨うらまれそうだし……私も行きますね。お先にー♪」

　廊ろう下かに開いたワームホールに、リリカが可か愛わいらしくスカートを押おさえ飛とび込こむ。

　慌あわてて後に続く猫ねこ、戸と惑まどって動けない猫ねこ、怯おびえてマヒロにしがみつくコヨミと反応は様々だったが、ワームホールはあっという間に閉じてしまい、後に残されたナユタ達たちは互たがいの顔を見合わせた。

　青白い月光に照らされたクレーヴェルの妖よう艶えんさにどきりとしつつも、表情には出さない。

「……とまあ、こんな具合にね。ちなみにそうして最後まで流され続けた場合、バッドエンド確定だそうだ。強制的に移動させられる前に、脱だつ出しゆ路ろやイベントアイテムを探す必要がある」

「そうでしょうね。マルチエンディングの脱だつ出しゆつ系ゲームではだいたいお約束の流れです」

　取り残されていた猫ねこの群れから、ブレザーを着た一匹ぴきの茶トラがつかつかと歩み寄ってきた。

「いやぁ、驚おどろいた……いきなり穴が開くとは思いませんでした。大おお柿がきさんとはもう少しお話をしたかったんですが……はじめまして、暮くれ居い社しや長ちよう。先さき程ほどは遅ち刻こくしてしまったもので、ご挨あい拶さつできませんで」

　茶トラがにこにこと愛あい想そを振ふりまき、クレーヴェルを見上げた。

　クレーヴェルは片かた膝ひざをついて応じる。

「はじめまして。ええと……」

「ああ、テストプレイだと名めい刺しを渡わたせないのが不便ですね。コラボ先の高校のシステム構築などでお世話になっている、《シャンカラ》日本法人の菱ひし川かわという者です。今日のテストプレイの話を聞いて、先生方にお願いをして混ぜてもらいました」

　極きわめて愛あい想そのいい声を紡つむいで、茶トラがクレーヴェルに握あく手しゆを求めた。

　クレーヴェルもまた愛あい想そ笑わらいを浮うかべ、丁てい重ちようにその手をとる。

「……これは失礼いたしました。まさかシャンカラの方がおいでとは──こんな所で驚おどろきましたが、お会いできてたいへん光栄です。クローバーズ・ネットワークセキュリティの暮くれ居い海かい世せいと申します」

　互たがいに初対面の様子ながら、名は知っているらしい。対応は自然なものの、ナユタはそこに微び妙みような響ひびきを感じ取る。

　コヨミがかっくんと首を傾かしげた。

「シャンカラって、あの外資系大だい企き業ぎようの？　え？　この猫ねこさん、偉えらい人？」

「……君が先日、さんざん猫ねこ扱あつかいしたらしい橡とち守もりさんも相当偉えらい人なんだが、まあ、そういうことになる。粗そ相そうのないように」

　オフィス見学の折、クレーヴェルは風か邪ぜで寝ね込こんでいて不在だったが、この件はナユタの口から茶飲み話に伝えておいた。

　茶トラが顔の前で肉球を振ふる。

「いやいや、せっかくゲームの中ですし、そういうのはなしで……暮くれ居いさんとはぜひ一度、お話できればと思っていまして。あと、八はち鳥どりさんの件でもお詫わびをと。うちの同どう僚りようが無理を申し上げたみたいで、なんとも失礼をいたしました」

　深々と頭を下げる猫ねこの前で、クレーヴェルも頭を下げ返した。

「とんでもありません。うちの八はち鳥どりも勿もつ体たいないお話だとは言っていたのですが、なにせ出資者で副社長なものですから、今の仕事を投げ出すわけにもいかないと──」

　端はたで聞いていたナユタは、二人の会話の流れからある程度の事情を推察する。

（シャンカラの人が、探たん偵ていさんの同どう僚りようの〝八はち鳥どりさん〟を引ひき抜ぬこうとして断られた……って感じなのかな？）

　当たらずも遠からずだろうが、例の《思考出力》絡がらみの動きには違ちがいない。もしあのシステムを独どく占せんできれば、使い道はいくらでも思いつく。

　千せん手じゆ屋やがぽんと手を叩たたいた。

「シャンカラの菱ひし川かわさんって……あ！　社長に〝見合い話〟を持ってきたっていう人ですよね？　わー、こんなとこで会うなんて偶ぐう然ぜんっスねぇ！」

　猫ねこが片目を瞑つぶって笑い、一方でクレーヴェルが額を押おさえた。

「おや。虎とら尾おさんから、お話が伝わっていましたか？　そこまで親しくはないということで、おうかがいを立てる前に断られてしまったのですが……」

「……千せん手じゆ屋や……」

「え……あれ？　俺おれ、なんか間ま違ちがえました……？」

　クレーヴェルの恨うらみがましい視線と、千せん手じゆ屋やの狼ろう狽ばいした声が、ナユタには壁かべを隔へだてた先の出来事のように感じられていた。

（見合い話……え？　お見合い……って、あのお見合い……？）

　咄とつ嗟さに何も反応できず、ナユタの顔から表情が消えた。

　一方、傍かたわらのコヨミは好こう奇き心しんに眼めを輝かがやかせている。

「へー。お見合いっていまどき珍めずらしいねー。なになに、どういうご縁えん？」

　猫ねこが苦く笑しようを漏もらした。

「実は私も初めて頼たのまれたんです。知人のお嬢じようさんが、どこかのパーティーで暮くれ居い社しや長ちようを見かけて一ひと目め惚ぼれしたとかで──もし知っていたら紹しよう介かいして欲ほしいと頼たのまれてしまったんですが、確かクローバーズさんはアスカの虎とら尾おさんがご贔ひい屓きにしていたなぁと、そこで思い出しまして……ご迷めい惑わくでしたかな？」

　クレーヴェルが明らかに演技とわかる微び笑しようを浮うかべた。

「いえ、そのような──何分にもまだ先の見えない新参の会社ですので、今はただただ仕事に忙ぼう殺さつされています」

「それはよろしくない。生活を支えてくれるパートナーを、ぜひ早さつ急きゆうに……」

「……フギャ────ッ！」

　菱ひし川かわという猫ねこの話は、コヨミの獣けものじみた悲鳴によって唐とう突とつに遮さえぎられた。

　慌あわてて振ふり返かえったナユタはびくりと立ちすくむ。

　天てん井じようから鍾しよう乳にゆう石せきのように垂れ下がった数多あまたの細長い腕うでが、腰こしを抜ぬかして後ずさるコヨミの足首を摑つかもうと、不気味に妖あやしく蠢うごめいていた。

　何なん匹びきかの猫ねこがその腕うでに首根っこを摑つかまれ、そのまま天てん井じようへ引ひきずり込こまれる。

　こちらの救出は間に合わない。

　ナユタはコヨミを抱かかえ起おこしながら、探たん偵ていに声を張った。

「猫ねこのアバターって、敵に無視される仕様じゃないんですか!?」

「ああ。つまりあれは敵じゃない。ホラー風味に演出されているが、プレイヤーを強制的に移動させるためのただの舞ぶ台たい装そう置ちだろう。おそらく攻こう撃げきも通じないな」

　落おち着つき払はらった声こわ音ねには安あん堵どの響ひびきすら宿っていたが、これは見合いの話題を有う耶や無む耶やにできたためと見ていい。

　シャンカラの菱ひし川かわと名乗った猫ねこは、天てん井じようへ引ひっ込こんでいく数多あまたの腕うでを見上げつつ、前まえ脚あしの爪つめで頰ほおを搔かいた。

「うーん……落ち着いて話ができる環かん境きようではなさそうですね……暮くれ居い社しや長ちよう、テストプレイの終しゆう了りよう後ごに、少々お時間をいただけますか？　私は適当なところで抜ぬけますので」

「はあ……一応、業務としてテストプレイに参加しておりますので、大変恐きよう縮しゆくですが、どの程度の時間がかかるかわかりません。あまりお待たせしてしまうのも申し訳ないですし……」

　菱ひし川かわが肉球で探たん偵ていの膝ひざを叩たたいた。

「今日は自宅からログインしていますので、どうかお気き遣づかいなく。そう警けい戒かいせずとも、御おん社しやと敵対する気はありません。うちの同どう僚りようの非礼を改めてお詫わびしたいのと、個人的な興味もいくらかありまして……なんでも暮くれ居い社しや長ちようはかつて、ＳＡＯをプレイされていたとか？」

　クレーヴェルの表情が、動どう揺ようによってわずかに歪ゆがんだ。

　傍そばで聞き耳を立てていたナユタには、その変化がはっきりと伝わる。

　菱ひし川かわは淡たん々たんと──あくまで淡たん々たんと、かすれそうな声を紡つむいだ。

「この場で言うようなことではないのかもしれませんが……私の息むす子こも……ＳＡＯ事件の被ひ害がい者しやです。あの事件の発生当日、私が不用意にナーヴギアを外してしまったせいで、あの子は死にました。つまり、私が……この手で、殺してしまったんです」

　──場の空気が凍こおった。

　誰だれも何も言えない。

　その告白の重さに加え、菱ひし川かわが何な故ぜ、急にこんなことを言い出したのかという疑問もある。

　全員が反応に戸と惑まどう中、廊ろう下かに据すえ付つけられた鏡が水面のように歪ゆがんだことには誰だれも気づかなかった。

　水銀が溢あふれるようにして、その鏡面が不自然に盛り上がる。

「なゆさん!?　うしろっ！」

「え？」

　コヨミの悲鳴が再び響ひびくのと同時に、ナユタの四し肢しは鏡から伸のびた髪かみの毛けの束によって拘こう束そくされていた。

「くっ……！」

　抵てい抗こうはできない。

　体を持ち上げられ足が完全に浮ういてしまい、そのまま彼かの女じよは鏡の中へ引ひきずり込こまれる。

　咄とつ嗟さに追いすがろうとしたクレーヴェルの手は、ナユタの指先に触ふれることさえできなかった。
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　ＳＡＯ事件。

　その悲劇に巻まき込こまれた約四千人の死者の周囲には、数万人の遺族がいる。

　近親者ばかりでなく、友人知人にまで枠わくを広げれば、哀かなしむ人々の数は数十万人に及およぶかもしれない。

　戦せん闘とうやダンジョンの罠わななど、ゲームの仕様に殺された者。

　ナーヴギア取り外し時のトラップによって、脳を灼やかれ殺された者。

　一人暮らしなどの理由で、本体が保護されず衰すい弱じやく死しに至った者。

　そして、他のプレイヤーによってゲーム内で殺された者──

　その全てが理り不ふ尽じんな死であったことは疑いなく、事件に巻まき込こまれさえしなければ、彼かれらは様々な未来を紡つむぐ可能性を持っていた。

「……ほう。お嬢じようさんのお兄様も、あの事件の被ひ害がい者しやでしたか」

「はい。探たん偵ていさん……いえ、暮くれ居いさんと兄は現実でも友人同士だったそうです。そのことを知ったのは、つい最近でしたけれど」

　ブレザー姿の猫ねこを足あし下もとに引き連れて、ナユタはゆっくりと校舎の何ど処こかを歩いていた。

　おそらく階は変わっていない。鏡から伸のびた髪かみの束によって鏡面世界に引ひきずり込こまれ、気づくと左右が反転した同じ場所にいた。

　掲けい示じ物ぶつや時計の文も字じ盤ばんも左右が反対になっており、窓の鍵かぎの位置などにも少々違い和わ感かんがある。

「……はぁ。なんか、重いっスねぇ……」

　──いつの間にか一いつ緒しよに引ひきずり込こまれていた千せん手じゆ屋やが、妙みように肩かた身みの狭せまそうな顔で呟つぶやいた。

　鏡から伸のびてきた髪かみの束に囚とらわれたのは、ナユタと茶トラ猫ねこの菱ひし川かわ、そして千せん手じゆ屋やの三人だった。

　クエストの仕様でメッセージ機能は封ふうじられており、クレーヴェル達たちとの連れん絡らくはとれない。おそらく向こうではコヨミが大おお騒さわぎをしている。

（マヒロちゃんが、うまく手た綱づなをとってくれるといいけれど……）

　そんなことを考えながら、ナユタは改めて猫ねこの菱ひし川かわを見下ろした。

「……でも、さっきは本当に驚おどろきました。どうして急に、あんなことを告白されたんですか？」

　菱ひし川かわが寂さびしげに笑った。

「申し訳ありません。暮くれ居い社しや長ちようはおそらく、私のことを誤解されているだろうと思ったものですから、まず大事なことを先に申し上げておこうと、つい──」

　言葉の後に嘆たん息そくが続いた。

「……例の《思考出力》に、我わが社しやが興味を持っているのは事実です。八はち鳥どり氏しを引ひき抜ぬこうとして振ふられたのも、その通りなのですが……私が暮くれ居い社しや長ちように見合い話を持って行ったのは、それらとは別件の、本当にただの偶ぐう然ぜんでしてね。むしろ八はち鳥どり氏しの件は、見合い話の仲ちゆう介かいを虎とら尾お氏しに持ちかけた後に知って、これは誤解されただろうと頭を抱かかえました」

　この機会にナユタや千せん手じゆ屋やを通して探たん偵ていの誤解を解きたいのか、菱ひし川かわは饒じよう舌ぜつだった。

「暮くれ居い社しや長ちようを見み初そめたお嬢じようさんというのは、私の知人の娘むすめさんでして──より詳くわしく言えば、ＳＡＯ事件被ひ害がい者しやの会・遺族会で知り合った方です。そのお嬢じようさん自身もＳＡＯのプレイヤーで生存者だったのですが、ゲームの内部で友人を失い、事件後は塞ふさぎ込こむことが多くなってしまい……」

　夜の校舎を散策しながら、ナユタは無言で菱ひし川かわの言葉を聞き続ける。

　場がループしているため、歩き続けることにあまり意味はない。ただ、立ち止まって話すには内容が少々重い。

「先さき程ほどは皆みなさんの手前、〝パーティーで見かけた〟などと言いましたが……本当はパーティーなどという華はなやかな場所ではなく、ＳＡＯ事件の慰い霊れい式しきで暮くれ居い社しや長ちようの姿をお見かけしたそうです。ナユタさんは、参加されたことは？」

「いえ。私は、そういう場にはあまり──」

　両親の死も兄の死も認められず、ＶＲ空間に逃にげ場ばを作っていたナユタにとって、慰い霊れい式しきのような行事は意識の外にあった。

　菱ひし川かわが猫ねこ背ぜを丸めて頷うなずく。

「そうですか。なにせ人数が多いですから、私も暮くれ居い社しや長ちようがあの場にいたとは存じ上げませんでしたが……そのご令れい嬢じようの眼めには、あの事件から立ち直って前向きに活かつ躍やくされている暮くれ居い氏の姿が、とても眩まぶしく見えたそうです。同じ傷を持つ者同士、気が合うのでは、とも──そういう事情でして、見合い話そのものに他意はなかったのです。いやまったく……つくづく、タイミングがまずかった」

　狭せまい額を肉球で叩たたき、菱ひし川かわがおどけて見せた。

　──無理をしている感は否いなめない。彼かれもまた、ナユタと同じくＳＡＯ犠ぎ牲せい者しやの遺族という立場である。

　千せん手じゆ屋やが反省したように肩かたを落とした。

「……あー。意外とそこら中にいるもんなんスねぇ、ＳＡＯの犠ぎ牲せい者しやとか、その関係者とか……俺おれも一応、生存者なんすけど、割とお気楽に生きてるもんで、ちょっと申し訳ない感もあって……」

　ナユタは驚おどろかない。

　彼かれが兄のキャラクターネームである〝ヤクモ〟という名を口にした時点で、このことは予想していた。

　ただ、菱ひし川かわはもちろん初耳だったらしい。

「なんと、貴方あなたもでしたか。では、暮くれ居い社しや長ちようとはゲームの中でお知り合いに？」

　千せん手じゆ屋やが大きく頷うなずいた。

「はい。当時の社長はまだ警察官でしたけど、俺おれもアインクラッド解放軍にいたんです。で、ゲームの中に二年閉じこめられて、就職活動も完全に失敗して、これからどーすっかなぁってフラフラ迷ってたら……海かい世せいさんが〝会社作るから暇ひまだったら来い〟って誘さそってくれて。人生ほんと、何がどうなるかわかんないっスね」

「そうですね……それはまったく、良くも悪くもその通りです」

　足あし下もとで、菱ひし川かわがしみじみと頷うなずいた。

　ナユタはふと疑問を覚える。

「もしかして、さっきの大おお柿がきさんとか、八はち鳥どりさんという方もＳＡＯサバイバーなんですか？」

　千せん手じゆ屋やが慌あわてて首を横に振ふった。

「いえいえ、あのお二人は違ちがうっスよ。大おお柿がきさんは、海かい世せいさんが警察官だった頃ころに、痴ち漢かんの冤えん罪ざいで捕つかまって会社をクビになったとかで……当時の海かい世せいさんが潔白を証明して、それをずっと恩義に感じていたみたいですね。クビも取り消しになったはずですけど、〝俺おれを簡単に切り捨てた会社に失望した〟って言って、あっさり余よ所そに転職したらしくて──で、ＳＡＯ事件の後、海かい世せいさんが会社作りたいってことで相談しにいったら、そのまま片かた腕うでになってくれたそうです。税務とか特許とか法令関係にも強くて、めちゃくちゃ優ゆう秀しゆうで義ぎ理り堅がたい人っスよ。どう見てもうちみたいな零れい細さい企き業ぎようには勿もつ体たいないです」

　千せん手じゆ屋やの口調は、まるで自分のことのように誇ほこらしげだった。

「それじゃ、八はち鳥どりさんは？」

「……そっちはさっぱり。聞いたけど教えてくれませんでした。ただ、海かい世せいさんがＳＡＯに囚とらわれる前からの知り合いらしいです」

　やはり謎なぞ多き人物らしい。

　事情を一通り把は握あくした後で、ナユタはほっと息を吐はいた。

　──〝見合い〟などと聞いた瞬しゆん間かんには戸と惑まどったが、周囲が勝手に動いただけで、クレーヴェルにその意図はなかったらしい。

　菱ひし川かわが眼めを細め、ナユタを見上げた。

「時にお嬢じようさんは、暮くれ居い社しや長ちようと親しい御関係なのでしょうか」

　ナユタは返答に迷う。

　親しいか親しくないかでいえば親しい、とは思っている。一いつ緒しよに食事をする機会は頻ひん繁ぱんにあるし、今もクレーヴェルの自宅からログインしている状態で、これで「親しくない」などと応じるのは無理があった。

　しかしながら、菱ひし川かわという良識ありそうな一社会人に対し、この事実を開示することには少なからず問題がある。

　手っ取り早く言えば、暮くれ居い海かい世せい個人の社会的信用に関わる。

「親しい、という程ほどではないんですが……色々と助けていただいています」

　適当にぼかすと、千せん手じゆ屋やが失しつ笑しようを漏もらした。

「またまたー。ナユタさんがうちの社長の面めん倒どうを見てくれるようになってから、社長、すげぇ変わったんスよ。なんか憑つき物ものが落ちたっつーか──以前はもういろいろ引きずりすぎてて、そのうちぱったり倒たおれるんじゃねーかって不安でしたから」

　以前のクレーヴェルをあまりよく知らないため、ナユタにはなんともいえない。

「それは、やっぱり……兄のことを引きずっていたからですか？」

「そっスね。他にも大勢亡なくなってるんで、ヤクモさんのことだけじゃないでしょうけど……一番のトラウマは、間ま違ちがいなくヤクモさんです。ゲームの中でも、居い眠ねむりしながらよくうなされてました」

　クレーヴェルが風か邪ぜの高熱で倒たおれていた時には、ナユタもその様子を確かく認にんした。

　彼かの女じよ自身は、クレーヴェルに出会ってからあまり悪夢を見なくなった。

　仮想空間の家族に別れを告げ、再びログインしたＶＲ空間でコヨミ相手に大泣きして以降、それこそ憑つき物ものが落ちたような心持ちになっている。

　寂さびしくないわけではない。

　寂さびしさに慣れた、という感は多少あるが、むしろ「寂さびしさとの折り合い方に気がついた」というべきかもしれない。

　それはもちろん、コヨミやクレーヴェル達たちのおかげでもある。

　寂さびしさには慣れる。しかしただ慣れるだけでは、心を削けずり続つづける悪あく循じゆん環かんに陥おちいりやすい。

　新たな出会い、友人、あるいは恋こい人びと──そういった存在が寂さびしさを埋うめてくれると、人は本能的に知っている。

　だからこそ、それを悪用したマルチ商法、カルト宗教、婚こん活かつ商法、特とく殊しゆ詐さ欺ぎ等の類たぐいも世間からなくならない。

　以前のナユタは「どうしてあんなものに引っかかる人間がいるのか」と不思議にさえ思っていたものだが、今ならば多少はその心理を理解できる。心が弱った状態で、正常な判断力を保ち続けることはおそらく難しい。

（……もしもコヨミさんや探たん偵ていさんに会わなかったら、私……どうなっていたのかな……）

　そんな状じよう況きようを想像すると、背筋が寒くなる。

　──ＳＡＯ事件に限ったことではない。

　あるゆる事件、事故や災害の被ひ害がい者しや達たちは、その遺族は、どうやって、どうすれば、どう生きれば救われるのか──

　ナユタにはわからない。

　そんな漠ばく然ぜんとした問いに明確な答えがあるとも思えない。

「……おや？　扉とびらがありますよ」

　足あし下もとの菱ひし川かわが、前方を肉球で示した。

　廊ろう下かのループが途と切ぎれ、行き止まりに金属製の無骨な防ぼう火か扉とびらがある。

「なんか書かれてるっスね。あー……読みにくいヤツだ」

　血のような赤黒いインクで殴なぐり書がきされた文字は、鏡面世界のために反転していた。

　頭の中で文字をひっくり返しながら、ナユタは一文字ずつ扉とびらの落書きを読み上げる。

「ええと……〝わたしのあたまを　かえしてください〟……？」

「あ」

　千せん手じゆ屋やが一歩後ずさり、頰ほおをひきつらせた。

　ナユタは振ふり返かえる。

「あ、って、なんですか？」

「いえ、なんつーか……たぶんコレ、やべーパターン引いちゃった気が……ほら、怪かい談だん話ばなしでよくあるヤツじゃないっスか……」

　首を傾かしげつつ、ナユタは重い防ぼう火か扉とびらを無造作に開ける。ともあれ先へ進まないことには埒らちがあかない。

　千せん手じゆ屋やが慌あわてふためいた。

「ちょっ!?　ナユタさん、待って待って！　心の準備……！」

「どうせ装備品もありませんし、強い相手が出てきたらどうしようもありません。私が先行しますから、千せん手じゆ屋やさんはバックアタックに警けい戒かいしてください」

「うっわ、この子、漢おとこらしい……っ！」

　コヨミにもちょくちょく似たようなことを言われるが、怯おびえて体が竦すくめば反応が遅おくれてしまうし、パニックを起こせば周囲が見えなくなる。理り詰づめで考えれば、悲鳴をあげて逃にげまどうことにあまりメリットはない。

　扉とびらの先は、木造校舎の古ふる臭くさい廊ろう下かにつながっていた。

　ナユタ達たちがいたのは四階か五階のはずだが、この扉とびらから先は唐とう突とつに一階になっている。

　窓から覗のぞく校庭も、整備されたゴムチップのものではなく、雑草が生おい茂しげる野原と化していた。

「この扉とびらを境に別の空間に入るみたいですね。足あし下もとにトラップや落とし穴があるかもしれませんから、気をつけてください」

　すたすたと歩き出すナユタに続きながら、菱ひし川かわが感心したように吐と息いきを漏もらした。

「ナユタさんはずいぶんと肝きもが据すわっていますね。深夜の古い校舎なんて、大の男でも二の足を踏ふみそうなのに──」

「《百八の怪かい異い》をプレイしていると、こういうのに慣れちゃうんです。もちろん敵が出てきたりイベントが起きている間は警けい戒かいしますが、移動中までビクビクしていたら効率が悪すぎます」

「……いやー……怖こわさって、そういう効率とか合理性で割り切れるものじゃないと思うんスけどねぇ……」

　後方を振ふり返かえって確かく認にんしつつ、千せん手じゆ屋やがぼやいた。どうやら彼かれはコヨミと同様、ホラー耐たい性せいが低い人種らしい。

　旧校舎を奥おくへと進みながら、ナユタは傍かたわらの教室をちらりと覗のぞいた。

　──窓まど際ぎわに、誰だれかがいる。

「止まってください。教室の中に誰だれかいます」

　光源は少ないが、窓の向こうから青白い月光が注いでいるため、影かげははっきりと視し認にんできる。

　それが人間なのか案か山か子しなのか人体模型なのか、あるいは幽ゆう霊れいなのかゾンビなのか遠目には識別できずとも、とりあえず人の形をしていることは把は握あくできた。

　菱ひし川かわと千せん手じゆ屋やの反応を待たずに、ナユタは教室内へ躊ちゆう躇ちよなく踏ふみ込こむ。

　窓まど際ぎわの席に、一人の女生徒が座すわっていた。

　彼かの女じよの頭がぐるりと回って、ナユタの側を向く。

　──そこにあったのは異様な顔だった。

　目玉がない。眼めがあるべき場所に、丸く暗い穴がただぽっかりと開いている。

　口も同様に円形で、その内側には剣けん山ざんのように鋭するどい歯がびっしりと生はえ揃そろっていた。

　不気味な姿を眼めにした千せん手じゆ屋やが、ナユタの背後で息を詰つまらせる。

　両目と口の穴から黒い血を溢あふれさせ、化け物が甲かん高だかい奇き声せいを張った。

（……敵！）

　そう判断したナユタはすかさず拳こぶしを握にぎり込こみ、先手をとられる前に相手の正面へ飛とび込こんだ。

　そのまま気味の悪い顔面へ容よう赦しやのない正せい拳けんを叩たたき込こみ、スカートの裾すそが翻ひるがえるのを気にしつつも鋭するどいローキックを見み舞まう。

　装備補正こそないが、それでも現実よりはいくらか体も軽く、打だ撃げきの手応えもそこそこ確かだった。

　背後から千せん手じゆ屋やの悲鳴が響ひびく。

「ひいっ!?　ナ、ナユタさん!?　いきなり何やって……！」

　化け物はまだナユタの前に立っていた。

　正せい拳けんは命中したが致ち命めい打だには至らず、膝ひざは砕くだいたが倒たおれてもいない。ぎしぎしと関節を軋きしませて、女生徒が骨ばった指を伸のばす。

「はあっ！」

　気合いの声を発し、ナユタは掌しよう打だに破は魔まの力を乗せ、敵の胸むな元もとへ叩たたき込こんだ。

　先さき程ほどの奇き声せいとは質の違ちがう絶ぜつ叫きようが響ひびき、化け物が窓まど際ぎわの壁かべに吹ふっ飛とぶ。

　普ふ段だんならこれで終わりそうだが、やはり装備がないために威い力りよくが弱い。倒たおれた敵の顔面に追つい撃げきの膝ひざ蹴げりを叩たたき込こみ、なおも襲おそいかかろうとする腕うでをかわしてカウンターの左ストレート、追加で脳天にかかと落としのコンボを加えて、ようやく相手は沈ちん黙もくした。

　びくんびくんと痙けい攣れんする異形の化け物を見下ろし、ナユタは一息つく。

「──倒たおしました。もう大だい丈じよう夫ぶです」

　──千せん手じゆ屋やと菱ひし川かわが、教室の入り口でドン引きしていた。

「……ええー。ていうか、ええー……」

「……さ、最近の子は、おっかないですね……」

　菱ひし川かわまで猫ねこの顔で怯おびえている。

　化け物の姿が消失しはじめたのを確かく認にんしてから、ナユタは平然と応じた。

「もう少し駄だ目め押おしが必要かと思っていたんですが、そんなに強い相手ではなかったです。やっぱり装備なしでも勝てるように調整されているみたいですね」

　千せん手じゆ屋やが顔の前でぶんぶんと手を振ふった。

「違ちがいますから。今のはほら、悲鳴あげてみんなで逃にげまどう流れっスから……ナユタさんって、いっつもそんな感じなんスか……？」

　わけがわからない。ゲームの中で敵を倒たおすのは当然の流れである。

　殺やられる前に殺やるのは戦せん闘とうの基本であり、まごつく暇ひまがあったら先手をとったほうがいい。勝てない程ほどに強そうな相手なら手出しせず即そく撤てつ退たいするべきだが、今の悪あく霊りようは明らかに見みかけ倒だおしの雑ざ魚こだった。

「一いち撃げきが軽い分、速さと手数で勝負するのが私の戦せん闘とうスタイルです。探たん偵ていさんから聞いていませんか？」

　千せん手じゆ屋やが唇くちびるの端はしをひくつかせる。

「体術寄りの育成とは聞いてましたけど……あの……遊園地のお化ばけ屋や敷しきとかで、お化け役の人を殴なぐったりしちゃだめっスよ？」

「当たり前です。ゲームと現実の区別はちゃんとついています」

　ＶＲ空間に家族の偽にせ物ものを作っていた時も、そのあたりは弁わきまえていた。仮にあのまま耽たん溺できしていたら、どうなっていたかはわからない。

　女生徒の化け物が消えた跡あとには、黒い血に汚よごれた手て斧おのが落ちていた。どうやらドロップ武器らしい。

「この斧おのは貰もらっていきましょう。菱ひし川かわさんは猫ねこなので装備できませんが、千せん手じゆ屋やさん、使いますか？」

「いえ……俺おれはいいっス。なんか呪のろわれてそうなんで……」

　先さき程ほどから千せん手じゆ屋やが妙みように萎い縮しゆくしている。

　ナユタは手て斧おのを軽く振ふり、手応えを確かめた。少し重いが、いざとなれば投げて使えるサイズでもあり、何もないよりはましである。血に汚よごれているのは気になったが、既すでに乾かわいており滑すべることもない。

「それじゃ、探たん索さくを続けましょう」

「へい、姐あね御ご」

　妙みような呼び名がついた。

　ナユタは特に気にもせず、背筋を伸のばし、再び廊ろう下かを静々と歩き始めた。
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　ナユタや菱ひし川かわ、千せん手じゆ屋や達たちとはぐれた後、廊ろう下かに残されたクレーヴェル達たち一行は、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。

　マヒロにしがみついたコヨミがガタガタと震ふるえはじめる。

「な、なゆさん……なゆさんが、鏡の中にっ……！　だ、大だい丈じよう夫ぶだからね、マヒロちゃん！　なゆさんがいなくても、私が……わた、わた、私が、ちゃんと守ってあげりゅから……っ！」

「…………はぁ。期待しています」

　小学生のマヒロのほうがよほど落ち着いている。

「それにしても、リリカさんともナユタさんとも綺き麗れいに分断されちゃいましたね。この先で、また合流できるといいんですが……」

　マヒロの呟つぶやきにも反応できず、クレーヴェルはぼんやりと立たち尽つくしていた。

（……摑つかめなかった、か──）

　鏡に引ひきずり込こまれるナユタが伸のばした、その細い腕うでを──彼かれは摑つかみ損そこねた。

　それ自体は大したミスではない。

　所しよ詮せんはゲームの中の小さなイベントであり、ログアウトすればそこには現実の彼かの女じよがいる。

　しかし今の一連の流れによって、クレーヴェルはうっかり、過去の古傷を思い出してしまった。

（まったく、この程度のことで……どうかしている）

　ナユタの手を摑つかみ損そこねたあの瞬しゆん間かん。

　──クレーヴェルはつい、彼かの女じよの〝死〟を連想した。

　もしもこのまま、彼かの女じよが兄の大だい地ちと同じように命を落とし、自分の前から消えてしまったら──そんな縁えん起ぎでもないことを、あの短い瞬しゆん間かんに考えてしまった。

　その衝しよう撃げきがまだ四し肢しから抜ぬけていない。

「……あの、暮くれ居いさん。大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色が真っ青です」

「……ん？　いや、月光のせいじゃないかな」

　マヒロから気き遣づかわれてしまい、クレーヴェルはやっと微び笑しようを返す。小学生にこんな動どう揺ようを見破られては立たつ瀬せがない。

　マヒロにしがみついたまま、コヨミがおずおずとクレーヴェルを見上げた。

「……まぁ、なゆさんと探たん偵ていさんが二人っきりにならなかったことについては、少しほっとしてる……」

　コヨミはあくまでいつも通りだった。

　そのおかげで、クレーヴェルもようやく平常心を取とり戻もどす。

「君にそこまで警けい戒かいされる理由が、私にはよくわからない……テストプレイ中はログも記録されるわけだし、私だって常識と良識を失うつもりはないよ」

　コヨミの顔から一いつ瞬しゆんだけ恐きよう怖ふが消え、苦々しげな睨にらみが返ってきた。

「……認めたくないっ……認めたくないけど、最近、なゆさんの探たん偵ていさんを見る目もなんか怪あやしいの……妙みように優やさしいってゆーか、〝しょーがないなー、探たん偵ていさんはー〟みたいな包容力が半はん端ぱないの……昔のなゆさんはあんなんじゃなかった。もっと露ろ骨こつに殺さつ伐ばつとしてた……あれ絶対ヤバい。もうあと一ひと押おしで探たん偵ていさん〝が〟オチそう……」

「杞き憂ゆうだ」

　無む駄だな心配──とも言い切れないが、しかしクレーヴェルの立場としては否定するしかない。

「ともあれ、我々も探たん索さくを続けよう。ここでじっとしていても事態は好転しない」

　思考を切きり替かえて、探たん偵ていは周囲を見回した。

　落とし穴、天てん井じようからの手、鏡への引ひき込こみと、トラップじみた移動手段が続いている。

　特に序じよ盤ばんでは、大量のプレイヤーを効率よくさばく意味もあるのだろうが、より「怪かい異いに巻まき込こまれた感覚」を強めるための演出と推測できる。

　猫ねこに扮ふんした教きよう職しよく員いん達たちも強制移動の連続でだいぶ数を減らしたが、まだ四人ほど残っていた。

「遊園地のお化ばけ屋や敷しきと同じようなものかと思っていたんですが……」

「空間がループしていたり、罠わなが凝こっていたり、やはり違ちがいますねえ……」

「いや、私もなんだか怖こわくなってきました……」

「リリカさんや校長先生達たちも、ご無事だといいんですが……」

　それぞれ尻しつ尾ぽを震ふるわせているが、彼かれらは敵から無視される仕様であり、本来はあまり怯おびえる必要もない。

「皆みなさんは大だい丈じよう夫ぶですよ。仕様上、敵に追いかけ回されるようなことはありませんから」

　クレーヴェルがなだめるより早く、マヒロが営業用スマイルをまじえてそう告げた。そこには子役としての確かな経験の蓄ちく積せきが感じられる。

　そのことで彼かの女じよを次の引いん率そつ役やくと見定めたのか、猫ねこ達たちは自然にマヒロの周囲に集つどっていった。

　端はたから見れば少女に猫ねこが懐なついているだけの光景だが、実際には一いつ介かいの小学生に大人の教きよう員いん達たちが懐なついている状じよう況きようであり、クレーヴェルとしてはやや釈しやく然ぜんとしない。

　歩き始めてしばらくすると──

　マヒロに抱だきついたコヨミが、また悲鳴をあげた。

「……で、でたっ！　また何か出てきたっ！　階段っ！　かいだ……あれ？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように、その悲鳴が途と中ちゆうで尻しりすぼみになる。

　ループしているはずの階段、その上側からは、ブレザーの制服に身を包んだよく知る顔の少女が降りてきた。

「なゆさん！　なゆさん、無事だったの!?」

　たちまち階段へ駆かけ寄よろうとしたコヨミの肩かたを、マヒロの手が素す早ばやく摑つかむ。

「待ってください！　様子が変です」

　クレーヴェルも迂う闊かつには近づく気になれない。

　階段から下りてきた少女は、間ま違ちがいなくナユタと同じ顔をしていた。制服も先さき程ほどまでと変わっていない。

　おかしな点があるとすれば──

　彼かの女じよは無表情のまま、血に染まった小こ振ぶりな斧おのをその手にぶら下げていた。

　ゆらり、ゆらりと階段を下りてくる足取りも、どこか夢遊病者のように覚おぼ束つかない。

（ナユタ……じゃないな）

　クレーヴェルは即そく座ざにそう見み極きわめた。

　コヨミも改めてマヒロに抱だきつき直なおす。

「な、なゆさん……？　ちょっと、やだよ……そ、そーいうのやめよ？　かわいいコヨミさんを怖こわがらせると、ワシントン条約に違い反はんしちゃうよ……？」

「……確かに、珍ちん獣じゆうではあるが……」

「……探たん偵ていさん、後でなゆさんに言いつける」

「君が言い出したことだろう」

　いつものやりとりをしながら、クレーヴェル達たちは一歩二歩と後ずさった。

　階段を下りてきたナユタ──によく似たものが、言葉を発さずに手て斧おのを振ふり上あげる。

「……走れ！」

　クレーヴェルはマヒロ達たちの背を押おす。

　残りの猫ねこ達たちも一いつ斉せいに走り出した。

　追ってくるナユタの足取りそのものは決して速くない。むしろ緩かん慢まんに見えるほどだが、にもかかわらず、まるで動く歩道の上を歩いているかのように移動が速い。

　あっという間に追いつかれたクレーヴェルの背中を、手て斧おのの斬ざん撃げきがかすめた。

　肌はだまでは届かなかったが、詰つめ襟えりの背中がざっくりと裂さける。

　背中を向けて逃にげるのは却かえって危険と判断し、クレーヴェルは向き直った。

　とはいえ、彼かれの非力なステータスでできることなどあまりない。

　追いつかれると同時に、手て斧おのがまた襲おそってきた。

　身をひねってどうにかこれをかわし、クレーヴェルはコヨミ達たちに声を張る。

「君きみ達たちは逃にげろ！　ここは私が……」

「そういうフラグやめてっ！　逃にげたほうも結局生き残れないパターンだからっ！」

　ホラーが苦手という割に、その手のお約束は一通り押おさえているらしい。

　ナユタの姿をしたものに手をあげる気には到とう底ていなれず、クレーヴェルは斬ざん撃げきをかわした後、そのまま彼かの女じよの腕うでに組み付いた。

　斧おのを持つ片かた腕うでにまとわりつくようにして、まずは自由に武器を振ふるわせないよう立ち回る。

　幸い、クレーヴェルのほうが背は高く、今回は装備補正もない。そもそもナユタの偽にせ物ものは、ステータスまで真ま似ねできているわけではないらしく、組み付いてみれば意外に非力だった。

　その手足は氷のように冷たく、不自然に硬かたい。肌はだや脂し肪ぼう、筋肉の手て触ざわりではなく、束になった紙を思わせる。

「探たん偵ていさん、そのままっ！」

　引き返してきたコヨミの手には、最初に付ふ与よされていたアイテムの一つ、《退たい魔ま札ふだ》が握にぎられていた。

　クレーヴェルと揉もみ合あう偽にせナユタの肩かた付近へ、コヨミがその札を叩たたきつける。

　たちまち白い煙けむりが吹ふき上あがり、偽にせナユタが廊ろう下かへ倒たおれ伏ふした。

　そのまま彼かの女じよは二度三度と身をよじり、やがて半はん透とう明めいに透すけ始はじめる。

　数秒で霧む散さんした後には、血に濡ぬれた手て斧おのが落ちていた。

　クレーヴェル達たちはじっとその斧おのを見下ろす。

「……な、なんか呪のろわれてそうだけど……」

「でも、武器なしの私わたし達たちにとっては貴重なドロップ武器です。拾っておきましょう」

　近づこうとしたマヒロの細い肩かたを、クレーヴェルはそっと摑つかんで止めた。

「やめておいたほうがいい。この斧おのは……《一いつ割わり》の可能性が高い」

「《いつわり》？　ご存じのアイテムなんですか？」

　クレーヴェルは頷うなずいた。

「クエスト、《惨さん月げつ奇き》のイベントアイテムとよく似ている。拾ったプレイヤーのコピーをフィールドの何ど処こかに出現させるトラップアイテムだ。出現したコピーは敵てき扱あつかいで、戦せん闘とう力りよくは本物の十分の一程度と低いんだが、容姿が同じだから仲間が不意を打たれやすい」

　コヨミがごくりと唾つばを吞のんだ。

　投とう稿こうクエスト《惨さん月げつ奇き》は、田舎いなかの山に潜ひそむ虎とらの獣じゆう人じんを追う狩しゆ猟りよう系ホラーである。イベント中に狩かる立場から狩かられる立場へと切きり替かわり、クリア条件も「虎とら狩がり」から「山からの脱だつ出しゆつ」に変へん更こうされるが、もう一つの特とく徴ちようとして「イベントアイテムのほとんどがトラップ」という厄やつ介かいな仕様が知られていた。

　血に濡ぬれた手て斧おの《一いつ割わり》もその一例で、おそらくナユタもこれを拾った可能性が高い。

「斧おのを持つコピーを倒たおした場合にも、同じ斧おのをドロップする。それを誰だれかが拾うと、拾った者のコピーがまたフィールドの何ど処こかに現れる……そんな具合に、連れん鎖さ的てきに敵が発生する罠わなだ。発生するコピーが一人とは限らず、複数に及およぶ場合もあるらしい。この斧おのは拾わずに放置しよう」

　コヨミが低く唸うなる。

「……ステータスが一いち割わりのコピーな敵……兜かぶと割わりとか薪まき割わりみたいなネーミングだけど、もしかして、〝一いち割わり〟と〝偽いつわり〟のダジャレ……？」

「掛かけ詞ことばといいなさい。そのほうが風ふ情ぜいがある」

「……つまり、落とし物を拾うと一割貰もらえる感じなんですか？」

「……それは何か違ちがう気がするな」

　マヒロまでよくわからないことを言い出したが、そもそも初出が投とう稿こう作さく品ひんだけに、各種アイテムも制作者のノリと勢いでネーミングされている感がある。

「とにかく、ナユタはそれと知らずに何ど処こかでこれを拾ったんだろう。我々がこれを拾うと、今度は彼かの女じよの元に我々の偽にせ物ものが現れかねない」

「うーん。わざわざ分断しといてえげつねえ……」

　コヨミの感想はもっともなものだが、本来はもっと大人数が入り乱れるクエストだけに、配信時には「制服を着た他の生徒が敵として紛まぎれ込こむ」程度の処理になるのだろう。また装備品を没ぼつ収しゆうされているため、トラップと承知であえて武器を拾うという選せん択たく肢しもあるはずだった。

　ただ、今のクレーヴェルにそのつもりはない。

　血に濡ぬれた手て斧おのを捨て置き、彼かれらはその場を離はなれようとした。

　その直後、すぐ傍そばの教室から、ナユタとは別の見知った顔が現れる。

　くすりと悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えむ、セーラー服姿が妙みように妖よう艶えんな金きん髪ぱつの娘むすめ──

　その手元には、廊ろう下かに落ちているのと全く同じ、血に濡ぬれた小こ振ぶりな斧おのが見えた。

　クレーヴェルは思わず眉み間けんを押おさえる。

「……あの問題児は……」

　コヨミとマヒロも微び妙みような顔に転じた。

「……退たい魔ま札ふだ、もう使っちゃったからないよ……？」

「……チェーンソーやビームライフル……は、やっぱりお姉さんの姿を相手には使いたくないですよね？」

「いや、それは問題ない。撃うとう」

　すかさずアイテムリストからビームスナイパーライフルを取り出すと、クレーヴェルは迷うことなく、いかがわしい姿の姉を狙そ撃げきした。

　特に心は痛まなかった。
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「……なんだろー。今、なんかびみょーにイラッときた」

　敵を倒たおして拾った手て斧おのをぶんぶんと振ふり回まわしながら、リリカ・ログリエは謎なぞの不快感に眉まゆをひそめた。

　営業部長の大おお柿がきが嘆たん息そくを返す。

「そのドロップ武器、やはり呪のろわれているんじゃないですか？　いきなり錯さく乱らんして暴れ出したりしないでくださいよ」

「だーいじょうぶですって。せっかくナユタちゃんの偽にせ物ものさんが落としていってくれたんだから、有効活用しないと。っていうか……大おお柿がきさん、ナユタちゃんと海かい世せいくんの関係、ぶっちゃけどう思います？」

「ノーコメントで」

　生き真ま面じ目めな大おお柿がきの返答は、リリカの想定通りのものだった。猫ねこの姿をしているとはいえ、この場には複数の教育関係者もいる。彼かれらはナユタの年ねん齢れいを知らないはずだが、そうそう不用意なことは言えない。

　そのうちの一匹ぴきが不思議そうに声を寄よ越こした。

「先さき程ほどのお嬢じようさんと暮くれ居いさんが、お付き合いをされているという話ですか？」

　リリカは満面の笑えみで頷うなずいた。

「そーなんですー。本人達たちは否定しているんですが、なんというかこう……お似合いっぽい感じがするんですよね、姉としては」

　大おお柿がきが眼鏡を掛かけ直なおしつつ、再び嘆たん息そくした。

「リリカさんがそう思うのは勝手ですが、あまりプライベートなことをこういう場に持もち込こまないでください」

「だって気になるでしょー？　もしかしたらいずれは社長夫人だよ？　骨肉の後こう継けい者しや争いだよ？　泥どろ沼ぬまの遺産相続だよ？」

「……何十年先の話ですか。気が早すぎて正気を疑います。リリカさん、可か愛わいい弟さんの身辺が気になるのは理解しますが、あまりかき回すと逆にぶちこわしになりますよ。大人として、一歩引いて見守るくらいの分別をもってください」

　もっともな言い分ではある。リリカも当初はそのつもりだった。

「んー。私もね？　最初はその予定だったんですよ。だけどナユタちゃんと実際に話してみたら、あんまりにも可か愛わいすぎて、なんか、こう……構いたくて仕方ないっていうか、きゅんきゅんきちゃったってゆーか、海かい世せいくんの一匹ぴきや二匹ひき惜おしくないってゆーか……いやあれ反則ですって。すごいから。もうほんと癒いやし感かんすっごいから」

「知りませんよ。社長を犬いぬ猫ねこか狐きつねみたいに言わないでください」

　大おお柿がきはあくまで冷れい淡たんだった。

　校こう長ちよう猫ねこが首を傾かしげる。

「ずいぶんお若いお嬢じようさんのようにお見受けしましたが、おいくつですかな？」

　数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくを経て、大おお柿がきが大人の対応を見せた。

「見た目が若いのはゲーム内のアバターだからですね。こちらのリリカさんもセーラー服がよくお似合いですが、中身は二十代後半です」

　他の教きよう師し猫ねこが笑う。

「いやあ、我々から見たら二十代後半なんて、それこそ娘むすめみたいなものですよ。お若いお若い」

「──で、あのお嬢じようさんのお年は？」

　流せなかった。

「実は我々も、現実世界ではお会いしたことがないもので、よく知らないのです。おそらく社会人一年目くらいでしょうか」

「会話の印象だとそのくらいですねー」

　堂々と噓うそをついた大おお柿がきの度胸に免めんじて、リリカもあえて笑え顔がおで乗っかった。

　しかし彼かの女じよは噓うそをついていない。会話の〝印象〟はそのくらいに大人びている。

「なるほど。まあ、ゲームの中では簡単に会えても、現実世界には現実の距きよ離りがありますからな。リリカさんはアメリカ在住だそうですが、大おお柿がきさんもどこか遠方にお住まいなのですか？　確か、会社そのものは神か奈な川がわでしたよね？」

　別の教きよう師し猫ねこが上う手まく話題を転じてくれた。

「私は東とう京きよう都内に住んでいるので、そこそこ近場です。とはいえ埼さい玉たまとの境目付近なので、本社に行くとなると一時間かそこらはかかってしまいますが……我わが社しやは基本的にＶＲオフィスで運営していまして、登記上の本社は、実際には社長の自宅なんです。社員がそこへ行くことは滅めつ多たにありません。私などは営業なので、他社での打ち合わせ等のため、現実世界で動き回ることも多いのですが……デザイナーの千せん手じゆ屋や君くんなんて離り島とう住ずまいなんですよ。今日もそちらから、このテストプレイに参加しています」

　校こう長ちよう猫ねこが感心したように頷うなずいた。

「まさに在宅ワークの理想型ですな。なんとも羨うらやましい──我々の学生時代にもこういう仕組みがあったら、わざわざ都会で独り暮らしをして大学へ行く必要も薄うすかったんでしょうなぁ」

　他の教きよう師し猫ねこ達たちも感かん慨がい深ぶかげに応じる。

「時代の変化はめまぐるしいばかりですね。例えばポケベル、ＰＨＳ、ガラケー、スマホ……仕組みや用よう途と自体はさほど大きく変わっていないはずなのに、あの時代の流れの中で、それぞれの世代はすっかり隔かく絶ぜつしていました。そして今後は、こうしたＶＲ環かん境きようで育つ世代が出てくるわけです。我々のような教育者も、これに対応しないわけにはいかない」

「まったくです。今回のコラボレーション企き画かくは、教員の意識改革という意味でも実に有意義でした。フルダイブ技術に関してはいろいろと社会的な事件もありましたが、世界的な流れとして、今後、ＶＲ技術は人々の生活と切きり離はなせないものになっていきます。特に医い療りよう、介かい護ご界かい隈わいでは、クオリティ・オブ・ライフの観点からも活用が見み込こまれていますし、その進路を志す生徒も少なくない。決して、〝たかがゲーム〟などとは言えない分野です」

　彼かれらの会話をにこにこと聞きながら、リリカは別のことを考える。

（意識高い系の猫ねこさん達たちだなー……）

　中身はもちろんきちんとした教きよう員いん達たちなのだが、見た目の影えい響きようはやはり侮あなどれない。どんなに真面目な話をしていても、所しよ詮せんは猫ねこと思わされてしまう。

　つまりは野の良ら猫ねこの集会と大差がない。

　──あるいは野の良ら猫ねこ達たちも、人間にはわからない意思疎そ通つうの手段で、極きわめて高こう尚しようかつ哲てつ学がく的てきなやりとりをしている可能性すらある。

　会話に花はな咲さく彼かれらをのんびりと引いん率そつし、リリカ達たちは《ガッコウ》の構内を巡めぐり歩あるいていった。
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　木造の旧校舎を練り歩いた末、ナユタ達たち一行は職員室に辿たどり着ついていた。

　机の構造や配置が他の教室とは明らかに違ちがう。いかにも何かありそうだが、取り立てて目立つ異物はない。

「……さっきの入り口には〝私の頭を返せ〟なんてヒントが書いてありましたが……特にそれらしいイベントが起きませんね」

「……もしかして、途と中ちゆうで姐あね御ごが倒たおしちゃったアレじゃないっスかね……？　なんかいかにもヤバそうな頭してましたし」

　千せん手じゆ屋やが小声で応じた。

　探たん偵ていならばもっと納なつ得とくのいく助言をくれそうだが、生あい憎にくといない人間を頼たよりにはできない。

「でも、あの子はちゃんと頭があったじゃないですか。学校内で頭をなくして困っていそうな存在というと、人体模型とか骨格標本とか、そっち系かと思ったんです」

「ああ、そういうのは出てきていませんな、そういえば」

　猫ねこの菱ひし川かわも足あし下もとで頷うなずく。

「他に〝頭〟で連想するものといえば……教頭、なんてどうですか？　頭の字が入っていますよ」

　ナユタはぴんときた。千せん手じゆ屋やよりも菱ひし川かわの方が頼たよりになるらしい。

「いいですね。〝わたしのあたまをかえしてください〟……もしかしたら、教頭先生の〝頭〟を〝ひっくり返す〟と、何かあるのかもしれません。そのあたりにゾンビの教頭先生とか隠かくれていないですか？　見つけ出して狩かりましょう」

　千せん手じゆ屋やがぶるりと肩かたを震ふるわせた。

「……姐あね御ご、思考が完全に場慣れしたハンターじゃないっスか……もうゾンビの側に同情します」

　千せん手じゆ屋やの視線は、ナユタの持つ血に濡ぬれた手て斧おのに向いていた。

「そんなに怖こわいですか、これ？　ただの斧おのですよ」

「いえ、怖こわいのは斧おのじゃなくて姐あね御ごっス」

「可か愛わいい女の子、とはいいませんが、ただの小こ娘むすめに怖こわい要素はないと思います」

「……そっスね」

　正論で説とき伏ふせた後、ナユタは淡たん々たんと職員室の捜そう索さくを開始した。

　木造旧校舎の職員室は、床ゆか板いたの所々が朽くち、歩くたびにぎしぎしと軋きしんだ。

　かつて大勢の教職員と生徒達たちが思い出を紡つむいだ学まなび舎やも、朽くちてしまえばただの廃はい墟きよである。ここはあくまで仮想空間に作られた場だが、こうした廃はい校こう舎しやは現実でも何ど処こかにありそうだった。

「うーん。イベントアイテムとかは見あたらないかぁ……せめてもの武器代わりがコレってのも、なんだか……」

　千せん手じゆ屋やはいつの間にか、掃そう除じ用よう具ぐ入れから回収したらしいモップを装備していた。

　壁かべ際ぎわを探たん索さくしながら、ナユタは声をかける。

「攻こう撃げき力りよくはともかく、敵を振ふり払はらうのには使えるんじゃないですか？」

「そっスね。後はトラップをつついて発動させたりとか、使い道はありそうですけど……姐あね御ご、そっちは何か見つかりました？」

「ええ。少し気になるものはありました」

　ナユタの正面には、出退勤の名札をかけるボードがあった。

　各職員の名札は残っていないが、校長や教頭などの役職を書いた札だけはそのままある。鏡面世界のため、文字は全て反転していた。

「このボード、役職名の札がまだ残っています。校長、教頭、学年主任、各部活の顧こ問もん、生活指導に非常勤──〝教頭〟の札をひっくり返してみますね」

　菱ひし川かわのヒントがなければ気にもしなかっただろうが、これも一応は〝頭〟である。

　役職名の札は表が黒字、裏は白字だった。

　ナユタが札をひっくり返して掛かけ直なおすなり、ぴしり、と何ど処こかでラップ音が鳴る。

「ひえっ……」

　千せん手じゆ屋やが声をあげつつ、壁かべの一いち隅ぐうを指さした。

　それまで何もなかったはずの壁へき面めんに、鉄製の扉とびらがじわじわと浮うかび上あがっていく。

　足あし下もとで菱ひし川かわが眼めを細めた。

「どうやら当たりだったようで……」

「ええ。とんちみたいなスイッチですね」

〝わたしのあたまをかえしてください〟という曖あい昧まいなヒントには、おそらく複数の正答があるのだろう。そのどれを引くかによってルートが分ぶん岐きする仕し掛かけだとすれば、それこそ骨格標本や人体模型、ゾンビ教頭などが出てくるルートもありそうだが、ひとまずは正答の一つを引き当てたと見ていい。

　ナユタは慎しん重ちように、それでいて怯おびえることなくゆっくりと扉とびらを開けた。

　その向こうからはひんやりと湿しめった風が流れてくる。

　やや広めの踊おどり場ばの向こうに、地下へと続く無骨なコンクリート製の階段が見えた。

「ここから先は地下ですね。ダークゾーンほど暗くはないですが、そこそこ深そうです」

「……うえー……まじっスかぁ……」

　肩かた越ごしに覗のぞき込こんだ千せん手じゆ屋やが泣きそうな声を漏もらした。

「……諦あきらめましょう、姐あね御ご。俺おれ、プチ閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しよう気味で……こういうとこはぜったいダメっス」

　千せん手じゆ屋やの口調には並々ならぬ力が籠こもっていた。どうやら本当に苦手らしい。

　確かにこうした地ち下か迷めい宮きゆうは、人によって得手不得手がある。

「わかりました。でしたら千せん手じゆ屋やさんと菱ひし川かわさんはここで待っていてください。私が一人で様子を見てきます」

　するすると歩みだそうとしたナユタの肩かたを、千せん手じゆ屋やの手が慌あわてて摑つかんだ。

「ちょいちょいちょいちょいちょーいっ！　いやいや、あかんですって！　姐あね御ご、どんだけ怖こわいもの知らずなんスか！　素す直なおに別ルート探しましょうよ！」

　ナユタは小首を傾かしげた。

「でも、もしかしたら一部屋だけしかなくて、重要なイベントアイテムが手に入るかもしれないですし……十分くらい待ってみて、それで私が戻もどってこなかったら、お二人は別ルートを探してください」

　千せん手じゆ屋やが頰ほおをひきつらせた。これがデフォルトの表情かと思うほど、先さき程ほどからよく見ている顔である。

「やだこの子つよい……！　菱ひし川かわさん！　菱ひし川かわさんもなんか言ってください……！」

　猫ねこの菱ひし川かわが片手を挙げて頷うなずいた。

「では、私もナユタさんとご一いつ緒しよしましょう。千せん手じゆ屋やさんにはここで待っていただくということで……」

「あっ！　味方がいないっ！」

　千せん手じゆ屋やの頰ほおが更さらにひきつった。もはや泣き顔に近い。

「菱ひし川かわさん、俺おれより姐あね御ごのほうが頼たよりになりそうだから俺おれを捨てていく気ですよね!?　ここで別れたら絶対、もう合流できない流れじゃないっスか！」

　菱ひし川かわが猫ねこの顔で微ほほ笑えむ。

「いやいや滅めつ相そうもない。どの道、私は視察という名目でお邪じや魔ましていますので、行ける所にはなるべく行っておこうかと……」

「菱ひし川かわさん、社長にお見合い話もってきただけですよね!?　視察なんてただの建て前でしょ!?」

　短い時間で随ずい分ぶんと打ち解けたものだが、やはり千せん手じゆ屋やはコヨミと近い系統の人間らしい。ただ、コヨミほど可か愛わいくはない分、周囲の扱あつかいも相応にならざるを得ない。

「それならこうしましょう。とにかく私が下まで行って、この先が通路なのか部屋なのか、それだけ確かく認にんして二、三分ですぐに戻もどってきます。もし部屋だったら、その後で少し時間をかけて探たん索さく、通路が続きそうだったら進むのは諦あきらめて、別ルートを探す。これでどうですか？」

　ナユタが出した折せつ衷ちゆう案あんに、千せん手じゆ屋やがようやく頷うなずいた。

「じゃ、じゃあ……俺おれもただ待ってるのは怖こわいんで……下まではついていきます」

「……結局、来るんですか」

　せっかくの折せつ衷ちゆう案あんもあまり意味がなかったようだが、一連の会話を聞いていた菱ひし川かわがおかしげに含ふくみ笑わらいを漏もらした。

「──いや、失礼を。さっきも言いましたが、ナユタさんは本当に肝きもが据すわっていますね。怖こわいものなんてなさそうだ」

　暗い階段を下りはじめながら、ナユタは曖あい昧まいな微び笑しようを返した。

「そうでもありません。怖こわいものは割とたくさんあります。一いつ般ぱん的てきなところでは病気や貧びん乏ぼうも怖こわいですし、将来への不安とかもありますし、何より──〝独り〟が一番怖こわいですね」

　千せん手じゆ屋やが唸うなった。

「……うそーん……だって姐あね御ご、たった今、一人で先に進もうとしたじゃないっスか……独りが怖こわい人はそんな行動しませんって……」

　彼かれは今も、ぶるぶると大おお袈げ裟さに震ふるえていた。

　ナユタは噓うそを言ったつもりはない。

「だってこれはゲームですから。私が怖こわいのは一時的な単独行動のことではなくて、なんていうか……家族とか、親身になってくれる人とか、精神的な支えになってくれる人とか──そういう人が誰だれも思おもい浮うかばない、っていう状態になるのが一番怖こわいんです。今はコヨミさんや探たん偵ていさんや、私のことを気にかけてくれる人ひと達たちがいますから、こうして平気な顔をしていられますが……私、本当は凄すごい寂さびしがりなので、肝きもなんか全然据すわってないですよ」

　それはナユタの本音だったが、少し前まではあまり自覚していなかった。

　兄と両親に死に別れ、独りになった時──彼かの女じよはその自覚すらないまま感情を麻ま痺ひさせ、現実から逃にげた。

　今、寂さびしがりな自分を認めつつそれなりに前を向いていられるのは、少なからずコヨミやクレーヴェル達たちのおかげだと強く実感している。

　少なくとも今、彼かの女じよは自分を〝独り〟だとは思っていない。

　だからこそ、「自分は孤こ独どくを恐おそれている」と認めることができる。

　菱ひし川かわが眉まゆのあたりをひそめた。

「……失礼。ナユタさんは、お兄さんをＳＡＯで亡なくされたと、先さき程ほどうかがいましたが……ご両親は？」

「事故で亡なくなりました。今は伯お父じに後見人になってもらって、独り暮らしをしています」

　たちまち菱ひし川かわが絶句した。

「それは、また……いえ、デリケートなことを聞いてしまい、申し訳ありません」

　ナユタは首を横に振ふる。

「気を遣つかわないでください。菱ひし川かわさんもＳＡＯ事件のご遺族なんですから、状じよう況きようは違ちがっても、苦しい思いを抱かかえているのはお互たがい様さまです。黙だまっているより、吐はき出だしてしまったほうが楽になることもあるって、探たん偵ていさんにも教えてもらいましたから」

「……あー。そっか……そういうことかもですねぇ……」

　恐きよう怖ふを忘れたような声で、千せん手じゆ屋やがぽつりと呟つぶやいた。

「いえ、社長のことなんスけどね。ヤクモさん──つまり、ナユタさんのお兄さんの大だい地ちさんについて、社長がまともに話せる相手って、たぶんナユタさんと、あとは同級生の楢なら伏ふしさんくらいなんスよ。ただ、楢なら伏ふしさんとは男同士、あんまりそういう話もしにくいでしょうし……なんかこう、ストレスとはちょっと違ちがうんでしょうけど、会社を立ち上げてからも感情を溜ため込こんでいる感じがずっと続いてたんです」

　ナユタは小さく頷うなずいた。

　昔のクレーヴェルのことは知らない。しかし、初対面の時の彼かれには確かに、少々行きすぎた妖あやしさがあったように思う。

　あれはおそらく、感情を日常的に隠かくしている者からにじみ出る妖あやしさだった。

　千せん手じゆ屋やが急にへらへらと笑った。

「でも、今年の三月あたりから急に……要するにナユタさんと会うようになってから、雰ふん囲い気きがいい方に変わったんです。たぶん姐あね御ご相手に、ヤクモさんのことをいろいろ吐はき出だせたのが、変化のきっかけだったんじゃねーかなー、って……今、すげぇ納なつ得とくしました」

　ナユタにも思い当たる節はある。

　彼かの女じよと兄の思い出話をする時──クレーヴェルの眼めは、いつも優やさしかった。

　菱ひし川かわは対照的に俯うつむいた。

「……私は息むす子こを亡なくしてから、感情の整理をつけられないまま……今も、妻と子供達たちに支えてもらっています。そして、生活を守るためという口実で仕事に逃とう避ひし続つづけてきました。情けない話ですが、会社にいる間は、仕事のことだけを考えていれば良かったものですから……」

　立場は違ちがえど、ナユタにもその心境は理解できた。

　何もすることがないと、人は簡単に悲しみに吞のまれてしまう。仕事、家事、趣しゆ味みや娯ご楽らく、あるいは復ふく讐しゆう──どんな形であれ、「とりあえずやれること」さえあれば、是ぜ非ひはさておき、それは悲しみを麻ま痺ひさせるためのスイッチとして活用できる。

　菱ひし川かわが自身の狭せまい額を押おさえた。

「……しかし、最近……亡なくなった長男の夢をよく見るのです。何か、こう──うまく言えないのですが……私は、息むす子この死に対して、向き合い方を間ま違ちがえているんじゃないかと──」

　その声はわずかにかすれていた。

　大の大人だけに泣いてはいない。しかし、溢あふれた感情は時に意図せず喉のどを震ふるわせてしまう。

「暮くれ居い社しや長ちようを見み初そめた知人のご令れい嬢じようも、ＳＡＯの中で友人を亡なくされて以降、ずっと塞ふさいでいたそうです。彼かの女じよもおそらく……何か変化の〝きっかけ〟を求めているのかもしれません。我々の多くにとって、まだあの事件は終わっていない。いえ、いつか終わるという話ではないのでしょう。失ったものがあまりに大きすぎて、どう向き合ったらいいのかすらわからない……そんな親おや御ごさん達たちが、今も遺族会には大勢います」

　そこまで話して、菱ひし川かわはようやく顔を上げた。

「正直にいえば、私も……事件から立ち直った暮くれ居い社しや長ちようが、まだ苦しんでいる彼かの女じよにどんな助言をしてくれるかと、勝手に期待していた部分もあるのです。しかし今のお話をうかがうと、暮くれ居い社しや長ちようも決して、あの事件から立ち直っていたわけではないのでしょうね。僭せん越えつながら、忙いそがしくご活かつ躍やくされているように見えたのも、私と同じく仕事に逃とう避ひしていたせいなのかもしれず──」

　千せん手じゆ屋やがはっきりと頷うなずいた。

「あー。それはあります。たぶんうちの社長、二、三人分くらいは働いてそうですし……まあ、うちは八はち鳥どりさんが《思考出力》で十人分以上の仕事量を軽々こなしちゃってるんで、あんまり目立ちませんけれど、社長も普ふ通つうにワーカホリックだと思います。あれは会社のためじゃなくて、単に休むのが怖こわいだけっス」

　ナユタの家庭教師をする時間を無理なく捻ねん出しゆつできている事実からしても、彼かれの指し摘てきはおそらく正しい。

　千せん手じゆ屋やが、前を歩くナユタに頭を下げた。

「──だから姐あね御ごには、社員一同感謝してるんスよ。特にリリカさんとか、あれでかなり心配してましたし。海外住まいでなかなか会えない分、ちゃんと食べてるかとかそっちのほうも気になっていたみたいで、姐あね御ごが手料理で養ってくれているって聞いた時はホント……」

「待って。ちょっと待ってください」

　ナユタは思わず声を裏返らせた。化け物や地下への階段には微み塵じんも動どう揺ようしなかった彼かの女じよだが、今の発言は聞き流せない。

　看病のことはリリカの誘ゆう導どう尋じん問もんでバレたが、それ以前のことはまだ隠かくせているはずだった。

「……た、探たん偵ていさんが言ったんですか……？」

「いえ？　楢なら伏ふしさんが……あの人、社長の動向について、リリカさんに定期報告するように命令されてるんで、俺おれもそっちから……あ、大だい丈じよう夫ぶっスよ。コヨミさんって人には言っちゃいけないんですよね？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないです」

　内通者はマヒロのマネージャーだったらしい。

　探たん偵てい本人の口が堅かたくとも、その周囲は朧おぼろ豆どう腐ふ並みだった。いずれコヨミにも発覚することは間ま違ちがいなく、その前にナユタの口からきちんと言い訳をしておくべきかもしれない。

　菱ひし川かわが納なつ得とくしたように嘆たん息そくした。

「なるほど……やはりお二人は、もうお付き合いをされていましたか──それでは見合いどころではありませんね。残念ですが、先方にもそう伝えておきます」

　付き合ってはいない。が、ここで否定すると「付き合ってもいない若い娘むすめを部屋にあげているのか」と、探たん偵ていの世せ間けん体ていがより酷ひどいことになりかねない。

　うっかり否定もできず、しかし肯こう定ていするわけにもいかず、ナユタは苦くるし紛まぎれに話題を転じた。

「……この先は地下道みたいですね。どうします？　戻もどりま……」

　振ふり返かえったナユタの視界から、地上への扉とびらは消きえ失うせていた。

　階段の上がコンクリートの蓋ふたに塞ふさがれ、通行不能に転じている。

「……すみません。ここ、一方通行だったみたいです」

「おお……おおおおお……」

　千せん手じゆ屋やが改めて悲痛な呻うめき声ごえを漏もらしたが、今となってはどうしようもない。

「あの、千せん手じゆ屋やさん。どうしても無理そうなら、ここでリタイアしていただいても……」

「……い、いえ。姐あね御ごだけを残してそれはちょっと……一応、仕事ですし……？」

　菱ひし川かわが通路の先を爪つめで示した。

「そう悲観したものでもありませんよ。見たところ、距きよ離りは長いものの一本道のようです。いわゆるダンジョンではなく、ただの隠かくし通つう路ろかもしれません。後ろが塞ふさがったということはバックアタックもなさそうですし、このまま進めば、きっと何ど処こかに──」

　話しながら歩くうちに、前からやって来る小さな人ひと影かげが見えはじめた。

　制服姿の二人。

　先頭を歩くのは長い黒くろ髪かみの娘むすめで、その後ろに猫ねこ背ぜ気味の青年が続いている。彼かの女じよらの足あし下もとには、猫ねこらしき影かげもあった。

「……あれは……鏡ですね？」

　敵かと身構えたのは一いつ瞬しゆんのことで、ナユタはすぐにそう気づいた。

　通路の奥おくに、通路と同じ大きさの鏡が掛かかっている。

　現実ならば行き止まりだが、ここは鏡面世界であり、つまりは出口の可能性が高い。

「……このまま出られると思いますか？」

「雰ふん囲い気きからして、なんか仕し掛かけはあるんじゃないっスかね……鏡を出る前にトラップとか、出た直後に中ボス戦とか──」

　ここまで戦せん闘とうが少ない点も気にはなっている。関係者向けの少人数テストプレイだけに、プレイ時間も考こう慮りよしてエンカウント率を大おお幅はばに下げているのだろうが、そろそろ何か来そうな予感はあった。

　ナユタ達たちは鏡から数歩離はなれた地点で、その足を止めた。

　しかし鏡の中のナユタ達たちは、そのまま平然と歩いてくる。

　本物のナユタ達たちとは違ちがって、その顔には表情がなく、まばたきすらしていない。

　ナユタは咄とつ嗟さに反応した。

　──鏡に映った自分自身が敵として出て来る演出は、以前にクリアしたクエスト《呪のろいの禍か神がみ》でも体験している。その時はコヨミが一いつ緒しよだったが、今日はいつものツートップ戦術が使えない。

「千せん手じゆ屋やさん！　来ます！」

　相手が完全に鏡から出て来る前に、ナユタは破は魔まの気を練り始めた。

「あわわわわっ！　ひ、菱ひし川かわさん、後ろに隠かくれてください！」

　職員室で拾ってきたモップを構え、千せん手じゆ屋やが悲鳴をあげる。

　さほど広くもない通路で、鏡から湧わいてきた偽にせ物もののナユタ達たちとの乱戦が始まった。

　先手を打って、ナユタは自分の偽にせ物ものに血染めの斧おので斬きりかかる。

　鏡から出てきた相手も同じ斧おのを持っており、刃はと刃はが激しくぶつかった。

　制服姿の女子高生が斧おので殴なぐり合うという異様な光景に、千せん手じゆ屋やがまた悲鳴をあげる。

「姐あね御ご、その武器やっぱ呪のろわれてますって！　絵面が酷ひどいことになってます！」

「千せん手じゆ屋やさんのコピーは任せます！　自分の相手は自分でしてください！」

　鏡から出てきたナユタは意外に手て強ごわい。動きにあまり隙すきがなく、攻こう撃げきも的確に防いできた。

　千せん手じゆ屋や側の面めん倒どうまで見る余よ裕ゆうはないが、幸い、茶ちやトラ猫ねこの菱ひし川かわはコピーの側も動く気配がない。ステータスが存在しないのはコピーも同様らしく、菱ひし川かわ本人の真正面に棒立ちとなり、互たがいに首を傾かしげあっている。

　一方の千せん手じゆ屋やは明らかに苦戦中で、双そう方ほうモップを交差させてはいるが、本物の側は腰こしが引けていた。

　まずは目の前の偽にせナユタを倒たおさなければ、ナユタも救きゆう援えんに向かえない。

　斧おのと拳こぶしを交こう互ごにかわしながら、ナユタは歯は嚙がみする。

　──いざ相手にしてみると、自分は思ったよりも手て強ごわい。
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　育成方針としては何より速さ、身軽さを重視したため、同レベル帯の戦いくさ巫み女こに比べ攻こう撃げき力りよく、防ぼう御ぎよ力りよくともに心こころ許もとないが、速さがあれば攻こう撃げきを当てやすく、防ぼう御ぎよが低くとも回かい避ひ能力は高いため、当たらなければどうということはない。

　爆ばく発はつなどの、避さけにくい広こう範はん囲い攻こう撃げきには弱いという欠点も抱かかえているが、事前にわかっていれば後衛の味方に結界を張ってもらえる。

　今回は〝自分〟が相手だけにその必要はないが、こうして対たい峙じしてみると存外に穴がない。むしろ多少の穴は速さでカバーできてしまう。

　斧おのの斬ざん撃げきで競せり負まけ、ナユタはその手て許もとからうっかり武器を落としてしまった。

　使い慣れない武器はかえって邪じや魔まと判断し、ナユタは改めて徒と手しゆ空くう拳けんに切きり替かえる。より正確には、武器を拾うだけの余よ裕ゆうもない。

（動きを止めて……関節を狙ねらう！）

　打だ撃げきから方針転てん換かんし、ナユタは偽にせ物ものの前まえ蹴げりを両手でガードしつつ、そのまま前へ詰つめて脇わきに抱かかえ込こんだ。

　軸じく足あし一本では姿勢を保てず、偽にせ物ものは背後の壁かべに体を預ける格好となる。

　そのままナユタは摑つかんだ相手の足首に体重をかけつつ、体ごと傾かたむけてぐるりと真横に捻ひねった。

　関節の外れる嫌いやな手応えと共に、偽にせ物ものが甲かん高だかい絶ぜつ叫きようをあげる。

　体術スキルの《枝し折おり》──関節を完全に極きめた状態で、なおかつ相手の防ぼう御ぎよ力りよくが自分の攻こう撃げき力りよくよりもかなり低くなければ使えない技わざだが、自分の防ぼう御ぎよ力りよくの低さはナユタ自身が一番よく理解していた。

（よし、これで──！）

　勝利を確信した直後──

　ナユタは自身の右足首に鈍どん痛つうと違い和わ感かんを覚え、がくりと体勢を崩くずした。

　見れば偽にせ物ものと鏡映しに、ナユタ自身の足首もあらぬ方向に曲がっている。

　負傷による痛みを軽減するペインアブソーバーが効いているため、実際の怪け我がによるダメージとは比ぶるべくもないが、代わりに麻ま痺ひしたような脱だつ力りよく感かんが酷ひどくまともに動けない。

（偽にせ物ものに与あたえたダメージが、こっちにも反映される……!?）

　そのことに気づくなり、ナユタは戦せん慄りつした。

「姐あね御ご!?　えっ!?　やられたんスか!?」

「敵にダメージを与あたえないでください！　こっちにも跳はね返かえってきます！」

　偽にせ物ものの側も、決してダメージを受けていないわけではない。ナユタと同じように足を庇かばい、まともに動けずにいる。

　つまりこれは、〝倒たおすべき敵〟ではなく、〝敵のふりをしたトラップ〟だった。

　相手を倒たおすと同時に、おそらくこちらもリタイアに追おい込こまれる。

　多くの怪かい談だん話ばなしでは、こうした場合にお決まりの対処法があった。

「千せん手じゆ屋やさん、鏡です！　鏡を割ってください！」

「ええ!?　……あっ！　そーか！」

　千せん手じゆ屋やも遅おくれてナユタの意図に気づいた。

　鏡から出てきた魔ま物ものは、鏡を壊こわせば消える──もしもナユタが制作者の立場なら、そうした回かい避ひ手段を残しておく。

　千せん手じゆ屋やは自分の偽にせ物ものをかいくぐり、鏡に向けてモップの柄えを突つき出だしながら体当たりを仕し掛かけた。

　しかし、予想に反して鏡は割れない。

　それどころか、水面のように千せん手じゆ屋やの体をそのまま飲のみ込こんでしまう。

「うええっ!?」

　裏返った悲鳴を残して、彼かれは転げながら鏡の向こう側に消えていった。

　どうやら敵を倒たおす必要はなく、そのまま脱だつ出しゆ路ろとなる仕様だったらしい。破は壊かいはできずとも、それならそれで好都合だった。

「ナユタさん！　こちらへ！」

　菱ひし川かわが先導する。ナユタは片足を引きずりながらも、壁かべに手をついて前へ進んだ。

　偽にせナユタはまだ倒たおれたままだが、偽にせの千せん手じゆ屋やがナユタへ向けてモップを振ふりかぶる。

　すかさずがら空きの腹部へ拳こぶしを叩たたき込こむと、偽にせ千せん手じゆ屋やは悶もん絶ぜつの末うずくまった。こちらは偽にせナユタよりもだいぶ弱い。

「菱ひし川かわさん！　行ってください！」

　ナユタの合図にあわせて、茶ちやトラ猫ねこが鏡に飛とび込こむ。

　ナユタもその直後、倒たおれ込こむような勢いで鏡面に身を預けた。

　ぬるりと生暖かい感かん触しよくを経て、その体は〝向こう側〟へと抜ぬける。

　出た先はコンクリートに囲まれた同じ地下通路だった。

　偽にせ物もの達たちはまだ鏡の中にいる。

　鏡面は変わらず水面のようで、破は壊かいはできそうにない。

（鏡を封ふうじるには……！）

　咄とつ嗟さの判断で、ナユタは付ふ与よされたアイテムリストから《ペンキ》を選せん択たくした。

　鏡から這はい出だそうとする偽にせ物もの達たちめがけて、彼かの女じよはその中身をぶちまける。

　たちまち真っ赤な色しき彩さいが一面に広がり、垂れたペンキが鏡面に映るナユタ達たちの姿を消し去った。

　その後は、何も起きない。

　──しばらくして、傍そばに転んでいた千せん手じゆ屋やが身を起こした。

「……うおお……は、腹が重……っ！　クリティカルにキたっ……！」

「あ……すみません。偽にせ物もののほう、咄とつ嗟さに殴なぐってしまいました」

　ナユタが偽にせ物もの相手に打うち込こんだ一いち撃げきの影えい響きようで、千せん手じゆ屋やは悶もん絶ぜつしていた。感覚的な痛みは抑おさえられても、部位へのダメージはきちんと反映される。

　腹部を抱かかえながら、千せん手じゆ屋やが力なく笑った。

「い、いえ、俺おれの偽にせ物ものがとんだご無礼を……あの、姐あね御ごの足は大だい丈じよう夫ぶっスか？」

「はい、どうにか。力が入らないので走るのは無理ですが、即そくリタイアするほどではないです」

「それは良かった。いや、性た質ちの悪いトラップでしたね……」

　ナユタと千せん手じゆ屋や、菱ひし川かわはそれぞれ顔を見合わせ、ようやく安あん堵どの息を吐はいた。

「姐あね御ご、このモップ、杖つえ代わりに使ってください」

「はい。ありがとうございます」

　日ひ頃ごろは持ち歩いている回復アイテムも没ぼつ収しゆうされている。付ふ与よアイテムの《非常食》は体力回復には役立つが、関節の負傷はステータス異常に近い扱あつかいとなるため、相応の回復手段が必要だった。

「今いま更さらのようですが、よく切きり抜ぬけられたものです。ペンキを使ったのは良い判断でしたね」

　菱ひし川かわが感心したように、肉球をぺちぺちと叩たたき合あわせ拍はく手しゆをした。

　この賞賛を受けて、千せん手じゆ屋やが肩かたをすくめる。

「偶ぐう然ぜんにしちゃ出来過ぎですよね。きっと付ふ与よされたアイテムが、そのままルート分ぶん岐きにも影えい響きようする仕様なんスよ。姐あね御ごはペンキを持っていたから、こうして鏡面世界ルートに連つれ込こまれたんだと思います」

「そうですね。他に食券もあるので、もしかしたら学食ルートにも行けたのかもしれませんが……」

　この《ガッコウ（仮）》は、何度もリトライすることで分ぶん岐きが増えていき、クリア回数を重ねればトゥルーエンドへの道が開ける仕様だと説明にもあった。

　おそらくはプレイ回数に応じて付ふ与よアイテムのパターンが変化し、また同じルートを何度もプレイすることがないよう、付ふ与よアイテムでイベントフラグを管理し、リトライ時には使用済みアイテムの重複付ふ与よを避さける仕様になっているものと推測できる。

　あるいはクリアを重ねれば、付ふ与よされるアイテムの数も増えるのかもしれない。

（例えば、条件を満たしたプレイヤーには、四つ目の付ふ与よアイテムとして、トゥルーエンドルートに必要な〝鍵かぎ〟が追加されたりとか──）

　勝手な想像ではあるが、オンラインゲームを長くプレイしていると、運営側の方針や癖くせのようなものもだんだんと摑つかめてくる。

　ナユタはモップを杖つえ代わりに足を引きずり、ゆっくりと立ち上がった。

　ふと周囲を見回した彼かの女じよは、そこでしばし眼めを疑う。

（あれ……？　……んん？）

　──菱ひし川かわが、二匹ひきに増えていた。

　どちらもブレザー姿の茶ちやトラ猫ねこだが、一匹ぴきは喋しやべる本物の菱ひし川かわで、もう一匹ぴきは明らかに鏡の中から出てきてしまった偽にせ物ものである。ペンキの隙すき間まから、ギリギリでこちら側に入はいり込こんだらしい。

「……あの、菱ひし川かわさん。増えています」

「はい？」

　とうの菱ひし川かわも気づいていなかったらしく、ナユタの指さした方向を見るなり、きょとんと立たち尽つくした。

　偽にせ物ものの菱ひし川かわは、耳をピクピクと動かしながら、何食わぬ顔で本物と向き合う。

　千せん手じゆ屋やも呆ほうけた声を漏もらした。

「……え。どうするんスか、コレ……敵でしょ？」

「……まぁ……敵対する意思は感じませんから、放っておきましょう」

　自分の姿をした偽にせ物ものは遠えん慮りよなく叩たたき潰つぶせたが、ＮＰＣとはいえ猫ねこを虐ぎやく待たいする気にはなれない。なにより、先さき程ほどの仕様からして戦うと菱ひし川かわにダメージが行く。

（あれ？　でも視察用のステータスがないアバターだから、そもそも倒たおせないような……）

　仕様の解かい釈しやくに迷いつつ、鏡面世界を抜ぬけ出だしたナユタ達たちは、再び地下通路を歩き出した。

　本物と偽にせ物もの、二匹ひきの菱ひし川かわは並んでてくてくとついてくる。

　本物の菱ひし川かわがふと、隣となりを歩く猫ねこの手を握にぎった。

「……亡なくなった息むす子こは猫ねこが好きでしてね。私の家でも、ちょうどこの猫ねこによく似た茶トラを飼っていました。息むす子こより年上で、兄弟というよりは親子のように育ったのですが……息むす子こが亡なくなった次の週に、その猫ねこも老ろう衰すいで息を引き取りました。息むす子こを一人で逝ゆかせるのが、忍しのびなかったのかもしれませんな──」

　そんな思い出話に、千せん手じゆ屋やが洟はなをすすった。

「ああ、動物ってそういうのありますよねぇ……うちは犬を飼っていたんですが、俺おれがＳＡＯ事件に巻まき込こまれていた二年間のうちに死んじまって……動物に二年は長いっスね。生せい還かんしたらまたモフりたかったんスけど、間に合いませんでした」

「そうでしたか……人でも犬いぬ猫ねこでも、死に目に会えないというのは寂さびしいものですね」

　菱ひし川かわと千せん手じゆ屋やの会話を聞きながら、ナユタは改めて、今日が初対面のこの面メン子ツを振ふり返かえった。

　ＳＡＯ事件の発生当日に、自らの手で意図せず長男を死なせてしまった菱ひし川かわ。

　二年もゲーム内に囚とらわれていた兄を、クリアまであと数ヶ月というタイミングで失い、それに続いて両親をも事故で失ったナユタ。

　ゲームのクリアまでどうにか生き延びたものの、就職には失敗しクレーヴェルに拾われて今に至る千せん手じゆ屋や。

　ＳＡＯに人生を狂くるわされた面々が、なんの因果か、こうして別のゲームの中で連れ立っている。

　なんとも奇き妙みような縁えんで、抱かかえた事情こそそれぞれ違ちがうが、この三人には共通して、初対面でも互たがいの心情を思いやれる素地があった。

　菱ひし川かわが亡なき息むす子この話をしやすいのも、被ひ害がい者しや同士の連帯感が影えい響きようしていることは想像に難かたくない。

（……悲しい思いを吐はき出だせる場、か──）

　少し前まで、ナユタにそんな場はなかった。

　変化のきっかけは《幽ゆう霊れい囃ばや子し》である。

　ヤナギのために動いたあの一件以降、彼かの女じよを取り巻く環かん境きようは、良いほうに大きく変わってくれた。

　外からはナユタがヤナギを助けたように見えても、実際に助けられたのはナユタの側だった。

　その意味では、クエスト制作者の矢や凪なぎ清きよ文ふみにも感謝している。

　生前の清きよ文ふみとナユタとの間に接点などは微み塵じんもなかったが、それでも彼かれの遺のこした作品がクレーヴェルと知り合うきっかけになり、間接的にナユタを救ってくれた。

　縁えんとは不思議なものだと思う。

　自分の死後も含ふくめて、どこでどうつながるかわからない。あるいはナユタもまた、無自覚のうちに〝誰だれか〟を救っている可能性すらあった。

　人は自分の周囲で起きている事象すら、完全には把は握あくできない。当たり前のことだが、つい忘れがちでもある。

　コンクリートに固められた殺風景な地下通路、その出口は旧校舎の職員室ではなく、体育館の舞ぶ台たい袖そでにつながっていた。

　ナユタ達たちはそこで立ちすくむ。

「うっわ……なんかヤバそう……」

　舞ぶ台たい袖そでから体育館を見み渡わたすなり、千せん手じゆ屋やが呻うめいた。

　そこには入学式、もしくは卒業式を思わせる光景がある。

　ずらりと並んだ椅い子すには、制服を着た大量のマネキン人形達たち──

　数は数百から千体前後、男女の別はあるものの全てが同じ体型、同じ制服、同じ姿勢を保っており、もちろん見分けはつかない。

　壁かべ際ぎわの垂れ幕は紅白ではなく白黒で、壇だん上じようには白い仏花が大量に飾かざられていた。

　そして壁かべ際ぎわに立った教きよう職しよく員いん達たちには、一様に首がない。

　舞ぶ台たい袖そでから出る通用口には鍵かぎが掛かかっていた。

　舞ぶ台たい側は広く空いているが、どう考えても何か仕し掛かけがある。

　念のため、ナユタは千せん手じゆ屋やに問いかけた。

「……何も起きない、と思いますか？」

「……まっさかー。コレで何も起きなかったら、それこそエラーか演出のミスでしょ……」

「ですよね」

　力なくうなだれる千せん手じゆ屋やを従えて、ナユタは杖つえ代わりのモップを携たずさえ、舞ぶ台たいへ続く短い階段を上がった。

　さして怖こわくはないが、この足ではまともに戦える自信がない。

　舞ぶ台たいの端はしに来たところで、頭上から校内放送が響ひびき始はじめた。




『全校生徒の……皆みなさんに、お知らせします……校内に……不ふ審しん者しやが紛まぎれ込こみました……生徒の、皆みなさんは……不ふ審しん者しやを、見つけ次し第だい……〝撲ぼく殺さつ〟してください……』




　抑よく揚ようのないくぐもった放送が終わると同時に、座席のマネキン人形達たちが一糸乱れぬ動きで懐ふところから棍こん棒ぼうを取り出した。

「ひいっ!?」

　千せん手じゆ屋やがたじろぎ、ナユタは壇だん上じようで身構える。

　足をまともに使えない今、降りて戦えばあっという間に囲まれてしまう。ならばこの場にとどまり、仮設階段から舞ぶ台たいへ上がってくる敵を迎げい撃げきしたほうがいい。

「千せん手じゆ屋やさんと菱ひし川かわさんは、最悪の場合、さっきの地下通路に逃にげ込こんでください。その間、私がここで敵を足止めします」

　凜りんと立つナユタの背中に向けて、千せん手じゆ屋やが声を裏返らせた。

「だからなんでそう漢おとこらしいんスかっ！　モップ！　そのモップ返してください！　あと、さっきのペンキもまだ余ってますよね!?」

「ペンキ？　使い切ってはいませんが……」

　缶かんが大きかったため、底のほうに少しは残っている。ただ、目くらましとして敵にぶちまけられるような量ではない。

「それならください！　でもって……五分！　いえ、三分！　そこで持ちこたえていただければ、もしかしたら……」

　詳しよう細さいを確かめる猶ゆう予よはなく、ナユタはペンキの缶かんを後ろに放った。蓋ふたが閉まっているため、落としたところで問題はないが、千せん手じゆ屋やもこれをしっかりと受け止める。

　彼かれが何をする気かはわからないが、ナユタの眼下にはもう、マネキン人形の群れが迫せまりつつあった。

　舞ぶ台たいの端はしに立ったナユタめがけて、彼かれらはそれこそ生肉を求めるゾンビのように殺さつ到とうしてくる。

　渋じゆう滞たいを起こしつつも階段を上ってくる彼かれらの前に立ち、ナユタは先頭に立った敵の頭を無造作に殴なぐり飛とばした。

　そこから先は一歩も退ひかず、ただ目の前の敵に向けて拳こぶしを振ふるい続つづける。

　長くはもたない。この舞ぶ台たいへ上がる階段は左右あわせて二つある。

　分散して襲おそってくる程度の知ち恵えもないらしく、今はまだ最も寄よりの階段にばかり集つどっているが、おそらく数十秒後には舞ぶ台たいの下を埋うめ尽つくし、溢あふれるようにして反対側の階段からも敵が上がってくるはずだった。

　そうなれば、足を負傷している彼かの女じよ一人ではもうどうにもならない。

（ここでリタイア、かな……）

　戦局を見定めた上で、ナユタは戦いながらもその覚かく悟ごを固めかけた。

　それでもなお最後までは足あ搔がこうと、拳こぶしを強く握にぎり込こむ。

　棍こん棒ぼうをかざしたマネキンがまとめて三体、ナユタの前へ肉にく薄はくした。

　右の拳けん撃げきで一体をしとめ、続く左の拳けん撃げきで一体を弾はじき飛とばし、最後の一体には痛めた側の足で膝ひざ蹴げりをぶち込こんだ。軸じく足あしさえ無事ならば、どうにか膝ひざの威い力りよくは出せる。

　常ならそのまま次の蹴けり技わざを繰くり出だすか、あるいは前へ踏ふみ込こんで重心を移動させたいところだったが、痛めた足首もそこまで軽傷ではなかった。

　膝ひざ蹴げりを決めた直後に彼かの女じよは体勢を崩くずし、その場に片手をついてしまう。

（あっ……！）

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよ、その両方の要かなめとなる腕うでで体を支えてしまえば、ただでさえ足を負傷しているナユタは何もできない。

　多数の敵が次から次へと襲おそってくるこの状じよう況きよう下かで、この隙すきはあまりに大きすぎた。

（……やられるっ！）

　体を起こせないまま、ナユタは身を硬かたくした。

　周囲からマネキンの棍こん棒ぼうが振ふり下おろされる。




「──ナユタ！　そのまま伏ふせていろ！」




　離はなれた位置から、この場で聞こえるはずのない青年の声が不意に響ひびいた。

　ほぼ同時に、熱を伴ともなった光線がナユタの傍そばをかすめ、舞ぶ台たいの床ゆかに跳はねて焦こげ跡あとを作る。

　光線に貫つらぬかれたマネキン人形の腕うでが弾はじけ飛とび、更さらに二度、三度と鋭するどい光線が視界を横切った。

　この狙そ撃げきに続いて、体育館の一いち隅ぐうで猛もう烈れつな爆ばく発はつ音おんが響ひびく。

「コヨミ、手しゆ榴りゆう弾だんでスペースを空けた！　行ってくれ！」

「がってん！　てめぇら、うちのなゆさんに何さらしとんじゃあ！　おらおら、往生せぇやぁぁ──っ！」
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　照明器具の置かれた二階通路から、チェーンソーを携たずさえた小こ柄がらな影かげが飛び降りる。

　服装はいつもと違ちがってセーラー服だが、その姿は見み紛まがうはずもない。

「コヨミさん!?　どうしてここに!?」

「なゆさん、無事!?　待っててね、いまこいつらに引導渡わたすから！」

　マネキンの群れに突つっ込こんで電動チェーンソーを振ふり回まわす──あるいはチェーンソーに振ふり回まわされるコヨミの姿は、さながら小さな竜たつ巻まきだった。

　彼かの女じよを中心として人形の四し肢しが縦じゆう横おう無む尽じんに宙を舞まい、通とおり抜ぬけた後には道ができていく。

　その間にも、二階通路からはビームスナイパーライフルによる狙そ撃げきが続いていた。

　撃うっているのはクレーヴェルだが、ナユタに当てないよう配はい慮りよしているためか、狙ねらいがわずかに甘あまい。それでも周囲の敵を確実に屠ほふり、彼かの女じよが体勢を立て直す時間を稼かせいでくれた。

　背後で千せん手じゆ屋やが歓かん声せいをあげる。

「社長！　来てくれたんスね！　こっちも間に合いました！」

　ナユタが一いつ瞬しゆん振ふり返かえると、千せん手じゆ屋やの隣となりに、真っ赤な線で描えがかれた体長三メートルほどの獣けものがいた。

　四し肢しは太く短いが眼まな差ざしは精せい悍かんで、口元からは鋭するどい牙きばも覗のぞいている。

　その体のほとんどは透とう明めいで、ワイヤーフレームほど角張ってはいないが、明らかに〝簡素に描かかれた線画〟だとわかった。

「いけっ！　コテツッ！」

　唐とう突とつに現れた赤い獣けものは、千せん手じゆ屋やの合図でナユタの脇わきをすり抜ぬけ、眼前のマネキン達たちに襲おそいかかる。

　ナユタは驚おどろくよりも先に納なつ得とくしてしまう。

　千せん手じゆ屋やのジョブは、どうやら《絵師》だったらしい。魔ま法ほう陣じんから使つかい魔まを呼び出す召しよう喚かん術じゆつ士しのような職で、陣じんの代わりに絵を描かき、使つかい魔ま代わりにその絵を実体化させるという特とく殊しゆなスキルを持つ。

　攻こう撃げき型がた、防ぼう御ぎよ型がた、支し援えん型がたなど、スキルレベルに応じて様々な味方を描かき分わけ可能で、凝こった絵になる程ほど、戦せん闘とう力りよくも増していく。

　ただし実体化した絵の稼か働どう時じ間かんが概おおむね数分前後と短い上、予備動作の長さも嫌きらわれて、ゲーム内では不ふ遇ぐうな職という評価が大勢を占しめていた。ボス戦の最中に延々とお絵え描かきなど、なかなかできることでもない。

　モップとペンキで描かき出だされた西洋犬はおそらくウェルシュ・コーギーで、ずんぐりと愛らしかった。

　竜たつ巻まきと化したコヨミと、嵐あらしのように暴れ回るコーギーの奇き襲しゆうによって、マネキン達たちは為なす術すべもなくその数を減らしていく。

　もはや一方的な虐ぎやく殺さつである。

　呆ぼう然ぜんとその光景を見守るナユタの足あし下もとに、二匹ひきの菱ひし川かわがぽてぽてと歩み寄った。

「あれは……千せん手じゆ屋や君くんが昔飼っていたという犬ですか。こうして描かくたびに思い出せる──なるほど。折に触ふれてあえて思い出す上では、いい弔とむらい方かたなのかもしれませんね……」

　戦せん闘とうの必要がなくなり、落ち着いたナユタも会話に応じた。

「あの思い出し方は、ちょっとどうかとは思いますが……そうですね。弔とむらい方かたも思い出し方も、結局は人それぞれでいいんじゃないかと思います。つらい記き憶おくの場合には、思い出したくないのもわかりますし──大事なお子さんを失った悔くやしさなんて、真正面から向き合ったら、きっと正気を保てない気がしますから」

　菱ひし川かわが無言で目を閉じた。

　ナユタも無言で、目の前で壊こわされていくマネキン人形の群れを見つめる。

　周辺をほぼ掃そう討とうしたコヨミが、チェーンソーを振ふりかざしたまま駆かけ寄よってきた。

「なゆさん！　なゆさんなゆさん！　無事でよかったー！　本物!?　本物だよね!?」

「危ないのでチェーンソーは置いてください。本物ってなんです？　私の偽にせ物ものでもいたんですか？」

　チェーンソーを足あし下もとに置き捨て、コヨミが子犬のように飛びついた。

「いたの！　探たん偵ていさんがここぞとばかりに悪いた戯ずらして大変だったんだから！　偽にせなゆさんに、いろいろ触さわったり揉もんだり口では言えないあんなことやこんなことをこれでもかと……！」

「噓うそですよ。羽は交がい締じめにしたところへ、コヨミさんが退たい魔ま札ふだを貼はっただけです」

　いつの間にか、マヒロが舞ぶ台たい袖そでの階段を経てナユタの傍そばに来ていた。

　彼かの女じよの足あし下もとには教師の猫ねこ達たちがずらずらと付き従っている。どういう事情かはよくわからないが、マヒロが彼かれらの引いん率そつ役やくになったらしい。

　猫ねこ達たちがわらわらと歩み寄る。

「菱ひし川かわさん、ご無事でしたか！」

「いや、驚おどろきました。隠かくし通つう路ろを抜ぬけたと思ったら体育館の照明用通路に出て、下が人形だらけになっていて……」

「ああ、いや、皆みなさん。そっちは私のコピーです。本物はこちらでして」

　菱ひし川かわの偽にせ物ものを本物と勘かん違ちがいし、教きよう員いん達たちはその周囲に集つどっていた。

　偽にせ物ものの茶トラはのんびりと眼めを細め、優ゆう雅がに頷うなずいている。特に何も考えていないはずだが、その態度には妙みような大物感があった。

　ふっと気を抜ぬいて、ナユタはその場によろけてしまう。

　コヨミが慌あわててその体を支えた。

「どーしたの、なゆさん!?　ケガ!?　どっかケガしたっ!?」

「足首を捻ひねってしまって……大だい丈じよう夫ぶですよ、走るのは無理ですが、ちゃんと歩けますから」

　たちまちコヨミが保護者と化す。

「か、回復アイテムっ！　誰だれか湿しつ布ぷ薬やくとかない!?　蝦が蟇まの油あぶらとか竜りゆう宮ぐうの膏こう薬やくとか呪じゆ禁ごんの角つのとかそっち系！」

　わたわたと周囲に声をかけるが、視察の猫ねこ達たちにはそもそもアイテムが付ふ与よされていない。

　そんなコヨミの眼前に、一人の男が薬を差し出した。

「……蝦が蟇まの油あぶらなら持ち合わせています。どうぞ」

「あっ！　ありがとー！」

　その人物を見上げて、ナユタはまた驚おどろく。

「えっと……大おお柿がきさん？」

　後ろではリリカも手を振ふっていた。彼かれらもたった今、合流したところらしい。

　彼かの女じよの隣となりでは、千せん手じゆ屋やがひそひそと余計なことを言っていた。

「……でましたね、大おお柿がきさんのツンデレ」

「ねー。無愛想な顔でアレやられると、なんかだんだん可か愛わいく見えてくるから不思議だよねー」

「黙だまれ。仕事を回すぞ」

　リリカと千せん手じゆ屋やが揃そろって視線を明後日あさつての方向に逸そらした。社内の力関係がとてもわかりやすい。

　大おお柿がきはコホンと咳せき払ばらいをし、ナユタに向き直った。

「失礼──自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれました。クローバーズの営業部長を務めております、大おお柿がきと申します。お二人には、社長がいつもお世話になっていまして……ありがとうございます」

「いえ。お礼を言われるようなことは何もしていません。むしろ私わたし達たちのほうがお世話になっています」

　ナユタがそつなく会え釈しやくすると、大おお柿がきは妙みように真しん剣けんな目つきで深く頭を下げ直した。

「……社交辞令ではなく、お二人には感謝しています。ほんの数ヶ月前まで、おそらく貴方あなた達たちが思っているより、社長は危ない状態でした。休きゆう暇かをとらず、過労気味でも仕事を続けてしまう日々が続いていて……私が注意してものらりくらりと誤ご魔ま化かされていたのですが、貴方あなた達たちが事務所に滞たい在ざいするようになってから、それがちょうどいい息いき抜ぬきになったようです。仕事の効率は落ちたはずですが、体や精神のことを思えば今のほうがずっといい。年若いお嬢じようさん方に、こんなことを申し上げるのは心苦しいのですが……社長のこと、これからもどうかよろしくお願いいたします」

　受け取った蝦が蟇まの油あぶらをナユタの足首に塗ぬりつけつつ、コヨミがかっくんと首を傾かしげた。




「…………………………Ｂ……Ｌ？」




　──大おお柿がきがにっこりと微ほほ笑えんだ。

　ナユタの背筋が震ふるえる程度には威い圧あつ感かんがある。

「……そちらのお嬢じようさんは、どうやらリリカさんと近い精神構造をお持ちのようですね。うちの社員ではないから手加減しますが、最悪の場合、名めい誉よ毀き損そんをかけて法ほう廷ていで争うことになりますので、くれぐれも言葉には気をつけていただきたい。わかりやすく言えば──私は社長と違ちがって、売られた喧けん嘩かを〝あくまで合法的に〟買う性しよう分ぶんです」

「ごめんなさい。お口にチャックします」

　コヨミが素す直なおに平身低頭した。

　一見すると傍ぼう若じやく無ぶ人じんなコヨミだが、逆らってはいけない相手のことは野性の勘かんでそこそこ明確に見分ける。

　静かに怒おこっている時のナユタがまさにその例だが、大おお柿がきも近い場所にカテゴライズされたらしい。

　大おお柿がきが教きよう員いん達たちの元へ移動した後、コヨミがナユタに耳打ちした。

「……だ、だってしょーがないじゃん！　同性相手にあんな重いコト言われたら、そりゃそーいう関係かもって邪じや推すいするよね!?」

「しないです。普ふ通つうに〝面めん倒どう見みのいい人なんだろうな〟くらいですよ。あるいは心配性なだけかもしれませんが……なんにせよ、誠実な人なんだと思います」

　ナユタはつい先さき程ほど、千せん手じゆ屋やからも以前のクレーヴェルについて聞いていた。どれだけ社しや員いん達たちに心配をかけていたのかと、今いま更さらのように呆あきれてしまう。

　とうのクレーヴェルが照明用の通路から悠ゆう々ゆうと降りてきた。

　もはやマネキン人形は一体も残っていない。

　散々に暴れ回った絵のコーギーも、千せん手じゆ屋やの元へ戻もどり尻しつ尾ぽを振ふってじゃれつきはじめた。

　体格差のせいで食われているようにしか見えないが、千せん手じゆ屋や本人は笑いながらコーギーを褒ほめている。

　その様子を横目に、クレーヴェルがナユタの前に立った。

「全員、合流したようだね。千せん手じゆ屋やが失礼な真ま似ねをしなかったかな」

「はい。特に何も」

　ナユタは澄すまし顔がおで淡たん々たんと応じる。

　離はなれていた時間はほんの数十分のはずだが、その狐きつね顔がおが、何な故ぜだかやけに懐なつかしく見えた。
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　菱ひし川かわは猫ねこの視点から、ゲームフィールドをぼんやりと眺ながめていた。

　子供よりもなお低い視点からだと、世界はより広く大きく見える。

　同行したナユタという娘むすめもかなり年下のはずだったが、猫ねこの視点から見上げると、まるで年上の大人のように見えてしまった。

（ナユタさん……か）

　顔立ちは綺き麗れいで立たち居い振ふる舞まいも楚そ々そとしていたが、妙みように頼たのもしく、一いつ切さいの怯おびえを感じさせない剛ごう胆たんな娘むすめだった。

　千せん手じゆ屋やの口くち振ぶりからして、暮くれ居い海かい世せいの恋こい人びとなのだろう。そうした相手が既すでにいることは予想していたし、見合いを断る理由としてはよくある話でもある。

　先方も納なつ得とくするだろうし、そもそも「駄だ目めで元々」と請うけ合あった話だけに、何も問題はない。

　──菱ひし川かわは今、別のことを気にしている。

　マネキン人形の破は片へんが散乱する体育館の中央に、ぼんやりとセーラー服姿の少女が浮うかび上あがった。




『皆みな様さま、お疲つかれ様さまでした。本日のテストプレイは以上となります。皆みな様さまは無事、この学校からの脱だつ出しゆつを果たしましたが、呪のろいを解くには至りませんでした。クリア回数を重ねることで、新たなルート、新たなフィールドが開け、我わが校こうを巡めぐる因いん縁ねんも少しずつ解き明かされていきます──』




　そこまで話したところで、少女は体育館の出口を掌てのひらで示した。

『さて、テストプレイはこれで終しゆう了りようとなりますが、あちらの学生食堂にて、この後、開発スタッフを交えた懇こん親しん会かいを予定しております。お急ぎでない方はぜひ、その場で当クエストへのご意見、ご感想をいただけましたら幸いです。それでは、本日はご多た忙ぼうの中、ありがとうございました』

　一礼して消えていく少女を、猫ねこ達たちが肉球の拍はく手しゆで見送った。

　それに倣ならう菱ひし川かわの耳に、すぐ近くにいるナユタ達たちの会話が漏もれ聞きこえる。

「懇こん親しん会かいかー。でも私らは関係者じゃないし……なゆさんはどーする？」

「せっかく怪け我がまで治してもらいましたが、今日のところはもうログアウトしようと思います。お風ふ呂ろもまだですし──マヒロちゃんも、そろそろログアウトしたほうがいい時間帯ですから」

　まだ深夜とはいえないが、子供が遊ぶには少し遅おそい。

　菱ひし川かわはナユタに歩み寄った。もう一匹ぴきいる偽にせ物ものの菱ひし川かわも、その後ろにぴたりとついてくる。

「ナユタさん。今夜は色々とありがとうございました。またぜひ、機会があったら何ど処こかで──まぁ、お会いする可能性がありそうなのは慰い霊れい式しきくらいでしょうか」

　菱ひし川かわと握あく手しゆをかわしながら、ナユタが微ほほ笑えんだ。

「そうですね。今年はうかがうかもしれません」

「でしたらぜひ、暮くれ居い社しや長ちようとご一いつ緒しよに」

「はい。都合がつくようなら誘さそってみます」

　コヨミが暗い眼めでナユタにしがみついた。

「……探たん偵ていさんと二人っきりでお出かけとか、許されざるよ？　……って言いたいけど、慰い霊れい式しきか……うーん……ギリ……いや、でもなー……」

　菱ひし川かわは納なつ得とくした。どうやらナユタと暮くれ居いは、付き合っていることをまだこちらの娘むすめには隠かくしているらしい。

　あまり踏ふみ入いるのも野や暮ぼと察し、余計なことは言わない。

　先にログアウトしていくナユタ、コヨミ、マヒロ達たちを見送り、懇こん親しん会かい会場の学生食堂に移動した後──

　菱ひし川かわは改めて、詰つめ襟えり姿の暮くれ居い海かい世せいとテーブル越ごしに向き合った。何な故ぜかコピーの偽にせ菱ひし川かわも、堂々と隣となりに座すわっている。

　菱ひし川かわは卓たくに手をつき、深々と頭を下げた。

「暮くれ居い社しや長ちよう、まずは八はち鳥どりさんの件、弊へい社しやの社員がご迷めい惑わくをおかけしてしまい、まことに申し訳ありませんでした。また私のほうも、偶ぐう然ぜんとはいえ、妙みようなタイミングで余計な見合い話などを持もち込こんでしまい……」

　暮くれ居いが菱ひし川かわの腕うでを持ち上げるようにして体を起こさせた。本来なら肩かたを摑つかむ場面なのだろうが、生あい憎にくと今は猫ねこのため、撫なで肩がたが酷ひどい。

「いえ、お気になさらず。たった今、千せん手じゆ屋やから大まかな事情をうかがいました。息むす子こさんを亡なくされたこと、たいへんお気の毒に思います。また、お見合い相手のお嬢じようさんもＳＡＯサバイバーとのことで……いろいろと得心がいきました。《思考出力》の件で見合い話に発展するというのは、少々行きすぎかと感じていたものですから」

　菱ひし川かわは爪つめで頭を搔かく。隣となりでは偽にせ物ものが大おお欠伸あくびをかましていた。

「いや、お恥はずかしい……なまじ社員が多いと、他の部署の水面下の動きなどはさっぱりわからないもので。汗かん顔がんの至りです」

　一つの会社は一つの意思に従って動く──はずもなく、中身は個人の集まりであり、部署ごとの垣かき根ねもそれなりに高い。ある程度の大まかな方針は共有できても、水面下の根回しなどは、そもそも発覚してはいけない性質のものだった。

　暮くれ居いが菱ひし川かわを見つめた。

「ともあれ、菱ひし川かわさんの事情は概おおむね理解いたしました。しかしやはり、見合いの件は、大変恐きよう縮しゆくなのですが……」

　菱ひし川かわは肉球を顔の前で左右に振ふった。まさか交際相手のいる相手に見合い話を持もち込こむわけにはいかない。

「ああ、いえ。それはもういいのです。ただ、千せん手じゆ屋やさんと話していて、実はちょっと気になることが出てきてしまいまして……暮くれ居い社しや長ちようは、去年の慰い霊れい式しきにご出席されたのですよね？」

　確かく認にんのため、菱ひし川かわは慎しん重ちように問う。

「ええ。知り合いへの挨あい拶さつ回りで、少し慌あわただしかったのですが──」

「……出席の記帳は、ご自身で？」

　暮くれ居いが首を傾かしげた。

「……記帳……？　さて……おい！　千せん手じゆ屋や！」

「うええーい。なんスか？」

　別席から呼ばれた絵師の青年は、へらへらと揺ゆれるような足取りで近づいてきた。社会人らしからぬ物もの腰ごしだが、暮くれ居いは気にもしていないらしい。

「去年の慰い霊れい式しき、確か君も島から出てきて出席したな？　あの時、記帳は……」

「あー、社長がいろんな人への挨あい拶さつで忙いそがしそうだったんで、俺おれが代役でやりましたね。それが何か？」

　菱ひし川かわは肉球を口元にあて思案する。

　──「よもや」という思いから確かく認にんしたが、どうやら当たりだったらしい。

「……千せん手じゆ屋やさん。その時のこと、もう少し詳くわしく憶おぼえていますか？」

　千せん手じゆ屋やが首をひねった。

「え？　えーと……いや、別に普ふ通つうっすよ。記帳所に列ができてたんで並んで……後ろに並んでたかわいいおねーさんが、ちょっと気分が悪くなったみたいだったんで、一回列から抜ぬけて水買ってきたりはしましたけど……その後、また一いつ緒しよに並び直して、普ふ通つうに社長の名前を書いて……」

　説明を遮さえぎり、菱ひし川かわは大事なことを確かく認にんする。

「……ご自分のお名前は、書かなかった？」

「あー。俺おれ、ああいうとこに名前とか住所とか残すの苦手なんスよね。なんか島までどーでもいい郵便物とかきそうで。社長の分だけでいーかなー、って」

　へらへらと笑う千せん手じゆ屋やを見て、暮くれ居いが額を押おさえた。

　勘かんのいい彼かれは、ここまでの菱ひし川かわの質問で全てを察したらしい。

　──先方からは暮くれ居い海かい世せいのことを、「愛あい想そが良くて底そこ抜ぬけに明るい」「人ひと懐なつっこくへらへらして見える」「言こと葉ば遣づかいはやや軽いが、親切な好青年」と聞いていた。

　名前を知った経けい緯いは「記帳を見たから」で、一番に出てきそうな「狐きつね顔がお」という感想は聞いていない。印象に食くい違ちがいがあるのはビジネスモードとプライベートモードの違ちがいかとも考えたが、今回の場合、もっとも合理的な解かい釈しやくは「人ひと違ちがい」だった。

　菱ひし川かわは改めて、深々と頭を下げる。

「……暮くれ居い社しや長ちよう。改めまして、たいへん失礼をいたしました。見合いの件は、おそらくお察しの通りです。先方に事情を伝えた上で、写真等で確かく認にんをさせていただき、もし差さし支つかえなければ……」

「承うけたまわりました。後日、改めてご連れん絡らくください。出張費を出してでも、責任を持って本土に呼びつけます」

　菱ひし川かわは暮くれ居いと握あく手しゆをかわす。先さき程ほどのそれよりも、少しばかり力がこもった。

　一方、千せん手じゆ屋やは間まの抜ぬけた顔で上司と猫ねこを眺ながめている。

「……え？　なんスか？　俺おれ、また何かやらかしました……？」

「君はいつもやらかしているから気にしなくていい。良くも悪くもね」

　暮くれ居いの冗じよう談だんを受けて、菱ひし川かわは曖あい昧まいに微ほほ笑えむ。隣となりでは偽にせ菱ひし川かわが、手ての甲こうを舐なめ顔を洗っていた。

　縁えんというのは、やはり不可思議なものらしい。
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　自室のものとは違ちがう湯船にゆっくりと浸つかり、ナユタはすっかり呆ほうけていた。

　──特に意味はなく、いつもより心持ち、入念に体を洗ってしまった気がしないでもない。が、もちろん深い意味はまったくなく、探たん偵ていの性格も自制心も十二分に理解している。

（まぁ……探たん偵ていさんだし……）

　それで全てが片づいてしまう程度には、良くも悪くも信用している。

　風ふ呂ろ上あがりに髪かみを乾かわかし、寝ね間ま着き代わりのタンクトップと短パンに着き替がえ、ナユタは居間へ移動した。

「お風ふ呂ろ、お先にいただきました。ありがとうございます」

「……ああ。うん」

　クレーヴェルからは生返事が返ってきた。

　頭痛を堪こらえるように、彼かれは目元を押おさえている。

「どうかしましたか。だいぶお疲つかれみたいですが」

　冷蔵庫から麦茶を取り出しつつナユタが問うと、クレーヴェルは絞しぼり出だすような声を紡つむいだ。

「……疲つかれてはいない。風ふ呂ろを貸すことには同意した。ゴネはしたが、泊とまっていいとも言った。しかし……ナユタ、今いま更さら、こんなことは言いたくないんだが、その格好はいくらなんでも無防備すぎる。何度も言っているが、君には明らかに警けい戒かい心しんが欠けている。ここにいるのが、もしも私じゃなかったら……」

　ナユタは溜ため息いきを返した。

「もちろん、探たん偵ていさん以外の人の家に気軽に泊とまったりなんかしません。夏の部屋着なんてだいたいこんなものです。まさかこの季節に、長なが袖そで長ズボンでも着ろって言うんですか？」

「いや、あるだろう……せめて普ふ通つうのパジャマとか、いっそジャージとか。その薄うす着ぎは、なんというか、こう……やけに生々しい」

　理り不ふ尽じんな指し摘てきには、ナユタも反論する用意がある。

「ＶＲと違ちがって現実なんですから、少しくらい生々しいのは当たり前です。どうせ後は寝ねるだけなんですから、気にしないでください」

「……まぁね。確かに、私が気にしなければ済む話なんだが……」

　クレーヴェルがノートパソコンに視線を戻もどした。

　ナユタはすっかりくつろいで、ソファに腰こしを下ろす。ＶＲ空間の探たん偵てい事じ務む所しよほどではないが、この部屋にもなんだかんだですっかり通い慣れた。泊とまるのは初めてだが、家具を使うことにはもはや違い和わ感かんがない。

「お風ふ呂ろ、入らないんですか？」

「後で入る。さっきのテストプレイで気づいた点を、先にまとめておきたい」

　こういうところが、社しや員いん達たちからワーカホリック扱あつかいされていた一因には違ちがいない。

　湯上がりの髪かみを改めてとかしながら、ナユタはぽつりと呟つぶやいた。

「今日、お会いした菱ひし川かわさん……ＳＡＯで息むす子こさんを亡なくされたそうですね」

　クレーヴェルの返事までには、少し間があった。

「……そうらしいね。だけど、彼かれは一つ噓うそをついていたかもしれない」

「噓うそ？」

　探たん偵ていが作業の手を止め、眼めを閉じた。

「彼かれが息むす子こさんを亡なくしたのは事実だろう。だが、ナーヴギアを外したのは父親の彼かれじゃなく──おそらく、〝母親〟だと思う」

　ナユタは言葉を失った。

　クレーヴェルは淡たん々たんと話し続ける。

「確証はない。ただ、警察を辞やめる前に、犠ぎ牲せい者しやについての報告書をいくつか読んだ。その中の初期死亡例の一つに──菱ひし川かわさんの話とよく似たケースがあった。名前は、仮か名めいだったかイニシャルだったかも含ふくめて忘れてしまったけれど、家族構成や年ねん齢れいがかなり近い」

　喉のどの渇かわきに気づき、ナユタは無言で麦茶を口に運んだ。

　クレーヴェルの声は重い。

「トラップ云うん々ぬんを抜ぬきにしても、脳に電流を流すような機械を不用意に外すのは危険だと、当時の菱ひし川かわ氏しならわかっていたはずだ。だが、機械に疎うとい母親にはそうした知識が一いつ切さいなく、ただのゲーム機だと思って、習い事の時間が迫せまっていた長男のナーヴギアを無理に外してしまった。結果として──彼かれはＳＡＯ事件当日の初期の犠ぎ牲せい者しやになった。そういう事例だ」

　ナユタは細い肩かたを震ふるわせた。

　菱ひし川かわがもしも本当にそんな噓うそをついていたとしたら、そこには当然、なんらかの理由がある。

「……子供を殺してしまった奥おくさんを……庇かばっているってことですか？」

　クレーヴェルが曖あい昧まいに頷うなずいた。

「奥おくさんのほうは、息むす子こを殺してしまったショックで精神を病やんで入院した。そして父親は、その罪悪感を半分背負うつもりで、周囲には〝殺したのは自分だ〟と言い始めた。もちろん警察は正確な事情を把は握あくしているけれど、夫ふう婦ふを罪に問えるような話でもないから、彼かれの周囲では《息むす子こを死なせたのは父親》ということになっているはずだ。その甲か斐いあってか、奥おくさんは記き憶おくに障害を抱かかえつつも退院し、今では日常生活には支障がない程度にまで回復している──というのが、当時の報告書の内容だった」

　ＳＡＯ事件は、発生から解決までに二年以上の歳さい月げつを要している。

　つまりクレーヴェルが生せい還かんした時、初期に亡なくなったプレイヤーの死からは既すでに二年以上が経過しており、その間にも多くの遺族が苦しんできた。

　菱ひし川かわ夫妻もまた、その中の一例だった。

「奥おくさんはもしかしたら、自分の手で息むす子こを死なせてしまったことを憶おぼえているのかもしれない。だがそれでも、夫が噓うそをついてまで庇かばっている、その心こころ遣づかいは彼かの女じよの支えになっているはずだ。菱ひし川かわさんが、初対面の我々にまで〝自分が死なせた〟とわざわざ表明したのは──ついている噓うそを補強したいという心理の表れだろう。一流企き業ぎようの部長として社会生活は送れているが、彼かれもまた、事件の被ひ害がい者しやとしてはいまだ苦く悩のうの中にある」

　──テストプレイの最中。

　菱ひし川かわが漏もらしたいくつかの言葉を、ナユタは思い返す。

〝私は、息むす子この死に対して、向き合い方を間ま違ちがえているんじゃないか──〟

　あの言葉には、〝このまま噓うそをつき続けていていいのか〟という疑念も含ふくまれていたのかもしれない。

　ナユタは膝ひざを抱かかえ込こんだ。

「……こういう事件の遺族って……どうしたら、救われるんでしょうか」

　クレーヴェルが困ったように目元を歪ゆがめた。

「抱かかえている事情がそれぞれ違ちがう上に、本人の性格も影えい響きようするから、〝こうすればいい〟という答えは思いつかない。ただ、私の場合は──君の存在に、救われている」

　思いがけない言葉に驚おどろいて、ナユタは顔を上げた。

　クレーヴェルは眼めを合わせない。椅い子すの背もたれを限界近くまで倒たおし、机き上じようのノートパソコンで巧こう妙みようにナユタの視線から顔を隠かくしている。

　しばらくの沈ちん黙もくを経て、ナユタは小声で呟つぶやいた。

「……すみません。よく聞こえなかったので、もう一度、言ってください」

「断る。よく考えたら事案の一歩手前だった。そのまま忘れてくれ」

　ナユタは壁かべ掛かけ時ど計けいを見上げた。

　時刻は深夜零時を回ろうとしている。

　いつもならとっくに眠ねむっている時間帯だが、今夜は少し、夜よ更ふかしをしたい気分だった。

「……あと五分くらいで、事案ではなくなると思います。だからもう一度、聞きたいです」

「五分？　何を言って……」

　時計を見たクレーヴェルが、はっと口を噤つぐんだ。

「……君……何座だ？」

「蟹かに座ざですね」

　六月二十二日から七月二十二日の間に生まれた者は、例外なく蟹かに座ざである。

　机に突つっ伏ぷし、探たん偵ていが低く呻うめいた。

「──すまない。ケーキもプレゼントも、用意していなかった……」

　ナユタは呆あきれる。

「何も教えてないんですから当たり前です。用意されていたら逆に怖こわいですよ」

　あと数分で訪おとずれる〝明日〟は、彼かの女じよの誕生日だった。十八歳は法律上でも節目の年となる。

　ナユタは膝ひざを抱かかえ直なおし、独り言のように呟つぶやいた。

「むしろ、謝あやまらないといけないのは私のほうなんです。ごめんなさい、探たん偵ていさん。私みたいな年とし頃ごろの子供が、こんなふうに転ころがり込こむのはご迷めい惑わくだって、わかってはいたんですが……」

　女子高生のナユタがここにいるという時点で、クレーヴェルはリスクを負っている。それを咎とがめられる立場の保護者はもういないため、実質的なリスクは限りなく０に近いが、少なくとも彼かれ自身の倫りん理り観かんにはおそらく反している。

　彼かれが自分の安全管理を曲げてまでナユタを受け入れてくれたのは、「ネットカフェなどに行かれるよりはよほど安全だ」という比ひ較かくの末の苦く渋じゆうの決断であり、ナユタもそんな思考を読んだ上でわがままを言った。

「私──誕生日に独りでいるのが、急に怖こわくなっちゃったんです。去年は平気だったのに……いえ、平気だったのかどうか、実はよく憶おぼえていないんですが、今年はなんだか……〝ああ、今年も、来年も、もしかしたらこれからもずっと、私は誕生日に独りなのかな〟って思ったら……急に、怖こわく──」

　誕生日に、独りでいたくない──そんな子供じみた理由のために、ナユタは今夜、ここにいる。

　クレーヴェルがいつの間にか、正面のソファに座すわっていた。

　いつもの狐きつね顔がおが、何な故ぜかいつもより真しん摯しに見える。

「もしかして、給湯器が壊こわれたというのは……？」

「いえ、それは本当です。ただ……壊こわれたことに気づいた後、〝これを口実にして、探たん偵ていさんのところに泊とまれないかな〟って考えちゃって……本当に泊とまれて、逆にびっくりしましたけれど」

「……私も、許可した後でしばらく自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていた」

「ですよね。ごめんなさい」

　ナユタは姿勢を正し、改めて頭を下げた。今回の件は、やはりどう考えても自分が悪い。

　しかし、クレーヴェルは首を横に振ふった。

「いや。今は逆に、断らなくて良かったと思い直している。珍めずらしく自分の迂う闊かつさを褒ほめたいくらいだ。今日はもう遅おそいから、そろそろ寝ねるといい。明日は特に予定もないし、私も休みにする。何ど処こか行きたいところがあれば──」

「ここでのんびりしたいです」

　遠えん慮りよではない。出で掛かける刺し激げきよりも、今はゆっくりと日常を過ごせる安心感が欲ほしい。

「……あ、でもお醬しよう油ゆやお米が切れかけているので、食材の買い出しには行きたいです。荷物持ち、お願いできますか」

「…………泊とまることにあれだけゴネておいてなんだが、もう今いま更さらという気がしてきたよ」

　力なく呟つぶやいて、クレーヴェルがソファから立ち上がった。

「さっきの、〝遺族はどうしたら救われるのか〟という問いだけれど……私はその答えを持っていないし、月並みではあるが、一つの方法として〝目の前にある今の生活を大切にする〟というのはどうかな？　今、君と話していて、ふとそんなことを思った」

　ナユタはくすりと微ほほ笑えむ。それが彼かれらしい回答なのか、それともらしくない回答なのかはわからないが、いずれにせよ、ナユタを気き遣づかった答えには違ちがいない。その意味では、気き遣づかいそのものがとても彼かれらしい。

「──どうでしょう？　試ためしてみないとわかりません。探たん偵ていさん、協力してくれますか」

「……前向きに検討する。ナユタ、誕生日おめでとう」

　時計の針は深夜零時を回っていた。

「はい。ありがとうございます。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ。私は風ふ呂ろに入ってくる」

　ありふれた言葉の短いやりとりさえ、今のナユタには嬉うれしい。

　寝しん室しつへ移動した彼かの女じよは簡易ベッドに横たわり、そのまますんなりと眠ねむりにつく。

　部屋の鍵かぎは、うっかり掛かけ忘わすれた。
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　五人で構成されるパーティーがあるとする。

　同性五人ならば、男だろうと女だろうとさして問題はない。

　個々の性格にも左右されるが、一いつ般ぱん論ろんとして同性の集団は相そう互ご理解が進みやすく、同じ目的に向けて邁まい進しんしやすい。このことは中学、高校の部活動等でも証明されている。

　続いて、男性四人に女性一人の場合。

　この組み合わせは過去、特とく撮さつヒーロー物でよく見られた。いわゆる「紅一点」だが、物語の中ではさておき、現実ではなかなか扱あつかいが難しい。オタサーの姫ひめ、サークルクラッシャー等、あまりいいイメージで使われない単語もこれに近い状じよう況きようから生まれた。

　男性三人と女性二人。あるいは男性二人と女性三人の場合。

　ただの仲良しグループであって、三角関係等が発生しない限り特に問題はない。二組がくっつくと一人あぶれる計算になるが、それぞれがグループの外側に恋こい人びとを作る例も多く、また同性同士の友情も育はぐくみやすい無難な構成といえる。ゆえに恋れん愛あいと友情をあわせてテーマにしたい青春物のドラマでは、これに近い構成を採用する例が多い。

　最後に、男性一人、女性四人の場合。

　外から見れば、いわゆるハーレム状態といっていい。基本的に男性は羨うらやみ、女性は眉まゆをひそめる構成である。

　しかしながら、当とう該がい男性が一夫多妻の石油王などであればともかく、世間一いつ般ぱんの常識人であった場合──

　この状じよう況きようは悪夢以外の何物でもない。

　仮に四人の女性が一人の男性に好意を向けていれば、その鞘さや当あては惨さん劇げきと呼ぶ他なく、直接的な暴力行こう為いがなかったとしても胃に穴が空く事態は避さけられない。

　そして更さらに、特に好意などを向けられていない状態で、女性四人の中に男性一人がうっかり交ざってしまった場合──

　男性は周囲に味方がいないまま孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを強しいられ、何の見返りもなく使用人のように酷こく使しされ、女性陣じんの匙さじ加か減げん一つで冤えん罪ざいをも着せられかねない極きわめて危険な立場へと追おい込こまれる。

　他の四人からは空気のように扱あつかわれ、外部の人間からは冷たい眼まな差ざしを注がれ、力仕事や汚よごれ仕し事ごとは容よう赦しやなく押おしつけられる──それはもはや、現代社会の歪ゆがみが生み出した新たな奴ど隷れい制度にも等しい。

「………………探たん偵ていさんのこじらせた被ひ害がい妄もう想そうが笑えないレベルに達していた件について。おねーさん、身内として一言」

「……んー。私のせいじゃないよ？」

「……探たん偵ていさん、過去に一体何があったんですか……？」

　クレーヴェルの長々とした、愚ぐ痴ちとも妄もう言げんともつかない「パーティーの男女構成比」に関する偏かたよった考察に対し、探たん偵てい事じ務む所しよに集つどった女性三名から注がれる眼まな差ざしはとても冷ややかなものだった。

　忍しのびのコヨミ、神弓のリリカ、そして戦いくさ巫み女このナユタ──

　今回のパーティーを構成する最後の一人、兵へい法ほう者しやのマヒロは、まだログインしていない。

　女性四人＋男性一人。

　この現実に直面した探たん偵ていクレーヴェルは今、見苦しくも最後の抵てい抗こうを試みていた。

「……確かに、極論と言われればそうかもしれない。しかし、ナユタ、コヨミ、マヒロ──ここまでの三名はいいとして、ここに姉まで加わると、おそらく私の繊せん細さいな胃がもたない。観光ガイドの護衛役としては優ゆう秀しゆうだし、外面もいいから顧こ客きやく受うけは申し分ないが、こと自由時間となると、姉はサイコパスじみた異常行動を連発する。君らがそれに感化されないという保証は何ど処こにもない。現にもう──君らは姉に、手て懐なずけられている……」

　声には絶望の響ひびきが宿った。

　リリカの膝ひざを枕まくらに丸まったカピバラスーツのコヨミが、不満げに口を尖とがらせる。

「だってなゆさんがリリカさんの後ろに立ってるんだもん。空いてる膝ひざはココだけでしょー？」

「……あ、ナユタちゃん、そこそこ。ちょっと強めにお願い──あー、いい感じぃー」

「……こうですか？　あんまり凝こっている感じはしないんですが……」

　早くも空気扱あつかいのクレーヴェルは眼めを覆おおう。

　ソファに座すわった姉のリリカは、その膝ひざにコヨミを侍はべらせつつ、背後に立たせたナユタに肩かたを揉もませていた。

　人のいいナユタは、この程度のことなら頼たのまれれば嫌いやとは言わない。ＶＲ空間でのマッサージにさして効果があるはずもないが、触しよつ感かんは脳が認にん識しきするため、「マッサージをされたような気分」は味わえる。

　二人の若い娘むすめをあっさりと籠ろう絡らくした悪女が、溺でき愛あいする弟へにっこりと笑え顔がおを向けた。

　虎とらに睨にらまれた狐きつねのように、クレーヴェルの背筋が震ふるえる。

「それより海かい世せいくん。おねーちゃん、哀かなしいなあ……五月の連休前の温泉旅行の時、八はち鳥どりさんや千せん手じゆ屋やくんを誘さそって断られたのに、おねーちゃんにはぜんぜん声かけてくれなかったよね……？　私が地球の反対側で独り寂さびしくお昼ご飯とか食べてる間、海かい世せいくんはこんなに可か愛わいい子こ達たちと楽しくイチャイチャ遊んでたんだよね……？」

　クレーヴェルは真顔で姉を睨にらんだ。

「いや、あの時期は姉さんも旦だん那なと旅行中だっただろう。ヤナギさんの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》攻こう略りやく依い頼らいの時も、バカンスに行くからしばらく休むと急に言いだして──二ヶ月に一回以上のペースで人生を謳おう歌かしている人間が、ＶＲ空間の温泉旅行に行けなかったくらいで駄だ々だをこねないでくれ」

　声をかけるつもりはもちろんなかったが、旅行中で留守にしていたのも事実である。

　舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく反論すると、リリカがたちまち涙なみだ目めに転じた。アバターには「噓うそ泣なき」の機能が標準搭とう載さいされている。

「ひどいっ……！　子供の頃ころはあんなにおねーちゃんっ子で、何をするにも〝おねーちゃん、おねーちゃん〟ってカルガモの雛ひなみたいにくっついてきたあの可か愛わいいショタっ子の海かい世せいくんが、こんな冷たくて薄はく情じような大人に育っちゃうなんて……！　あの頃ころの暴力的な可か愛わいさはどこに行っちゃったの!?」

「記き憶おくを捏ねつ造ぞうするな。私は独りで本を読むのが好きな子供だった。何度も本を取り上げられ、返してくれと懇こん願がんする私をボール扱あつかいに蹴け飛とばして遊んでいたのは何ど処この誰だれだ？」

「近所の悪ガキじゃない？」

「姉さんだよ」

　さすがにナユタがドン引きした様子で肩かた揉もみの手を止めた。

「……リリカさん。それはもう、ただの虐ぎやく待たいなんじゃ……」

　形勢逆転を察し、リリカが慌あわててナユタを振ふり返かえった。

「待って！　違ちがうの！　海かい世せいくんが本に夢中で構ってくれなかったから、寂さびしくてつい！　あとボール扱あつかいに蹴けったんじゃなくて、普ふ通つうにこう、踏ふんで動きを封ふうじただけだから！　動けなくてじたばたもがく海かい世せいくんがあんまりにも可か愛わいくて！　なんていうか、上から押おさえつけられた亀かめさんみたいで！」

「……うわぁ。サイコパスだぁ……」

　コヨミまでもが膝ひざから起き上がり、小動物のように壁かべ際ぎわへ逃にげた。

　空いたスペースへ、カピバラスーツの《毛玉召しよう喚かん》機能によって呼び出されていたウォンバットがのそのそと這はい上あがる。

　そのウォンバットを抱だきしめながら、リリカがわざとらしくすすり泣いた。

「ううっ……そうだよね……悪いおねーちゃんだったものね……これから、大人になった海かい世せいくんに仕返しされちゃっても、文句なんか言えないよね……」

　若じやつ干かん苦しいのか、リリカの腕うでの中でウォンバットがじたばたともがいた。逃にがす気はないらしく、白い腕うではがっちりと獣けものを捕とらえて離はなさない。

　クレーヴェルは改めて嘆たん息そくした。

「子供の頃ころのことだし、別に仕返しが必要なほど恨うらんではいないが──姉さんの場合、精神の根本の部分が、当時とあまり変わっていないことがとても恐おそろしい。思し慮りよ分ふん別べつはつくようになったけれど、同時にその思し慮りよ分ふん別べつを悪用する知ち恵えも身につけてしまった」

　噓うそ泣なきをやめたリリカが頰ほおをぷっくりと膨ふくらませる。ウォンバットは脱だつ出しゆつを諦あきらめ、がっくりとうなだれた。

「えー。そんなことないよ？　今でも旦だん那な様さまに、〝もっと思し慮りよ分ふん別べつをつけなさい〟ってたまに[image: ]しかられるもん」

「いや、だめじゃん。思し慮りよ分ふん別べつって、悪用するのもダメだしついてないのもダメじゃん……」

　コヨミに正論をぶつけられ、リリカがにっこりと首を傾かしげた。

「でもね。その後で、イーサンは私のそんなところも可か愛わいいって言ってくれるの♪」

「……このタイミングでのろけるかー。そうくるかー。旦だん那なさん寛かん容ようだなー……」

「そういう夫ふう婦ふ関係は、ちょっと羨うらやましいとも思いますけれど──」

「イーサンは常識人なんだが、エキセントリックな友人知人に慣れすぎて、少し感覚が麻ま痺ひしているんだ……」

　三者三様に呆あきれていると、扉とびらにノックの音が響ひびいた。

「おはようございます、マヒロです。遅おそくなってすみません」

　即そく座ざにナユタが扉とびらを開けて、彼かの女じよを招き入れる。

「いらっしゃい、マヒロちゃん。大だい丈じよう夫ぶ、まだ待ち合わせ時間の前だよ」

「良かった！　少し寝ね坊ぼうしてしまって、ギリギリだったんです」

　一礼して入ってきたツインテールの兵へい法ほう者しやは、先着していた他の面々にも整った顔を向けた。

「皆みなさんもういらしてたんですね！　私も今日の旅行、すっごく楽しみで……ナユタさん、誘さそっていただいてありがとうございます！」

　その眩まぶしい笑え顔がおから、クレーヴェルは思わず視線を逸そらした。

　いつの間にか傍そばに立っていたコヨミが、やけにドスの利きいた声で呟つぶやく。

「……あのキラッキラの笑え顔がおを前にして、さっきみたいに構成比がどうとかまだ言える……？」

「……いや。私が耐たえれば済む話だった」

　子供の純真な笑え顔がおは裏切れない。

　何より、マヒロやナユタを姉やコヨミと同列視するのはあまりに失礼すぎると、今いま更さら思い至るクレーヴェルだった。
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　父親の逮たい捕ほで落おち込こむマヒロに、せめてもの気分転てん換かんをさせたい──ナユタが探たん偵ていにそう提案したのは、学生達たちが夏休みに入ってすぐのことだった。

「先日のオフィス見学同行へのお礼として、橡とち守もりさんが新規イベントの先行体験チケットをくれたんです。一泊二日のミステリートレインで、秋の行楽シーズンの目玉企き画かくらしくて──探たん偵ていさんの分も預かっていますから、ぜひ」

　ナユタがそう告げると、探たん偵ていは予想に反してあっさりと頷うなずいた。

「いい案だ。マヒロ嬢じようも気き丈じように振ふる舞まってはいるが、まだ小学生──夏休みに入って余計なことを考えてしまう時間も増えているだろうし、本音では寂さびしいはずだ。君には年に似合わない妙みような包容力があるから、彼かの女じよも甘あまえやすいと思う」

　包容力などという大層なものは持ち合わせていないつもりだが、探たん偵ていの反応は嬉うれしいものだった。

　五月の連休前に温泉旅行を渋しぶった頃ころの彼かれとは、明らかに様子が違ちがう。故障した給湯器を交こう換かんするまでの連れん泊ぱく中ちゆう、特に何かあったわけではないが、距きよ離りも確かに縮まった。

　ただ、姉であるリリカの同行は彼かれにとって想定外だったらしく、先の探たん偵てい事じ務む所しよではその動どう揺ようが愚ぐ痴ちとなって溢あふれ出でた。

（あんなに優やさしくて綺き麗れいなお姉さんがいて、探たん偵ていさんってば何が不満なのかな……？）

　少々、変わったところはあるが、そこが魅み力りよくにつながっているようにも思う。

　無愛想で表情に欠けるナユタとしては、むしろコヨミやリリカの持つ天性の明るさと可か愛わいらしさには憧あこがれもあった。

　なお今回も、他の社員には同行を断られたらしい。

　大おお柿がきは他社との打ち合わせ、千せん手じゆ屋やは島の知人と漁に出る約束があり、まだ会ったことのない八はち鳥どりには面めん倒どうがられたと聞いている。

　ともあれ、マヒロの笑え顔がおで儚はかない抵てい抗こうを諦あきらめたクレーヴェルを引き連れ、辿たどり着ついた先は黒こく鉄てつ・餓うえ野の駅えき──

　地下の櫛くし形がたホームに辿たどり着ついたナユタ達たち一行の前には、今回のミステリーツアーに同行する他のプレイヤー達たちが既すでに集まりつつあった。

　ナユタ達たち五名を含ふくめてざっと五十人ほどもいるが、そのほとんどは開発者の知人や親族等の関係者らしい。

　参加の条件としてアンケートの提出も義務づけられている。それを元に更さらなる調整や追加を行うのだろう。

　ナユタ達たちの前に、白しら拍びよう子し風の水すい干かんをまとった娘むすめが近づいてきた。

　どうやらツアーのスタッフらしく、腕うでに「案内係」と書かれた腕わん章しようをつけている。

「はじめまして。三みツ葉ば探たん偵てい社しやの暮くれ居い様御一行ですね？　橡とち守もりより本日の案内係を仰おおせつかりました、イヅナと申します」

　ナユタよりは間ま違ちがいなく年上だが、ショートカットが可か愛わいらしく、新卒一年目の社会人のような初うい々ういしい清新さがあった。

　他の客にこうした案内係はついておらず、橡とち守もりの特別なはからいと見ていい。

　クレーヴェルが紳しん士し的てきな会え釈しやくを返した。

「これはどうもご丁てい寧ねいに。今日はお世話になります。失礼ですが……開発部の方でしょうか？　それとも──」

　イヅナと名乗った白しら拍びよう子しの娘むすめがくすりと笑った。

「人工知能ではありません。研修中のスタッフなんです。ＶＲ空間での観光事業については、暮くれ居いさんのほうがノウハウをお持ちですから──旅の中で、色々と率そつ直ちよくなご意見をいただけましたら幸いです」

　少々、妙みようなことを言った。

「ＶＲ空間での観光事業──ですか？」

　引っかかった部分についてナユタが問うと、イヅナは楚そ々そと頷うなずいた。

「はい。私の所属は、先日立ち上がったばかりの《ＶＲツアーズ》という社内ベンチャーなんです。以前は〝ゲーム内での観光事業など成り立たない〟という意見が大勢だったのですが、現実に暮くれ居いさんの観光ガイドが、海外の富ふ裕ゆう層そうの方々から高い評価を受けるに至り──ゲームフィールドの観光資源としての活用を真しん剣けんに検討してみてはどうかという流れができ、先日の《招まね鬼き屋や温泉リゾートホテル》の開業にあわせて、我々の部署ができました」

　クレーヴェルが納なつ得とく顔がおで頷うなずいた。

「ああ、橡とち守もりさんに進言したあの案、実現していたんですか。観光事業化を本気でやりたいなら、ゲームとは切り分けて観光専門の部署を立ち上げたほうがいいと……しまったな。この間のオフィス見学の時も、橡とち守もりさんは私にその話をしたかったのかもしれない」

　リリカが首を傾かしげた。

「えー。だったら海かい世せいくんじゃなくても、私に話してくれれば良かったのに」

「姉さんはそもそもの経けい緯いを知らないだろう。観光事業は高こう齢れい層そうをＶＲに招き入れるための呼び水なんだ。だからステータスや攻こう略りやくといった戦せん闘とう的てきな要素が影えい響きようしない、初心者にも敷しき居いの低い体験型のコンテンツを用意する必要があった。既き存そんのプレイヤーに対する課題型、成長と報ほう酬しゆう型がたのアプローチとは全く異質のものだから、同じ部内でやると現場レベルで開発思想の混乱が起きかねない。本気でやるなら専門の部署を立ち上げるべきだ、とね」

　イヅナが優ゆう雅がに微ほほ笑えんだ。

「はい。たとえば、予約がとりにくく高価な宿しゆく泊はく施し設せつと同等以上の体験を、気軽に安価で提供する──そのわかりやすい実例として、暮くれ居いさんに豪ごう華か寝しん台だい列車の旅を勧すすめていただきまして。今回、私が趣しゆ味みで作っていた寝しん台だい列車が、たまたまその方向性と合がつ致ちしたものですから、その縁えんで総務部からこちらの部署に異動したんです。渡わたりに船ならぬ鉄路に列車といったところでしょうか」

　ナユタは驚おどろいた。

「制作者？　貴方あなたが？　もしかして、招まね鬼き屋やに向かう夜行列車も──」

　イヅナが恥はずかしげに頷うなずく。

「はい。あれも私が作りました。ホテルのほうは、会社内でいろんな人が勝手に参加した共同作品なんですが、列車部分は基本的に私だけです。学生時代から趣しゆ味みで素材を溜ためていて──理想の列車を作れて、しかもそれを評価していただけて、感無量でした」

　楽しげな表情からも充じゆう実じつ感かんがうかがえる。

　コヨミが呆ほうけたように目を見開いた。

「今さりげなく言ったけど……イヅナさんって総務部にいて、それなのにあんな列車とか作ってたの？　え？　なんで？　総務にも開発機材とかあんの？」

　イヅナが首を横に振ふった。

「いえ、部署内に機材が置いてあるわけではないんですが──オフィスのＶＲ化を実験的に進めた関係で、アミュスフィアを介かいしてなら私わたし達たちも開発機材を使えるんです。あと、うちの開発部は激務で、若くて健康な人でないとやっていけないので……ある程度の年ねん齢れいになると、他の部署へ異動になることが多いんですよね。エラー検証室の虎とら尾おさんもそうですし、総務部にもそういう人ひと達たちがちらほらいて、たまに助すけっ人とで開発を手伝ったり、ちょっとしたアイテムのデザインくらいは請うけ負おったりもしています。私は新卒から総務部での採用でしたが、社風がそんな感じなので、入ってからびっくりしました」

「なるほど。その社風が、あのホテルや夜行列車のクオリティにつながったわけか」

　感心したように呟つぶやくクレーヴェルへ、イヅナが苦笑いを向けた。

「勤務時間外のサークル活動みたいにやっていたら、どんどん凝こったものになってしまったんです。仕上げの頃ころには開発部の人ひと達たちも参加してきて──みんな仕様書のない自由な作業に飢うえていたみたいですね」

　話しているうちに、ホームへ列車が入ってきた。

　いつぞや乗った夜行列車は丸みを帯びたレトロなフォルムだったが、今日の列車はまた趣おもむきが違ちがう。

「うわ。黒っ！」

　コヨミが思わず漏もらした感想は、その場の全員に共通するものだった。

　艶つややかな光こう沢たくを放つ黒くろ塗ぬりの外観は高級車を思わせるが、何はともあれ窓らしき窓が一いつ切さいない。

　先頭車両は新幹線のような流線型だが、運転席の窓すらなく、のっぺりとした影かげがホームへ入ってきたのかと錯さつ覚かくした程ほどである。

　他のツアー客達たちもかすかな動どう揺ようを見せる中、乗降口から黒い外がい套とうを羽織った狐きつね面めんの乗務員が降り立った。

　深緑色の制服、制せい帽ぼうともに仕立ては上等で、すらりとした長身もあいまって見み栄ばえは良い。

　その姿を見るなり、コヨミが眼めを見開いた。

「……た、探たん偵ていさんが二人……っ!?」

「……言うと思ったが、顔と狐きつね面めんの見分けくらいはつけたまえ」

　見み間ま違ちがえるはずもなくもちろん冗じよう談だんだが、しかし雰ふん囲い気きには共通する部分がある。

　狐きつね面めんの乗務員は朗々たる声を張った。

「ようこそ皆みな様さま、お揃そろいで。私は当ミステリーツアーの案内人を務めます、車しや掌しようの《コハク》と申します。これより皆みな様さまを、一泊二日の異世界旅行にご案内いたします。こちらの列車の名は《瑞ずい祥しよう》──客室でおくつろぎいただくもよし、車内を巡めぐり歩あるいていただくもよし、どうかごゆるりと豪ごう華か寝しん台だい列車の旅をお楽しみください」

　乗降口の前で恭うやうやしく頭を垂れるその整った所作に、ナユタはある種の直感を抱いだいた。

「あの人は……ＡＩで動くＮＰＣですよね？」

　イヅナが頷うなずいた。

「はい。ツアーごとに同じ口上を繰くり返かえすのを、わざわざ社員にやらせる必要もありませんし、もし人気が出たら同時間帯に複数のツアーを回す可能性も出てきます。今回の体験会は、あの案内人のＡＩ《コハク》が、色々な事態にちゃんと対応できるかどうか、それを実装前に最終確かく認にんする目的もあるんです」

《百八の怪かい異い》では、登場するＮＰＣの妖よう怪かい達たちを〝なるべく喋しやべらせない〟ことで妖よう怪かいらしさを演出してきたが、ツアーのアナウンス役となるとそうもいかなかったらしい。

「口上などは登録した通りに繰くり返かえすだけなので簡単なんですが、話しかけた時にちゃんと正しい対応を返せるかどうかは微び妙みようで──機会があったら、声をかけてみてください。テストケースは多いほうがいいので」

　頷うなずきながら、ナユタは思案してしまう。

「あの人……本当に探たん偵ていさんに似ていますね。顔はお面ですけれど、背格好というか、全体的な雰ふん囲い気きが」

　イヅナがぺろりと舌を出した。

「やっぱりわかります？　実は──モデルは本当に暮くれ居いさんなんです。例の招まね鬼き屋や温泉リゾートホテルへご招待した後、従業員の黒くろ猫ねこ達たちの一部が、暮くれ居いさんの真ま似ねをして狐きつねのお面を自作してかぶるようになってしまって──それがあんまりにも可か愛わいかったので、《ＶＲツアーズ》の部内で、狐きつねがちょっとしたプチブームになっていまして」

　探たん偵ていが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「そんな話は初めて聞いたが……」

「あ、写真ありますよ」

　イヅナがいそいそとメニューウィンドウからスクリーンショットを表示する。

　丸々と太った二足歩行の黒くろ猫ねこ達たちが、白い狐きつねのお面をかぶり、法はつ被ぴを羽織って盆ぼん踊おどりに興じていた。

「……か、かわいいっ！」

　覗のぞき込こんだマヒロが、きらきらと眸ひとみを輝かがやかせた。顔立ちが整っているためクールに見えるが、彼かの女じよも年相応の小学生である。

　リリカとコヨミも横から歓かん声せいをあげた。

「やーん、ほんとかわいー！　お面もちょっと丸っこくて、よくできてるわねぇ」

「なんつーあざとい可か愛わいさっ……！　最近の人工知能ってこんな自己プロデュースまでやるんだ……？」

　イヅナが我わが子を自じ慢まんするように頰ほおを緩ゆるめた。

「招まね鬼き屋やの子こ達たちは元々、踊おどったり工作したりするのが好きな設定なんですけれど、お面まで作ったのはびっくりしました。プラカードもよくできてましたし、〝真ま似ねする能力〟って凄すごいですよね。この間なんて、ホテル内で子供が乗れるミニＳＬの車両を作って、レールまで敷ふ設せつして……駅員姿の猫ねこ達たちが運転する新しいアトラクションが、いつの間にかできてました」

「え。何それ楽しそう」

　子供用のサイズならば、おそらくコヨミは普ふ通つうに乗れる。

　世間では〝アリス〟という最さい新しん鋭えいのボトムアップ型ＡＩが話題になっているようだが、アスカの猫ねこ達たちもゆっくりと着実に成長してはいるらしい。ただ、その方向性が少々偏かたよっている感は否いなめない。

　周囲の乗じよう客きやく達たちが次々に黒い列車へと乗のり込こんでいき、ナユタ達たちもその後ろに続いた。

「お嬢じようさん、こちらをどうぞ。客室は三号車です」

　先頭のコヨミが、狐きつね面めんの乗務員から部屋のカードキーを受け取った。

　車内へ踏ふみ込こんだ途と端たん、ふわりと柔やわらかな香こう油ゆの香かおりが漂ただよってくる。

　コヨミが即そく座ざに反応した。

「あ。らぐじゅありーな予感！」

「どんな予感ですか……いえ、言いたいことはわかりますけれど」

　外側は光こう沢たくのある黒一色だったが、内装はベージュ系統の落ち着いた風合いで、壁かべはベルベットのような素材で仕上げられていた。

　通路の片側は客室用の空間で、もう片側は全面が枠わくのない窓となっている。

　外からは窓がないように見えたが、どうやらマジックミラーのように車内からは外が見える仕様らしい。

「はえー……こういう仕し掛かけかぁ。納なつ得とく」

　車内を移動しながら、コヨミが圧あつ倒とうされたように呟つぶやいた。

　リリカとマヒロがその後に続き、更さらにクレーヴェルとナユタ、最さい後こう尾びにはイヅナが立つ。

　この案内係は、ナユタ達たちの反応を観察している様子だった。それと承知でナユタも話しかける。

「外から見た時は一いつ瞬しゆん、不気味な感じもあったんですが……内装はむしろ明るめで、近未来的なんですね。もっとホラー系かと思ってました」

「コンセプトは《遠い未来の列車》なんです。見た目がのっぺりしているのにも、設定上の理由があるんですが……そのあたりはまた、旅の中で」

　にっこりと微ほほ笑えむイヅナは、物もの腰ごしは丁てい寧ねいながら悪いた戯ずらっ子この風格を漂ただよわせていた。

（普ふ通つうのＯＬさんかと思ったけど……この人も、なんだか一ひと癖くせありそうな──）

　若じやつ干かんの不安を覚えたナユタの前で、コヨミ達たちが立ち止まった。

「三号車の六号室、部屋名は轆ろく轤ろ、と──ここだね！　なんか一号車ごとの部屋数が多いけど、室内は狭せまい感じなのか……な？」

　カードキーで扉とびらを開けたコヨミの声が、わずかに裏返った。

　まず視界に飛とび込こんできたのは、枠わくの一いつ切さいない一面の窓と、やけに高い天てん井じよう──

　狭せまいどころか、明らかに外から見た車体よりも空間が大きい。

　ＶＲならではの措そ置ちだが、本物の寝しん台だい列車の設計者達たちが苦心して狭せまい空間をやりくりしていることを思うと、何やら申し訳ない気分になる。

　部屋の出入り口から見て先頭車両方向には、広い窓に面して六人分のリクライニングシートと手て頃ごろなサイズのテーブルが設置され、その先の一段下がった空間にはゆったりとしたソファまで並んでいた。

　後部車両側は二層に分かれ、一階には簡易キッチンとバーカウンター、二階にベッドスペースと浴室が設置されている。

　見上げた天てん井じようまでもがマジックミラー仕様らしく、駅構内の屋根が透すけて見えた。

　車内とは思えない開放感と高級感に、マヒロの口からも感かん嘆たんが漏もれる。

「うわぁ……！　すごい……いいお部屋ですね！」

「本当にねー。思ったより全然広いし！　これって空間広げてるのよね？」

　リリカが背後のイヅナを振ふり返かえった。

「はい。幅はばは車両の外観より少し広くて、長さは……この六人部屋だと、一車両分くらいあるかもしれません。天てん井じようを広くとってメゾネットタイプにして、寝しん台だいとお風ふ呂ろは二階にまとめてみました。その天てん井じようもマジックミラー仕様なので、夜空の開放感が凄すごいですよ。みんなで入れるお風ふ呂ろはプールみたいな広さですし、水着のレンタルも用意してありますから、後でぜひ皆みなさんご一いつ緒しよに。特に力をいれた自信作なんです」

　部屋の外でクレーヴェルが立ち止まった。

「なるほど、これはよくできている。シングルのほうも楽しみだ」

「はい？」

　イヅナが不思議そうにクレーヴェルを見上げた。

　わずかな沈ちん黙もくの後、彼かの女じよは探たん偵ていへ無む慈じ悲ひな宣告を行う。

「ええと……今回、ご用意したのはこの六人部屋だけですが」

「ん？」

　探たん偵ていが思案げに口元へ手を添そえた。

「……ちょっと待ってくれ。一部屋？　私もここに泊とまれと……？」

「もちろんです。橡とち守もりさんからも〝部屋は分けなくていい〟と言われています。あ、差さし支つかえなければ、私も案内係としてご一いつ緒しよさせていただければと思いますが──」

「いや、君はともかく、私はダメだろう。ＶＲ空間とはいえ、女性ばかりの宿しゆく泊はく部屋に男が紛まぎれ込こむなど外聞のいい話じゃない」

　真顔で今いま更さらの正論を振ふりかざす探たん偵ていを、ナユタは背後から客室へ押おし込こんだ。

「今いま更さら、何を言ってるんですか。招まね鬼き屋やでも平気だったじゃないですか」

「いや、あの時は大量の猫ねこが……」

「今日だってみんないますし、ステータス的には探たん偵ていさんが一番弱いです」

「……あー。むしろあれだよね。私らに襲おそわれたら抵てい抗こうできないわけで、その意味では一番危ないのは探たん偵ていさんかー」

　コヨミがニヤニヤと質の悪い冗じよう談だんを飛ばしたが、それこそナユタにとっては心外だった。

「そういうことにはなりませんから安心してください。リリカさんやマヒロちゃんだっていますし、いつもの事務所みたいに、みんなでのんびり過ごせばいいだけです」

　そもそも現実世界で連れん泊ぱくした時すら、ナユタは結局、何もされていないし何もしていない。せいぜい食生活が充じゆう実じつし、水回りを中心にクレーヴェルの自宅の使い勝手をより深く把は握あくした程度である。

「まあ、それはそうなんだが……」

　クレーヴェルの視線が、にこにこと愉たのしげに笑う姉に向いた。

　彼かれの危き惧ぐには同情しつつ、ナユタは耳元でそっと囁ささやく。

「……今日の主しゆ賓ひんは、マヒロちゃんです」

「わかった。覚かく悟ごを決めよう──」

　子供を持ち出されると、探たん偵ていも弱いらしい。

　ようやく観念したクレーヴェルを室内に押おし込こみ、ナユタは扉とびらを閉めた。

　いざとなればログアウトして逃にげればいい──とでも考えているのだろうが、ナユタも完全に逃にげ道みちを奪うばう気はない。逃にげる必要がない程度には、クレーヴェルにも鉄道旅を楽しんで欲ほしいとは思っている。

　そんな二人のやりとりを、リリカはにこにこと愉たのしげに──探たん偵ていばかりかナユタまでもが不安になるほど愉たのしげに、物ぶつ騒そうきわまりない笑え顔がおで、小こ悪あく魔まのようにじっと見守っていた。
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　列車が餓うえ野の駅えきを出ると同時に、車内には涼すずしげな声の放送が流れた。

『車しや掌しようのコハクでごさいます。皆みな様さま、本日はＶＲツアーズ主しゆ催さい、〝寝しん台だい列車・瑞ずい祥しようで行く一泊二日異界巡めぐりの旅〟へご参加いただき、まことにありがとうございます。これより当列車は皆みな様さまの見知らぬ世界へと旅立ちますが、車内は安全ですので、どうぞ心ゆくまで異界の景観をお楽しみください──最初の停車駅《三千本鳥居》には、一時間後の到とう着ちやく予定です。到とう着ちやくまで、しばしごゆるりとお過ごしくださいませ』

　放送が終わると、窓へ張り付くように顔を寄せていたコヨミが歓かん声せいをあげた。

「あ！　向こうから鳥居が見え……！　……うおおう」

　声は驚おどろきのために尻しりすぼみとなる。

　急カーブの先に見えてきたのは、線路を覆おおう無数の鳥居の連なりだった。

　その先は深い森へとつながり先は見通せないが、何やら不気味な印象は漂ただよっている。

「……伏ふし見み稲いな荷りの鉄道版、かな？」

　クレーヴェルの指し摘てきに、イヅナが微ほほ笑えんだ。

「そうですね。鳥居は神域と外の世界を隔へだてる門とも言われています。それを三千本もくぐったら、それこそ三千世界へ到とう達たつできる……というコンセプトらしいです。でも何より、夜の森をガタゴト走る寝しん台だい列車ってロマンですよね！　毛布にくるまって、寝ねたまま窓の外を眺ながめていると、なんだか特別な時間を過ごしている気分になって……あれは鉄道旅ならではの魅み力りよくだと思うんです」

　きらきらと眼めを輝かがやかせて力説するイヅナは、もはや業務を離はなれ、ただの鉄道マニアと化していた。

　鉄道に思い入れのないナユタでも、この意見はなんとなくわかる。

　幼児の頃ころ、ベッドに入ったまま空を飛んだり深夜の森を進んだり、そういった夢想をする例は少なくないとも聞く。おそらくはそれに近い感覚なのだろう。

　安全な乗り物に隠かくれたまま、怖こわい外を眺ながめる──これは安全への欲求を確保しつつ、怖こわいもの見たさという刺し激げきをも両立できるという点で、精神的な充じゆう足そく感かんを得やすい行動パターンだった。

　そうこうしているうちに、列車は鳥居の中をガタゴトと進み始める。

　流れていく鳥居を見せつけるようなやや遅おそめのスピードと、それに連動した小刻みな揺ゆれが心ここ地ちいい。

　鳥居の向こう側には深夜の暗い森がぼんやりと見えている。

　実際の列車の旅では、夜の山中や森を走ろうものなら暗くて何も見えないのだろうが、ＶＲ空間では光量の調節も容易たやすい。木や葉をうっすらと発光させたり、疑ぎ似じ的てきなガンマ補正によって明暗を操あやつることもできる。

　窓への室内の映うつり込こみ、反射もないため、外の景色は驚おどろくほどクリアに見えた。

「わぁ……なんだか雰ふん囲い気きがありますねぇ」

　鳥居の中を走る列車を、マヒロもいたく気に入ったらしい。窓に手を添そえ外の景色に見入っている。

「あ！　いま熊くまさんがいました！」

「え？　マジで!?」

「はい！　血ち塗まみれの人の腕うでみたいなものをくわえていて──」

　マヒロは子供らしくはしゃいでいたが、決定的瞬しゆん間かんを運良く見み逃のがしたコヨミが、イヅナへ胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けた。

「……何。結局、今回のツアーもそういう系統なわけ……？」

「ええと……隠かくしキャラというか、ちょっとしたスパイス的なホラー要素は混ざっているかもしれません。でも恐きよう怖ふ度どでいったら１か２ぐらいですし、もちろん全ぜん年ねん齢れい対応ですよ？」

　イヅナの愛あい想そ笑わらいはどこか自信なさげだった。出発地点が首都のキヨミハラではなく、あやかし横丁の餓うえ野の駅えきだった時点で察するべきだったかもしれない。

　クレーヴェルが足を組みながら眼めを閉じた。

　思し索さくに耽ふける名めい探たん偵ていのようで絵にはなるが、すっかり慣れたナユタが見てもやはりとても胡う散さん臭くさい。妖よう艶えんといえば聞こえはいいが、つい何かよからぬことを考えているように見えてしまう。

「探たん偵ていさん、何か気になることでも？」

　ナユタが問うと、クレーヴェルは眼めを閉じたままでかすかに首を傾かしげた。

「ちょっとね。千本……いや、三千本鳥居はたいへん結構なんだが、次の駅までの約一時間、この光景が続くというのは、少々、退たい屈くつ気味というか──ツアーの導入としてどうなのかと思ってね」

　イヅナが我わが意いを得たりとばかりに頷うなずいた。

「ですよね？　実は一応、対策は考えていまして──もうじき、次の放送が入ると思います」

　時計を見ながら、彼かの女じよは口元に指を添そえた。

　さして間をおかずに、若い男の声で放送が入る。

『ご乗車の皆みな様さま、車しや掌しようのコハクでございます。ただいまより次の駅に着くまでの間、皆みな様さまに簡単なゲームのご案内をさせていただきます。ゲームの内容は〝かくれんぼ〟──悪いた戯ずら者ものの子こ狸だぬきと子こ狐ぎつね達たちが、列車内のいたるところに隠かくれました。二人、あるいは三人一組のパーティーでこれを見つけだし、発見数が多かった上位三組には、ささやかな粗そ品しなを進しん呈ていさせていただきます』

　何ど処こからともなく聞こえてきた車内放送に、一同は顔を見合わせた。

　ルールの説明が淡たん々たんと続く。

『なお、イベント中の車内では他のお客様の姿が消えますので、他の方々に気き兼がねをせず、存分にすべての客室、設備を探たん索さくしていただけます。参加登録を希望されない方は、お手元に表示される画面より〝参加のキャンセル〟をお選びください。操作がない場合は自動的に参加登録され、同行者の誰だれか、あるいはお一人様同士でのペアが作成されます。途と中ちゆうでの離り脱だつやメッセージのやりとりも可能ですので、皆みな様さま、どうぞお気軽にご参加ください。イベントの開始は三分後となります』

　クレーヴェルが納なつ得とく顔がおで微ほほ笑えんだ。

「なるほど。他の客の目を気にせず、列車内を好きに見学できるイベントか。設備の把は握あくもできるし、この後の旅行中の話題にもなる。いい案を考えたね」

「暮くれ居いさんにそう言っていただけると恐きよう縮しゆくです。もちろん皆みな様さま、参加していただけますよね？」

　妙みように楽しげなイヅナに、コヨミが不安の眼まな差ざしを向けた。

「いいけど……怖こわいこと起きない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「お子様やご高こう齢れいの方も楽しめるように、このイベントには驚おどろかせたり怖こわがらせたりといった要素は混ぜていません。子こ狸だぬきも子こ狐ぎつねもふわふわで可か愛わいいですよ。暮くれ居いさんがご指し摘てきされた通り、車内設備の案内も兼かねていますので、ご面めん倒どうでなければぜひ」

　こうまで誘さそわれては断りにくい。

　コヨミがそっと手をあげた。

「誰だれとペア組むかって選べないの？　なゆさんやマヒロちゃんとの二人組ならいいけど、探たん偵ていさんと二人きりはなんかアレだし、リリカさんと二人きりだと微び妙みようにいぢめられそうだし……」

「あ、ひどい。それはひどいなー、コヨミちゃん。別にここぞとばかりに怖こわがらせたりはしないよ？　せいぜい耳元でとっておきの怪かい談だん話ばなしするくらいだよ？」

　リリカとコヨミの組み合わせは少々問題がありそうだった。

　イヅナが困ったように苦笑いを見せる。

「同行者の中からランダムで決定されるので、それは選べないです。私はスタッフなので参加できませんから、皆みなさんの場合、二人組と三人組に分かれることになりますね」

　コヨミが唸うなった。

「……ってことは、もしかして一番懸け念ねんすべきなのは、なゆさんと探たん偵ていさんの二人きり状態？　ケダモノと化した探たん偵ていさんになゆさんが襲おそわれちゃう可能性が──！」

「いえ、ないですから。戦せん闘とう力りよくの違ちがいを考えてください。少なくとも《アスカ・エンパイア》内に、探たん偵ていさんが力ずくでどうこうできる相手は存在しません」

　クレーヴェルの幸運に偏へん重ちようしたステータスは、ある意味では冤えん罪ざい予防策としても機能していた。たとえ虚きよ偽ぎの被ひ害がい者しやが「押おし倒たおされた」と噓うそをついても、「ステータス的に到とう底てい無理」という判定が下る。

　クレーヴェルが忌いま々いましげにコヨミを睨にらんだ。

「それ以前に、ログが残るこの環かん境きよう下かで何かをやらかすのはよほどの阿あ呆ほうだけだ。何か起こると思うほうがどうかしている」

「だよねー。どっちかっていうとナユタちゃんが海かい世せいくんを押おし倒たおす側だよねー」

　リリカがいれた茶々に、ナユタはにっこりと微び笑しようを返した。

「今の探たん偵ていさんがこんな性格なのは、子供の頃ころにお姉さんが蹴け飛とばしていたせいですからね？　多少の責任は感じてください」

「……ふぇ……ごめんなさい……」

　鮮あざやかな切り返しが予想外だったのか、リリカが素す直なおに頭を下げた。

　探たん偵ていが感心したように眼めを細める。

「君のほうが姉さんより強いのか──これは意外だ」

「あー。なゆさんは属性的にツッコミだから。私やリリカさんはボケだから、そこはもうしょうがないわけよ」

　コヨミの言い草は妙みように関西人らしいが、そのあたりの機き微びはナユタにはよくわからない。

　そうこうしているうちに三分が過ぎ、車内放送で低い鐘かねの音が一回鳴った。

　たちまち同室の仲間達たちの姿が透すけはじめる。

『それではこれより、子こ狸だぬきと子こ狐ぎつねを探す〝かくれんぼ〟を開始いたします。制限時間は次の駅に到とう着ちやくするまでの約四十五分間。列車内は運転席も含ふくめて、すべての場所に移動可能です。なお、隠かくしキャラとして車しや掌しようの私も何ど処こかに隠かくれております。ご発見いただいた場合には、ポイントにはなりませんが、ささやかな記念品を贈ぞう呈ていさせていただきます』

　開始の合図を経て、周囲の面々が霞かすみのように消えた後。

　振ふり返かえったナユタの視界には、窓まど際ぎわで頰ほお杖づえをつく探たん偵ていクレーヴェルがいた。

「この状じよう況きようを予見していたわけではないんだが──まぁ、ほっとしたことは認めよう。マヒロ嬢じようはともかく、コヨミ嬢じようや姉さんとペアになる事態はなるべく避さけたかった」

　ナユタは呆あきれ顔がおで応じる。

「探たん偵ていさんはお姉さんを嫌いやがりすぎです。そんな反応をするから、リリカさんも余計に面おも白しろがってからかうんですよ」

「正論だが、こればかりはね──会社も手伝ってもらっているし、感謝はしているんだが、それを態度に出すとつけ込こまれる。なかなか対応が難しいんだ」

　席から立ち上がり、探たん偵ていがステッキを軽く鳴らした。

　ナユタの元には、コヨミからのメッセージが届く。

【　なゆさぁ───んっ！　こっちにリリカさんとマヒロちゃんがいるんだけど！　探たん偵ていさんとなゆさんだけいないんだけど！　まさか二人っきり!?　逃にげて！　すぐに逃にげて！　そこの化ばけ狐ぎつねが本ほん性しようをあらわす前に！　】

「……だ、そうですけれど、なんて返信したらいいと思いますか？」

　メッセージの画面を探たん偵ていに見せると、クレーヴェルが嘆たん息そくを漏もらした。

「そうだな。さっき君が言ったことと重なるが、〝ステータスの差を考えろ〟と言いたい」

「お察しします。もしも今、私が探たん偵ていさんを押おし倒たおしたら、探たん偵ていさんは逃にげられないですしね。きっと今、怖こわくて足が震ふるえているはずです」

　リリカの悪い冗じよう談だんを繰くり返かえすと、クレーヴェルが鼻で笑った。

「君も言うようになった。いや、初対面の頃ころから、大事なことはきちんと言う子だとは思っていたが──」

　探たん偵ていとの初対面──

　半年ほど前のその記き憶おくを、ナユタは思い出す。

　今は亡なき老ろう僧そう《ヤナギ》を、宵よい闇やみ通どおりの探たん偵てい事じ務む所しよまで案内したことが、この奇き妙みような縁えんにつながった。

　第一印象では「胡う散さん臭くさい」としか思わず、ヤナギの提示した報ほう酬しゆうを聞いた直後には詐さ欺ぎ師しではないかとさえ疑ったが、依い頼らいが最後まで片づいてみれば、彼かれはとても真しん摯しで有能な探たん偵ていだった。

　そして──亡なくなった兄の親友という、意外な接点まであった。

　ＶＲ空間での温泉旅行、マヒロの父親の捜そう索さくや風か邪ぜの看病を経て、つい先日は誕生日まで一いつ緒しよに過ごし、距きよ離り感かんは確実に縮まっている。

　コヨミを安心させるための返信メッセージを打うち込こみながら、ナユタは改めてこの半年間の変化を思う。

「初対面の時の私の印象って、どんな感じでした？」

　世間話のつもりで問うと、クレーヴェルはしばらく考かんがえ込こんだ。

「そうだな──本音をいえば、ただの人のいい一いつ般ぱんプレイヤーと認にん識しきしていた。顔は美形だと思ったけれど、ゲームの中ではよくあることだしね」

《アスカ・エンパイア》のアバター初期設定は、複数の顔パターンから選せん択たくする形となっている。

　現実の容姿に近い顔、それを補正して美形にした顔、あるいはあまり似ていない顔などがラインナップに並び、どれを選ぶかはプレイヤー側に委ゆだねられるが、細かな調整などはできない。

「人のいい美形のキャラクター──なるほど、それだけですか？」

「細かな要素をあげればきりがない。戦いくさ巫み女こなのに近接格かく闘とう主体の装備とは珍めずらしいとか、言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいだから育ちのいいお嬢じようさんかもしれないとか、推測したことはいくつかある。あとは……そうだな。実は少しだけ、懐なつかしい感じがした」

　意外なことを言い出した。

「懐なつかしい感じ、ですか？」

「ああ。当時はわからなかったが、今にして思えば──大だい地ちの面おも影かげがよぎったのかもしれない。君ら、顔立ちは別に似ていないし、性格も物静かな君とやかましい大だい地ちとではずいぶん違ちがうが、他人への思いやりとか無意識の包容力とか、そういった本質的な人の好よさが態度に表れていた。名字を確かく認にんするまでは、まさか兄きよう妹だいとは気づかなかったがね」

　遠回しに褒ほめられて、ナユタははにかむ。

「それは私もです。まさか探たん偵ていさんが兄の友人だったなんて、びっくりしました」

　ヤナギの依い頼らいを成功させた後も付き合いが続いたのは、互たがいに相手のことが心配だったために他ならない。

　クレーヴェルにしてみれば、ナユタは亡なき親友の妹で、しかもまだ学生の身で独り暮らしをしている子供だった。

　誰だれがどう見ても不安に思う境きよう遇ぐうであることは、ナユタ自身も自覚している。

　またナユタにしてみれば──

　クレーヴェルという青年は、胡う散さん臭くさい外見の割に不器用でお人ひと好よしで、頼たよりになるのにどこか危なっかしい不思議な存在だった。

　兄の大だい地ちもなかなかの世話焼きだったが、その妹であるナユタも同類で、気に入った相手にはつい必要以上にかまってしまう癖くせがある。

　誕生日の前後には逆にかまってもらった感もあるが、ともあれ月日を経て交流が深まるにつれ、ますます放っておけなくなってきた。

　ナユタはメッセージ欄らんを閉じると、何食わぬ顔で探たん偵ていに向き直った。

「さて。それでは、私わたし達たちもかくれんぼの鬼おにになりましょうか。相手は子こ狐ぎつねと子こ狸だぬきらしいので、棚たなの中とかに隠かくれていそうですね」

「よし、まずはこの部屋の中を探そう。実はさっそく一匹ぴき──先さき程ほどから、ソファの向こう側に尻しつ尾ぽが見えている」

　黄色い毛に覆おおわれたふわふわの狐きつねの尻しつ尾ぽが、床ゆかの上でぴたりと硬こう直ちよくしていた。

　ナユタはくすりと笑って歩み寄る。

　上から覗のぞき込こむと、ぬいぐるみのように可か愛わいらしい子こ狐ぎつねがナユタを見上げ、はしゃぐように尻しつ尾ぽを振ふり回まわした。

「こんっ」

　一声鳴いて、彼かれはナユタの腕うでにまとわりつく。

　そのまま抱かかえ上あげると、子こ狐ぎつねは嬉うれしそうに頰ほおをすりよせ甘あまえてきた。

「あー……かわいいですね。これはかわいいです。コヨミさんも今いま頃ごろ、大はしゃぎだと思います」

　毛け羽う毛け現げんにはじまり招まね鬼き屋やの猫ねこ達たち、カピバラやウォンバット等、ホラーイベントが主体の割に、《百八の怪かい異い》にはゆるキャラが多い。

　探たん偵ていも早さつ速そく、簡易キッチンの下から子こ狸だぬきを抱かかえ上あげた。

「最初のうちは見つかりやすい場所にいる、ということかな。どんどん探していくとしよう。探たん偵ていを名乗っている以上、あまり惨さん憺たんたる成績だと信用に関わる」

「あ、狸たぬきもかわいいですね。ええと……この子こ達たち、このまま連れて行けばいいんでしょうか？」

　ナユタの抱かかえた子こ狐ぎつねが、ちょいちょいと客室内の二階を肉球で示した。

　その先はベッドスペースになっている。

　ナユタの手元から飛び降りた子こ狐ぎつねは階段を駆かけ上あがり、手近なベッドの上に飛び乗った。

　探たん偵ていの腕うでから降りた子こ狸だぬきも、階段をよじのぼって狐きつねの後に続く。

　どうやら見つけた個体は、自分でベッドの上まで走っていくらしい。

　客室の中には、他の個体は見あたらなかった。

「次は近くの客室ですか？　それとも、食堂車や他の設備を見てまわりますか」

　探たん偵ていが杖つえをくるりと回した。

「個人的には他の設備を先に見たいね。客室は内部の作りも似たようなものだろうから、探すのは最後でいい。このイベントは〝車内〟の設備を見て回らせるのが目的だ。子こ狐ぎつねや子こ狸だぬきも、そちらにより多く隠かくれていると予想できる」

　ナユタの見解も探たん偵ていと同じだった。そのことを少しだけ嬉うれしく感じてしまう。

「例の狐きつね面めんの車しや掌しようさんも探したいですしね──あ、メッセージです」

　着信を知らせる音が鳴り、ナユタはメニューウィンドウを広げた。

　今度の差出人はコヨミではなく、リリカである。

【　ナユタちゃん、海かい世せいくんと二人っきりのデートタイムだね！　応おう援えんしてるから！　あ、コヨミちゃんは子こ狸だぬきと子こ狐ぎつねに夢中だから大だい丈じよう夫ぶ。なんかもう六匹ぴき見つけた。　】

「早い」

　前半の妄もう言げんは無視して、ナユタはついそんな感想を漏もらした。

「何が早いって？」

「リリカさんからです。コヨミさんがもう六匹ぴき見つけたって……たぶんマヒロちゃんを振ふり回まわしながら、周囲の客室を駆かけ回まわっているんだと思います」

「かくれんぼガチ勢か──手て強ごわそうだ」

　二人きりのデートタイムという単語は忘れることにした。

「それじゃ探たん偵ていさん。私わたし達たちも移動しましょう」

「ああ。まずは隣となりの食堂車だね」

　二手に分かれて効率的に探そうという当たり前の提案は、どちらの口からもとうとう出てこなかった。
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　制限時間の半分ほどが過ぎ、発見した二十三匹びき目めを部屋に向けて放した後で、ナユタの元にマヒロからの定期連れん絡らくが届いた。

〝コヨミさんが四十五匹ひき目めを捕つかまえました。あの人ヤバいです。〟

「……向こう、四十五匹ひき目めだそうです。あのマヒロちゃんが〝ヤバい〟とか珍めずらしい言葉を使ってます」

「ダブルスコアが縮まらないな……敵に回すと本当に恐おそろしい」

　ナユタ達たちのペースも体感として決して遅おそくはない。一分に一匹ぴき近い速度で見つけているのだが、コヨミの勢いが明らかにおかしい。三十秒に一匹ぴきのペースを維い持じし続けている。

　ナユタとクレーヴェルは豪ごう奢しやな食堂車を経て、階下によくわからない機械室を抱かかえた展望ラウンジ、宴えん会かい部屋にエステルームその他を通とおり抜ぬけ、最さい後こう尾びの貸かし切きり炬こ燵たつ部屋に到とう達たつしていた。

　部屋の案内板を見上げ、彼かの女じよは首を傾かしげる。

「……真夏のこの時期に炬こ燵たつ部屋って、おかしくありませんか？　しかも貸かし切きりって」

「季節を問わず、気温さえ許せば炬こ燵たつにこもりたい人々もいる。一つの炬こ燵たつを囲んでのんびりとお茶を飲んだり、あるいは麻マー雀ジヤンにでも勤いそしんだり、そういった楽しみ方には需じゆ要ようがあるはずだ。それからこの列車内で〝貸かし切きり〟というのは、今の我々の状じよう況きようと同じで、〝他の乗客からの干かん渉しようを受けない〟という意味でもある。実際には希望者のすべてが好きなだけこの最さい後こう尾びの炬こ燵たつ部屋を利用できるわけで、事前に待ち合わせをしない限り、いつ誰だれが来てもここは空室なんだろうね」

　探たん偵ていの説明に納なつ得とくしつつ、ナユタは引き戸に指をかけた。

　内部は炬こ燵たつ部屋と言うには広く、ほぼ全面がマジックミラー仕様の窓で、やけに見晴らしがいい。

　ここより後ろの車両がないため、過ぎ去っていく線路まで見み渡わたせる。

　肝かん心じんの炬こ燵たつは最さい後こう尾びの窓の傍そばに設置されており、その周囲は寝ね転ころがれるよう、大量のクッションと柔やわらかな敷しき物もの、枕まくらのような背もたれで囲まれていた。

「一休みするにはちょうど良さそうですね。探たん偵ていさん、一位はコヨミさんがとってくれそうですし、五分くらい休んでいきませんか？　なんだか少し疲つかれました」

「そうだね──通りすぎていく鳥居をここからしばらく眺ながめるのも、なかなか乙おつなものだ。何か飲み物は？」

　部屋の端はしには、軽食やドリンクが出てくる注文用のパネルも設置されていた。

「煎せん茶ちやってありますか？」

「ええと──あるね。私もこれにしよう」

　ナユタは炬こ燵たつの傍そばに足を崩くずして座すわった。現実世界は夏の盛さかりだけに、さすがに入る気にはなれない。

　同時に、炬こ燵たつの中に潜ひそんでいた子こ狐ぎつねを取りだし、クッション代わりに抱かかえ込こむ。

　探たん偵ていも向かい合わせに座すわり、こちらは胡座あぐらをかいた。

「ここには一匹ぴきだけかな？　棚たなの中にも隠かくれていそうだが──」

「後で探しましょう。少しのんびりしたい気分です」

　視界では鳥居が連続して過ぎ去っていく。

　左右を見ればいつの間にか森を抜ぬけ、片側には夜の湖が見えはじめていた。

　星と月を映した水面を、巨きよ大だいな首くび長なが竜りゆうが優ゆう雅がに泳いでいる。

　胸むな元もとに抱かかえた子こ狐ぎつねが、ふんふんと鼻を鳴らしながら、鼻先でナユタの頰ほおをつついた。

　クレーヴェルが煎せん茶ちやをすすりながら嗤わらう。

「美少女と小動物の組み合わせは絵になる。コヨミがいたら写真を撮とりたがるだろう」

「子こ狸だぬきを抱かかえた探たん偵ていさんも可か愛わいかったですよ。狐きつね以外でも似合いますね」

　皮肉に皮肉で返し、ナユタは子こ狐ぎつねを膝ひざの上に寝ねかせた。

　その柔やわらかな背を撫なでて寝ねかしつけながら、ふと思ったことをそのまま口にする。

「こういうペットを飼いたいなあ、って思ったことはあるんですけれど……独り暮らしですし、餌えさ代だいとか世話を考えると難しくて。私が留守の間、独りにするのも可哀かわい想そうですし──その点、ＶＲ空間でこうして動物と触ふれあえるのは手軽でいいですよね」

「そういう需じゆ要ようはそれなりに多いだろうね。ただ……君の場合、コヨミ嬢じようがペットのように見えることがある。特にカピバラスーツを着て膝ひざ枕まくらをされている時なんて、まさに飼い主とペットそのままだ」

「あれはコヨミさんが甘あまえ上じよう手ずなだけです。コヨミさんには、本当に──初めて会った時から、助けてもらってばかりで」

　実感を込こめて、ナユタは呟つぶやく。

「探たん偵ていさんにはもう話しましたっけ？　私とコヨミさんが初めて会った時のこと」

「《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》での注文の取とり違ちがえがきっかけだった、とは聞いている。それ以上の詳くわしい話は知らないな」

「そうですよね。きっかけ自体は、本当にそれだけなんですが──」

　二人の視線は互たがいの顔ではなく、列車後部の過ぎ去っていく鳥居に向いていた。

　絶え間なく過ぎていく時間が視覚化されたかのように、一定のリズムを保って、鳥居は次々に遠ざかっていく。

　ナユタがこうして過去を振ふり返かえっている間も、鉄路に沿って、列車はただただ前へと進み続ける。

　一呼吸の間をおいて、ナユタは淡たん々たんと声を紡つむいだ。

「……私、あの頃ころ、精神的に少しまいってたんです。お正月に伯お父じのところへ挨あい拶さつに行って、親切にはしてもらっていたんですが、やっぱり腫はれ物ものに触さわるような雰ふん囲い気きもあって……改めて、両親や兄がいない現実がつらくなってしまって。感情を殺して、独りで、何も考えずにぼんやりと日々をやり過ごしていました」

　クレーヴェルは無言で、ナユタの言葉に耳を傾かたむけてくれた。

「ちょうどそんな時に、コヨミさんから声をかけてもらって……コヨミさんにとっては、たぶんごく普ふ通つうのことだったと思うんです。だけど私にとっては、そうじゃなくて──私の境きよう遇ぐうを知らなくて、普ふ通つうに明るく接してくれて、なおかつ優やさしくしてくれて。それだけでも嬉うれしかったのに、その後もずっと、寂さびしい時は察して何気なく傍そばにいてくれて……コヨミさんって普ふ段だんは自由気ままに見えても、勘かんが鋭するどいというか、人の感情の変化にすごく敏びん感かんなんです。あの時期、コヨミさんの存在にどれだけ救われたかわかりません」

　クレーヴェルが眼めを細めた。

「──君にとって、コヨミ嬢じようはただのゲーム内のフレンドではなく、大切な恩人なんだな。いつもやりとりが微ほほ笑えましいとは思っていたが、そういう事情があったのか。となると……ペット呼ばわりは失礼にすぎたな。申し訳ない」

　ぺこりと頭を下げる探たん偵ていに、ナユタは苦く笑しようを向ける。

「コヨミさんには、むしろペットみたいに可か愛わいがられたい願望がありそうですけれどね。以前からたまに尻しつ尾ぽを振ふっている幻げん覚かくは見えていましたし、最近お気に入りのカピバラスーツなんてまさにペット扱あつかいされるためのアイテムです。普ふ段だんは仕事でお疲つかれみたいですし、膝ひざ枕まくらとブラッシングくらいでストレス解消になるならお安い御ご用ようなんですが──」

　今、ナユタの膝ひざではコヨミではなく子こ狐ぎつねがうとうとと微睡まどろんでいる。その様子はいかにも快適そうで、眺ながめていて飽あきない。

「……なんでしたら、探たん偵ていさんも試ためしてみますか？」

　からかうつもりで発したナユタの言葉に、クレーヴェルからは極きわめて常識的な反応が返ってきた。

「いや、私にカピバラスーツはどう考えても悪夢だろう……」

「そっちじゃなくて、膝ひざ枕まくらのほうです。別にそんなにいいものだとは思えませんが、コヨミさん曰いわく、寝ね心ごこ地ちがどうこうでなくロマンなんだそうで」

「それこそ遠えん慮りよする。バレたらただではすまないし、その誘ゆう惑わくに負けたら自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりそうだ」

「あ、一応、誘ゆう惑わくとしては受け止めてくれるんですね。少し安心しました」

「……ん？」

　クレーヴェルが眉み間けんを歪ゆがめた。

　ナユタは緊きん張ちようを隠かくし、努めて淡たん々たんと呟つぶやく。

「いえ。完全に子こ供ども扱あつかいだったら、そういう指し摘てきも出てこないはずなので。先日、泊とめていただいた時には本当に何も起きなかったので、逆に不安だったんですが、少しは意識してもらえてるなら、今のところはそれで良しとします」

「……待った。ちょっと待ちなさい。そういう言こと葉ば尻じりをとらえた解かい釈しやくは容よう認にんできない」

　くすくすと笑うナユタに対し、クレーヴェルは素で狼ろう狽ばいした様子だった。

　今の失言は、彼かれにとってもつい本音が漏もれた珍めずらしい類たぐいのものだったらしい。

「そんなに慌あわてないでください。むしろ嬉うれしいです。何ヶ月か前だったら〝膝ひざ枕まくらしましょうか〟なんて言おうものなら、鼻で嗤わらわれて〝間に合っている〟とか返されていたはずですから」

「いや、そこまで失礼なことは、いくら私でも言わないだろうが……」

「そうですか？　もしコヨミさんが〝膝ひざ枕まくらしてあげようか？〟とか探たん偵ていさんに言ってきたらどうします？」

「脳関係に強い病院を検けん索さくする」

　これは即そく答とうだった。

　酷ひどい言い草に笑って、ナユタは膝ひざから子こ狐ぎつねを放す。

「探たん偵ていさん。もうこの際だから、はっきり言っておきますね。私は今、探たん偵ていさんに好意を持っています」

　クレーヴェルが完全に固まった。

　不意打ちを成功させたナユタは、拒きよ絶ぜつの言葉を言わせない。

「だからといって、探たん偵ていさんに返事を求めたり、あるいは何かしてもらおうとはまったく思っていません。探たん偵ていさんの性格も立場もよく理解していますし、そういう生き真ま面じ目めなところも含ふくめて信しん頼らいしているからです。だから探たん偵ていさんには、今まで通りの対応を望んでいます」

「い、いや、しかし、君──」

「話はまだ終わっていません」

「はい」

　ナユタがにっこりと威い圧あつ的てきに微ほほ笑えむと、探たん偵ていは借りてきた猫ねこのようにおとなしくなった。
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　鳥居の列が過ぎていく。

　列車は湖を横断する線路に差さし掛かかり、泳いでいた首くび長なが竜りゆうがすぐ近くにまで迫せまっていた。

　目つきは存外に優やさしく、その背中には子供の首くび長なが竜りゆうを乗せている。

　それを眺ながめながら、ナユタは明るい声を紡つむいだ。

「この半年間。いろいろなことがありました。正直に言って、あっという間だったと思います。ゲーム絡がらみのこと、プライベートなこと、友人関係のこと──私は探たん偵ていさんに助けてもらいましたし、何度か、探たん偵ていさんを助けもしました。恩を売るつもりはありませんが、それなりの信しん頼らい関係は作れたものと自負しています。探たん偵ていさんは私のことを、ちゃんと信しん頼らいしてくれていますか？」

「それは、まぁ……はい」

　否定させないだけの素地は、受験勉強を口実にした餌え付づけや風か邪ぜの看病等、これまでの日々を経てきちんと作っておいた。

「でしたら、今はそれで充じゆう分ぶんです。今後ともどうぞよろしくお願いします」

　改めて深々と頭を下げると、クレーヴェルが我を取とり戻もどした。

「いや、そういうわけにもいかないだろう。つい流されたけれど、今のはもしかして、俗ぞくに言う告白……」

　ナユタは涼すずしい顔で受け流す。

「別に告白したつもりはないので、返事も今は要いりません。そうそう……探たん偵ていさんは気づいていないみたいですから、後で〝狡ずるい〟と言われないように、今のうちに言っておきますが──あと半年ぐらい経たつと、私、なんと大学生になる予定なんです。合否によっては就職かもしれませんが」

「……知っている」

「そのことだけ、きちんと把は握あくしておいていただければ充じゆう分ぶんです。月日が経たつのはあっという間ですね？」

　首を傾かしげて問いかけると、ナユタの言葉の意味にようやく気づいたクレーヴェルが目元を覆おおった。

　女子高生には絶対に手を出さない──そんな強固な彼かれの信念は、あと半年ほどでまったく無意味なものになる。

「──私は何も聞かなかった。後生だから、対外的にはまだそういうことにしておいて欲ほしい……」

「もちろんです。探たん偵ていさんを困らせるつもりはありません」

　ナユタが満十八歳になった以上、現時点でももう青少年保護育成条例には怯おびえなくていいはずだが、世せ間けん体てい、及およびクレーヴェル本人の倫りん理り観かんという壁かべはまだ残っている。

　重要な同意が得られたところで、ナユタはほっと息を吐はいた。

　──今いま更さらのように、手がカタカタと震ふるえ出だす。

　もしも拒きよ絶ぜつされたらと、考えなかったわけではない。ただ一方で、嫌きらわれていないことは確信してもいた。日々接していれば、自然と伝わるものもある。

　落ち着いたところでふと視線を転じると、部屋の入り口付近に狐きつね面めんの車しや掌しようが立っていた。

「え」

　気配に気づいていなかったナユタは、思わず声を漏もらす。探たん偵ていも視線を転じ、びくりと肩かたを震ふるわせた。

「……君。いつからそこに？」

　狐きつね面めんの車しや掌しようが軽く会え釈しやくをした。

「申し訳ありません、お客様。実は、この最さい後こう尾びの車両に五分間とどまることが、隠かくしキャラである〝私〟の出現条件となっていまして──お話はうかがっていたのですが、割わり込こむのは無ぶ粋すいと思い、かといって仕様上の都合で消えることもできず、会話の終しゆう了りようをお待ちしておりました」

　ＡＩにしてはなかなか気が利きく。

　たちまちクレーヴェルが青ざめた。

「……君、まさか、今の会話のログ……」

　狐きつね面めんの車しや掌しようが、深々と頭を下げた。

「……大変申し訳ございません。今回の先行体験会においては、私の接客状じよう況きようを検証するため、周辺のログデータを精査することになっていまして──お察しの通りでございます」

　──気が利きいているようで、その挙きよ動どうには多々問題があった。出現した時点で会話を止めてくれていれば、探たん偵ていもナユタも致ち命めい傷しようを避さけられたかもしれない。

　ログが残るこの環かん境きよう下かで何かをやらかすのは、よほどの阿あ呆ほうだけ──

　探たん偵ていクレーヴェルは先さき程ほど、そんなことを言ったが、どうやらナユタはそれをやらかしてしまったらしい。

　狐きつね面めんの車しや掌しようがそっと懐ふところから一枚の券を差し出した。

「こちら、私を発見されたお客様への粗そ品しなとなります、招まね鬼き屋や温泉リゾートホテル・スイートルームのペア宿しゆく泊はく券けんでございます。差額を追加すればロイヤルスイートにもご変へん更こういただけます。どうぞお納めください」

「このタイミングでその景品が出てきたことに、酷ひどい作さく為いを感じる……君、本当にただのＡＩか？　リアルタイムで誰だれかに干かん渉しようされていないか？」

　探たん偵ていの質問には答えず、狐きつね面めんの車しや掌しようは一礼を残して幽ゆう霊れいのように消え去った。

　後に残されたナユタとクレーヴェルは、互たがいの顔をまともに見ることもできず、その場にうなだれる。

「なんだか……すみません、探たん偵ていさん。私が迂う闊かつでした」

「いや……君のせいじゃない。決して君のせいじゃないんだが……コヨミ達たちと合流する前に、お互たがいに顔色を元に戻もどしておこう。何か気づかれると大だい惨さん事じになる」

「同感です。ちょっと今、誤ご魔ま化かしきれる自信がありません──」

　部屋にはコヨミだけでなくリリカまでいる。探たん偵ていと揃そろって挙きよ動どう不ふ審しんな様子など見せようものなら、何を言われるかわからない。

　景色の中で、過ぎ去っていく鳥居が途と切ぎれはじめた。

　どうやら最初の到とう着ちやく駅えきが近いらしい。

　この後の旅程を思いながら、ナユタは熱くなった頰ほおを冷まし、どうにか平静を保ち続けた。
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　ミステリートレインにおける最初のイベント、《かくれんぼ》を制したのは、当然のようにコヨミ、マヒロ、リリカの組だった。

　二位以下に大差をつけての圧勝である。

　客室に戻もどってくつろぎながら、ナユタはコヨミにご褒ほう美びの膝ひざ枕まくらをしていた。

「……百匹ぴき隠かくれていたうちの九十八匹ぴきを捕つかまえるって、物もの凄すごいですね……車しや掌しようさんは見つけられなかったみたいですが」

「あんなのわかるわけないじゃん！　一つの部屋の探たん索さくにわざわざ五分もかけないって！」

　荒あらぶるコヨミだったが、一位をとれたことは素す直なおに嬉うれしいらしく、機き嫌げんはいい。

「ナユタさん達たちは途と中ちゆうからスコアが伸のびませんでしたね。諦あきらめちゃったんですか？」

　マヒロが残念そうに問いかけた。

「最さい後こう尾びまで行ったところでちょっと休きゆう憩けいしたら、居い心ごこ地ちが良くてつい長居しちゃって──おかげで隠かくしキャラは見つけられたけど、一位はコヨミさん達たちがとってくれそうだから別にいいかなぁ、って」

　ナユタは曖あい昧まいに微ほほ笑えんで応じた。

　普ふ段だんは油断ならない存在であるリリカも、今は心持ち疲つかれた様子でぐったりとソファに身を預けている。

「私も疲つかれたぁー……コヨミちゃんのスタミナすっごいんだもん。丸々四十五分間、ほぼ走りっぱなしだったんだよ？　こっちは途と中ちゆうから休み休みだったけど、それでも……まぁ、一位とれたから結果的には良かったけどねー」

「私も圧あつ倒とうされました。コヨミさん、本当に凄すごかったです！　あの子こ達たちが何ど処こに隠かくれているのか、もう最初からわかっているみたいな勢いで、どんどん見つけていって……！」

　マヒロはよほど楽しかったのか、出発時よりも更さらに眼めをキラキラとさせていた。

　三者三様に旅を楽しんでいる様子で、今のところ、ナユタと探たん偵ていのささやかな変化には気づかれていない。

　──ただ一人、事情を知ってしまっている者もいる。

「ナユタさん、お茶はいかがですか？」

「……ありがとうございます。いただきます……」

　にこにこと満面の笑えみを見せるイヅナは、おそらくすべてを知っている。イベントの間、彼かの女じよは別空間で、ＡＩ《コハク》の挙きよ動どうをチェックしていたらしい。

　イベントが終わり客室で合流した直後、コヨミ達たちがいない場にて、「おかげさまで、この列車を婚こん活かつやお見合いイベントにも使えそうな手応えを得ました！」と、やや食い気味に礼を言われた。

　下手に気を使われるよりはいっそ清すが々すがしいが、虎とら尾おや橡とち守もりの耳に入るのは時間の問題かもしれない。

（……探たん偵ていさんに悪いことしたなぁ……）

　一応は反省しつつ、ナユタはクレーヴェルの様子をうかがった。

　探たん偵ていは窓まど際ぎわの席から外の景色を眺ながめている。内心はどうだかわからないが、その端たん整せいな横顔はいつもと変わらない。

　車内に次のアナウンスが入った。




『これより当列車は、昼食を経てオーロラの海を抜ぬけ、マスドライバーシステムにより宇宙へあがります。打ち上げは午後二時頃ころ、月面ステーションへの到とう着ちやくは午後四時頃ころの予定です。打ち上げ時には負ふ荷かがかかるため、シートに体を固定していただきます。直前になりましたらまたお知らせをいたしますので、何なに卒とぞご協力ください。次はー、月つく読よみ駅えきー。月つく読よみ駅えきー』




　──常じよう軌きを逸いつした放送内容を受けて、一同の視線が運営側のイヅナに集中する。

　豪ごう華か寝しん台だい列車の若き設計者は、愛あい嬌きようたっぷりの営業用スマイルを浮うかべていた。

「外装がつるつるな理由、お察しいただけました？　大たい気き圏けん突とつ破ぱにはそのほうが都合がいいかと思いまして。世界初の豪ごう華か寝しん台だい列車によるＶＲ宇宙旅行を、引き続きどうぞお楽しみください♪」

　これ以上ない程ほどのドヤ顔に、ナユタ達たちは絶句させられる。




　ワープ航法による怪あやしげな惑わく星せい巡めぐりを経て、丸一日後──

　あらゆるイベントで好成績を残したコヨミは、見事ツアーＭＶＰを獲かく得とくした。
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　あやかし横丁に店てん舗ぽを構える《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》は、店員のすべてが猫ねこという一風変わった甘かん味み処どころである。

　時折、注文の取とり違ちがえが発生することでも知られているが、一部の暇ひまなプレイヤー達たちの律りち儀ぎな検証により、このたびそこに多少の法則性が発見された。

　年ねん齢れい、性別は影えい響きようしないが、一人で来ている客同士だと発生率が少しだけ上がる。

　幸運値が高い場合には注文の品そのものを間ま違ちがえられ、メニューにない試作品が出てきやすくなる。

　しっぽが分かれている猫ねこ又または正規の店員、分かれていないただの猫ねこはアルバイトで、正規の店員のほうが取とり違ちがえ率が高い。どうもわざとやっている節がある。

　重いものを手前の客に、軽いものを奥おくの客に給きゆう仕じする傾けい向こうもあり、「運ぶのがめんどくさいだけ」という説も有力視されている。

　さりとて相手は猫ねこである。

　下等な人類風ふ情ぜいが文句を言うのはお門かど違ちがいであり、この化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やにおいては猫ねここそが法、猫ねここそが倫りん理り、猫ねここそが権力の象しよう徴ちようである。

　猫ねことは至高の存在である。

　人を含ふくむ他の獣けものとは格が違ちがう。

　高貴にして高こう邁まいなる猫ねこが、カピバラなどというたかがでかいだけのネズミごときに負ける道理はない。

　──八月初しよ旬じゆん現在、この《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》は、唐とう突とつに隣となりに出店した《天てん竺じく喫きつ茶さ・子ね寿ず味み》との熾し烈れつなシェア争いの渦か中ちゆうにあった。

　化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やは和わ菓が子しの甘かん味み処どころだが、隣となりの天てん竺じく喫きつ茶さは様々な種類の紅茶と、ラスクやクッキーといった洋風の焼やき菓が子しを売り物としている。

　カピバラの店てん員いん達たちによるのったりとしたスローモーな接客は、現代社会に生きる忙せわしない人々の心を猛もう烈れつに摑つかみ、瞬またたく間まにあやかし横丁の人気店となってしまったが、《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》にも老舗しにせとしてのプライドがある。いまだ開店八ヶ月目ではあるが、少なくとも新規参入店よりは古い。




（……って、瓦かわら版ばんのグルメ記事には出ていたけど……どっちの店員さんも、基本的にはやる気がないような……？）

　化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やの一いち隅ぐうにて、ナユタは膝ひざに黒くろ猫ねこを抱かかえこみ、ぼんやりと抹まつ茶ちやパフェを味わっていた。

　真夏の今はさほどありがたくないが、冬場になれば暖だん房ぼう器具として使えそうな程度には暖かい。光こう沢たくのある艶つややかな毛並みも申し分なく、特に猫ねこを信しん仰こうしていないナユタでも心ここ地ちよく感じてはいる。

　隣となりの天てん竺じく喫きつ茶さにも行ってみたが、メニュー以外の違ちがいといえばターバンを巻いたカピバラのマスターがのんびりと紅茶をいれてくれる程度で、店員のカピバラ達たちはそのあたりに寝ね転ころがっているだけだった。

　ネットの記事にあったような「熾し烈れつなシェア争い」は、売上等の数字の上には存在するのかもしれないが、店てん員いん達たちにそんな気配は微み塵じんもない。

　ちなみに天てん竺じく喫きつ茶さでは、注文の取とり違ちがえこそ発生しないが、油断していると周囲のカピバラ達たちに焼やき菓が子しをもっしゃもっしゃと盗ぬすみ食ぐいされる。

　動きが緩かん慢まんなため止めようと思えばわけはないが、話に夢中だといつの間にか皿が空になっていることもあり、なかなか油断できない。

　黒くろ猫ねこの背を撫なでながら、ナユタは端たん末まつから最新のゲーム情報を確かく認にんする。

　気になる大見出しがあった。

（……《元げん禄ろく化か秘ぴ祓ばら絵え巻まき》のプレイフィールドに突とつ如じよ、推定全高二百二十二メートルに及およぶ超ちよう巨きよ大だい猫ねこ大だい仏ぶつが出現……高さは牛うし久く大だい仏ぶつの約二倍に匹ひつ敵てき……カピバラ会・昼ひる寝ね派司祭、聖ネズロフ氏へのインタビュー……猫ねこ神がみ信しん仰こう派の悪質な嫌いやがらせと認にん識しきしている……これから宮大工組合に依い頼らいし、外観だけでもカピバラに改装できないか検討する予定……？）

　ナユタは記事を二度見した末に、しばらく沈ちん思しした。

　何が何やらよくわからないが、どっちもどっちだということだけは理解する。

　満面の笑えみとピースサインの顔写真が掲けい載さいされた「カピバラ会・昼ひる寝ね派司祭、聖ネズロフ氏」は、気のせいか、先日会った千せん手じゆ屋やという青年にとてもよく似ている気がしたが、面めん倒どうくさいので他人の空似ということにしておいた。

　接客する猫ねこも怠なまける鼠ねずみも多た忙ぼうな女子高生も、面めん倒どうくさい事こと柄がらからは離はなれるものである。

　その事こと柄がらが面めん倒どうを凌りよう駕がするメリットを生むか、あるいは無視することで大きなデメリットを負うような場合には関わらざるを得ないが、そうでない場合には自分の時間を大切にしたほうがいい。

　命短し恋こいせよ乙おと女めとは、大正時代に歌われた歌か謡よう曲きよくの一節である。

　恋れん愛あいなど女子校通いの自分にはしばらく縁えんがないものと何ど処こかで思おもい込こんでいたナユタだが、ここ半年ほどでずいぶんと事情が変わってしまった。

　抹まつ茶ちやパフェが空になったところで、コヨミからメールが届いた。




【　なゆさんごめん！　待ち合わせに三十分くらい遅おくれそう！　帰り道で迷子のお婆ばあちゃん見つけちゃって、いま道案内中なの。なんだったら探たん偵ていさんとこで本読んでてくれてもいいから！　】




　ナユタはくすりと笑って、了りよう解かいした旨むねの返信を送る。コヨミは相変わらず、人助けに物もの怖おじしない。

　この《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》で、道に迷った老ろう僧そうヤナギへ最初に声をかけたのもコヨミだった。

　それが結果的にナユタとクレーヴェルの縁えんをつないだ。

　そもそもオープン当初のこの化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やで、ナユタに声をかけてくれたのもコヨミである。

　フレンドになってはや八ヶ月、その生き方や性格には、ナユタも憧あこがれの念を抱いだいている。もちろん彼かの女じよのようにはなれないだろうが、コヨミの明るさや気き遣づかい、行動力は素す直なおに見習いたい。

　化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やを出て、ナユタは宵よい闇やみ通どおりにある《三みツ葉ば探たん偵てい社しや》へと向かう。

　その道中、またゲーム外からのメッセージが届いた。




【　今日のお仕事終わりました！　今から楢なら伏ふしさんと晩ご飯です。明日に備えて早めに寝ねますね。　】




　フレンドのマヒロは今日、温泉地を舞ぶ台たいにしたドラマのロケに参加するため、マネージャーの楢なら伏ふしと共に北陸へ行っていた。一話限りの脇わき役やくながら、セリフと名前つきらしい。

　夏休みは学校を気にせずスケジュールを組める貴重な時期とあって、子役の彼かの女じよにとっては稼かせぎ時どきなのかもしれない。

　労ねぎらいの言葉を返信に送りながら、ナユタは二階の探たん偵てい事じ務む所しよへと続く暗い階段を上っていく。

　エントランスにある猫ねこ大だい仏ぶつは、明日から始まる《猫ねこ大だい仏ぶつ巡じゆん礼れいの旅》の前祝いでもしていたのか、日本酒『猫ねこ祭さい』の一いつ升しよう瓶びんを抱かかえ幸せそうに眠ねむっていた。

　もはや大だい仏ぶつには見えないが、このスポットは早くも攻こう略りやくサイトで穴場の猫ねこ大だい仏ぶつとして紹しよう介かいされており、明日以降は多少の混雑が予想される。

　混乱を避さけるため、巡じゆん礼れい者しやに対しては探たん偵てい事じ務む所しよの扉とびらも数日間にわたって封ふう鎖さされるが、ナユタやコヨミ、マヒロはその期間も事務所に出入りできるよう認にん証しようキーを貰もらった。

　探たん偵ていは今日のこの時間帯、観光ガイドのために不在のはずだった。

　誰だれもいないことを承知で、一応は礼れい儀ぎとしてノックをする。

（……あれ？）

　扉とびらを開けて踏ふみ込こんだ先で、ナユタは立ち止まった。

　いつもの探たん偵てい事じ務む所しよではない。

　目の前に美しい渓けい流りゆうがある。

　さやさやと水の流れる音が涼りようを誘さそい、陽光に輝かがやく青葉が風に揺ゆれ、その影かげに彩いろどられた岩場で誰だれかが釣つり糸いとを垂れている。

　歩み寄ったナユタは、幾いく分ぶんか慎しん重ちように声をかけた。

「……釣つれますか？」

「いいや、さっぱり。ちょっと確率を低く設定しすぎたかなぁ……」

　フィッシングベストを着た釣つり人びとは、穏おん和わな顔立ちをした四十歳ほどの男だった。

　ナユタは手て頃ごろな岩場に座すわる。

「はじめまして。ナユタといいます。貴方あなたが……〝八はち鳥どりさん〟ですよね？」

「うん。はじめまして、お嬢じようさん。初対面でも驚おどろかないんだね」

　八はち鳥どりは釣つり針ばりを引き上げ、盗とられた餌えさを付け直し、再び川かわ面もへ竿さおを投げた。

　ナユタは平然と応じる。

「実はそろそろお会いできるんじゃないかなぁ、って、少し期待していました」

「それは恐きよう悦えつ至し極ごくだ。僕ぼくも会ってみたかったから、暮くれ居い君くんに預けた君の認にん証しようキーに、少し細工をさせてもらった。僕ぼくが遊んでいる時に、一人で君が事務所に来ることがあったら、こっちに転送されるように、って──もし急ぎの用事があるなら、後ろの扉とびらからすぐに帰れるよ」

　ナユタは首を横に振ふる。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。コヨミさんと待ち合わせをしていたんですが、遅ち刻こくするそうなので」

　八はち鳥どりが背を向けたまま頷うなずいた。

「それじゃ、この機会に挨あい拶さつをさせてもらおう。クロネコの副社長、八はち鳥どりです、よろしく。何はともあれ──うちの社長がずいぶんとお世話になっているみたいで、ありがとう」

　ナユタはくすりと微ほほ笑えんだ。

「社員の皆みなさんにも言われていますが、お世話になっているのは私のほうです。あと……八はち鳥どりさんも、たぶん探たん偵ていさんのお世話をしている側ですよね？」

　川かわ面もを見つめつつ、八はち鳥どりが顎あごを撫なでた。

「んー……どうなのかな。経済的な意味では、確かに僕ぼくは彼かれの支し援えん者しやだ。会社にも一番出資しているし、ＶＲオフィスやら思考出力やら、お金になりそうな技術も提供している。ただ……僕ぼくはそれしかできないからね」

　のんびりと欠伸あくびをして、彼かれは釣つり竿ざおを適度に揺ゆらした。

「デザインとか絵とかビジュアル関係は千せん手じゆ屋や君くんに任せっきりだし、法務や特許、営業関係は大おお柿がき君くんがいないと何もできない。口の巧うまさや経営判断、常識力、人間関係については暮くれ居い君くんに頼たより切きりで、愛あい嬌きようや駆かけ引ひきの巧たくみさではリリカさんに遠く及およばない。おまけに釣つりも下手だ」

　ナユタは首を傾かしげた。

「天才でお金持ちっていう時点で、もう恵めぐまれすぎていると思いますけれど」

「別に不満を言うつもりはないよ。一人じゃ何もできないから、暮くれ居い君くん達たちに助けられている、って話でね。だけど、確かにお金を持っているのはかなり強い。金さえあれば世の中のことは大たい概がいがなんとかなる。たとえば、ほら……中学生の頃ころの黒歴史を抹まつ消しようしたり？」

「それはたぶんできません」

　ナユタが即そく答とうすると、八はち鳥どりが大おお袈げ裟さな溜ため息いきを吐ついた。

「……あー、そうかぁ……今の技術じゃまだ無理だったか……じゃ、過去に戻もどることは？」

「無理ですね」

「亡なくなった人を生き返らせたり──」

「不可能です」

　八はち鳥どりがかすかに笑った。

「……とまぁ、こんな具合に、金があってもどうにもならないことは割とある。どんな金持ちも自分の寿じゆ命みようにすら勝てない。あるに越こしたことはないが、あればあったで本当に欲ほしいものは案外、手に入らないもんだよ」

　論点を巧こう妙みようにずらされた気がする。

「それはお金がどうこうという問題じゃなくて、要求そのものが人間の限界を超こえています。ただのないものねだりです」

「正論だ。でも僕ぼくの場合、金より時間、時間より自由、自由より安らぎといった具合に、結局は眠ねむっている時間が一番幸せ、なんてことになりがちでね。現実の体がまともに動かないから、金の使い道も限られるし、まぁ仕方がない」

　ナユタははっと気づかされた。

　──ＶＲ技術が、どの分野にもっとも大きな福ふく音いんをもたらしたのか。

　ヤナギとその孫、清きよ文ふみの一件で実感したつもりだったが、その実例を改めて示されると、咄とつ嗟さには何も反応できない。

　八はち鳥どりが笑え顔がおで振ふり返かえり、口元に人差し指を立てた。

「暮くれ居い君くんしか知らないことだから、他の社しや員いん達たちには内ない緒しよだよ？　仕事仲間にあまり同情されると、いろいろやりにくいからね」

「……私には、どうして教えてくれたんですか？」

　八はち鳥どりが肩かたをすくめた。

「話しておかないと遠からず見破られそうだから、かな。君は《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の一件で、フルダイブ技術を一番必要としているのがどういう人々なのか、既すでに実感している。いずれは気づかれそうだったし、その推理を社員の誰だれかにでも披ひ露ろうされると面めん倒どうだ。でも、先に話しておけば──君自身は口が堅かたいだろうし、千せん手じゆ屋や君くんと違ちがって不用意なことも言わないと判断した」

　肩かた越ごしに振ふり返かえった八はち鳥どりが片目を瞑つぶった。ウィンクではなく、強い日差しから眼めを庇かばっただけだが、ナユタはそこに茶目っ気を感じてしまう。

「それに君、暮くれ居い君くんに好意を持っているんだろう？　君と彼かれが長い付き合いになるなら、僕ぼくもそれなりに腹を割ってご挨あい拶さつしておかないとね」

　ナユタは照れることもなく、ただ首を傾かしげる。

　好意についてはクレーヴェル本人と、後はリリカやイヅナといった一部の人間にしかまだ気づかれていないはずだった。

「初対面なのに、私のことをいろいろとご存知みたいですね」

「情報源はリリカさんだ。あと……セキュリティの都合上、社員の自宅の通信回線は、我わが社しやのプロキシサーバーを経由して外へつながるように設定されている。君と暮くれ居い君くんのＩＰアドレスが時折、深夜でも同じなのは、さすがにそういうことだろう」

　隠かくせているつもりでも、やはり何ど処こかに見落としがあるものらしい。ナユタは思わず額を押おさえた。

「納なつ得とくしました。探たん偵ていさんも、意外に脇わきが甘あまいですよね──」

「いや、彼かれは気づいていたと思うよ。セキュリティのログなんてチェックするのは僕ぼくと彼かれぐらいだから、僕ぼくにはバレても構わないと判断したんだろう。本気で隠かくす気なら、君を泊とめた際にアミュスフィアの使用を禁じていたはずだ」

　八はち鳥どりはけらけらと笑い、釣つり竿ざおを大きく振ふってポイントを変えた。

「で、ナユタさん。僕ぼくに何か聞きたいことはあるかな？」

「探たん偵ていさんとは、どういうご関係なんですか？」

　千せん手じゆ屋やも、これについては知らないと言っていた。

　ナユタもはぐらかされるのを覚かく悟ごで問いかけたが、八はち鳥どりは淡たん々たんと応じる。

「僕ぼくと暮くれ居い君くんが知り合ったのは、暮くれ居い君くんがまだ高校生だった頃ころだ。当時、ＶＲじゃない普ふ通つうのネットゲームで、僕ぼくと彼かれは同じギルドに所属していた。高校生にしては知識が深くて、思考の鋭するどい子でね。妙みように気があって、僕ぼくが当時、趣しゆ味みで作っていたアプリについて、彼かれに意見を求めたことがあったんだ。その助言にそって、いくつかのアプリをリリースしたら……それが馬ば鹿かみたいに売れて、その権利を大手に売ったら、預金残高がえらいことになった」

　八はち鳥どりがぺろりと舌を出して見せた。

「そういう御ご縁えんだ。僕ぼくはそれを元手に投資や株で儲もうけて、一方の暮くれ居い君くんは大学を出て警察官になって……そのまま彼かれは、ＳＡＯ事件に巻まき込こまれた。なんとか助け出せないかと思って、僕ぼくもＶＲ技術を本格的にかじり始めたんだけど、個人ではどうしようもなくてね。彼かれがゲームから解放された後、警察官をやめて起業するつもりだと聞いて、サポートすることにした」

　八はち鳥どりが嘆たん息そくを挟はさむ。

「──あの頃ころの暮くれ居い君くんは、なんというか……とてもじゃないが、放っておける雰ふん囲い気きじゃなかったんだよ。言葉も行動も冷静なのに、目つきにだけ鬼き気き迫せまるものがあった。だから……女子高生に戸と惑まどう今の彼かれを見ていると、なんだかとても微ほほ笑えましくて嬉うれしい。社員一同、君には心から感謝している」

　リリカを始め、千せん手じゆ屋やも大おお柿がきも、ナユタの存在にはじめからやけに好意的だった。

　社長の周りをうろつく女子高生など一いつ般ぱん的てきにはリスク要因のはずだが、彼かれらにとっては「自じ分ぶん達たちではどうにもできなかったこと」を、ナユタがしてのけたという印象なのかもしれない。

「千せん手じゆ屋やさんや大おお柿がきさんからも、そんなふうにお礼を言われました。探たん偵ていさんは、社員の人ひと達たちから好かれていますね」

　八はち鳥どりが楽しげに笑う。

「だって可か愛わいいだろう、彼かれ。リリカさんが猫ねこかわいがりするのもわかるよ。僕ぼくから見ても、弟とか甥おいっ子こみたいな感覚がある」

　ナユタは思わず吹ふき出だした。

　クレーヴェルを「可か愛わいい」などと表現するのは自分とリリカくらいかと思っていたが、ここにも理解者がいたらしい。

「そうですね。探たん偵ていさんは可か愛わいいです。年上ですし、頼たよりにもなりますが……意外に愛あい嬌きようがあるというか、放っておけない感じがします。あと……たまに凄すごく苦しそうに見えることがあって──なんとかしてあげたくなります」

　八はち鳥どりがしみじみと頷うなずいた。

「まったく同感だ。これは、あまり君に聞かせたい話ではないんだけれど……彼かれは親友を死なせてしまった後こう悔かいを抱かかえて生きている。警察官を辞やめたのも、起業が目的だったのか、それとも自分に警察官たる資格がないと思ったせいなのか、本音は僕ぼくにもわからない。一つ言えることは──彼かれは今も、自分自身を許せずにいる。今の彼かれに許しを与あたえられる人間を、僕ぼくは一人しか思いつかない」

「それが私……ですか？」

　ナユタが問うと、八はち鳥どりは首を横に振ふった。

「いや、君でもない。いまや故人の〝櫛くし稲いな田だ大だい地ち〟氏だけだ」

　ナユタは納なつ得とくした。

　八はち鳥どりは世間話のように淡たん々たんと話し続ける。

「もちろん、亡なくなった人から実際に許しの言葉を貰もらうことはできない。だけど、その墓前で思いを受うけ継つぐことはできる。それは思おもい込こみによる錯さつ覚かくかもしれないが、正答に限りなく近い錯さつ覚かくだろう。暮くれ居い君くんはおそらく──泉せん下かの大だい地ち氏に、君のことを託たくされた。もちろん結けつ婚こんやら伴はん侶りよやらといった話じゃなく、成人するまで道を間ま違ちがえないように導いてやって欲ほしいとか、幸せになれるよう見守って欲ほしいとか、そういった託たくされ方かたをしたはずだ。だから暮くれ居い君くんは、親友との約束にかけて、君には手を出せない──君自身がそれを求めない限りは、ね」

　八はち鳥どりのこの指し摘てきは、ナユタの思考とも一いつ致ちしていた。

　だからこそ、彼かの女じよもあえて好意をはっきりと表明した。

「……私、狡ずるいですよね。端はたから見たら、兄のことを盾たてにして、探たん偵ていさんを誑たぶらかそうとしているのと同じです。ここしばらく、自分の狡ずるさにびっくりしているくらいです」

　八はち鳥どりが肩かたを揺ゆらして笑いだした。

「君は本当に賢かしこい。だけど、僕ぼくは〝狡ずるい〟なんて思わないよ。たまたま君が彼かれに惹ひかれて利害が一いつ致ちしてしまっただけで、君はあくまで、〝暮くれ居い君くんのために〟自分を彼かれの傍そばに置こうとしている。その選せん択たくが、彼かれを救うほぼ唯ゆい一いつの解だともう気づいている。違ちがうかな？」

「はい。違ちがいます」

　好意的に解かい釈しやくしすぎた誤解を、ナユタは即そく座ざに否定した。

「私が今、探たん偵ていさんの傍そばにいるのは、単なる私のわがままです。正直にいえば──今、八はち鳥どりさんが仰おつしやったようなことも、考えたことはあるんです。でも先日、《ガッコウ（仮）》のテストプレイ中に……菱ひし川かわさんという方が、探たん偵ていさんへのお見合いの話を持ってきた時、はっきりと思いました。〝誰だれにもとられたくない〟って」

　自身の浅ましさを省かえりみて、ナユタは嘆たん息そくした。

「……私は探たん偵ていさんの罪悪感に付つけ込こんで、ただ甘あまえているだけです。そして、これからもそれを続けるつもりでいます。だから……私は、狡ずるいんです」

　八はち鳥どりが失しつ笑しようとともに振ふり返かえった。

「……やっぱり君と話しておいて正解だった。ナユタさん、君は賢かしこいけれど、若すぎて肝かん心じんなことがわかっていない。うちの社長はね。いくら親友の忘れ形見だからといって、〝好きでもない相手〟を自宅に泊とまらせるほど、軽けい率そつな馬ば鹿か野や郎ろうじゃないよ。そこは誤解しちゃいけない」

　片目を瞑つぶり、八はち鳥どりがナユタを見つめた。

　心中を見み透すかされた気がして、ナユタは息を詰つまらせる。

「あれでなかなか、不器用な性格ではある。だけど彼かれも間ま違ちがいなく、君に好意を持っている。世せ間けん体ていの都合で今はまだ認めるわけにはいかないだろうけれど、もう時間の問題だ。僕ぼくは……暮くれ居い君くんには、君が必要だと思っている。君を幸せにすることで、彼かれは自身の抱かかえた後こう悔かいを間接的にでも軽くできる。僕ぼくがわざわざ言うようなことではないんだけれど……どうか暮くれ居い君くんのことを、これからもよろしくお願いしたい」

　釣つり竿ざおを下に置き、八はち鳥どりが深々と頭こうべを垂れた。

　ナユタはしばらく押おし黙だまった末、小さく頷うなずいた。

「私にできることがあるなら、なんでもするつもりです。でも……一つだけ、教えてください。〝ログイン時のＩＰアドレスがたまたま一いつ致ちしていた〟だけで、私のことをそこまで把は握あくされているのは、やっぱりおかしいと思います。ある程度のことはリリカさんから聞いていたのかもしれませんが……八はち鳥どりさんは、それを疑わずに信じてしまうほど不用意な人には見えません。改めてうかがいますが、初対面の私のことを、どうしてそんなによくご存知なんですか？」

　ナユタには、どうしてもそのことが気になっていた。

　自分は今、何か大切なことを見落としている──そんな感覚が抜ぬけてくれない。

　釣つり糸いとを川に戻もどし、八はち鳥どりが露ろ骨こつに目を背そむけた。

「……あー。うん。ええと、ほら……僕ぼく、天才だから？」

　明らかな疑問形だった。

　挙きよ動どう不ふ審しんな八はち鳥どりの背を、ナユタは無言でじっと見つめる。

　小刻みに揺ゆれる釣つり糸いとが、彼かれの動どう揺ようを物語っていた。

　──しばらくして観念したのか、八はち鳥どりは容疑を認めた。

「……ごめん。いや、ほんとごめん。わざとじゃないんだけれど……ほら、君ら、ちょっと前に橡とち守もりさんと一いつ緒しよに、うちの《思考出力》を試ためしただろう……？」

「はい。試ためしましたね」

　あの衝しよう撃げきはナユタも忘れていない。まさに未来のテクノロジーを実感した。

　八はち鳥どりが申し訳なげに声をひそめた。

「あれ、実はちょっとした欠けつ陥かんがあって……画面に出力されない、思考の揺ゆらぎみたいなログデータが膨ぼう大だいにあってね……普ふ段だんはそんなの残さないんだけど、ちょうど社長から〝セキュリティ的にまずいからなんとかしてくれ〟って頼たのまれてて、あの時はその調整のために、全部のログを保存して自動解かい析せきするモードになってて……うん」

　ナユタは固まった。

　まわりくどい言い方ではあったが、要点はさすがに理解できる。

　あの時、ナユタは化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やで踊おどる猫ねこ達たちの絵を描かいた。

　それ以外にも、思いつきはしたが描かかなかった絵がいくつかある。否、絵として描かこうとしたわけではなく、直前にクレーヴェルが寝ね込こんでいると聞いたせいで、彼かれのことが常に頭の片かた隅すみにあった。

「……見たんですか？」

「暮くれ居い君くんには見せていない。断じて」

「当たり前です」

　ナユタは必死に動どう揺ようを隠かくす。告白まで済ませておいて今いま更さらだが、しかし物事には限度というものがある。

　静かに怒おこるナユタの気配に怯おびえたのか、八はち鳥どりが震ふるえる声で弁明した。

「だ、だから、せめてもの罪つみ滅ほろぼしと思って、僕ぼくも今日は聞かれたことにちゃんと答えようと……と、当とう該がいデータは、僕ぼくの責任において完全に破は棄きした。もうどこにも存在していない。まぁ……そ、そこまで怒おこるような内容ではなかっただろう？　むしろ微ほほ笑えましい未来予想図というか、この少子化の時代に感心というか……その、こ、子供も可か愛わいかったし、君の母親姿も板についていたし、暮くれ居い君くんの父親姿も……」
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「……あとは八はち鳥どりさんの記き憶おくを物理的に飛ばせばいいんですね。わかりました」

　ナユタは拳こぶしを握にぎり込こむ。

　きっと今ならば敏びん捷しよう性せいも幸運値も関係なく、任意でクリティカルを出せる。ステータスが存在しないＶＲオフィスの環かん境きよう下かでも、おそらく一いち撃げきで仕留められるはずだった。

「そ、それじゃ、僕ぼくはこれでっ！」

　危険を察した八はち鳥どりが釣つり竿ざおを抱かかえ、すかさず渓けい流りゆうに飛とび込こんだ。

　水みず飛沫しぶきをあげて落ちた体は、あっという間に下流へ流されて見えなくなる。

　その姿を見送る余よ裕ゆうすらなく、ナユタは真っ赤になった自身の顔を掌てのひらで覆おおい、しばらく羞しゆう恥ちに震ふるえていた。

　──テクノロジーの進化には犠ぎ牲せいがつきものだと、知識としては知っていた。

　しかし、こんな形で我わが身みに降りかかるとは想定外である。

　しばらくして、ナユタの元にメッセージが届いた。




【　なゆさーん？　コヨミさんだよー。事務所にいないみたいだけど今どこー？　もしかしてどっかのお店入ってる？　迎むかえに行こっか？　】




　ナユタは深呼吸を重ね、必死に顔色を戻もどした。

　背後の岩場を見れば、三みツ葉ば探たん偵てい社しやのエントランスに続く扉とびらがまだそこにある。

　八はち鳥どりの記き憶おくを飛ばすのは後日にして、今はコヨミとの合流を優先しなければならない。

　まずは扉とびらを抜ぬけて、猫ねこ大だい仏ぶつの前に戻もどる。

　──猫ねこ大だい仏ぶつは耳を伏ふせ、眼めを両手で塞ふさぎ、ナユタに背を向け壁かべ際ぎわで丸まっていた。

　露ろ骨こつな「何も聞いていない」アピールに、ナユタは脱だつ力りよくすると同時に頭痛を堪こらえる。

　ナユタが抜ぬけ出でた直後、探たん偵てい事じ務む所しよの扉とびらからコヨミがひょっこりと顔を出した。

「あ、いたいた！　なゆさんどーしたの？　眉み間けんに皺しわ！　……遅ち刻こくしたの、怒おこってる？」

「いえ……そういうわけではないんです。すみません、ちょっとそこの猫ねこ大だい仏ぶつさんに、イラッときまして」

　かろうじて応じた後、ナユタは苦くるし紛まぎれに話題を転じた。

「迷子のお年寄りは、ちゃんと目的地に辿たどり着つけたんですか？」

「うん！　なんかねー。真っ黒い車から真っ黒いスーツの人ひと達たちが慌あわてて出てきて、〝会長、ご無事でしたか〟とかなんとか……名めい刺しもらった！」

「……それはそれで凄すごく気になりますが、コヨミさん、もしかして何か変な特とく殊しゆ能力とか持ってないですか……？」

　もはや彼かの女じよの存在が、人の縁えんを結ぶ特異点か何かのように思えてくる。

　宵よい闇やみ通どおりにつながる階段から、コツコツと革かわ靴ぐつの足音が聞こえてきた。

　真夏にインバネスコートを着き込こみ、鹿しか撃うち帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった狐きつね顔がおの探たん偵ていが、事務所の前に佇たたずむ二人を見つけて怪け訝げんな顔に転じる。ちょうどガイドの仕事を終えて帰所したところらしい。

「どうした、君きみ達たち？　事務所に入れないのか？」

　ナユタは首を横に振ふる。自然と笑えみがこぼれたが、自覚はしていない。クレーヴェルの顔を見るなり、八はち鳥どりのこともすっかり頭から抜ぬけ落おちてしまった。

「こんばんは、探たん偵ていさん。ちょうどここでコヨミさんと鉢はち合あわせになっただけです。今から《ガッコウ（仮）》の七周目に行くんですが……ご一いつ緒しよしませんか？」

「あー……いや、私は……」

　コヨミが驚おどろきに眼めを見開いた。

「えっ!?　探たん偵ていさん、まさか自分に拒きよ否ひ権けんがあるとでも思ってるの？」

「………………行こう」

　グッドエンドもバッドエンドも複数獲かく得とくし、トゥルーエンドまであと一息、ここから先はレアアイテムの獲かく得とく率りつも上がるとあって、幸運値の高いクレーヴェルの存在は重要だった。戦力として役立つ必要は特になく、ただいることに意味がある。

　クエストの出発点となる路面電車の駅へと歩き出しながら、コヨミがナユタの腕うでにまとわりついた。

「やー、でも昨日は驚おどろいたよねー。制服のバリエーション、セーラー服とブレザーだけかと思ったら、まさかなゆさんのブルマ姿まで拝めるなんて……運営さん、いい仕事するわー」

「…………激務が続きすぎて、そろそろ精神的に不安定になってきているんだろう。苦情はちゃんと申し入れたほうがいい」

　クレーヴェルは目元を押おさえていたが、ナユタはさほど気にしていない。

「動きやすかったですし、私はそんなに気になりませんでしたが──水着より全然ましですし、昔はあれが普ふ通つうだったんですよね？」

「……真面目なのか意外にそうでもないのか、君の感覚がたまによくわからない」

　クレーヴェルには呆あきれられたが、最近は彼かれの動どう揺ようを見るのが楽しくなってきた、などとはさすがに言えない。

　浴衣ゆかた姿ののっぺらぼうとすれ違ちがい、コヨミが不意にはしゃいだ声をあげる。

「あ！　そういえば週末、あやかし横丁の夏祭りだよね!?　花火大会と盆ぼん踊おどりと縁えん日にちと猫ねこ神輿みこしと猫ねこ神楽かぐらと……なんかイベントいっぱいあるみたいだけど、マヒロちゃん、来れそう？」

　ナユタは頷うなずいた。

　マヒロだけでなく、リリカやヤナギの奥方も誘さそってある。

「撮さつ影えいは明日までで、明後日あさつてにはこっちに戻もどるみたいですから、たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思います。探たん偵ていさんも、予定は空いていますよね？」

　クレーヴェルが微び笑しようとともに頷うなずいた。

「ああ。当日は休みにしたから、ゆっくりと見て回るつもりだ」

　イベントの発表があった時点で、「祭りには一いつ緒しよに行きたい」と頼たのんでおいた。ナユタのささやかな依い頼らいは無事に受じゆ諾だくされたらしい。

　人と妖よう怪かいでごった返す混こん沌とんとした夕刻の宵よい闇やみ通どおりを、ナユタ達たち一行は連れ立って歩いていく。




　提ちよう灯ちんの淡あわい光を映す露ろ店てんの風ふう鈴りんが、夏の音を奏かなでる中。

　彼かの女じよはこっそり、クレーヴェルの影かげと自分の影かげとを重ね合わせ、そっとその手をつないでみた。





終










あとがき






　今回のクローバーズ・リグレット三巻は前巻に続き、電でん撃げき文ぶん庫こマガジンの付録についていた「ＳＡＯキャラクターブック」から一部収録したものとなります。

　一章の『黒くろ鬼ほお灯ずきの弓ゆみ姫ひめ』と四章の『異い界かいの鉄てつ路ろ』が収録済みの作品で、その間に入る二章と三章、後日談の終章が書き下ろしという構成です。

　作中の時系列としては、一巻が三月から四月（マザーズ・ロザリオの終しゆう盤ばん）、二巻が四月～六月、そしてこの三巻が六月～八月（アリシゼーションの頃ころ）という設定になっていまして……勘かんのいい方はお気づきかもしれませんが、実はこのあとがきを書いている現時点での、ＳＡＯ本編の時じ間かん軸じくにだいぶ迫せまっています。

　作中では触ふれていませんが、探たん偵ていさんが《ガッコウ（仮）》をプレイしながら青少年保護育成条例に怯おびえていた頃ころ、キリトさんはキリトさんで《オーシャン・タートル》絡がらみでえらいことになっていたはずです。

　そのあたりの状じよう況きようは、川かわ原はら先生の原作を既き読どくの方は把は握あく済ずみかと思いますが、アニメ派の方はもうじき始まるＳＡＯ第三期、アリシゼーション編をお楽しみに！　ということで、ぜひ公式情報をお待ちください。

　さて、およそ二年にわたる連れん載さいを経て、クローバーズ・リグレットはこれにていったん幕引きとなります。

　時し雨ぐ沢さわ先生のＧＧＯに続き、ＳＡＯというメジャータイトルの世界観をお借りして、公式で好き勝手に書かせてもらえるという珍めずらしくも楽しい経験だったのですが、おかげさまでひとまず連れん載さいも完走できました。

　ただでさえご多た忙ぼうの中、監かん修しゆうしていただいた川かわ原はら先生、素す敵てきな挿さし絵えを描かいていただいたぎん太たさん、要所要所でご助言をいただいた三み木きさんに、改めて御お礼れいを申し上げつつ、ここまで広い心でお付き合いいただいた読者の皆みな様さまにも感謝を──

　……今にして振ふり返かえると、特にこの三巻の好き勝手ぶりは「よく通ったな！」と反省せざるを得ない部分もあるのですが（各種カフェとか猫ねこアバターとか豪ごう華か寝しん台だい列車とか……）、そのあたりも含ふくめて、川かわ原はら先生はもとより、読者の皆みな々みな様さまの寛かん大だいな眼まな差ざしに恐きよう縮しゆくしている次し第だいです。

　また何かの企き画かくでふらりと短編等書かせてもらえる機会もあるかもしれませんが、その時にはぜひ、生暖かく見守っていただけましたら幸いです。

　それではまた、いずれ何ど処こかでお目にかかれることを願いつつ──





２０１８年　初夏　渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。このシリーズは好物を詰め込んで書き切った感があるのですが、『猫大仏ＶＳ鼠魔神・暁の大決戦』をねじ込めなかったことだけはほんの少し心残りです。でかい猫とカピバラが延々とじゃれ合うだけの特撮怪獣モノです。抜け毛が凄いです。
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イラスト／ぎん太た

ライトノベルの挿絵等で活動中。絵師[image: ]人展06に参加。電撃文庫「モブ恋」ファミ通文庫「元・竜砲騎士マデリーンの転職」など。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「渡瀬草一郎先生」係

「ぎん太先生」係











初出



「電撃文庫MAGAZINE Vol.58」（2017年11月号付録『ソードアート・オンライン』キャラクターブックVol.5）～

「電撃文庫MAGAZINE Vol.59」（2018年1月号付録『ソードアート・オンライン』キャラクターブックVol.6）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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